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　茨城県は，県土の均衡ある発展を念頭におきながら地域の特性を生
かした振興を図るために，高規格幹線道路などの根幹的な県土基盤の
整備とともに，広域的な交通ネットワークの整備を進めています。
　その一環として整備する首都圏中央連絡自動車道は，首都高中央環
状線などと一体となって，首都圏の骨格となる３環状９放射の道路
ネットワークを形成し，東京都心部への交通の適切な分散導入を図
り，首都圏全体の道路交通の円滑化，首都圏の機能の再編成を図る上
で極めて重要な役割を果たすものです。
　この事業予定地内には埋蔵文化財包蔵地である清水遺跡と同所新田
遺跡が所在します。
　財団法人茨城県教育財団は，国土交通省関東地方整備局北首都国道
事務所から埋蔵文化財発掘調査についての委託を受け，平成１８年４月
から平成１８年１１月までこれを実施しました。
　本書は，清水遺跡と同所新田遺跡の調査成果を収録したものです。
学術的な研究資料としてはもとより，郷土の歴史に対する理解を深め
るために活用されることによりまして，教育・文化の向上の一助とな
れば幸いです。
　最後になりますが，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者
である国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所から多大な御協力
を賜りましたことに対し，厚く御礼申し上げますとともに，茨城県教
育委員会，境町教育委員会，五霞町教育委員会をはじめ，関係各位か
らいただいた御指導，御協力に対し深く感謝申し上げます。

平成２０年３月

財団法人　茨城県教育財団

理 事 長　人 見 實 �
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１　本書は，国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成１８年

度に発掘調査を実施した，茨城県猿島郡境町大字塚崎２４６８番地の１ほかに所在する 清  水 遺跡と，同郡五霞町
����

大字小福田８３９番地ほかに所在する 同  所  新  田 遺跡の発掘調査報告書である。
�����������

２　発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

　　調　査

　　　清水遺跡　　　平成１８年４月１日～平成１８年６月３０日

　　　同所新田遺跡　平成１８年６月１日～平成１８年１１月３０日

　　整　理　　　　　平成１９年９月１日～平成２０年３月３１日

３　発掘調査は，調査課長川井正一のもと，以下の者が担当した。

　　清水遺跡

　　　首席調査員兼班長　　　　川村満博

　　　首席調査員　　　　　　　成島一也

　　　調　査　員　　　　　　　桑村　裕

　　同所新田遺跡

　　　首席調査員兼班長　　　　川村満博

　　　首席調査員　　　　　　　成島一也

　　　主任調査員　　　　　　　須藤正美　　平成１８年１０月１日～平成１８年１１月３０日

　　　主任調査員　　　　　　　田月淳一　　平成１８年８月１日～平成１８年９月３０日

平成１８年１１月１日～平成１８年１１月３０日

　　　調　査　員　　　　　　　桑村　裕　　平成１８年６月１日～平成１８年８月３１日

４　整理及び本書の執筆・編集は，整理課長村上和彦のもと，調査員桑村裕が担当した。

５　製鉄関連遺物の化学分析については，ＪＦＥテクノリサーチ株式会社に委託し，考察は付章として巻末に

抜粋して掲載した。

６　本書を作成するにあたり，製鉄関連施設（第１号掘立柱建物跡，第１号製鉄遺構，第１０号井戸跡，第１号

廃棄土坑，第６・８・１１～１３・２５号溝跡）については，岩手県立博物館上席専門学芸員赤沼英男氏に御指導

いただいた。



１　地区設定は,日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し,清水遺跡はＸ＝＋１３，２８０�，Ｙ＝－５，６４０�の交点を，

同所新田遺跡はＸ＝＋１２，６００�，Ｙ＝－６，７６０�の交点を基準点（Ａ１ａ１）とした。

　この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々４０�四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東

西・南北に各 １々０等分し，４�四方の小調査区を設定した。

　大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１，２，３…

とし，「Ａ１区」「Ｂ２区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へａ，ｂ，ｃ…ｊ，西から東へ

１，２，３，…０とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１ａ１区」「Ｂ２ｂ２区」のように呼称した。

２　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

遺構　　ＳＩ－竪穴住居跡　ＳＢ－掘立柱建物跡　ＳＡ－柵跡　ＳＫ－土坑　ＳＤ－溝跡　ＳＦ－道路跡　

　　　　ＳＥ－井戸跡　ＴＭ－方形周溝墓　ＷＴ－溜め井跡　ＰＧ－ピット群　Ｐ－ピット

遺物　　Ｐ－土器・陶磁器　ＴＰ－拓本記録土器　ＤＰ－土製品　Ｑ－石器・石製品　Ｍ－金属器・金属製品

　　　　Ｔ－瓦

土層　　Ｋ－撹乱

３　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

�　清水遺跡の遺構全体図は２５０分の１，同所新田遺跡の遺構全体図は４００分の１，遺構実測図は６０分の１に

縮小して掲載することを基本とした。

�　遺物は原則として３分の１の縮尺とした。種類や大きさにより異なる場合もある。

�　遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

　　　焼土・赤彩・道路跡　　　　　　　　　　　　炉床面・火床面

　　　竈・粘土・炭化材・砂・炭化範囲　　　　　　柱痕・煤

●土器・陶磁器　　○土製品　　□石器・石製品　　△金属器・金属製品　　　　　　硬化面

４　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

５　一覧表・遺物観察表の表記については，次のとおりである。

�　計測値の単位は�，�，�，�である。なお，現存値は（　）で，推定値は［　］を付して示した。

�　遺物観察表の備考の欄は，残存率や写真図版番号，その他必要と思われる事項を記した。

�　遺物番号は通し番号とし，本文，挿図，観察表，写真図版に記した番号と同一とした。

６　「主軸」については，竈（炉）を持つ竪穴住居跡については竈（炉）を通る軸線とし，他の遺構については

長軸（径）を主軸とみなした。「主軸・長軸方向」は主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れている

かを角度で表示した（例　Ｎ－１０゚－Ｅ）。

７　近世の陶磁器の器種・年代観については，『内藤町遺跡』（新宿区内藤町遺跡調査会ほか，１９９２），『瀬戸市史

陶磁篇　六』（瀬戸市史編纂委員会，１９９８），『九州陶磁の編年』（九州近世陶磁学会，２０００）などを参考とした。

������
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特 記 事 項主 な 遺 物主 な 遺 構主 な 時 代種 別所 収 遺 跡 名

同所新田遺跡か
ら，近世後半に
比定される製鉄
関連遺構が確認
されている。

土師器，土製品竪穴住居跡 ２軒古 墳集落跡清 水 遺 跡

陶器，磁器溝跡 ２条近 世その他

縄文土器，土師器竪穴住居跡 １軒
炉跡 １基
土坑 ４８基

不 明

土師器方形周溝墓 １基古 墳墳 墓同 所 新 田 遺 跡

土師器，須恵器竪穴住居跡 １軒平 安集落跡

土師質土器，瓦質土器，陶器，磁
器，土製品，石器・石製品，鉄
器・鉄製品，銅製品，鉄滓，椀状
滓，古銭，瓦

掘立柱建物跡 ６棟
柵跡 ４列
製鉄遺構 １基
溝跡 ２９条
井戸跡 ４基
溜め井跡 ８基
廃棄土坑 ４基
土坑 ４９基
ピット群 ４か所

中 ・ 近 世生産跡

縄文土器，土師器，須恵器，土師
質土器，瓦質土器，陶器，磁器，
鉄器・鉄製品，石器・石製品，鉄
滓

掘立柱建物跡 １棟
柵跡 １列
溝跡 ２１条
道路跡 １条
井戸跡 ６基
土坑 ２２１基
ピット群 ３か所

不 明その他 

　清水遺跡からは，古墳時代中期と後期の竪穴住居跡が確認されており，調査区西側に位置してい
ることから，調査区より西部に集落が形成されていた可能性がある。
　同所新田遺跡からは，銑鉄から鋼を精錬した遺構と，製品を加工した遺構が確認されている。

要 約

ふ り が な

清水遺跡　　同所新田遺跡書 名

一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内埋蔵文化財調査報告書副 書 名

巻 次

茨城県教育財団文化財調査報告シ リ ー ズ 名

第２９０集シ リ ー ズ 番 号

桑村　裕編 著 者 名

財団法人　茨城県教育財団編 集 機 関

〒３１０－０９１１　茨城県水戸市見和１丁目３５６番地の２　　ＴＥＬ０２９－２２５－６５８７所 在 地

２００８（平成２０）年３月２４日発 行 年 月 日

調 査 原 因調査面積調 査 期 間標 高東 経北 緯コード
ふりがな
所 在 地

ふ り が な
所 収 遺 跡

一般国道４６８号
首都圏中央連絡
自動車道新設事
業に伴う事前調
査

１，４１４�２００６０４０１
～

２００６０６３０
１２�

１３９度
４６分
１７秒

３６度
７分
９秒

０８５４６
―
０５４

 茨  城  県 
いば らき けん

 猿  島  郡 
さ しま ぐん

 境 
さかい

 町 
まち

 大  字  塚  崎 ２４６８番地の
おお あざ つか さき

１ほか

 清  水  遺  跡 
し みず い せき

５，６１２�２００６０６０１
～

２００６１１３０

１０
～
１２�

１３９度
４５分
２４秒

３６度
６分
４０秒

０８５４２
―
０６９

 茨城県  猿  島  郡  五  霞  町 
いばらきけん さ しま ぐん ご か まち

 大  字  小  福  田 ８３９番地
おお あざ こ ふく だ

ほか

 同  所  新  田  遺  跡 
どう しょ しん でん い せき

し
    　  　 　   　　
みず い せき

 　 
どう
 　  　  　 
しょ しん でん

 　 
い
 　 
せき



������

序
例言
凡例
抄録
目次
第１章　調査経緯　 ………………………………………………………………………………………………　１
　第１節　調査に至る経緯　 ……………………………………………………………………………………　１
　第２節　調査経過　 ……………………………………………………………………………………………　１
第２章　位置と環境　 ……………………………………………………………………………………………　３
　第１節　地理的環境　 …………………………………………………………………………………………　３
　第２節　歴史的環境　 …………………………………………………………………………………………　３
第３章　清水遺跡　 ………………………………………………………………………………………………　７
　第１節　遺跡の概要　 …………………………………………………………………………………………　７
　第２節　基本層序　 ……………………………………………………………………………………………　７
　第３節　遺構と遺物　 …………………………………………………………………………………………　１０
　　　１　古墳時代の竪穴住居跡と遺物　 ……………………………………………………………………　１０
　　　２　近世の溝跡と遺物　 …………………………………………………………………………………　２０
　　　３　その他の時代の遺構と遺物　 ………………………………………………………………………　２２
　　　　�　竪穴住居跡　 ………………………………………………………………………………………　２２
　　　　�　炉跡　 ………………………………………………………………………………………………　２３
　　　　�　土坑　 ………………………………………………………………………………………………　２３
　　　　�　遺構外出土遺物　 …………………………………………………………………………………　２９
　第４節　まとめ　 ………………………………………………………………………………………………　３１
第４章　同所新田遺跡　 …………………………………………………………………………………………　３３
　第１節　遺跡の概要　 …………………………………………………………………………………………　３３
　第２節　基本層序　 ……………………………………………………………………………………………　３３
　第３節　遺構と遺物　 …………………………………………………………………………………………　３７
　　　１　古墳時代の方形周溝墓と遺物　 ……………………………………………………………………　３７
　　　２　平安時代の竪穴住居跡と遺物　 ……………………………………………………………………　３９
　　　３　中・近世の遺構と遺物　 ……………………………………………………………………………　４２
　　　　�　掘立柱建物跡　 ……………………………………………………………………………………　４２
　　　　�　柵跡　 ………………………………………………………………………………………………　５２
　　　　�　製鉄遺構　 …………………………………………………………………………………………　５８
　　　　�　溝跡　 ………………………………………………………………………………………………　６６
　　　　�　井戸跡　 ……………………………………………………………………………………………　８５
　　　　�　溜め井跡　 …………………………………………………………………………………………　９９
　　　　�　廃棄土坑　 …………………………………………………………………………………………　１０５
　　　　�　土坑　 ………………………………………………………………………………………………　１１５
　　　　�　ピット群　 …………………………………………………………………………………………　１２４
　　　４　その他の時代の遺構と遺物　 ………………………………………………………………………　１３０
　　　　�　掘立柱建物跡　 ……………………………………………………………………………………　１３０
　　　　�　柵跡　 ………………………………………………………………………………………………　１３０
　　　　�　溝跡　 ………………………………………………………………………………………………　１３１
　　　　�　道路跡　 ……………………………………………………………………………………………　１３８
　　　　�　井戸跡　 ……………………………………………………………………………………………　１３９
　　　　�　土坑　 ………………………………………………………………………………………………　１４３
　　　　�　ピット群　 …………………………………………………………………………………………　１６５
　　　　�　遺構外出土遺物　 …………………………………………………………………………………　１６８
　第４節　まとめ　 ………………………………………………………………………………………………　１７１
付章　 ………………………………………………………………………………………………………………　１７７
写真図版



����� � � �

　国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所は，境町及び五霞町において一般国道４６８号首都圏中央連絡自

動車道新設事業を進めている。

　平成１６年８月２０日，国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，

一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及び，その取り扱いに

ついて照合した。これを受けて茨城県教育委員会は，平成１８年１月１１日に清水遺跡の現地踏査を，平成１８年１

月１７・１８日に試掘調査を実施した。また，平成１６年９月１４日に同所新田遺跡の現地踏査を，平成１７年１０月１１～

１４日及び１１月２２日に試掘調査を実施し，遺跡の所在をそれぞれ確認した。平成１８年１月３１日及び平成１７年１２月

１２日，茨城県教育委員会教育長は国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所長あてに，事業地内に清水遺跡

及び同所新田遺跡が所在する旨を回答した。

　国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，平成１８年２月２日に

清水遺跡，平成１７年１２月２６日に同所新田遺跡について文化財保護法第５７条の３第１項（現　第９４条）の規定に

基づき，土木工事のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。茨城県教育委員会教育長は，現状保存

が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要であると判断し，国土交通省関東地方整備局北首都

国道事務所長あてに，平成１８年２月１５日に清水遺跡，平成１８年１月１０日に同所新田遺跡について，工事着手前

に発掘調査を実施するよう通達した。

　平成１８年２月２０日，国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，

一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道新設事業に係わる埋蔵文化財発掘調査の実施について協議した。平成

１８年２月２１日，茨城県教育委員会教育長は，国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所長あてに，清水遺跡

及び同所新田遺跡についての発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として

財団法人茨城県教育財団を紹介した。

　財団法人茨城県教育財団は，国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業に

ついて委託を受け，平成１８年４月１日から平成１８年１１月３０日まで，発掘調査を実施することとなった。

　清水遺跡は平成１８年４月１日から平成１８年６月３０日まで実施した。同所新田遺跡の調査は，平成１８年６月１

日から平成１８年１１月３０日まで実施した。以下，調査の経過について，概要を表で記載する。
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第１節　 調査に至る経緯

第２節　調　査　経　過
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清水遺跡

同所新田遺跡

６　月５　月４　月期間
工程
調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記
写 真 整 理

補 足 調 査
撤　 　 収

１１　月１０　月９　月８　月７　月６　月期間
工程
調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記
写 真 整 理

補 足 調 査
撤　 　 収
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　 清  水 遺跡は茨城県猿島郡境町大字塚崎２４６８番地の１ほか， 同  所  新  田 遺跡は同郡五霞町大字小福田８３９番地ほ
し みず どう しょ しん でん

かに所在している。両遺跡が所在する町域は茨城県の南西部に位置し，利根川を挟んで東側が境町，西側が五

霞町である。

　境町は，比較的平坦な猿島台地と呼称される洪積台地に展開しており，常陸川水系の氾濫や常陸川水系に流

入する小河川などによって形成された下位段丘や谷底平野および氾濫原によって構成されている。町内の標高

は東高西低で利根川に向かって低くなり，最高標高は２０�，最低標高は１０�，平均標高は約１４�である。

　五霞町は，四方を利根川，江戸川，権現堂川，中川によって区画されている。町内の地形は，利根川及び中・

小河川によって開析された低地（谷底平野，自然堤防，三角州平野）と，五霞村台地と呼ばれる下位段丘群に

よって構成されており，町内の最高標高は１７．５�，最低標高は９�で，平均標高は約１２�である。

　両町域の地質は新生代第四紀沖積統が中心で，約１万年以降までの新しい時代の堆積層で形成されている。

また，この沖積統の下には第四紀洪積世後期に形成された洪積統が堆積しており，下層から竜ヶ崎砂礫層，常

総粘土層，関東ローム層（武蔵野ローム層，立川ローム層など）に分層される。

　清水遺跡は，境町南西部の利根川沿いに位置し，標高１２．５�の下位段丘に立地している。遺跡周辺の土地利

用状況は主として水田・畑地などの耕作地であり，遺跡の現況は畑地であった。

　同所新田遺跡は，五霞町北東部の利根川沿いに位置し，標高１０～１２�の下位段丘に立地している。遺跡周辺

の土地利用状況は主として水田・畑地などの耕作地であり，遺跡の現況は水田であった。

　清水遺跡と同所新田遺跡が所在する現在の利根川流域には，沖積統の低地と洪積統の台地が広がっている。

利根川の北側では，利根川の支流によって開析された谷津が広がり，谷津から洪積統の台地にかけて遺跡が存

在している。また，利根川の南側は，広大な沖積統が広がり，奥東京湾に面した標高１０～１３�ほどの低地に遺

跡が確認されている。ここでは，両遺跡周辺に確認されている遺跡を中心に概要を述べる１）。

　古墳時代の遺跡は現在１０５遺跡確認されており，発掘調査が行われている遺跡は８遺跡である。前期の遺跡

では，集落遺跡である 末  広 遺跡〈３〉，かわい 山 遺跡〈４〉， 羽  黒 遺跡〈５〉のほか，６基の方形周溝墓が確認
すえ ひろ やま は ぐろ

されている 釈  迦  才  仏 遺跡〈６〉などが確認されている。前期に比べ中期になると，遺跡周辺の集落数が減少す
しゃ か さい ぶつ

る傾向がみられる。その中で確認されている遺跡としては，祭祀遺構と考えられる土坑や，滑石製模造品の未

製品が多数出土している住居跡が検出されている 香  取  西 遺跡〈７〉や，子持勾玉をはじめとする滑石製品の祭
か とり にし

祀関連遺物が多量に住居跡から検出している 向 
むかい

 坪 Ｂ遺跡〈８〉などがある。後期の遺跡は，集落遺跡である末
つぼ

広遺跡，羽黒遺跡， 久  能  西  原 遺跡〈９〉， 駒  羽  根 遺跡〈１０〉などが確認されている。
く のう にし はら こま は ね

　奈良・平安時代の遺跡は現在６３遺跡確認されており，発掘調査が行われている遺跡は６遺跡である。かわい

山遺跡，羽黒遺跡など古墳時代から継続する複合遺跡でほぼ占められるほか，１０世紀代の住居跡１軒と掘立柱

建物跡２棟が確認された 日  下  部 遺跡〈１１〉，住居跡１軒が確認された 水  海 
く さ かべ みず うみ

 城 
じょう

 跡 〈１２〉がある。また，複合遺跡
あと

第１節　 地 理 的 環 境

第２節　 歴 史 的 環 境
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第１図　清水遺跡・同所新田遺跡周辺遺跡位置図（国土地理院「鴻巣」，「水海道」１：５００００を使用）
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表１　清水・同所新田遺跡周辺遺跡一覧表

時　　代

遺　　跡　　名
番

号

時　　代

遺　　跡　　名
番

号

近

世

中

世

奈
・
平

古

墳

弥

生

縄

文

旧
石
器

近

世

中

世

奈
・
平

古

墳

弥

生

縄

文

旧
石
器

○○大崎穴薬師遺跡１９○○清 水 遺 跡�

○○大 崎 遺 跡２０○○○○同 所 新 田 遺 跡�

○○寺 山 遺 跡２１○末 広 遺 跡３

○伊 勢 塚 古 墳２２○○○か わ い 山 遺 跡４

○○釈 迦 新 田 遺 跡２３○○○○○○○羽 黒 遺 跡５

○○○殿 山 遺 跡２４○○○○釈 迦 才 仏 遺 跡６

○○○小 手 指 貝 塚２５○○○○○香 取 西 遺 跡７

○○○上 舟 戸 遺 跡２６○○向 坪 Ｂ 遺 跡８

○○○三 島 神 社 古 墳２７○○○久 能 西 原 遺 跡９

○○○○元栗橋下宿遺跡２８○○○○駒 羽 根 遺 跡１０

○○西 新 畑 遺 跡２９○○○○○○日 下 部 遺 跡１１

○○桜 井 浦 遺 跡３０○○水 海 城 跡１２

○○幸手市�８遺跡３１○境 河 岸１３

○○幸手市�１０遺跡３２○○関 宿 城 跡１４

○幸手義賑窮餓之碑３３○○○○○石 畑 遺 跡１５

○○幸手市�１９遺跡３４○○千 塚 柴 原 遺 跡１６

○○幸手市�２０遺跡３５○墓 化 遺 跡１７

○○○南 坪 遺 跡３６○○○堤 外 遺 跡１８
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である香取西遺跡からは，鉄製品の生産に関係する遺構や遺物が確認されている。

　近世初頭には，「利根川東渡」と呼ばれる大規模な河川改修工事が行われた。承応３（１６５４）年には会の川から

古利根川へ向かっていた利根川本流が常陸川筋と連結し，関東平野の中央部を西から東へ貫流して太平洋へ注

ぐようになった。それにより，奥州から鬼怒川を下り， 境 
さかい

 河  岸 〈１３〉などを経て利根川や江戸川をさらに下っ
か し

て江戸へと至る輸送ルートが成立し，関宿周辺の河岸は輸送ルートの要として繁栄していくことになった。そ

の交通・流通機能を大きく担うようになる境河岸は，正保期（１６４４年から１６４７年）に関宿藩の居城である 関  宿 城
せき やど

   
じょう

〈１４〉の城下町として機能するようになった。

　当該期の遺跡は現在４４遺跡確認されている。発掘調査が行われた主な遺跡としては，前述した千葉県野田市

に位置する関宿城のほか，五霞町に位置する近世の溝一条が確認された 石  畑 遺跡〈１５〉，埼玉県幸手市に位置し，
いし はた

陶磁器や木製品が多く出土した生活廃棄物捨場１基が確認された 千  塚  柴  原 遺跡〈１６〉などがある。
ち づか しば はら

註）

　１）ａ　茨城県教育庁文化課『茨城県遺跡地図（地名表編・地図編）』２００１年３月

ｂ　生涯学習課市史編さん室『幸手市史　考古資料編』幸手市教育委員会　２００２年３月

ｃ　総和町史編さん委員会『総和町史　資料編　原始・古代・中世』総和町　２００２年３月

ｄ　生涯学習課市史編さん室『幸手市史　通史編　自然　原始・古代　中世　近世』　幸手市教育委員会　２００２年６月

ｅ　境町史編さん委員会『下総境の生活誌　資料編　原始・古代・中世』境町　２００４年３月

ｆ　境町史編さん委員会『下総境の生活誌　図説・境の歴史』境町　２００５年３月

ｇ　総和町史編さん委員会『総和町史　通史編　原始・古代・中世』総和町　２００５年３月

ｈ　野田市史編さん委員会『野田市史　資料編　考古』野田市　２００５年３月

ｉ　石川義信「羽黒遺跡２　一級河川女沼川河川改修工事事業地内埋蔵文化財調査報告書２」『茨城県教育財団文化財調査

報告』第２６２集　２００６年３月

ｊ　千葉県立関宿城博物館『企画展図録　利根川東遷と関宿藩』千葉県教育振興財団　２００６年１０月
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　清水遺跡は，利根川沿いの標高１２．５�の下位段丘に立地している。調査前の現況は畑地であり，調査面積は

１，４１４�である。

　調査の結果，古墳時代の竪穴住居跡２軒，近世の溝跡２条，時期不明の竪穴住居跡１軒，炉跡１基，土坑４８

基を確認した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に１９箱出土している。主な遺物は，縄文土器（深鉢），土師器

（坏，高坏，椀，甕，甑），土師質土器（内耳鍋，焙烙），陶器（椀，擂鉢），磁器（碗），土製品（土玉，紡錘

車，支脚，勾玉ヵ，不明土製品）である。

　調査区中央部南側のＢ２ｅ６区にテストピットを設定し，基本土層の観察を行った。地表面の標高は１２．４�

で，地表面から２．４５�掘り下げた。土層は１０層に分層され，第３～９層までが立川ローム層，第１０層以下が武

蔵野ローム層と判断した。以下，観察結果を述べる。

　第１層は，暗褐色の耕作土層で，少量の砂粒を含み，層厚は６１～６６�である。

　第２層は，暗褐色の腐植土で，少量のローム粒子と砂粒を含み，層厚は１４～１８�である。

　第３層は，褐色のソフトローム層で，層厚は５～１５�である。

　第４層は，褐色のハードローム層で，微量のＡＴ（姶良丹沢テフラ）を下層に含み，層厚は２０～３９�である。

　第５層は，黒褐色のハードローム層である。第二黒色帯（ＢＢ�）上部と考えられ，層厚は６～１６�である。

　第６層は，黒褐色のハードローム層である。第二黒色帯下層で，

層厚は１０～２９�である。

　第７層は，黒褐色のハードローム層である。第二黒色帯の最下層

で，層厚は４～１２�である。

　第８層は，褐色の粘土層で，層厚は２０～３４�である。

　第９層は，褐色の粘土層で，第８層より粘土ブロックを多く含み，

層厚は１８～３３�である。

　第１０層は，褐色の粘土層で，微量の赤色粒子を含み，層厚は３２～

４５�である。

　なお，遺構は第３層上面で確認されている。
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清 水 遺 跡

第１節　遺 跡 の 概 要

第２節　基 本 層 序

12.0m

11.0m

1

2

3

4

6

7

8

9

10

5

10.0m

第２図　清水遺跡基本土層図
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第３図　清水遺跡調査区設定図
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清 水 遺 跡
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第４図　清水遺跡遺構全体図
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１　古墳時代の竪穴住居跡と遺物

　遺構は，竪穴住居跡２軒が確認された。以下，確認された遺構及び遺物について記述する。

第２号住居跡（第５～８図）

位置　調査区南西部のＢ２ｂ３区，標高１１．７�の平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸７．５２�，短軸７．４６�の方形で，主軸方向はＮ－２３°－Ｅである。壁高は２４～４６�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竈付近からＰ１にかけた範囲と西壁中央部が踏み固められている。壁下には，幅１２～２０�，

深さ２～１０�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っているほか，長さ２８～１００�，幅１２～２０�，深さ２～２０�の間

仕切り溝が５条確認されている。壁際の床面から土混じりの炭化物と焼土，北東・南東・南部の壁際から粘土

がそれぞれ確認されている。

竈　北壁中央部やや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１５２�，袖部幅１００�である。袖

部は，右袖部は床面を掘り込み，左袖部は床面とほぼ同じ高さを基部とし，砂質粘土を用いて構築されている。

火床部は床面を若干掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変している。煙道部は壁外へ２０�掘り込み，火床面か

ら外傾して立ち上がった後，直立気味に立ち上がっている。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６５�ほどである。Ｐ５は深さ３６�で，南壁付近の中央部に位

置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置している。長軸９３�，短軸６４�の隅丸長方形で，深さは８４�である。底面は皿

状で，壁はほぼ直立している。覆土は，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

覆土　３４層に分層される。不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

第３節　遺 構 と 遺 物

竈土層解説
１  にぶい黄橙色 砂質粘土ブロック・ローム粒子少量
２  にぶい赤褐色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量
３  にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
４  にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ロームブロック･砂質粘土粒子少量
５  にぶい黄橙色 砂質粘土ブロック･ローム粒子･焼土粒子少量
６  にぶい橙色 砂質粘土ブロック･ローム粒子･焼土粒子少量
７  にぶい黄橙色 ローム粒子・砂粒少量
８  にぶい橙色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
９  にぶい黄褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１０  赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子･砂質粘土粒子少量
１１  にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子･砂質粘土粒子少量
１２  にぶい橙色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

１３  にぶい黄褐色 焼土ブロック･ローム粒子･砂質粘土粒子少量
１４  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１５  灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
１６  暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
１７  褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
１８  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１９  灰 褐 色 砂質粘土粒子・ローム粒子少量
２０  にぶい黄橙色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
２１  にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック少量
２２  にぶい黄橙色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子少量
２３  暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
２４  暗 褐 色 ロームブロック･砂質粘土少量，焼土粒子微量

貯蔵穴土層解説
１　 暗 褐 色 ローム粒子少量
２　 暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ロームブロック微量

４  褐 色 ローム粒子少量
５  褐 色 ロームブロック少量
６  灰 褐 色 ロームブロック･粘土粒子少量

土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量
２  黒 褐 色 ロームブロック少量
３　 黒 褐 色 ローム粒子少量
４　 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
５　 暗 褐 色 ローム粒子少量
６　 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
７　 黒 褐 色 炭化粒子多量，ローム粒子中量
８　 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，粘土粒子微量

９　にぶい褐色 ロームブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
１０　 黒 褐 色 ローム粒子微量
１１　 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１２　 褐 色 ローム粒子中量
１３　 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１４　にぶい黄褐色 ローム粒子・炭化粒子中量
１５　 極 暗 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量
１６　 明 褐 色 ロームブロック中量
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１７　 にぶい褐色 ロームブロック少量
１８　 にぶい褐色 ローム粒子中量
１９　 褐 色 ロームブロック微量
２０　 暗 褐 色 ローム粒子微量
２１　 褐 色 ロームブロック中量
２２　 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
２３  褐 色 ロームブロック少量
２４  にぶい褐色 ロームブロック中量
２５  灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量

２６  褐 色 ローム粒子中量
２７  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２８  極 暗 褐 色 ロームブロック微量
２９  褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３０  明 褐 色 ローム粒子中量
３１  暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量
３２  明 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３３  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３４  褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片７３６点（坏３７，高坏１３，甕類６８０，小形甕１，甑５），土製品１０点（勾玉ヵ１，土玉２，

紡錘車１，支脚６），鉄器１点（鎌），焼土塊，炭化材のほか，流れ込んだ縄文土器片１点，混入した陶器片２

点（不明）も出土している。９は竈火床部よりやや浮いた位置から逆位の状態で，２・６・１１・１３・１４は竈右

袖部の崩落土層内の床面よりやや浮いた位置からそれぞれ出土しており，いずれも廃絶時に廃棄されたものと

考えられる。１･３･７は南壁部付近の焼土や粘土の上面，１２は貯蔵穴内の覆土上層からそれぞれ出土してお

り，いずれも廃絶後に廃棄されたものと考えられる。ＤＰ１・ＤＰ３は北東部の覆土中，ＤＰ２は南部の覆土下層，

ＤＰ４は竈左袖付近の床面，Ｍ１は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から６世紀前半と考えられる。また，床面に広がる焼土の検出状況から焼失住居と考

えられる。
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第６図　第２号住居跡実測図（２）

第２号住居跡出土遺物観察表（第７・８図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９５％　二次焼成　体部
内面から内底にかけて
剥落激しい　ＰＬ４

覆土下層口辺部外面横ナデ　内面ナデ　体部・底部外面
ヘラ削り後ナデ　体部内面ヘラナデ普通橙

長石・石英・
雲母・黒色粒子・
赤色粒子

―６．２１１．５坏土師器１

８０％　ＰＬ４覆土下層口辺部横ナデ・丁寧なナデ　体部・底部外面ヘ
ラ削り後丁寧なナデ　体部内面丁寧なナデ普通明赤褐長石・石英・

雲母・赤色粒子４．４７．４１２．６坏土師器２

９５％　二次焼成　外面
赤彩剥落　内面剥落激
しい　ＰＬ４

覆土下層口辺部横ナデ　体部・底部外面ヘラ削り後ナデ
内面ナデ　放射状の暗文普通にぶい橙長石・石英３．５５．８１３．２坏土師器３

８５％　二次焼成
ＰＬ４覆土下層口辺部横ナデ　体部・底部外面ヘラ削り後ナデ

内面ナデ普通にぶい黄橙長石・石英・雲母―５．４１２．８坏土師器４

８５％　ＰＬ４覆土下層口辺部横ナデ　体部・底部外面ヘラ削り後ナデ
内面ナデ普通橙長石・石英・

雲母・赤色粒子―５．９１４．５坏土師器５

７５％　二次焼成　体部
内面から内底にかけて
剥落が激しい　ＰＬ４

覆土下層口辺部横ナデ　体部・底部外面ヘラ削り後丁寧
なナデ良好にぶい橙長石・石英・

雲母・黒色粒子―６．０１２．９坏土師器６

７５％　ＰＬ４覆土下層口辺部横ナデ　体部・底部外面ヘラ削り後丁寧
なナデ　内面ナデ普通にぶい橙長石―５．２１３．５坏土師器７

４５％　ＰＬ４覆土下層口辺部横ナデ後ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ
下端ヘラ削り　内面ナデ・ヘラナデ　底部ナデ普通にぶい橙長石・石英・雲母４．５（４．７）［８．４］坏土師器８

１００％　坏部・脚部外面
剥落著しい　ＰＬ５

竈
覆土下層

口辺部横ナデ　坏部外面ナデ　内面ナデ後ヘ
ラ磨き　脚部ナデ普通明赤褐長石・石英・雲母１０．１１２．６１４．３高坏土師器９



－　　－13

清 水 遺 跡清 水 遺 跡

0 10cm

1
2 3

65

4

7

8

9

11

10

第７図　第２号住居跡出土遺物実測図（１）



－　　－14

0 10cm

13

12

M1

DP4

DP3
DP2

DP1

14

0 5cm

第８図　第２号住居跡出土遺物実測図（２）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９５％　丸底　体部内面
剥落が激しい　ＰＬ５

覆土下層
～床面

口辺部横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　内
面ヘラナデ　底部ナデ普通にぶい橙長石・石英・

雲母・赤色粒子８．４３０．４１７．４甕土師器１０

９５％　ＰＬ５覆土下層
口辺部外面横ナデ後ヘラナデ　内面横ナデ　
体部ヘラ削り後ヘラナデ・ナデ　底部ヘラ削り
後外周側ナデ

普通にぶい橙長石・石英・雲母５．８１３．０１４．９小形甕土師器１１

１００％　二次焼成
内面剥落　ＰＬ５

貯蔵穴
覆土上層

口辺部横ナデ後ナデ　内面ヘラナデ・ナデ　体
部ヘラ削り後縦位のナデ　下端ナデ　底部ヘ
ラナデ

良好橙長石・小礫８．８２５．０２５．６甑土師器１２

１００％　ＰＬ５覆土下層
口唇部ナデ・ヘラナデ　口辺部横ナデ後雑なナ
デ　体部外面雑なナデ・ヘラナデ　内面ナデ　
底部雑なナデ

普通にぶい橙長石・石英・雲母６．０１５．２１７．４甑土師器１３

８０％　ＰＬ５覆土下層口辺部横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ・ヘラ
ナデ　指頭痕　内面ナデ　底部ナデ普通橙長石・石英３．６１６．５２０．６甑土師器１４
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清 水 遺 跡

備　　考出土位置特　　徴胎土・材質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ６覆土中ナデ長石・繊維（３．１）１．０１．３（２．７）勾玉ヵＤＰ１

覆土中木質残存　刃部欠損鉄（１５．１）１．１（２．４）（４．５）鎌Ｍ１

備　　考出土位置特　　徴胎土重量孔径高さ径器種番号

ＰＬ６覆土中層ナデ　一方向からの穿孔長石７．８０．５２．０２．１土玉ＤＰ２

ＰＬ６覆土中ナデ　一方向からの穿孔長石・石英１２．１０．４２．３２．５土玉ＤＰ３

ＰＬ６床面ナデ後ヘラ磨き　両方向からの穿孔長石・繊維（３５．０）２．９２．９４．１紡錘車ＤＰ４

第３号住居跡（第９～１２図）

位置　調査区中央部のＢ２ａ７区，標高１１．５�の平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸６．２８�，短軸６．１８�の方形で，主軸方向はＮ－４３°－Ｗである。壁高は１８～３０�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。壁付近にかけて踏み固められており，床表面は被熱によりぼろぼろとしている。壁下に

は，幅１４～３０�，深さ４～１４�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。壁際の床面や壁溝内から炭化材と

焼土，Ｐ１とＰ４を結ぶ線上に炭化材，南西壁中央部に熱を受けていない粘土がそれぞれ確認されている。

炉　中央部やや東寄りに２か所重複して付設されている。炉１は長径５４�，短径５０�の円形で，床面を１２�掘

りくぼめた地床炉である。炉２は長軸６２�，短軸４４�の隅丸長方形で，床面を１４�掘りくぼめた地床炉である。

それぞれの炉の地床面は火を受けて赤変硬化している。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，Ｐ３の深さは５６�で，その他のピットの深さは不明である。Ｐ５は

深さ３３�で，北西部壁付近の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　東コーナー部に位置している。長軸７８�，短軸５１�の隅丸長方形で，深さは６２�である。底面は南西

側へ緩やかに傾斜しており，壁は外傾して立ち上がっている。覆土は，ブロック状の堆積状況を示した人為堆

積である。

覆土　２９層に分層される。不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

炉１土層解説（Ｉ－Ｉ’）
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子･炭化粒子微量
２  暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
３  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化物微量
４  赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子微量
５  褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

６  褐 色 ローム粒子中量
７  褐 色 ロームブロック少量
８  暗 褐 色 ローム粒子中量
９  にぶい褐色 ローム粒子中量

炉２土層解説（Ｊ－Ｊ’）
１  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子微量
３  褐 色 ローム粒子少量
４  赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子微量
５  暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量

６  褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
７  暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
８  褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
９  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０  褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

貯蔵穴土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

３  褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
４  明 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量

土層解説
１  灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
３  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
４  黒 褐 色 ロームブロック少量
５  暗 褐 色 ロームブロック少量
６  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
７  黒 色 ロームブロック微量
８  褐 色 ローム粒子少量

９  極 暗 褐 色 ロームブロック微量
１０  褐 色 炭化材中量，ローム粒子少量
１１  暗 褐 色 ローム粒子少量
１２  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１３  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
１４  褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１５  暗 褐 色 ローム粒子微量
１６  黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
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第９図　第３号住居跡実測図（１）
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清 水 遺 跡

遺物出土状況　土師器片１９６点（坏８，椀２，高坏２，甕類１８４），土製品２点（土玉，不明）のほか，流れ込

んだ縄文土器片１１点も出土している。１５は南東壁際の覆土下層，１６・１７は中央部の床面と覆土下層，１９・２０は

南部の床面，２２・２５は東部の床面からそれぞれ出土し，いずれも廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から５世紀後半と考えられる。床面の検出状況や炭化材の広まりから，焼失住居と考

えられる。また，検出された粘土は焼けていないことから，本跡焼却後に廃棄されたものと考えられる。
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第１０図　第３号住居跡実測図（２）

１７  極 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
１８  褐 色 ローム粒子中量
１９  褐 色 ローム粒子多量
２０  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２１  暗 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
２２  褐 色 ロームブロック中量
２３  黒 色 ロームブロック極微量

２４  褐 色 ロームブロック少量
２５  明 褐 色 ローム粒子中量
２６  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
２７  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２８  褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２９  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
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第１１図　第３号住居跡出土遺物実測図（１）
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清 水 遺 跡

 備　　考
重複関係（古→新）主な出土遺物覆土

内　部　施　設
壁溝床面壁高

（�）
規模（�）

（長軸×短軸）平面形主軸方向位　置番号
貯蔵穴炉・竈ピット 出入口

ピット主柱穴

本跡→ＳＩ１土師器，土製品人為１１―１４全周平坦２４～４６７．５２×７．４６方形Ｎ－２３°－ＥＢ２ｂ３２

土師器，土製品人為１２―１４全周平坦１８～３０６．２８×６．１８方形Ｎ－４３°－ＷＢ２ａ７３

表２　古墳時代　竪穴住居跡一覧表

0 5cm

DP5
DP6

第１２図　第３号住居跡出土遺物実測図（２）

第３号住居跡出土遺物観察表（第１１・１２図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１００％　二次焼成
内底を除き剥落激しい覆土下層口辺部横ナデ後ナデ　体部内外面ナデ・ヘラナ

デ　底部ナデ　内底磨き普通にぶい赤褐長石・石英・雲母６．０６．６１４．４坏土師器１５

１００％　二次焼成
剥落激しい　ＰＬ４床面口辺部横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ・磨き

底部ヘラナデ普通橙長石・石英・小礫３．６７．７１４．８坏土師器１６

９５％　二次焼成
剥落激しい　ＰＬ４覆土下層

口辺部横ナデ後ナデ　体部外面ナデ・磨き　下
端ヘラ削り　内面磨き　底部ナデ　内底ナデ・
磨き

良好にぶい橙長石・石英・
雲母・小礫５．６６．６１５．６坏土師器１７

９５％　ＰＬ４床面口辺部横ナデ　体部ナデ・ヘラ磨き　底部ナデ普通にぶい黄橙長石・雲母・
赤色粒子４．５６．８１４．６坏土師器１８

９０％　二次焼成
剥落激しい　ＰＬ４床面口辺部横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ・ヘラ

ナデ　内面ナデ・磨き　底部ヘラ削り後ナデ普通明赤褐長石・雲母・
赤色粒子３．２６．５１５．４坏土師器１９

８０％　内底のみ剥落　
ＰＬ４床面口辺部・体部ヘラナデ後ヘラ磨き　内面丁寧な

ナデ　底部ナデ普通にぶい褐長石・石英２．７６．７１４．５坏土師器２０

１００％　ＰＬ４覆土下層
口辺部横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ・ヘラ
ナデ　内面丁寧なナデ・ヘラナデ　下端左方向
のヘラ削り　底部ヘラ削り後ナデ

良好にぶい黄橙長石・雲母・
針状骨針４．６７．２１１．１椀土師器２１

９５％　二次焼成
内底の剥落激しい
ＰＬ４

床面口辺部横ナデ後ナデ　体部ヘラ削り後一部ナ
デ　内面丁寧なヘラナデ　底部ナデ良好にぶい橙長石・石英・

雲母・黒色粒子―８．４１３．１椀土師器２２

７０％床面
体部外面ヘラ削り後雑なナデ　底部ヘラ削り
体部内面上位ヘラナデ　内底から下位にかけ
てヘラ磨き

普通にぶい褐長石・石英・雲母５．２（１４．５）―甕土師器２３

２０％覆土下層
～床面

口辺部横ナデ後ナデ　体部外面ヘラ削り後丁
寧なナデ　内面ナデ・ヘラナデ　輪積痕普通黄橙長石・赤色粒子―（２４．５）［１７．６］甕土師器２４

３０％　二次焼成床面口辺部横ナデ　体部外面縦位を中心としたヘ
ラナデ　内面ナデ普通橙長石・石英・雲母―（１３．９）［１１．０］小形甕土師器２５

備　　考出土位置特　　徴胎土重量孔径厚さ径器種番号

ＰＬ６床面丁寧なナデ　一方向からの穿孔長石・雲母９．３０．５２．２２．２土玉ＤＰ５

備　　考出土位置特　　徴胎土重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ６床面ナデ　両端部欠損長石（５．２）１．１１．２３．９不明
土製品ＤＰ６
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２　近世の溝跡と遺物

　遺構は，溝跡２条が確認された。以下，確認された遺構及び遺物について記述する。

第１号溝跡（第４・１３図）

位置　調査区東部のＡ３ｅ１～Ｂ３ｂ１区，標高１１．５�の平坦な台地上に位置している。

重複関係　第２２号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　両端部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは２５．８�である。Ｂ３ｂ１区から，北東方

向（Ｎ－４°－Ｅ）へ直線的にＡ３ｅ１区まで延びている。規模は上幅５８～１６０�，下幅８～２２�，深さ３０～５８�

であり，断面はＴ字状で，壁は直立して立ち上がった後，緩やかに傾斜して立ち上がっている。また，Ａ３ｉ１

区で，北東へと延びる溝が派生している。規模は長さ１６�，上幅２４～５０�，下幅８～２８�，深さ１０～１４�であ

り，断面はＵ字状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，２条の溝は両端の調査区域外から中央へ向かっ

て傾斜している。

覆土　１０層に分層される。レンズ状に堆積した自然堆積である。

遺物出土状況　陶器片２点（瀬戸・美濃系擂鉢，堺・明石系擂鉢）のほか，流れ込んだ土師器片１点（甕）も

出土している。

所見　時期は，細片のため図化できないが，出土している陶器片は近世後半に比定されるものと考えられるこ

とから，近世後半と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量
４  褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
５  褐 色 ローム粒子少量

６  明 褐 色 ローム粒子中量
７  褐 色 ローム粒子中量　
８  褐 色 ローム粒子多量
９  暗 褐 色 粘土ブロック微量
１０  黒 褐 色 ロームブロック少量
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第２号溝跡（第４・１４図）

位置　調査区東部のＡ３ｆ２～Ｂ３ａ２区，標高１１．５�の平坦な台地上に位置している。

確認状況　２条の溝が平行して南北方向に延びており，ここでは西側の溝を溝２Ａ，東側の溝を溝２Ｂとして

報告する。

規模と形状　溝２Ａは両端部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは１７．３�である。Ｂ３ａ２区か

ら，真北へ直線状にＡ３ｆ２区まで延び，規模は上幅９２～１２０�，下幅１６～２７�，深さ６２～７０�である。断面は漏

斗状で，壁は直立気味に立ち上がった後，外傾して立ち上がっている。溝２Ｂは両端部が調査区域外に延びて

いるため，確認できた長さは１７．３�である。規模は，上幅４８～７８�，下幅８～２７�，深さ２１～３０�である。断

面はＵ字状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，２条の溝は南端から北端へ向かって傾斜している。

第１３図　第１号溝跡実測図
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清 水 遺 跡

覆土　１６層に分層される。含有物と不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　陶器片２点（瀬戸・美濃系天目茶碗，明石・堺系鉢類），磁器片１点（肥前系小坏），瓦片１点

のほか，流れ込んだ縄文土器片１点，土師器片２点も出土している。２６は溝２Ａ北部の覆土中層から出土して

おり，廃絶後の廃棄と考えられる。

所見　出土土器から１８世紀前半には廃絶していたと考えられる。
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第１４図　第２号溝跡・出土遺物実測図

第２号溝跡出土遺物観察表（第１４図）

備　　考出土位置
製　　作

印・銘
など

装　　飾
成形・
調整

胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

４０％　高台若干砂付
着　ＰＬ６覆土中層１７００～

１７４０年代ヵ肥前系――内：―　　
外：草花文

染付
透明釉

ロクロ
削り高台灰白［３．０］（２．５）―小坏磁器２６

表３　近世　溝跡一覧表

備　　　考
重複関係（古→新）主な出土遺物覆土底面断面

規　　模（�　確認長は�）
形状方　向位　　置番号

深さ下幅上幅確認長

ＳＫ２２→本跡陶器
自然皿状Ｔ字状３０～５８８～２２５８～１６０（２５．８）直線的Ｎ－４°－ＥＡ３ｅ１～Ｂ３ｂ１

１
自然皿状Ｕ字状１０～１４８～２８２４～５０（１６．０）直線的Ｎ－８°－ＥＡ３ｅ１～Ａ３ｉ１

陶器，磁器，瓦
人為皿状漏斗状６２～７０１６～２７９２～１２０（１７．３）直線的

Ｎ－０°Ａ３ｆ２～Ｂ３ａ２
２Ａ

人為皿状Ｕ字状２１～３０８～２７４８～７８（１７．３）直線的２Ｂ

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子極微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
４  褐 色 ローム粒子中量
５  黒 褐 色 ロームブロック微量
６  褐 色 ロームブロック中量
７  褐 色 ローム粒子少量
８  明 褐 色 ローム粒子中量

９  褐 色 ロームブロック少量
１０  暗 褐 色 ローム粒子微量
１１  極 暗 褐 色 ローム粒子少量
１２  暗 褐 色 ロームブロック微量
１３  明 褐 色 ローム粒子多量
１４  黒 褐 色 ローム粒子少量
１５  黒 褐 色 ローム粒子微量
１６  明 褐 色 ロームブロック中量
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３　その他の時代の遺構と遺物

　時期や性格が明確でない竪穴住居跡１軒，炉跡１基，土坑４４基が確認されている。以下，遺構と遺物につ

いて記述する。

（１）竪穴住居跡

第１号住居跡（第１５図）

位置　調査区南西部のＢ２ｃ２区，標高１１．８�の平坦な台地上に位置している。

重複関係　第２号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　削平により竈の火床部と床面が露出した状態で確認されたため，わずかに残る覆土と火床部の位

置から形状を推定した範囲は，南北軸４．６�，東西軸４．３�の方形で，主軸方向はＮ－７２°－Ｗと考えられる。

床　ほぼ平坦で，硬化面が部分的に確認されている。

竈　西壁中央部に付設されている。確認された規模は，焚口部から煙道部まで１１８�である。火床部は床面を

１０�掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変している。

第１５図　第１号住居跡実測図第１５図　第１号住居跡実測図

0 2m

0 1m

A

A'

B
'

B

C'

C
D D'

C C'

D D'

A
12
.0
m

A
'

B
B
'

P1

SI2

B2d3

撹
乱

7 6 4

5 3

1

2

1



－　　－23

清 水 遺 跡

竈土層解説
１  灰 褐 色 焼土粒子多量
２  灰 褐 色 焼土ブロック中量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量
４  にぶい橙色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量　　　

５ にぶい黄褐色  焼土粒子多量，粘土粒子中量
６  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
７  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

ピット　深さ５８�で，性格は不明である。

覆土　単一層で，層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片２７点（甕類）が出土している。

所見　時期は，不明である。

（２）炉跡

第１号炉跡（第１６図）

位置　調査区東部のＡ２ｇ０区，標高１１．４�の平坦な台地上に位置している。　　　　　　　　　　　　　　

規模と形状　平面形は長径１．２５�，短径０．７２�の不整楕円形で，深さは４～２０�である。長径方向はＮ－１６°

－Ｅで，中央部に長径０．４６�，短径０．３８�，厚さ８�の赤変硬化した焼土塊が確認されている。

覆土　８層に分層される。火床面は第１～３層上面である。

所見　時期は，周辺に古墳時代の竪穴住居跡が位置していることや炉跡の規模から同時期と推測されるが，詳

細は不明である。

土層解説
１  灰 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

土層解説
１  明 赤 褐 色 焼土ブロック中量
２  にぶい赤褐色 焼土粒子中量
３  にぶい褐色 ローム粒子・焼土粒子少量
４  褐 色 ロームブロック少量

５  褐 色 ローム粒子少量
６  褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
７  褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
８  褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
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第１６図　第１号炉跡実測図

（３）土坑（第１７～１９図）

　遺物や重複関係から時期及び性格が明確にできなかった土坑は，４４基確認されている。以下，実測図と土層

解説を記載する。
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第１７図　その他の土坑実測図（１）第１７図　その他の土坑実測図（１）
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清 水 遺 跡

第１８図　その他の土坑実測図（２）第１８図　その他の土坑実測図（２）
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第１９図　その他の土坑実測図（３）第１９図　その他の土坑実測図（３）
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清 水 遺 跡

第１０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  褐 色 ローム粒子中量
３  褐 色 ロームブロック少量

第１１号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ローム粒子少量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量
４  極 暗 褐 色 ロームブロック微量

第１２号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２  褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ローム粒子中量
４  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
５  にぶい褐色 ロームブロック多量

第１５号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  明 褐 色 ローム粒子多量
４  褐 色 ロームブロック少量

第１６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子極微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  褐 色 ローム粒子中量
４  明 褐 色 ロームブロック中量

第１７号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子中量
２  明 褐 色 ローム粒子多量

第１８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ローム粒子微量

第１９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子中量
２  明 褐 色 ローム粒子多量
３  明 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量

第２０号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ローム粒子微量
３  褐 色 ロームブロック少量
４  暗 褐 色 ローム粒子少量

第２１号土坑土層解説
１  黒 色 ローム粒子極微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  褐 色 ローム粒子中量
４  明 褐 色 ロームブロック中量
５  明 褐 色 ローム粒子多量

第２２号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  黒 褐 色 ローム粒子少量
３  褐 色 ローム粒子少量
４  暗 褐 色 ローム粒子少量
５  暗 褐 色 ロームブロック少量
６  黒 褐 色 ローム粒子微量
７  褐 色 ロームブロック少量

第２３号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子中量
２  褐 色 ローム粒子多量

第２４号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子中量
２  明 褐 色 ローム粒子多量

第２５号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子少量
２  明 褐 色 ローム粒子多量

第２６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ローム粒子少量
３  褐 色 ローム粒子中量

第２７号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ローム粒子少量
３  明 褐 色 ローム粒子中量

第２８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ローム粒子中量
３  褐 色 ローム粒子少量

第２９号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

第３０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  褐 色 ローム粒子中量
４  明 褐 色 ローム粒子中量

第３１号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  褐 色 ロームブロック少量
４  にぶい褐色 ローム粒子中量

第３３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ローム粒子少量
３  明 褐 色 ローム粒子多量

第３６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量

第３７号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ロームブロック微量
３  褐 色 ローム粒子中量

第３８号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック微量
３  褐 色 ロームブロック少量
４  褐 色 ローム粒子中量

第４１号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子極微量
２  黒 褐 色 ローム粒子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量
４  暗 褐 色 ロームブロック微量

第４３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量
４  褐 色 ロームブロック少量

第５０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  褐 色 ローム粒子少量
４  暗 褐 色 ローム粒子多量

第５２号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量
３  褐 色 ロームブロック少量
４  褐 色 ローム粒子少量
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第５３号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子中量
２  褐 色 ロームブロック少量
３  明 褐 色 ローム粒子多量

第５４号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ローム粒子中量

第５５号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  褐 色 ローム粒子少量
４  明 褐 色 ローム粒子多量

第５６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２  明 褐 色 ロームブロック中量
３  褐 色 ローム粒子中量
４  極 暗 褐 色 ローム粒子微量
５  褐 色 ロームブロック少量
６  にぶい褐色 ロームブロック中量

第５７号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  褐 色 ローム粒子中量

第５８号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  褐 色 ローム粒子少量
３  褐 色 ローム粒子中量
４  にぶい褐色 ローム粒子少量

第５９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子微量
２  褐 色 ローム粒子少量
３  褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第６０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ローム粒子少量
３  明 褐 色 ローム粒子多量

第６１号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック極微量
２  黒 褐 色 ローム粒子微量
３  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４  明 褐 色 ローム粒子多量

第６２号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子極微量
２  褐 色 ローム粒子少量
３  黒 褐 色 ローム粒子微量
４  暗 褐 色 ローム粒子少量

第６４号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微粒
３  褐 色 ローム粒子少量
４  褐 色 ロームブロック少量

第６５号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微粒
３  暗 褐 色 ローム粒子微量
４  褐 色 ロームブロック少量

第６６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  褐 色 ローム粒子少量
４  暗 褐 色 ロームブロック微量
５  褐 色 ローム粒子少量

第６７号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量

第６８号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子少量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック微量
３  褐 色 ローム粒子中量

第７０号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ロームブロック少量
３  明 褐 色 ロームブロック中量

表４　その他の時代　土坑一覧表

備　　　考
重複関係（古→新）出 土 遺 物覆土底面壁面

規　模（�，深さは�）
平面形長径（軸）方向位　置番号

深さ長径（軸）×短径（軸）

―自然平坦直立２３０．８３×０．３４楕円形Ｎ－４４°－ＷＢ２ａ９１０

―自然平坦直立２５１．３６×１．１７長方形Ｎ－６°－ＥＢ２ａ９１１

―人為皿状直立２５２．２３×１．５２楕円形Ｎ－３４°－ＷＡ２ｊ９１２

―人為凸凹直立２１０．６８×０．６０楕円形Ｎ－４６°－ＥＡ２ｉ７１５

―人為凸凹直立２２０．７１×０．５７不定形Ｎ－１８°－ＥＡ２ｉ８１６

―人為平坦外傾１２０．２７×０．２４円形Ｎ－１°－ＥＡ２ｈ８１７

―人為平坦直立１８０．５９×０．５１楕円形Ｎ－５０°－ＷＡ２ｈ８１８

―人為平坦直立１７０．５８×０．４６楕円形Ｎ－７６°－ＷＡ２ｈ８１９

―人為凸凹外傾３２１．２６×０．８０楕円形Ｎ－４３°－ＷＡ２ｉ８２０

―人為平坦直立３３０．８４×０．５６楕円形Ｎ－３３°－ＥＡ２ｊ０２１

本跡→ＳＤ１―人為皿状緩斜４８　２．２０×（１．４４）不定形Ｎ－３０°－ＥＡ３ｉ１２２

―人為平坦直立２３０．４６×０．４２円形Ｎ－９°－ＥＡ２ｉ７２３

―人為皿状外傾２３０．４８×０．４０楕円形Ｎ－２２°－ＥＡ２ｊ６２４

―人為平坦直立１８０．４１×０．３６楕円形Ｎ－７３°－ＥＡ２ｉ７２５
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清 水 遺 跡

備　　　考
重複関係（古→新）出 土 遺 物覆土底面壁面

規　模（�，深さは�）
平面形長径（軸）方向位　置番号

深さ長径（軸）×短径（軸）

―人為凸凹外傾１５０．３９×０．３７円形Ｎ－５３°－ＥＡ２ｉ７２６

―自然凸凹緩斜１４０．４７×０．４０楕円形Ｎ－５２°－ＥＡ２ｈ０２７

―人為平坦直立２５０．７２×０．６２楕円形Ｎ－５８°－ＥＡ２ｉ７２８

―人為凸凹直立１８０．８３×０．６０楕円形Ｎ－４４°－ＷＡ２ｉ７２９

―人為凸凹直立２８１．９４×１．４７楕円形Ｎ－２０°－ＷＡ２ｊ９３０

―人為皿状直立３４０．３６×０．３０楕円形Ｎ－２０°－ＷＡ２ｉ０３１

―人為凸凹直立１８０．４２×０．４０円形Ｎ－９０°Ａ２ｇ９３３

―自然皿状外傾２８０．４１×０．３４楕円形Ｎ－３０°－ＥＡ２ｇ０３６

―自然凸凹外傾１６０．５４×０．３６楕円形Ｎ－２８°－ＷＡ２ｇ９３７

―人為皿状外傾１７０．４７×０．２４楕円形Ｎ－４２°－ＷＡ２ｆ０３８

―自然凸凹直立２２０．５０×０．４１楕円形Ｎ－３１°－ＷＡ２ｆ０４１

―人為凸凹外傾１８０．４８×０．４０楕円形Ｎ－７５°－ＷＡ２ｇ０４３

―人為平坦外傾２１０．６２×０．４４楕円形Ｎ－４４°－ＥＡ２ｈ０５０

―人為皿状直立１９０．４４×０．３５楕円形Ｎ－５４°－ＥＡ２ｈ０５２

―人為平坦外傾１３０．７１×０．３４楕円形Ｎ－８８°－ＷＡ２ｈ０５３

土師器自然凸凹外傾３５０．６７×０．３８楕円形Ｎ－５７°－ＥＡ３ｆ２５４

土師器人為凸凹外傾５００．７８×０．６２楕円形Ｎ－８８°－ＷＡ３ｆ２５５

―人為平坦外傾３３　０．６９×（０．５６）［楕円形］Ｎ－１４°－ＥＡ３ｈ３５６

―自然平坦外傾１８０．６１×０．５８円形Ｎ－６８°－ＷＡ３ｈ３５７

―人為凸凹外傾３０　０．８５×（０．４２）［楕円形］Ｎ－１６°－ＥＡ３ｉ３５８

―自然凸凹直立２８　０．７６×（０．５０）不定形Ｎ－５１°－ＥＡ３ｈ３５９

―自然凸凹外傾３２（０．９２）×０．６８　［楕円形］Ｎ－６８°－ＥＡ３ｉ３６０

―自然皿状直立２２０．７０×０．５０楕円形Ｎ－７°－ＷＡ３ｈ３６１

―自然皿状外傾２４０．６２×０．６０円形Ｎ－５１°－ＥＡ３ｊ３６２

―自然凸凹外傾３４０．６０×０．４４楕円形Ｎ－６８°－ＥＡ３ｈ３６４

―人為平坦外傾２６０．７０×０．５５楕円形Ｎ－５１°－ＥＡ３ｊ２６５

―自然凸凹外傾３９０．８２×０．４８長方形Ｎ－７°－ＥＡ３ｊ３６６

―自然凸凹直立２９０．７１×０．６２楕円形Ｎ－５２°－ＥＡ３ｉ２６７

―自然皿状緩斜３６０．８０×０．６５楕円形Ｎ－５３°－ＥＡ３ｉ２６８

―自然凸凹外傾２８０．５２×０．４４楕円形Ｎ－４５°－ＥＡ３ｈ２７０

（４）遺構外出土遺物（第２０・２１図）

　遺構に伴わない主な遺物については，実測図と出土遺物観察表で紹介した。
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第２０図　遺構外出土遺物実測図（１）
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第２１図　遺構外出土遺物実測図（２）

遺構外出土遺物観察表（第２０・２１図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

後期～晩期　ＰＬ６ＳＩ２
覆土中

口辺部隆帯に縄文原体押圧　体部外面単節ＬＲ施
文→沈線　内面ナデ普通明赤褐長石・石英・

赤色粒子―（６．０）―深鉢縄文土器ＴＰ１

中期　ＰＬ６ＳＤ２覆土中
表採

口辺部ナデ　体部外面太めの沈線　ナデ　内面
ナデ普通橙長石・石英―（３．７）―深鉢縄文土器ＴＰ２

備　　考出土位置
製　　作

印・銘
など

装　　飾
成形・
調整

胎土色
胎質底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

１５％表土不明瀬戸・
美濃系――内：―　　

外：―　　
―
灰釉

ロクロ
―灰白―（３．０）［５．０］小坏陶器２７

２５％　ＰＬ６調査区東部
表土１８世紀代ヵ瀬戸・

美濃系――内：―　　
外：―　　

―
鉄釉

ロクロ
糸切り暗赤褐［４．６］２．０［１０．０］小皿陶器２８

表土１８世紀代～明石・
堺系―内面櫛目見込擂目

やや摩滅―ロクロ暗赤褐
長石含む［１７．０］（４．７）―擂鉢陶器２９

１５％調査区西部
表土１８世紀代～瀬戸・

美濃系――内：―　　
外：―　　

―
鉄釉

ロクロ
受部貼付

にぶい
赤褐色［５．８］１．４［８．５］灯明受皿陶器３０

２０％表土不明肥前系――内：―　　
外：梅樹文

染付
透明釉

ロクロ
―灰白―（３．２）［９．８］中碗磁器３１

表土１８世紀代～明石・
堺系―内面櫛目――ロクロ暗赤褐―（７．７）―擂鉢陶器ＴＰ３

備　　考出土位置手　法　の　特　徴胎土重量高さ・厚さ孔径・幅径・長さ器種番号

ＰＬ６調査区北部
表土ナデ後一方向からの穿孔　一部被熱長石１２．１２．００．３２．１土玉ＤＰ７

ＰＬ６表土丁寧なナデ　両方向からの穿孔長石８．３２．２０．３２．４土玉ＤＰ８

ＰＬ６調査区中央部
表土丁寧なナデ　一方向からの穿孔長石（１３．５）２．５０．６２．６土玉ＤＰ９

ＳＤ２覆土中浮子ヵ　ナデ　端部に方形の穿ち長石（２１．０）（３．１）（３．４）４．８不明土製品ＤＰ１０

備　　考出土位置手　法　の　特　徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

調査区中央部
表土無茎鏃　両面押圧剥離調整チャート８．７０．４１．３２．４鏃Ｑ１

ＰＬ６ＳＤ２覆土中浮子ヵ　側面加工により面を形成　中央に擦痕　一部被
熱軽石９．１２．３２．７４．７不明石製品Ｑ２
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清 水 遺 跡

１　はじめに

　清水遺跡は，今回の調査で，古墳時代の住居跡２軒，近世の溝跡２条，時期不明の住居跡１軒，炉跡１基，

土坑４４基が確認された結果，古墳時代と近世の複合遺跡であることが明らかになった。ここでは，各時代に

確認された遺構と遺物についての概要を述べ，まとめとする。

２　各時代の概要

（１）古墳時代

　調査区の中央部に第３号竪穴住居跡（５世紀後半）が，西側に第２号竪穴住居跡（６世紀前半）の住居

跡がそれぞれ確認されている。２軒の住居跡の壁際付近から焼土や炭化材などが検出されていることや，

二次焼成した遺物が出土していることから，焼失住居であることが明らかになった。

　第３号竪穴住居跡からは，Ｐ１とＰ４を直線に結ぶ位置に炭化材が良好な状態で検出され，Ｐ４付近や

南西壁中央部から炭化材，壁際から焼土が散在した状態で検出されている。住居跡の中央部を除いた床面

には，床表面がぼろぼろに被熱した硬化面が確認されたものの，焼土化した広まりは確認されなかった。

ピットの柱痕はすべてのピットから確認され，その覆土は締まりが弱い黒褐色土の単層である。貯蔵穴の

覆土堆積状況は，炭化物が混じったローム土が流れ込んでいる。また，住居内から出土した遺物には，二

次焼成の痕跡が確認されている。

　次に，第２号竪穴住居跡では，壁際に焼土が散在した状態で検出しているほか，間仕切り溝付近や東壁

際に粘土が検出されている。床面に広がる硬化面は一部分に認められ，焼土化した範囲は確認されていな

い。ピットの覆土堆積状況は，ローム土で埋められており，貯蔵穴の覆土堆積状況もローム土で埋められ

ていることが確認されている。住居内から出土した遺物は，第３号竪穴住居跡と同様に二次焼成を受けて

いるほか，竈覆土内からは逆位の状態で高坏が確認されている。

　焼失住居である２軒の確認状況をみたが，第３号竪穴住居跡では柱を抜き取る前に建物を焼却している

ことに対し，第２号竪穴住居跡では柱を抜き取り，貯蔵穴を埋めた後に建物を焼却していると想定され，

住居廃絶後における焼却の違いが見られる。また，竪穴建物の廃絶後ライフサイクル・パターンを提示し

た森原明廣氏の研究を踏まえて，２軒の焼却に至る経緯を想定すると，前者は住居として機能を停止した

後，建物のまま意図的に焼却されたと考えられ，後者は住居機能停止後，取り壊しあるいは部分的な解体

後に焼却されたと考えられる。

　加えて，石守晃氏や高橋泰子氏の研究から，焼失住居内に確認された焼土や炭化材を想定すると，第３

号竪穴住居跡から検出した柱と柱を結ぶ線上から検出された炭化材（�）は梁・桁材，南西壁中央部や北

部コーナーから検出された炭化材（�）は桟，第２号竪穴住居跡の壁際から検出した焼土（�）について

は，上屋根上端部が草葺きで下屋根は土葺きであった可能性があり，屋根が焼け残った痕跡と考えられる。

（２）近世

　調査区の東側に２条の溝跡が確認されている。２条の溝跡は，現在の畑地の境界と同じ方向である南北

方向へ直線的に延びており，それぞれの溝跡からは近世後半の陶器片や磁器片が出土しており，第２号溝

跡は１８世紀前半には廃絶したと想定される。近世後半の当地域には，１７４２年に利根川で発生した中で最も

大きいとされる水害が発生し，１７８３年に浅間山の噴火から発生した火山灰が原因で，利根川など関東の主

第４節　ま　　と　　め
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要な河川の河床が上昇して水害が続発する地となり，農村が荒廃したと想定されている。

　溝内に水が流れた形跡がないことや，歴史的環境や現在の土地利用を踏まえると，２条の溝跡の性格は

水害対策のために掘られた流路とは考えにくく，現在まで連綿として続いている地境のために利用されて

いた可能性が高い。

参考文献

石守晃「復元住居を用いた焼失実験の成果について」『研究紀要』第１２号　財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団　１９９５年３月

森原明廣「竪穴住居の埋没過程分析の一視点　―住まいの廃絶後の再認識へ向けて―」『住まいと住まい方　―遺跡・遺物から

何を読み取るのか』帝京大学山梨文化財研究所研究集会報告集３　岩田書院　２０００年５月

高橋泰子「焼失家屋の一考察　―竪穴建物の上部構造復元をめぐって―」『土壁』第６号　考古学を楽しむ会　２００２年５月

境町史編さん委員会（編）『下総境の生活史　図説・境の歴史』境町　２００５年３月
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糸井宮前遺跡　第３８号住居址 
（石守論文 １９９５．３ pp．105より転載） 
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第２２図　清水遺跡・糸井宮前遺跡焼失住居跡実測図
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　同所新田遺跡は，利根川沿いの標高１０～１２�の下位段丘に立地している。調査前の現況は水田であり，調査

面積は５，６１２�である。調査区は，便宜上調査区の中央を分断している道路から北側を�区，南側を�区とした。

　古墳時代の方形周溝墓１基，平安時代の竪穴住居跡１軒，中・近世の掘立柱建物跡６棟，柵跡５列，製鉄遺

構１基，溝跡２９条，井戸跡４基，溜め井跡８基，廃棄土坑４基，土坑４９基，ピット群４か所，時期不明の掘立

柱建物跡１棟，柵跡１列，溝跡２１条，道路跡１条，井戸跡６基，土坑２２１基，ピット群３か所を確認した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に３３箱出土している。主な遺物は，縄文土器（深鉢），土師器

（壺，甕，甑），須恵器（坏，甕），土師質土器（小皿，受付皿，焙烙，香炉，瓦灯傘，火鉢，鐘類，植木鉢），

陶器（皿，椀，蓋，片口，徳利，燭台，仏飯器，鬢盥，土瓶，急須，甕，鉢，擂鉢），磁器（皿，碗，猪口，

蓋，仏飯器，ちろり，水滴，箸置き），土製品（羽口，泥面子，土製人形，箱庭道具），石器・石製品（打製石

斧，磨製石斧，簪，砥石，硯），金属製品（小太刀，刀子，鎌，釘，包丁，鏡，煙管，古銭），椀状滓，自然遺

物（刷毛，骨片，貝），瓦片，板碑片などである。

　調査区中央部東側のＧ３ｈ１区にテストピットを設定し，基本土層の観察を行った。地表面の標高は１１．２�

で，地表面から２．１５�掘り下げた。土層は７層に分層され，観察結果は以下のとおりである。

　第１層は，褐色の耕作土層で，少量のロームブロックを含み，層厚は４５～５５�である。

　第２層は，暗褐色の腐植土で，中量のロームブロックを含み，層厚は５～２０�である。

　第３層は，明黄褐色のハードローム層で，微量のＡＴ（姶良

丹沢テフラ）を含み，層厚は１４～４７�である。

　第４層は，暗褐色のハードローム層である。第二黒色帯（Ｂ

Ｂ�）上層と考えられ，層厚は１０～３７�である。

　第５層は，暗褐色のハードローム層である。第二黒色帯（Ｂ

Ｂ�）下層で，層厚は１９～３９�である。

　第６層は，明黄褐色のハードローム層で，層厚は３２～４４�で

ある。

　第７層は，明黄褐色のハードローム層で，第６層より粘性が

強く，層厚は２０～３４�である。

　なお，遺構は第３層上面で確認されている。
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同 所 新 田 遺 跡

第１節　 遺 跡 の 概 要

第２節  基 本 層 序
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第２３図　同所新田遺跡基本土層図
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第２４図　同所新田遺跡調査区設定図
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第２５図　同所新田遺跡遺構全体図



１　古墳時代の方形周溝墓と遺物

第１号方形周溝墓（第２６～２８図）

位置　調査区�区北部のＥ４ｆ４区，標高１２．４�の平坦な台地状に位置している。

重複関係　第１１３・１１９・１２０・１４１・１９１・１９２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　内法は東西軸４．９�，南北軸６．２�，外法は東西軸６．３�，南北軸７．９�で，主軸方向はＮ－１４°－Ｗで

ある。周溝は隅丸長方形状に全周し，深さは２０～４３�で，西部と南部が深い。北部の底面は凸凹で，その他は

ほぼ平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　１２層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

－　　－37

同 所 新 田 遺 跡

第３節　 遺 構 と 遺 物

第２６図　第１号方形周溝墓実測図（１）
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遺物出土状況　土師器片１０点（高坏１，壺１，甕７，ミニチュア土器１）のほか，流れ込んだ縄文土器片２点，

混入した土師質土器片１点，陶器２点，磁器片１点も出土している。１は北西コーナー部の覆土上層から出土

している。

所見　時期は，出土土器から４世紀前半と考えられる。

－　　－38

土層解説
１　 黒 褐 色 ローム粒子少量
２　 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３　 褐 色 ロームブロック中量
４　 黒 褐 色 ローム粒子微量
５　 暗 褐 色 ローム粒子少量
６　 暗 褐 色 ロームブロック少量

７　 暗 褐 色 ロームブロック中量
８　 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
９　 褐 色 ロームブロック少量
１０　 褐 色 ロームブロック多量
１１　 褐 色 ローム粒子中量
１２　 暗 褐 色 ローム粒子微量

第２７図　第１号方形周溝墓実測図（２）
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備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９０％　ＰＬ１９覆土上層
口辺部・体部上位に縄文施文後斑点状の赤彩　
体部外面ヘラナデ後磨き　内面ヘラナデ　体
部下端１か所穿孔　底部焼成後の穿孔　　

良好暗赤長石・石英・雲母―（１３．０）［１１．８］壺土師器１

第１号方形周溝墓出土遺物観察表（第２８図）

２　平安時代の竪穴住居跡と遺物

第１号住居跡（第２９・３０図）

位置　調査区�区南部のＩ２ｂ１区，標高１０．８�の平坦な台地上に位置している。

重複関係　第４４３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸４．６４�，短軸３．８５�の長方形で，主軸方向はＮ－７２°－Ｅである。壁高は１４～２４�で，外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。長軸３．１４�，短軸２．１３�，深さ１０�ほどで，平面形凸状の掘り方が竈から中央部までに

かけて確認されている。掘り方には，黒色土で平坦に埋められている。また，竈周辺，中央部，北壁付近の床

面から焼土と炭化物が確認されている。

竈　東壁中央部やや南寄りに付設されており，両袖部は床面より高い部分が消失している。確認された規模

は，焚口部から煙道部まで１２２�，袖部幅１３０�である。袖部は，掘り方部に砂質粘土を埋め込んで構築してい

る。火床部は床面を２０�ほど掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ若干掘り込

み，火床面からほぼ直立して立ち上がっている。また，火床部より下層の詳細は不明である。

ピット　６か所。Ｐ２～Ｐ４は主柱穴で，深さは２５�ほどである。Ｐ６は深さ３６�で，西壁付近の中央部に位

置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ１・Ｐ５の性格は不明である。

覆土　２０層に分層される。不規則な堆積状況や含有物から人為堆積である。また，第２０層は黒色土を主体とし

た貼床に相当する。

遺物出土状況　土師器片４７点（甕類），須恵器片１点（坏），土製品２点（支脚）のほか，流れ込んだ縄文土器

片２点も出土している。２は南東部覆土下層，３は南東部床面と竈覆土中からそれぞれ出土しており，廃絶後

に廃棄されたと考えられる。

竈土層解説
１　 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック　

微量
２　 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量
３　 赤 褐 色 焼土ブロック多量，砂質粘土粒子中量
４　 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・砂質粘土　

粒子少量
５　 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
６　 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量

７　 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
８　 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子　

少量
９　 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子少量
１０　 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量
１１　 褐 色 ローム粒子･砂質粘土粒子少量
１２　 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量
１３　 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量

土層解説
１　 褐 色 ローム粒子中量
２　 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子極微量
３　 黒 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子極微量　
４　 黒 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子極微量
５　 黒 褐 色 粘土粒子微量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

極微量
６　 暗 褐 色 ローム粒子極微量
７　 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極微量　
８　 黒 褐 色 ローム粒子微量，炭化粒子極微量
９　 黒 色 ロームブロック・粘土ブロック極微量
１０　 黒 色 炭化物･ローム粒子少量，粘土ブロック極微量　
１１　 黒 褐 色 ロームブロック少量

１２　 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子極
微量

１３　 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１４　 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化粒子極微量
１５　 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量，炭化粒子極微量
１６　 黒 褐 色 粘土ブロック微量，焼土粒子極微量
１７　 黒 褐 色 ローム粒子微量，粘土ブロック・焼土粒子・炭化

粒子極微量
１８　 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
１９　 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

微量
２０　 黒 色 ローム粒子微量



－　　－40

所見　時期は，出土土器から９世紀代と考えられる。また，床面に広がる焼土と炭化材から，本跡は焼失住居

と考えられる。

第２９図　第１号住居跡実測図
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第３０図　第１号住居跡・出土遺物実測図
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備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％覆土下層口辺部ナデ　体部ナデ　ヘラナデ普通橙長石・石英・雲母―（１３．２）［２６．６］甕土師器２

１０％床面・ 
竈覆土内口辺部ナデ　体部ナデ　ヘラナデ普通明赤褐長石・石英・雲母―（１３．５）［２０．０］甕土師器３

第１号住居跡出土遺物観察表（第３０図）

３　中・近世の遺構と遺物

　中・近世では，掘立柱建物跡６棟，柵跡４列，製鉄遺構１基，溝跡２９条，井戸跡４基，溜め井跡８基，廃

棄土坑４基，土坑４９基，ピット群４か所を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

（１）掘立柱建物跡

第１号掘立柱建物跡（第３１～３３図）

位置　調査区�区中央部のＥ３ｈ８～Ｅ３ｊ０区，標高１２．２�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第１１・２０号溝跡，第１２６号土坑を掘り込み，第３・４号掘立柱建物，第２号柵に掘り込まれている。

規模と構造　桁行４間，梁行３間の建物跡で，桁行方向Ｎ－４２°－Ｅである。規模は，桁行７．５�，梁行６．３�で，

面積は４７．２５�である。柱間寸法は，桁行は１．８�（６尺）を基調とし，梁行は西より１．８�（６尺），２．７�（９

尺），１．８�（６尺）である。

炉  中央部やや西側に位置している。長径７８�，短径５２�の楕円形で，確認面を８�掘り込んだ地床炉である。

地床炉は，火を受けて赤変している。炉の覆土中から第１号製鉄遺構と同質の砂鉄が検出している。

溝　４条。溝１は本跡の中央部に位置し，規模は長さ１３～２１�，幅１４～２６�，深さ１０～１４�で，平面形はＹ字

状である。溝２は本跡の中央部から西方向へ延び，第２０号溝と連結している。規模は，長さ８８�，幅５０～８７�，

深さ１０�ほどで，平面形は緩曲状である。溝３は本跡の東部に位置し，Ｐ１６から北東方向へ延び，第１１号溝と

連結している。規模は長さ３５�，幅１２～２８�，深さ２～２２�で，平面形は直線状である。また，第１１号溝へ向

かうほど深くなっている。溝４は本跡の中央南部に位置し，Ｐ１７から南西方向へ向かって延び，Ｐ９手前で立

ち上がっている。規模は，長さ３１�，幅８～２２�，深さ６�で，平面形は直線状である。溝１の性格は，鍛冶

作業時に利用する水を貯水するもの，溝２・３の性格は，鍛冶作業時に生じた汚水などを排水していたものと

考えられる。溝４の性格は不明である。

柱穴　２５か所。深さは２８～８４�である。土層は，第１・２層が柱痕，第３層が抜き取り痕、第４～２３層が埋土

である。埋土は突き固められている。柱のあたりは，柱穴の底面に凹凸があるため，不明瞭である。

炉土層解説
１　 褐 色 ローム粒子･焼土粒子･砂粒少量，炭化粒子微量
２　 褐 色 砂粒中量，ロームブロック少量
３　 暗 褐 色 焼土ブロック少量
４　 暗 褐 色 ロームブロック少量
５　 明 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック･炭化物少量
６　 褐 色 ローム粒子・砂粒少量
７　 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
８　 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
９　 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量

１０　 黒 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
１１　 灰 褐 色 焼土粒子少量
１２　 褐 色 ロームブロック少量
１３　 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
１４　 褐 色 ローム粒子少量
１５　 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
１６　 赤 褐 色 焼土ブロック多量
１７　 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

土層解説（各柱穴共通）
１　 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子少量
２　 暗 褐 色 ロームブロック少量（締まり弱い）
３　 暗 褐 色 ローム粒子少量
４　 灰 褐 色 ロームブロック中量，砂粒少量
５　 暗 褐 色 ロームブロック少量
６　 褐 色 ロームブロック中量

７　 暗 褐 色 ローム粒子少量
８　 褐 色 ロームブロック微量
９　 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量
１０　 暗 褐 色 ロームブロック中量
１１　 黒 褐 色 ローム粒子少量（粘性やや強い）
１２　 暗 褐 色 ロームブロック中量（締まりやや強い）
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第３１図　第１号掘立柱建物跡実測図（１）
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第３２図　第１号掘立柱建物跡実測図（２）

2
1

12

2

1

0 1m

0 2m

A 12.4m

SK126
SA2

SA2 SA2
10 10

18

19

2 18

B

C

D

E

F

K

L

M N

Q Q'

M'

T U U'T'

S'

O'

L'

K'

G'

J'

I'

H'

J

I

H

G

E'

D'

C'

B'

A'

F'

P P'

S

O

R R'

N'

1

23

22
2121

22

41

29
42

4
5
6

7

5
4

52

7

55
5

55 3

2625

9 7
3

2527

8

36
31

30
37

2

7

5 5
66

11 11
31
34 38 26 27

3

1

9
55

15
16

17
18

19

73
28

29
30

3
1212

10

1313

10
44

25
39

3

7

31

25
32

30

25

343329
5

35
3 7

7
5 3 44

10

34
29

5
10

24 4
515

6
520

7

17

33
3 55
9

4

7

5
14

25

5

4

41

31

25
3140

128

14

10

9
7

11136

1714543

152

1 13 16

4



－　　－45

同 所 新 田 遺 跡

１３　 褐 色 ロームブロック中量
１４　 暗 褐 色 ローム粒子少量（粘性やや強い）
１５　 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒少量
１６　 暗 褐 色 ロームブロック・砂粒少量
１７　 黒 褐 色 ロームブロック少量
１８　 灰 褐 色 ロームブロック少量
１９　 灰 褐 色 ローム粒子少量
２０　 明 褐 色 ロームブロック多量
２１　 暗 褐 色 ロームブロック微量
２２　 暗 褐 色 ローム粒子微量
２３　 灰 褐 色 砂粒少量，ローム粒子微量
２４　 暗 褐 色 ローム粒子中量
２５　 褐 色 ロームブロック・砂粒少量
２６　 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂粒少量
２７　 暗 褐 色 ロームブロック中量（粘性やや強い）

２８　 褐 色 ロームブロック中量（締まりやや強い）
２９　 暗 褐 色 ロームブロック少量（粘性やや強い）
３０　 暗 褐 色 ロームブロック中量（粘性・締まりやや強い）
３１　 黒 褐 色 ローム粒子少量
３２　 黒 褐 色 ローム粒子微量
３３　 灰 褐 色 ローム粒子微量
３４　 褐 色 ロームブロック少量
３５　 褐 色 ロームブロック微量
３６　 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子少量
３７　 黒 褐 色 ロームブロック中量
３８　 黒 褐 色 ロームブロック少量（締まり強い）
３９　 灰 褐 色 砂粒少量，ロームブロック微量
４０　 暗 褐 色 ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
４１　 灰 褐 色 ロームブロック少量（粘性強い）
４２　 褐 色 ローム粒子微量

遺物出土状況　土師質土器片４点（小皿１，擂鉢１，焙烙２），陶器片３点（瀬戸・美濃系香炉，産地不明擂

鉢，産地不明瓶類），磁器片３点（肥前系碗類１，瀬戸・美濃系皿類２），石器５点（砥石），金属製品２点（煙

管，火打金ヵ），砂鉄（３５４．２６ｇ）のほか，流れ込んだ縄文土器片１点，土師器片２点も各柱穴から出土して

いる。４はＰ８の埋土中層から出土している。

所見　本跡の性格は，小鍛治を行っていた鍛冶施設と想定される。時期は，出土土器や第１号製鉄遺構と同質

の砂粒が検出していることから１８世紀後半に機能し，１９世紀初頭には廃絶していたと考えられる。

第２号掘立柱建物跡（第３４図）

位置　調査区�区中央部のＦ３ｃ０～Ｆ４ｄ２区，標高１２．３�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第１９６号土坑を掘り込み，第７号ピット群に掘り込まれている。

規模と構造　桁行３間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向Ｎ－４２°－Ｅである。規模は，桁行５．４�，梁行３．６

�で，面積は１９．４４�である。柱間寸法は，桁行１．８�（６尺），梁行３．６�（１２尺）を基調としている。

柱穴　８か所。深さは４２～５４�である。土層は，第１・２層が抜き取り痕，第３～８層が埋土である。埋土は

突き固められている。柱のあたりは，柱穴の底面に凹凸があるため，不明瞭である。

第３３図　第１号掘立柱建物跡出土遺物実測図

0 10cm4
M2

備考出土位置製作印・銘
など

装飾成形・
調整

胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号 製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

１５％Ｐ８
埋土中層１８世紀中葉瀬戸・

美濃系――内：―
外：櫛書き沈線

―
鉄釉ロクロ灰白

黒褐―（４．０）［１１．４］香炉陶器４

第１号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第３３図）

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２３Ｐ９
埋土中上端部に銅製でＳ字状の金具が付けられている鉄・銅２０．４０．６６．５２．５火打

金ヵＭ２

土層解説（各柱穴共通）
１　 黒 褐 色 ローム粒子微量（締まり弱い）
２　 黒 褐 色 ローム粒子・砂粒微量（締まり弱い）
３　 暗 褐 色 ロームブロック少量
４　 暗 褐 色 ローム粒子中量（締まりやや強い）
５　 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・炭化物微量
６　 褐 色 ローム粒子中量
７　 黒 褐 色 ロームブロック微量

８　 黒 褐 色 ローム粒子・炭化物微量
９　 黒 褐 色 ローム粒子微量
１０　 黒 褐 色 ローム粒子少量
１１　 暗 褐 色 ローム粒子中量
１２　 暗 褐 色 ローム粒子少量（締まり弱い）
１３　 黒 褐 色 ロームブロック少量（締まり弱い）
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遺物出土状況　土師質土器片１点（焙烙），陶器片２点（瀬戸・美濃系天目茶碗，擂鉢），磁器片１点（肥前系

碗類），砂鉄（０．４７ｇ）が各柱穴から出土している。

所見　性格は，位置関係から，第１号掘立柱建物跡に付随する倉庫と想定される。時期は，第１号掘立柱建物

跡と同時期である１８世紀後半と考えられる。

第３４図　第２号掘立柱建物跡実測図
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第３号掘立柱建物跡（第３５図）

位置　調査区�区中央部のＥ３ｈ８～Ｅ３ｉ９区，標高１２．２�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第１号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と構造　西側が調査区域外へ延びており，桁行あるいは梁行３間だけが確認されている。柱間寸法は，１．８

�（６尺）を基調としている。

柱穴　４か所。深さは３６～４６�である。土層は，第１・２層が抜き取り痕、第５～９層が埋土である。埋土は



－　　－47

同 所 新 田 遺 跡

突き固められている。柱のあたりは，Ｐ３に１か所確認されたが，その他の柱穴は底面に凹凸があるため，不

明瞭である。

遺物出土状況　土師質土器片４点（小皿２，不明２），陶器片３点（陶器産地不明椀，瀬戸・美濃系天目茶碗，

瀬戸・美濃系皿），磁器片１点（肥前系碗類），石器１点（砥石），鉄製品２点（釘）が各柱穴から出土してい

る。５とＭ３はＰ３の埋土中から出土している。

所見　性格は，第４号掘立柱建物跡と第２号柵跡との位置関係から，付属施設と想定される。時期は，周辺の

建物と柵との機能的関係から１９世紀前半と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量
２　 黒 褐 色 ロームブロック・砂粒少量
３　 暗 褐 色 ロームブロック中量
４　 灰 褐 色 ロームブロック中量
５　 褐 色 ロームブロック中量
６　 暗 褐 色 ロームブロック少量（締まりやや強い）
７　 灰 褐 色 ロームブロック中量（締まりとても強い）
８　 灰 褐 色 ロームブロック少量
９　 暗 褐 色 ローム粒子少量

１０　 灰 褐 色 ロームブロック中量，砂粒少量（締まり強い）
１１　 黒 褐 色 ロームブロック中量
１２　 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子・砂粒少量
１３　 褐 色 ローム粒子少量
１４　 灰 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量
１５　 暗 褐 色 ローム粒子少量（粘性やや強い）
１６　 暗 褐 色 ロームブロック中量（粘性・締まりやや強い）
１７　 暗 褐 色 ロームブロック多量

第３５図　第３号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

0 5cm0 2m

A
'

B
'

A B

12
.4
m

A
'B
'

AB

P1

P2

P3

P4

Q1

SB1

SB1

SB1SB1

SB1

SB1 3
17

11
15

14
4
2
4

8

12

13

16
9

SB1

SB1  溝2

E3
i9

SB1

SB1

11
10 1

4
5

5
6

7

Q
1

3

3

6

5

M3

Q1



－　　－48

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎土底径器高口径器種種別番号

２０％Ｐ３ 
埋土中ロクロ成形　底部糸切り痕普通橙長石・雲母［４．５］１．９［７．６］小皿土師質土器５

第３号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第３５図）

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

Ｐ２
埋土上層側面２面が砥面　砥面部と破断部に擦痕あり泥岩３１７．０３．３５．２１３．０ 砥石Ｑ１

Ｐ３ 
埋土中屈曲している　両端部欠損鉄（１１．０）０．３０．５（９．４）釘Ｍ３

第４号掘立柱建物跡（第３６・３７図）

位置　調査区�区中央部のＥ３ｉ６～Ｆ３ｂ８区，標高１２．２�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第１号掘立柱建物跡，第２０号溝跡を掘り込んでいる。また，重複している第６号ピット群との新旧

関係は不明である。

規模と構造　西側が調査区域外へ延びており，桁行４間以上，梁行３間が確認された建物跡で，桁行方向Ｎ－

４４°－Ｗと考えられる。規模は，桁行８．１�以上，梁行４．８�で，面積は３８．８８�以上と想定される。柱間寸法は，

桁行２．１�（７尺），梁行１．８�（６尺）を基調としている。

柱穴　１４か所。深さは３０～７０�である。土層は，第１層が柱痕，第２～４層が抜き取り痕，第５～１４層が埋土

である。埋土は突き固められている。柱のあたりは，柱穴の底面に凹凸があるため，不明瞭である。

遺物出土状況　陶器片４点（瀬戸・美濃系天目茶碗３，瀬戸・美濃系皿１），磁器片１点（肥前系碗類），金属

製品１点（煙管），砂鉄（４７．６５ｇ）が各柱穴から出土している。７はＰ５の埋土中から出土している。

所見　性格は，構造から屋あるいは倉と想定される。時期は，重複関係から１９世紀前半と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１　 黒 褐 色 ローム粒子少量（締まり弱い）
２　 暗 褐 色 ローム粒子微量（締まり弱い）
３　 暗 褐 色 ローム粒子・砂粒少量
４　 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量
５　 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
６　 暗 褐 色 ロームブロック少量
７　 暗 褐 色 ロームブロック少量（締まりやや強い）
８　 灰 褐 色 ロームブロック・砂粒少量
９　 灰 褐 色 ローム粒子少量
１０　 褐 色 ロームブロック中量
１１　 橙 色 ローム粒子多量
１２　 褐 色 ローム粒子中量（締まりやや強い）
１３　 褐 色 ローム粒子微量（締まりやや強い）
１４　 褐 色 ロームブロック・砂粒少量
１５　 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・砂粒少量
１６　 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

１７　 灰 褐 色 ローム粒子・砂粒少量
１８　 灰 褐 色 ロームブロック少量
１９　 暗 褐 色 ロームブロック微量
２０　 褐 色 ローム粒子中量
２１　 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量
２２　 褐 色 ローム粒子少量
２３　 明 褐 色 ローム粒子中量
２４　 にぶい褐色 ローム粒子・粘土粒子微量
２５　 褐 色 ローム粒子多量
２６　 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２７　 褐 色 ロームブロック微量
２８　 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２９　 褐 色 ローム粒子微量
３０　 明 褐 色 ローム粒子中量
３１　 灰 褐 色 ロームブロック中量
３２　 灰 褐 色 ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

備考出土位置
製作

印・銘
など

装飾
成形・
調整

胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

１０％Ｐ５
埋土中１８世紀代瀬戸・ 

美濃系―内面櫛目内：―
外：―

―
鉄釉ロクロにぶい赤褐―（６．１）［３４．４］擂鉢陶器７

第４号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第３７図）
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第３６図　第４号掘立柱建物跡実測図
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第３７図　第４号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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第５号掘立柱建物跡（第３８図）

位置　調査区�区南部のＥ３ｄ８～Ｆ３ｅ９区，標高１２．１�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第３・４号溜め井跡，第１２４号土坑を掘り込み，第４５・６８号土坑に掘り込まれている。重複している

第３号ピット群との新旧関係は不明である。

規模と構造　桁行４間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向Ｎ－４３°－Ｗである。規模は，桁行５．７�，梁行２．７

�で，面積は１５．３９�である。柱間寸法は，桁行１．５�を基調とし，梁行きは西より１．２�（４尺），１．５�（５

尺）である。また，建物内に第３～５号溜め井が確認されており，建物内で水を使用する作業が行われていた

と想定される。

柱穴　１２か所。深さは２６～１１０�である。土層は，第１・２層が抜き取り痕，第３～７層が埋土である。埋土

は突き固められている。柱のあたりは，柱穴の底面に凹凸があるため，不明瞭である。

遺物出土状況　土師質土器片１０点（小皿）がＰ４の埋土中から出土している。

所見　性格は，建物内に溜め井が確認されていることや付近に位置している製鉄関連施設との機能的関係か

ら，生産された鉄製品を仕上げるための工房と想定される。時期は，周辺に位置している製鉄関連施設との機

能的関係から１８世紀後半と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１　 黒 褐 色 ロームブロック極微量
２　 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
   （締まり弱い）
３　 極 暗 褐 色 ローム粒子微量（締まり強い）
４　 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量
５　 明 褐 色 ローム粒子多量（締まり強い）
６　 褐 色 ロームブロック微量
７　 褐 色 ロームブロック中量
８　 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
９　 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子極微量
１０　 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１１　 黒 褐 色 ローム粒子・炭化物微量
１２　 褐 色 ローム粒子微量
１３　 橙 色 ローム粒子多量

１４　 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１５　 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
１６　 明 褐 色 ローム粒子多量
１７　 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１８　 褐 色 ロームブロック少量
１９　 褐 色 ローム粒子少量
２０　 灰 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック微量
２１　 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
２２　 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子　

微量
２３　 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量
２４　 灰 褐 色 ローム粒子微量，炭化粒子極微量
２５　 灰 褐 色 ロームブロック少量
２６　 暗 褐 色 ロームブロック少量



－　　－51

同 所 新 田 遺 跡

第３８図　第５号掘立柱建物跡実測図
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第６号掘立柱建物跡（第３９図）

位置　調査区�区中央部のＨ２ｈ１～Ｈ２ｉ２区，標高１０．８�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第３５Ｂ号溝跡を掘り込んでいる。

規模と構造　桁行３間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向Ｎ－５６°－Ｅである。規模は，桁行５．４�，梁行２．４

�で，面積は１２．９６�である。柱間寸法は，桁行１．８�（６尺），梁行２．４�（８尺）を基調としている。

柱穴　８か所。深さは１４～３８�である。土層は，第１層が柱痕，第２層が埋土である。埋土は突き固められて

いる。柱のあたりは，確認されなかった。
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土層解説（各柱穴共通）
１　 黒 褐 色 ローム粒子微量（締まり弱い）
２　 暗 褐 色 ローム粒子中量
３　 黒 褐 色 ローム粒子少量

４　 暗 褐 色 ロームブロック少量
５　 暗 褐 色 ロームブロック微量
６　 黒 褐 色 ロームブロック微量

所見　性格は，倉庫と想定される。時期は，重複関係から１９世紀後半と考えられる。

第３９図　第６号掘立柱建物跡実測図
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表５　近世　掘立柱建物跡一覧表

備　　　考
(重複関係　古→新)主な出土遺物

   柱     穴 （�）
梁行柱間
（�）

桁行柱間
（�）

面 積
（�）

規　　模
桁×梁（�）

柱 間 数
桁×梁（間）桁行方向位 置番号

深さ平面形柱穴数構造

ＳＤ１１・２０，ＳＫ１２６→
本跡→ＳＢ３・４，ＳＡ２土器片２８～８４円形・楕円形２５―１．８～２．７１．８４７．２５７．５×６．３４×３Ｎ－４２°－ＥＥ３ｈ８～

Ｅ３ｊ０１

ＳＫ１９６→本跡→ＰＧ７土器片４２～５４円形・楕円形８側柱３．６１．８１９．４４５．４×３．６３×１Ｎ－４２°－ＥＦ３ｃ０～
Ｆ４ｄ２２

ＳＢ１→本跡土器片，石器，
鉄製品３６～４６円形・楕円形４側柱―――１．８（３）―Ｅ３ｈ８～

Ｅ３ｉ９３

ＳＢ１，ＳＤ２０→本跡土器片，金属製
品３０～７０円形・楕円形１４―１．８２．１（３８．８８）（８．１）×４．８（４）×３Ｎ－４４°－ＷＥ３ｉ６～

Ｆ３ｂ８４

ＷＴ３・４，ＳＫ１２４→
本跡→ＳＫ４５・６８土師質土器２６～１１０円形・楕円形８側柱１．２～１．５１．５１５．３９５．７×２．７４×２Ｎ－４３°－ＷＥ３ｄ８～

Ｆ３ｅ９５

ＳＤ３５Ｂ→本跡―１４～３８円形・楕円形８側柱２．４１．８１２．９６５．４×２．４３×１Ｎ－５６°－ＥＨ２ｈ１～
Ｈ２ｉ２６

（２）柵跡

第１号柵跡（第４０・４１図）

位置　調査区�区中央部のＥ３ｉ７～Ｆ３ａ９区，標高１２．２�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第６号ピット群に掘り込まれている。第１号掘立柱建物跡の南側から東側にかけて，Ｌ字状に区画

している。

規模と形状　Ｐ１からＰ８までの長さは１０．８�で，方向はＮ－４４°－Ｅ，柱間寸法が０．９�～２．１�である。Ｐ
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第４０図　第１号柵跡実測図
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８からＰ１１までの長さは６．６�で，方向はＮ－４６°－Ｗ，柱間寸法は２．１�を基調としている。

柱穴　１１か所。平面形は長径４４～１００�，短径３８～６２�の楕円形または不定形である。断面形はＵ字状または

逆台形状を呈し，深さは１８～７７�である。覆土は第１層が抜き取り痕に相当し，第２～６層が埋土と考えられる。

第４１図　第１号柵跡・出土遺物実測図
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土層解説（各柱穴共通）
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量（締まりやや弱い）
２　 暗 褐 色 ローム粒子少量（粘性・締まりやや強い）
３　 黒 褐 色 ロームブロック少量
４　 褐 色 ロームブロック中量
５　 暗 褐 色 ロームブロック少量
６　 褐 色 ロームブロック少量
７　 暗 褐 色 ロームブロック・砂粒少量
８　 暗 褐 色 ローム粒子少量
９　 灰 褐 色 ローム粒子少量
１０　 灰 褐 色 ロームブロック微量
１１　 暗 褐 色 ロームブロック少量（締まりやや強い）
１２　 暗 褐 色 ローム粒子・砂粒少量
１３　 灰 褐 色 ロームブロック中量
１４　 灰 褐 色 ロームブロック少量

１５　 灰 褐 色 ローム粒子少量（鉄分含む）
１６　 暗 褐 色 ロームブロック中量
１７　 褐 色 ロームブロック少量（粘性やや強い）
１８　 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・砂粒少量
１９　 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・砂粒少量
２０　 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
２１　 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・砂粒少量
２２　 褐 色 ローム粒子少量
２３　 灰 褐 色 粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック・焼土粒子

少量
２４　 灰 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子微量
２５　 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量，焼土ブロック微量
２６　 灰 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　陶器片１点（産地不明椀類），磁器片２点（肥前系碗類），石器・石製品２点（砥石，硯），砂

鉄（２１．５５ｇ）が出土している。Ｑ２はＰ７の埋土上層から出土している。

所見　鍛冶施設と考えられる第１号掘立柱建物跡の南側から東側を遮蔽する機能を有していたものと推測され

る。時期は，第１号掘立柱建物跡との機能的関係から，１８世紀後半と考えられる。
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第２号柵跡（第４２図）

位置　調査区�区中央部のＥ３ｉ９～Ｅ３ｉ０区，標高１２．２�の台地平坦部に位置している。第３・４号掘立柱建物

跡の北側に平行して位置している。

重複関係　第１号掘立柱建物跡，第１２６号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長さは５．７�で，方向はＮ－４５°－Ｗ，柱間寸法は１．８�を基調としている。

柱穴　４か所。長径３２～６８�，短径３０～５６�の円形と楕円形である。断面形はＵ字状を呈し，深さは２７～６８�

である。覆土は第１層が抜き取り痕に相当し，第２・３層が埋土と考えられる。

遺物出土状況　土師質土器片１点（小皿）が柱穴から出土している。

所見　第３・４号掘立柱建物跡の北側に並んで東西方向に延びており，建物の北側を遮蔽する機能を有してい

たと推測される。時期は，重複関係や第４号掘立柱建物跡との機能的関係から１９世紀前半と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１　 暗 褐 色 ローム粒子少量
２　 暗 褐 色 ロームブロック中量（締まりやや強い）
３　 褐 色 ローム粒子微量
４　 褐 色 ローム粒子中量
５　 褐 色 ロームブロック中量
６　 暗 褐 色 ロームブロック中量
７　 暗 褐 色 ローム粒子少量（粘性やや強い）

８　 褐 色 ロームブロック少量
９　 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
１０　 暗 褐 色 ロームブロック少量
１１　 灰 褐 色 ロームブロック中量
１２　 暗 褐 色 ロームブロック微量
１３　 明 褐 色 ロームブロック多量

第４２図　第２号柵跡実測図
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第４号柵跡（第４３図）

位置　調査区�区中央部のＦ３ａ０～Ｆ４ｂ２区，標高１２．３�の台地平坦部に位置している。第２号掘立柱建物跡

の北側に平行して位置している。

重複関係　第２６２号土坑を掘り込み，第１９号溝，第２５８号土坑に掘り込まれている。

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

Ｐ７ 
埋土上層砥面５面　他破断面　砥面部に擦痕あり凝灰岩（７５．６）２．７２．４［９．６］砥石Ｑ２

第１号柵跡出土遺物観察表（第４１図）
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規模と形状　長さは８．７�で，方向はＮ－４７°－Ｅ，柱間寸法が１．５～３．０�である。

柱穴　５か所。長径９６～１１４�，短径６０～１００�の楕円形である。断面形は逆台形状を呈し，深さは４２～１１０�で

ある。各柱穴の覆土は，柱抜き取りの痕跡を呈している。

土層解説（各柱穴共通）
１　 暗 褐 色 ローム粒子少量
２　 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子極微量
３　 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４　 黒 褐 色 ローム粒子極微量
５　 褐 色 ローム粒子中量
６　 褐 色 ロームブロック少量
７　 明 褐 色 ローム粒子中量
８　 明 褐 色 ローム粒子多量
９　 橙 色 ロームブロック多量

１０　 暗 褐 色 ロームブロック・砂粒少量
１１　 暗 褐 色 ローム粒子微量
１２　 褐 色 ロームブロック中量
１３　 灰 褐 色 ロームブロック少量
１４　 暗 褐 色 ロームブロック少量
１５　 暗 褐 色 ロームブロック少量（締まりやや強い）
１６　 黒 褐 色 ロームブロック微量
１７　 褐 色 ロームブロック中量（締まりやや強い）

第４３図　第４号柵跡実測図第４３図　第４号柵跡実測図
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同 所 新 田 遺 跡

遺物出土状況　土師質土器片１点（小皿），瓦質土器片１点（焙烙），陶器３点（瀬戸・美濃系椀類２，瀬戸・

美濃系香炉１）が各柱穴からそれぞれ出土している。

所見　第２号掘立柱建物跡の北側に並んで東西方向に延びており，建物の北側を遮蔽する機能を有していたと

推測される。時期は，第２号掘立柱建物跡との機能的関係から１８世紀後半と考えられる。

第５号柵跡（第４４図）

位置　調査区�区中央部のＥ３ｇ０区，標高１２．３�の台地平坦部に位置している。

確認状況　第１１・１２・２３号溝跡を挟んで，第１号掘立柱建物跡の北東側に平行し，また，第１号柵跡の北側に

直交して位置している。

規模と形状　長さは３．３�で，方向はＮ－５０°－Ｗ，柱間寸法が０．９～１．５�である。

柱穴　４か所。長径５４～６３�，短径３６～５４�の楕円形である。断面形はＵ字状または逆台形状を呈し，深さは

４０～５０�である。各柱穴の覆土は，柱抜き取りの痕跡を呈している。

遺物出土状況　古銭１点（寛永通宝）が出土している。Ｍ７５はＰ３の覆土中層から出土し，廃絶後に流れ込ん

だものと考えられる。

所見　第１号柵跡の北側に直交して南北方向に延びており，建物の北側と３条の溝跡を遮蔽する機能を有して

いたと推測される。時期は，建物及び柵，溝との機能的関係から１８世紀後半と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１　 黒 褐 色 ローム粒子微量，炭化粒子極微量
２　 褐 色 ローム粒子中量
３　 褐 色 ローム粒子少量
４　 暗 褐 色 ロームブロック少量
５　 暗 褐 色 ロームブロック微量
６　 褐 色 ロームブロック中量

７　 黒 褐 色 ローム粒子少量
８　 暗 褐 色 ローム粒子少量
９　 褐 色 ローム粒子微量
１０　 褐 色 ロームブロック少量
１１　 褐 色 ローム粒子多量

第４４図　第５号柵跡・出土遺物実測図
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備考出土位置特徴材質初鋳年重量孔幅径銭種番号

ＰＬ２４Ｐ３埋土中層無背銅１６６８２．８０．６２．４寛永通宝Ｍ７５

第５号柵跡出土遺物観察表（第４４図）
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土層解説
１　 灰 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
２　 灰 褐 色 ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土　　

粒子微量
３　 灰 褐 色 砂粒中量，ロームブロック・粘土粒子少量
４　 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・　　

砂粒少量
５　 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・　　

粘土粒子少量
６　 暗 褐 色 砂粒中量，ロームブロック・炭化粒子・粘土　　

粒子少量
７　 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量
８　 灰 褐 色 粘土粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒　　

子・炭化粒子微量
９　 灰 褐 色 粘土粒子多量，ロームブロック・焼土粒子・　　

炭化粒子・砂粒少量
１０　 灰 褐 色 焼土ブロック･砂粒中量，ロームブロック少量
１１　 灰 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・　　

炭化粒子・砂粒少量
１２　 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
１３　 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子・　　

砂粒少量
１４　 暗 褐 色 砂多量，ロームブロック中量
１５　 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子・粘土粒子・　　

砂粒少量，焼土粒子微量
１６　 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・　　

砂粒少量
１７　 暗 赤 褐 色 焼土ブロック･砂粒中量，ロームブロック少量
１８　 暗 褐 色 ローム粒子中量，砂粒少量
１９　 暗 褐 色 ローム粒子・砂粒少量
２０　 灰 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子中量，粘土粒子・　　

砂粒少量
２１　 褐 色 ロームブロック多量，砂粒中量，焼土粒子・
   炭化粒子・粘土粒子少量

２２　 暗 褐 色 ロームブロック・砂粒少量
２３　 褐 色 ローム粒子少量
２４　 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子・　　

炭化粒子・砂粒少量
２５　 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒　　

子・粘土粒子・砂粒少量
２６　 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土　　

粒子少量
２７　 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
２８　 褐 色 ローム粒子多量
２９　 灰 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック・砂粒少量
３０　 灰 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
３１　 灰 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量
３２　 褐 色 ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量
３３　 褐 色 ロームブロック中量，砂粒少量，炭化粒子微量
３４　 暗 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子微量
３５　 灰 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・　　

炭化粒子・砂粒少量
３６　 灰 褐 色 ロームブロック・砂粒少量
３７　 灰 褐 色 砂粒中量，ローム粒子・粘土粒子少量
３８　 灰 褐 色 ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量
３９　 灰 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
４０　 暗 褐 色 ロームブロック中量
４１　 褐 色 ロームブロック少量（締まり弱い）
４２　 褐 色 ローム粒子多量（締まりやや強い）
４３　 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
４４　 褐 色 ロームブロック・炭化物・粘土粒子少量
４５　 暗 褐 色 ロームブロック・砂粒少量
４６　 褐 色 ロームブロック少量
４７　 褐 色 ロームブロック中量
４８　 褐 色 ロームブロック中量，砂粒少量
４９　 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

（３）製鉄遺構

第１号製鉄遺構（第４５～５０図）

位置　調査区�区北部のＥ４ｂ４～Ｅ４ｃ５区，標高１２．４�の台地平坦部に位置している。

確認状況　作業面，上部構造は確認されず，地下構造の本床状遺構のみ確認された。

規模と形状　長径９．０�，短径２．７�の楕円形で，長径方向はＮ－５１°－Ｅである。確認面からの深さは５０～７０�

で，壁面は外傾して立ち上がっている。底面は中央部に若干の凸部分がある形状である。確認面には中央部と

南西部に焼土，南部にかけての広い範囲で砂，砂混じりの粘土が確認されているが，広い範囲で強い熱を受け

た状況は見受けられない。確認面から１０�～３０�掘り下げたところで（一次面），中央部の一部と南西部に焼土

があり，ほぼ全面に粘土と砂粒の広まりがある。また，南西部に固くしまったローム土の中心には，Ｐ１が確

認されている。一次面から確認された砂はロームと混ぜた土で，ほぼ水平状に堆積しており，地下からの湿気

を防ぐための工法と考えられる。

ピット　２か所。確認面から，Ｐ１の深さは２４�，Ｐ２の深さは３０�で，いずれも性格は不明である。

覆土　４９層に分層される人為堆積である。また，第１４層はロームと砂を混ぜた土で充填した層に相当する。

表６　近世　柵跡一覧表

備　　　考
(重複関係　古→新)主な出土遺物

柱　　　　穴
柱間
（ｍ）

長さ
（ｍ）方向位 置番号

深さ（�）短径（�）長径（�）平面形柱穴数

本跡→ＰＧ６陶器，磁器，石器・石
製品１８～７７３８～６２４４～１００楕円形・

不定形１１０．９
～
２．１

２．１　２．１
１０．８
６．６

Ｎ－４４°－Ｅ
Ｎ－４６°－ＷＥ３ｉ７～Ｆ３ａ９１

ＳＢ１，ＳＫ１２６→本跡土師質土器２７～６８３０～５６３２～６８円形・
楕円形４１．８５．７Ｎ－４５°－ＷＥ３ｉ９～Ｅ３ｉ０２

ＳＫ２６２→本跡→ＳＤ１９，
ＳＫ２５８

土師質土器，
瓦質土器，陶器４２～１１０６０～１００９６～１１４楕円形５１．５～３．０８．７Ｎ－４７°－ＥＦ３ａ０～Ｆ４ｂ２４

古銭４０～５０３６～５４５４～６３楕円形４０．９～１．５３．３Ｎ－５０°－ＷＥ３ｇ０５
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同 所 新 田 遺 跡

第４５図　第１号製鉄遺構実測図（１）
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第４６図　第１号製鉄遺構実測図（２）
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同 所 新 田 遺 跡

遺物出土状況　土師質土器片１０２点（小皿１，擂鉢１，焙烙９７，鉢類２，焼塩壺１），瓦質土器片１５点（焙烙），

陶器片５３点（瀬戸・美濃系小坏１，瀬戸・美濃系小椀１６点，京焼系小椀１３，産地不明小椀１，瀬戸・美濃系中

椀１，産地不明中椀２，産地不明椀類２，瀬戸・美濃系皿類２，産地不明皿類２，瀬戸・美濃系瓶類４，産地

不明瓶類２，瀬戸・美濃系擂鉢１，明石・堺系擂鉢１，産地不明鉢類１，瀬戸・美濃系香炉１，産地不明仏飯

器１，産地不明風炉１，産地不明秉燭１），磁器片１２点（肥前系小碗８点，肥前系碗類２，瀬戸・美濃系小碗

１，肥前系仏飯器１），土製品２点（羽口），石器３８点（砥石２６，石臼１，不明１１），金属器・金属製品２３点（鎌

５，鋤先１，釘９，刀子３，煙管５），鉄滓５点，椀状滓３０点，板碑片７点，礫１９点，砂鉄（２５６．２１ｇ）のほ

か，流れ込んだ縄文土器片２点も出土している。１８・２１は南部の覆土下層から，２０は北部の覆土下層から，３１

は南部の覆土上層から覆土中層にかけて出土している。Ｑ７は南部の覆土下層から，Ｑ８は南部の覆土上層か

らそれぞれ出土しており，表面に火を受けた痕跡が認められている。

所見　時期は，出土土器から１８世紀後半と考えられる。

第４７図　第１号製鉄遺構出土遺物実測図（１）
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第４８図　第１号製鉄遺構出土遺物実測図（２）
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同 所 新 田 遺 跡

第４９図　第１号製鉄遺構出土遺物実測図（３）
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第５０図　第１号製鉄遺構出土遺物実測図（４）

備考出土位置手法の特徴焼成色調胎土底径・厚さ器高・幅口径・長さ器種種別番号

転用砥石覆土上層内面９条の擂目２セット　側面砥面化普通橙長石・雲母・赤色
粒子０．５７．５３．４擂鉢土師質土器８

１０％覆土中層ロクロナデ・ナデ 高台貼り付け　高台１か所穿
孔　内底煤付着良好にぶい黄橙黒色粒子･赤色粒

子［２２．８］（８．９）－植木鉢土師質土器９

転用砥石覆土上層側面・耳部砥面化普通明赤褐長石・雲母・赤色
粒子１．８８．３５．０焙烙土師質土器１０

転用砥石覆土下層底部のみ残存　側面砥面化普通橙長石・雲母０．７６．０４．４焙烙土師質土器１１

９５％　ＰＬ１９覆土上層ロクロナデ・ナデ　耳部２か所　内底に月星曜紋
の刻印普通にぶい橙赤色粒子・長石・

石英３３．７５．２３６．１焙烙土師質土器１２

５０％　ＰＬ１９覆土上層ロクロナデ・ナデ 耳部３か所　体部・内底に修
繕孔３か所普通にぶい黄橙雲母・石英・長石３４．５４．７３８．６焙烙土師質土器１３

９５％　ＰＬ１９覆土中層ロクロナデ・ナデ 耳部３か所　内底に植物紋の
刻印普通にぶい橙長石・石英・雲母３３．８５．１３８．３焙烙土師質土器１４

９０％　ＰＬ１９覆土上層
～覆土下層

ロクロナデ・ナデ 耳部３か所　内底に「大□□」
の押印普通橙長石・石英・雲母３４．５４．９３７．０焙烙土師質土器１５

８５％　ＰＬ１９覆土中層ロクロナデ・ナデ　耳部３か所普通にぶい赤褐白色粒子・赤色粒
子３４．６５．８３７．０焙烙土師質土器１６

第１号製鉄遺構出土遺物観察表（第４７～５０図）

備考出土位置
製作

印・銘
など

装飾
成形・
調整

胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

９５％覆土中層１８００年～瀬戸・
美濃系―流し釉――

灰釉
ロクロ
高台削出灰白３．３３．９６．１小椀陶器１７

７５％覆土中層～
覆土下層

１８世紀
後半

瀬戸・
美濃系―鉄絵内：―　

外：鳥文
―
灰釉

ロクロ
高台削出

浅黄
灰オリーブ３．３５．４９．０中椀陶器１８

0 10cm

M6

M11

M12

M13

M17

M16
M15

M14
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備考出土位置
製作

印・銘
など

装飾
成形・
調整

胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

８０％　体部にひっつ
き跡あり覆土中層１８世紀後半

以降
瀬戸・
美濃系―貫入――

灰釉
ロクロ
高台削出

灰白
浅黄４．０５．２９．４中椀陶器１９

９５％　ＰＬ２６覆土下層１８世紀
後半

瀬戸・
美濃系―貫入――

灰釉ロクロ灰黄
灰白３．８４．８６．９仏飯器陶器２０

５０％　ＰＬ２６覆土下層１８世紀
後半ヵ

瀬戸・
美濃系―つまみ

貼付――
鉄釉

ロクロ
高台削出

黄灰
黒褐［５．３］（２．８）［１０．６］灯明皿陶器２１

９０％　ＰＬ２８覆土上層不明京都・
信楽系――――

灰釉ロクロ灰白－２．０９．６蓋陶器２２

５５％　ＰＬ２８覆土中層１８世紀後半
以降

瀬戸・
美濃系――――

灰釉
ロクロ
高台削出浅黄６．５６．６［１２．４］片口陶器２３

４０％　ＰＬ２７覆土中層１８世紀後半
以降

明石・
堺系―内面櫛目見込櫛目

クロス状―ロクロ赤［１４．６］１２．２［３１．８］擂鉢陶器２４

８０％覆土上層１８世紀
前半肥前系――内：―

外：草文
染付
透明

ロクロ
高台砂目灰白３．０３．９７．４小碗磁器２５

７０％覆土中層１８世紀
後半肥前系――内：―

外：雪輪梅樹文
染付
透明

ロクロ
高台砂目白３．５５．０９．５小碗磁器２６

７０％　ＰＬ２６覆土上層～
覆土中層

１８世紀
後半肥前系―見込五弁花

底部花文
内：四方襷文
外：獅子文

染付
透明ロクロ白４．１５．９８．２小碗磁器２７

８５％覆土上層１８世紀
後半肥前系――内：―　　

外：梅樹文
染付
透明

ロクロ
高台砂目灰白３．７４．６９．１中碗磁器２８

６０％　ＰＬ２５覆土中層１８世紀
後半肥前系――内：―　　　

外：雪輪梅樹文
染付
透明

ロクロ
高台砂目白３．８４．９９．８中碗磁器２９

８５％　ＰＬ２５覆土上層～
覆土中層

１８世紀
後半肥前系――内：―　　

外：雪輪梅樹文
染付
透明ロクロ灰白４．０５．０９．８中碗磁器３０

９５％　ＰＬ２５覆土中層１８世紀
前半肥前系――内：吹墨　　　

外：二重網目文
染付
透明

ロクロ
高台砂目

白
灰白３．９５．１９．６中碗磁器３１

３０％覆土中層１８世紀
後半肥前系―見込五弁花内：四方襷文

外：花文　　
染付
透明

ロクロ
高台砂目

白
灰白３．４５．４［９．４］中碗磁器３２

５０％　ＰＬ２５覆土中層１７８０～
１８１０年肥前系―貝殻状内：―

外：―
―
白磁型押し白１．６１．５［４．６］紅猪口磁器３３

９５％　ＰＬ２７覆土中層１８世紀
後半ヵ肥前系―四方入隅内：家図文

外：渦文
染付
透明手ビネリ白１０．８３．２１５．３皿磁器３４

８０％　ＰＬ２５・２６覆土中層１８世紀
後半肥前系渦福―内：―　　

外：梅樹笹草文
染付
透明ロクロ白４．４５．３６．８猪口磁器３５

覆土中層１７世紀後半肥前系
唐津―象嵌内：三島手

外：―
―

鉄釉・白泥ロクロにぶい赤褐
暗褐・白－（５．５）－鉢陶器ＴＰ１

備考出土位置特徴胎土重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２０覆土中層外面半溶解状鉄　内面ナデ長石・
石英（２２．５）２．３（５．３）（３．４）羽口ＤＰ１

ＰＬ２０覆土中層外面半溶解状鉄・ガラス質の光沢有り　粘土部分一部残存長石（８４．４）４．１（５．５）（６．５）羽口ＤＰ２

ＰＬ２０覆土中層外面半溶解状鉄　内面ナデ長石（２１．９）（３．３）５．２（２．７）羽口ＤＰ３

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２２覆土下層砥面４面　他破断面凝灰岩（１０４．９）１．７３．７（１０．３）砥石Ｑ４

覆土下層砥面４面　三角錐軽石１３．７２．７３．５４．０砥石Ｑ５

ＰＬ２２覆土上層砥面３面　三角錐　表面熱を受けている軽石２０．１１．６２．２５．４砥石Ｑ６

覆土中層表面一部梵字　全面熱を受けている雲母片岩（２４６．０）（１．８）（１０．２）（１１．５）板碑Ｑ７

ＰＬ２１覆土中層表面キリーク異体六種　全面熱を受けている雲母片岩（８３１．０）（２．０）（１４．９）（１７．９）板碑Ｑ８

ＰＬ２３覆土中層茎部欠損　刃部に木質部一部付着鉄（２２．４）０．４２．３（１０．２）刀子Ｍ４

覆土下層茎部一部欠損　茎部に木質部付着鉄（２２．３）０．７２．２（９．９）刀子Ｍ５

ＰＬ２４覆土上層先端部・受部一部欠損鉄（１６６．５）０．３９．１（２１．４）鎌Ｍ６

覆土中頭部・先端部欠損鉄（４．０）０．４０．４（６．０）釘Ｍ７

ＰＬ２４覆土中層鎹カ　全体が扁平な板状で一端が直角に折れ先端部が
尖っている鉄（１５．７）０．４２．１（９．７）不明鉄製品Ｍ８

ＰＬ２４覆土中層頭部に鉄製の柄　軸は竹製　竹製の軸内部に鉄製の軸鉄（６．８）０．８０．８（８．１）不明鉄製品Ｍ９

覆土中層鉄鉗の一部か　扁平な板状が屈曲している　端部に溶接
面あり鉄（２３．２）１．２２．９（１１．４）不明鉄製品Ｍ１０

ＰＬ２３覆土中層皿状を呈す　ガラス質の光沢有り　着磁性普通鉄１１１０５．１１４．７１５．３椀状滓Ｍ１４

ＰＬ２３覆土中層皿状を呈す　ガラス質の光沢有り　着磁性非常に弱い鉄１０４０７．４１４．５１３．０椀状滓Ｍ１５

覆土中層皿状を呈す　ガラス質の光沢有り　着磁性弱い鉄１１２０５．５１３．８１３．７椀状滓Ｍ１６

ＰＬ２３覆土中層皿状を呈す　切断面有り　着磁性弱い鉄５９６５．１１０．２９．８椀状滓Ｍ１７

備考出土位置特徴材質重量小口径火皿径長さ器種番号

覆土中層雁首のみ　脂反し・小口欠損銅（３．４）１．０１．５（４．０）煙管Ｍ１１

備考出土位置特徴材質重量小口径口付径長さ器種番号

ＰＬ２４覆土中層吸口のみ　肩部有り銅５．３１．００．４５．８煙管Ｍ１２

覆土上層吸口のみ　肩部なし銅４．５１．００．５７．５煙管Ｍ１３
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（４）溝跡

第１号溝跡（第２５・５１図）

位置　調査区�区南部のＦ３ｇ７～Ｆ３ｈ８区，標高１２�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　南端が調査区域外に延び，確認できた長さは６．２�である。北西方向（Ｎ－４３°－Ｗ）へ直線的に

延び，規模は上幅５８～８１�，下幅２０～４３�，深さ２５～４２�である。断面はＵ字状を呈し，底面は平坦で，壁は

外傾して立ち上がっている。また，南端から北端へ向かって傾斜している。

覆土　５層に分層される。各層にロームが多く含まれた人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片２点（皿，鉢類），陶器片７点（瀬戸・美濃系皿１，産地不明中鉢１，瀬戸・美

濃系香炉１，瀬戸・美濃系瓶類３，信楽系瓶類１），磁器片４点（肥前系中碗２，肥前系皿類１，肥前系香炉

１），石器１点（砥石），鉄器１点（刀子）が出土している。遺物出土の分布状況は，中央北部に集中している

様相と，中央部より南側に散在した様相とが見られる。３６は中央北部の底面から出土している。

所見　時期は，出土土器から１７世紀後半と考えられる。

土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量
２　 褐 色 ローム粒子中量
３　 暗 褐 色 ローム粒子中量

４　 暗 褐 色 ロームブロック中量
５　 褐 色 ロームブロック中量

第５１図　第１号溝跡・出土遺物実測図

第２号溝跡（第２５・５２図）

位置　調査区�区中央部から南部のＦ２ｂ６～Ｆ３ｃ５区，標高１２�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第３・５号溝跡，第８１号土坑，第６号ピット群を掘り込んでいる。

規模と形状　第３・５号溝と重複しているため，確認できた長さは７．７ｍである。Ｆ３ｂ６区で第５号溝から派生

し，南西方向（Ｎ－１２８°－Ｗ）へ直線的に延び，Ｆ３ｃ５区で南方向へＳ字に屈曲し，第３号溝と連結している。

規模は上幅６０～１１０�，下幅１７～４７�，深さ５０�ほどである。断面はＵ字状を呈し，底面はほぼ平坦で，壁は外

傾して立ち上がっている。また，北端から南端へ向かって傾斜している。

ピット　４か所。深さは１４～３２�で，性格は不明である。

覆土　１７層に分層される。各土層断面ごとに含有物の違いが認められる人為堆積である。また，第４層から検

備考出土位置
製作

印・銘
など

装飾
成形・
調整

胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

４５％底面１６８０～
１７００年肥前系大□―内：―　　

外：紅葉文
染付
透明釉ロクロ灰白２．０５．５９．５中碗磁器３６

第１号溝跡出土遺物観察表（第２５・５１図）

0 5cm0 2m

36

A 12.2m 12.6mA' B B' C C'

12 3

36

45
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出された砂粒は，第１号掘立柱建物跡や第１号製鉄遺構から検出された砂粒と色調や質感と同質のものである。

遺物出土状況　土師質土器片１８点（皿１，焙烙１７），陶器片７点（京焼系椀類３，産地不明椀類１，瀬戸・美濃

系志野小皿１，瀬戸・美濃系香炉１，瀬戸・美濃系瓶類１），磁器片９点（肥前系碗類８，肥前系皿１），石器２

点（砥石），鉄製品１点（釘），板碑片４点，貝１点のほか，流れ込んだ縄文土器片１４点も出土している。３８～

４０・４２は第３号溝跡と連結する屈曲部分の覆土上層から中層にかけて，４１は北部の底面から出土している。ま

た，３９は第１号廃棄土坑から出土した遺物との接合関係が確認されている。

所見　時期は，４１・４２から１７世紀後半には機能を終え，接合関係が確認された３９と覆土中の砂粒から，１８世紀

後半にはほぼ埋没していたと考えられる。

土層解説（Ａ－Ａ’，Ｂ－Ｂ’，Ｃ－Ｃ’）
１　 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２　 暗 褐 色 ロームブロック中量
３　 暗 褐 色 ローム粒子少量
４　 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂粒少量
５　 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
６　 暗 褐 色 ローム粒子中量
７　 暗 褐 色 ロームブロック少量
８　 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
９　 明 褐 色 ローム粒子多量

１０　 褐 色 ローム粒子少量
１１　 褐 色 ロームブロック少量
１２　 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１３　 暗 褐 色 ローム粒子微量
１４　 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１５　 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
１６　 褐 色 ローム粒子微量
１７　 極 暗 褐 色 ロームブロック微量

第５２図　第２号溝跡・出土遺物実測図
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備考出土位置手法の特徴焼成色調胎土底径器高口径器種種別番号

２０％覆土上層ロクロ成形　底部糸切り痕普通橙長石・雲母［５．０］２．３［９．８］小皿土師質土器３７

１５％覆土中層ロクロ成形後ナデ　内耳１か所残存良好赤褐長石・石英・雲母［３２．６］４．５［３８．７］焙烙土師質土器３８

第２号溝跡出土遺物観察表（第５２図）
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第３号溝跡（第２５・５３図）

位置　調査区�区南部のＦ３ｃ５～Ｆ３ｄ４区，標高１２�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第２号溝に掘り込まれている。

規模と形状　第２号溝と重複しているため，確認できた長さは５．５�である。Ｆ３ｃ５区から南西方向（Ｎ－

１３０°－Ｗ）へほぼ直線的に延びている。規模は上幅９６～１２２�，下幅５６～６８�，深さ２０�ほどである。断面はＵ

字状を呈し，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。また，北端から南端へ向かって傾斜している。

ピット　９か所。深さは１０～１８�で，ほぼ直線的に並んでいることから，柱穴列や杭の可能性がある。

覆土　１２層に分層される。各土層断面ごとに含有物の違いが認められる人為堆積である。また，第２号溝の土

層解説中（Ｃ－Ｃ’）の第３・１５・１７層が本溝の覆土に相当する。

遺物出土状況　土師質土器片１１点（火鉢１，焙烙１０），瓦質土器片１点（焙烙），陶器片７点（瀬戸・美濃系椀

類３，瀬戸・美濃系皿２，瀬戸・美濃系香炉２），磁器片４点（肥前系中碗１，肥前系碗類３）が出土してい

る。４３は中央部の底面，４４は北東部の覆土上層，４６は中央部の覆土中層からそれぞれ出土している。また，４４

は第１号廃棄土坑から出土した遺物との接合関係が確認されている。

所見　時期は，出土土器から１７世紀後半には第２号溝と同様に機能を終えていたと考えられる。

第５３図　第３号溝跡・出土遺物実測図
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土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック微量
２　 暗 褐 色 ロームブロック少量
４　 黒 褐 色 ローム粒子微量
５　 褐 色 炭化物・ローム粒子・粘土粒子微量
６　 明 褐 色 ローム粒子中量

７　 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
８　 明 褐 色 ロームブロック中量
９　 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
１０　 にぶい褐色 ローム粒子少量

備考出土位置
製作

印・銘
など

装飾
成形・
調整

胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

９０％　第１号廃棄土坑
出土遺物と接合　ＰＬ２７覆土上層１６３２～

１７５０年
瀬戸・
美濃系――――

長石釉
ロクロ
見込目跡３褐灰７．４２．１１１．０小皿陶器３９

２０％覆土上層１６５０年～瀬戸・
美濃系――――

灰釉
ロクロ
脚貼付淡黄［１２．０］（５．４）［１２．０］香炉陶器４０

２０％
高台内１重圏線底面１６５０～

１６９０年肥前系――内：―　　　　
外：雪輪梅樹文

染付
透明釉

ロクロ
高台砂目灰白４．３（３．５）―碗磁器４１

３０％
見込蛇の目剥ぎ覆土中層１６５０～

１６９０年肥前系――――
青磁

ロクロ
高台砂目オリーブ灰６．１（２．７）―皿磁器４２
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第４号溝跡（第２５・５４図）

位置　調査区�区南部のＦ３ｅ８～Ｆ３ｇ０区，標高１２．１�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第４１号土坑との重複部分で撹乱を受けているため，新旧関係は不明である。

規模と形状　南東部が調査区域外へ延び，確認できた長さは９．８�である。南東方向（Ｎ－１３８°－Ｅ）へ調査

区域外まで直線的に延びている。規模は上幅４７～１７５�，下幅２５～４４�，深さ７０～７５�である。断面は逆台形状

で，底面は緩やかに傾斜し，壁は外傾して立ち上がり，北端部から南端部へ向かって傾斜している。また，北

西部の覆土上層から，平面形が楕円形で，長径２．３２�，短径０．８７�，深さ１２�の土坑状に掘り込まれた粘土範

囲が確認されている。

覆土　９層に分層される。含有物から人為堆積と考えられる。また，第１層が粘土範囲の覆土に相当する。

第５４図　第４号溝跡・出土遺物実測図
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土層解説
１　 灰オリーブ色 粘土ブロック中量
２　 暗 褐 色 ロームブロック微量
３　 褐 色 ローム粒子中量
４　 明 褐 色 ローム粒子多量
５　 灰 褐 色 炭化粒子少量，粘土粒子微量

６　 暗 褐 色 ローム粒子微量
７　 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
８　 褐 色 ロームブロック少量
９　 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

備考出土位置
製作印・銘

など
装飾成形・

調整
胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

１５％底面１６５０～
１７００年

瀬戸・
美濃系――――

灰釉
ロクロ
削り高台

オリーブ
明赤褐４．１（３．３）―椀陶器４３

４０％　第１号廃棄土
坑出土遺物と接合覆土上層１７世紀後半瀬戸・

美濃系――――
灰釉

ロクロ
削り高台灰黄６．９２．５［１２．４］中皿陶器４４

４５％覆土上層～
覆土中層１６５０年～瀬戸・

美濃系――――
鉄釉

ロクロ
脚貼付

褐
浅黄［９．４］６．７［１１．８］香炉陶器４５

４０％ 覆土中層１７世紀後半肥前系――内：―　　　
外：草花文ヵ

染付
透明釉

ロクロ
高台砂目灰白４．０６．１１０．８中碗磁器４６

第３号溝跡出土遺物観察表（第５３図）

備考出土位置特徴材質重量小口径口付径長さ器種番号

覆土上層吸口部のみ銅５．５０．９０．６７．２煙管Ｍ１８
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遺物出土状況　土師質土器片５点（焙烙），瓦質土器片１点（擂鉢），陶器片１１点（瀬戸・美濃系椀類４，瀬戸・

美濃系皿３，産地不明鉢類１，瀬戸・美濃系片口１，瀬戸・美濃系擂鉢１，瀬戸・美濃系瓶類１），古銭１点

（寛永通宝），板碑片１点が出土している。４７は中央部の覆土下層，４９は中央部の覆土中層，Ｍ１９は粘土範囲内

の覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から１７世紀後半には機能を終えていたと考えられる。

第５号溝跡（第２５・５５・５６図）

位置　調査区�区中央部から南部のＦ３ａ６～Ｆ３ｃ５区，標高１２�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第７５・８３号土坑を掘り込み，第２号溝，第８６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北端が調査区域外へと延び，確認できた長さは９．５�である。Ｆ３ｃ５区から北東方向（Ｎ－４７°－

Ｅ）へ直線的に延び，Ｆ３ｂ６区でＬ字状に屈曲し，北西方向（Ｎ－２２°－Ｗ）へ直線的に調査区域外まで延び

ている。規模は上幅３８～７２�，下幅１２～２１�，深さ３８～５６�である。断面は逆台形状で，底面は緩やかに傾斜

しており，壁は外傾して立ち上がっている。また，南端から北端へ向かって傾斜している。

覆土　６層に分層される。各土層断面ごとに含有物の違いが認められる人為堆積である。また，第２号溝の土

層解説中（Ａ－Ａ’）の第７層が本溝の覆土に相当する。

遺物出土状況　土師質土器片３点（焙烙），陶器片５点（瀬戸・美濃系皿，瀬戸・美濃系香炉，瀬戸・美濃系

甕，肥前系平戸火入れ，産地不明油壺），磁器片２点（肥前系中碗，肥前系碗類），石器２点（砥石），鉄滓１

点が出土している。５０・５１はＬ字状屈曲部付近の覆土下層，５２は同所の底面から，それぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から１７世紀後半には機能を終えていたと考えられる。

第５５図　第５号溝跡実測図
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土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２　 褐 色 ローム粒子中量
３　 褐 色 ロームブロック微量

４　 褐 色 ローム粒子少量
５　 暗 褐 色 ローム粒子微量

備考出土位置
製作印・銘

など
装飾成形・

調整
胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

１０％覆土下層１７世紀中葉瀬戸・
美濃系――――

鉄釉
ロクロ
―

黒
灰黄―（５．１）［１０．６］天目茶碗陶器４７

ＰＬ２７覆土中層１６５０～
１６９０年ヵ肥前系―象嵌内：―　　

外：波状文
―

鉄釉・白泥
ロクロ
―

にぶい赤褐
灰オリーブ・白―（５．４）―椀陶器４８

１０％覆土中層１８世紀
中葉ヵ

瀬戸・
美濃系――――

灰釉
ロクロ
―

灰白
灰黄―（７．８）［１９．２］片口陶器４９

第４号溝跡出土遺物観察表（第５４図）

備考出土位置特徴材質初鋳年重量孔幅径銭種番号

ＰＬ２４覆土上層文銭銅１６６８３．２０．６２．５寛永通宝Ｍ１９



－　　－71

同 所 新 田 遺 跡

第５６図　第５号溝跡出土遺物実測図
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第６号溝跡（第２５・５７図）

位置　調査区�区中央部のＥ４ｉ５～Ｅ４ｊ５区，標高１２．２�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第７号溝跡，第１４０号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　南端が調査区域外に延び，確認できた長さは５．５�である。南西方向（Ｎ－１５０°－Ｗ）へ直線的

に延び，Ｅ４ｊ５区で屈曲して，南東方向（Ｎ－１６０°－Ｅ）へ調査区域外まで延びている。規模は上幅５４～６４

�，下幅２４～３４�，深さ４５～５４�である。断面は逆台形状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，北端か

ら南端へ向かって傾斜している。

覆土　１２層に分層される。ブロック状に堆積した人為堆積である。また，各層から検出された砂粒は第１号掘

立柱建物跡や第１号製鉄遺構から検出された砂粒と色調や質感と同質のものである。

所見　出土遺物は確認されていないが，覆土中に含まれている砂粒と第１号掘立柱建物跡と第１号製鉄遺構に

含まれた砂粒とほぼ同質のものであることから，時期は１８世紀後半～１９世紀初頭と考えられる。

土層解説
１　 灰 褐 色 ロームブロック少量
２　 褐 色 ロームブロック・砂粒少量
３　 褐 色 ローム粒子・砂粒少量
４　 にぶい褐色 砂粒多量，ローム粒子少量
５　 褐 色 ロームブロック少量
６　 褐 色 ローム粒子中量，砂粒少量

７　 暗 褐 色 ローム粒子少量
８　 暗 褐 色 ロームブロック中量
９　 灰 褐 色 ローム粒子・砂粒少量
１０　 赤 褐 色 砂粒多量，ローム粒子少量
１１　 赤 褐 色 ローム粒子・砂粒少量
１２　 暗 褐 色 ローム粒子中量

備考出土位置
製作

印・銘
など

装飾
成形・
調整

胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

３０％覆土下層不明瀬戸・
美濃系――――

灰釉
ロクロ
―

オリーブ黄
黄灰―（３．０）［７．０］小椀陶器５０

２０％　ＰＬ２７覆土下層１６９０～
１７８０年肥前系―象嵌内：―　　

外：波状文
―

鉄釉・白泥
ロクロ
削り高台

にぶい赤褐
灰オリーブ・白［６．４］（４．８）―火入れ陶器５１

６０％底面１７世紀
後半ヵ肥前系崩し大明年製―内：―　

外：草文
―
灰釉

ロクロ
高台砂目灰白４．３５．８１０．８中碗磁器５２

第５号溝跡出土遺物観察表（第５６図）
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第５７図　第６号溝跡実測図
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第７号溝跡（第２５・５８図）

位置　調査区�区中央部のＥ４ｊ５区，標高１２．２�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第６号溝に掘り込まれている。

規模と形状　第６号溝に掘り込まれ，南端が調査区域外へ延び，確認できた長さは２．０�である。南東方向（Ｎ

－１４８°－Ｅ）へ直線的に調査区域外へ延びている。規模は上幅４８～６１�，下幅２２～３８�，深さ２８～４０�である。

断面は逆台形状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，北端部から南端部へ向かって傾斜している。

覆土　３層に分層される。含有物から人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片１点（焙烙），陶器片１点（瀬戸・美濃系鉢類），石器１点（砥石）が出土している。

所見　時期は，重複関係から近世後半と考えられる。

土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量
２　 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

３　 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量

第５８図　第７号溝跡実測図
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第８号溝跡（第２５・５９図）

位置　調査区�区北部から中央部のＥ４ｆ１～Ｅ４ｈ４区，標高１２．３�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第３０号溝跡，第１１６号土坑を掘り込み，第３号廃棄土坑，第２３５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北西部が重複しているため，確認できた長さは１６．３ｍである。南東方向（Ｎ－１３８°－Ｅ）へ緩曲

状に延びている。規模は上幅４０～８８�，下幅２４～６０�，深さ８～２０�である。断面はＵ字状を呈し，壁は緩や

かに傾斜して立ち上がっている。また，北端部から南端部へ向かって傾斜している。

覆土　２層に分層される。含有物から人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師質土器片３２点（鉢類１，甕１，焙烙３０），瓦質土器片１４点（焙烙），陶器片３２点（瀬戸・美

濃系中椀１，瀬戸・美濃系椀類１３，産地不明椀類７，瀬戸・美濃系皿３，産地不明皿類１，瀬戸・美濃系香炉

１，瀬戸・美濃系鉢２，産地不明擂鉢１，瀬戸・美濃系甕１，瀬戸・美濃瓶類２），磁器片１０点（肥前系碗類

８，瀬戸系五寸皿１，肥前系香炉１），石器６点（砥石３，硯３），金属製品４点（釘１，鑿ヵ１，煙管２），

椀状滓１点のほか，流れ込んだ縄文土器片６点も出土している。５３は中央部の覆土中層，５４は中央部の覆土下

層，Ｍ２２は北部の覆土中層からそれぞれ出土している。また，覆土中から出土している５５は，第４号廃棄土坑

から出土した遺物との接合関係が確認されている。

土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量 ２　 褐 色 ロームブロック少量
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所見　時期は，出土土器から１９世紀前半には機能を終えていたと考えられる。

第９号溝跡（第２５・６０図）

位置　調査区�区中央部のＥ４ｊ４～Ｆ４ａ５区，標高１２．３�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　南端が調査区域外へ延び，確認できた長さは３．７�である。南東方向（Ｎ－１２０°－Ｅ）へ緩曲状に

調査区域外へ延びている。規模は上幅２６～５８�，下幅９～３４�，深さ３０～５０�である。断面は逆台形状で，壁

第５９図　第８号溝跡・出土遺物実測図
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備考出土位置
製作

印・銘
など

装飾
成形・
調整

胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

８０％覆土中層１７５０～
１８００年

瀬戸・
美濃系――内：―

外：鳥ヵ
鉄絵
灰釉

ロクロ
削り高台灰白３．０５．６９．１中碗陶器５３

覆土下層不明産地不明―内面櫛目見込櫛目
環状―ロクロ

―にぶい褐［１６．４］（５．１）―擂鉢陶器５４

２５％　第４号廃棄土坑
出土遺物と接合　見込
目跡２か所　火熱によ
り釉薬欠落　ＰＬ２７

覆土中１８世紀
中葉

瀬戸・
美濃系――内：波状の沈線

外：―
―
灰釉

ロクロ
削り高台オリーブ黄［１２．０］（６．３）―鉢陶器５５

第８号溝跡出土遺物観察表（第５９図）

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２３覆土中皿状を呈す　切断面有り　着磁性普通鉄・土２６６４．９１１．５６．３椀状滓Ｍ２０

備考出土位置特徴材質重量小口径口付径長さ器種番号

覆土下層吸口部のみ銅４．７１．００．５５．８煙管Ｍ２１

備考出土位置特徴材質初鋳年重量孔幅径銭種番号

覆土中層無背銅１７０８ヵ（２．１）０．７２．３寛永通宝Ｍ２２
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は直立して立ち上がった後，外傾して立ち上がっている。また，北端から南端へ向かって傾斜している。

覆土　３層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片１点（小皿），陶器片４点（瀬戸・美濃系椀類３，産地不明擂鉢１），銅製品１点

（錠前ヵ）のほか，流れ込んだ縄文土器片１点も出土している。Ｍ２３は覆土中層から出土している。

所見　細片のため図化できないが，南部の覆土下層から近世後半に比定される瀬戸・美濃系の椀が出土してい

ることから，時期は近世後半と考えられる。

土層解説
１　 褐 色 ローム粒子微量
２　 褐 色 ローム粒子極微量

３　 褐 色 ローム粒子少量

第６０図　第９号溝跡・出土遺物実測図
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第１１号溝跡（第２５・６１図）

位置　調査区�区中央部のＥ３ｇ９～Ｅ３ｈ０区，標高１２．３�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第１２・２３号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　北端が調査区域外へ延び，南端で第１２・２３号溝と重複しているため，確認できた長さは４．７�で

ある。南東方向（Ｎ－１３３°－Ｅ）へ直線的に延び，南端で２条の溝と重複している。規模は上幅６０～８２�，下

幅２４～４７�，深さ７０�ほどである。断面は逆台形状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，北端から南端

へ向かって傾斜している。

覆土　８層に分層される。含有物や不規則な堆積状況を示した人為堆積である。また，各層から検出された砂

粒は第１号掘立柱建物跡や第１号製鉄遺構から検出された砂粒と色調や質感が同質のものである。

遺物出土状況　土師質土器片１点（焙烙），陶器片３点（瀬戸・美濃系椀類，産地不明擂鉢，瀬戸・美濃系瓶

類），磁器片１点（瀬戸・美濃系碗類），石器１点（砥石），鉄製品１点（釘），古銭１点が出土している。Ｍ２４

は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器や覆土中に含まれている砂粒と第１号掘立柱建物跡や第１号製鉄遺構に含まれた砂粒

とほぼ同質のものであることから，１８世紀後半から１９世紀初頭と考えられる。また，第１２号溝からほぼ同時期

土層解説
１　 黒 褐 色 砂粒少量，ロームブロック微量
２　 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂粒微量
３　 暗 褐 色 ローム粒子中量
４　 暗 褐 色 ローム粒子少量，砂粒微量

５　 暗 褐 色 砂粒多量，ローム粒子少量
６　 褐 色 ローム粒子多量
７　 暗 褐 色 ロームブロック少量
８　 褐 色 ローム粒子多量（第６層より締まりが弱い）

第９号溝跡出土遺物観察表（第６０図）

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２４覆土中層前面部欠損ヵ銅（２．７）０．１２．８２．３錠前ヵＭ２３
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の遺物が出土し，重複している第２３号溝から同質の砂粒が検出されていることから，本溝は２条の溝と同時期

に機能していたと考えられる。

第６１図　第１１号溝跡出土遺物実測図
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第１２号溝跡（第２５・６２図）

位置　調査区�区中央部のＥ３ｇ９～Ｅ３ｈ０区，標高１２．３�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第１１号溝に掘り込まれている。

規模と形状　北端が調査区域外へ延び，南端で第１１号溝と重複しているため，確認できた長さは４．１�である。

南東方向（Ｎ－１３８°－Ｅ）へ緩曲状に延び，南端で第１１号溝と重複している。規模は上幅７７～９８�，下幅１３～

２０�，深さ５３～６７�である。断面はＴ字状で，壁は直立した後，外傾して立ち上がっている。また，北端から

南端へ向かって傾斜している。

覆土　６層に分層される。含有物や不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片１点（焙烙），陶器片３点（瀬戸・美濃系椀類２，産地不明椀類１），磁器片１点

（瀬戸・美濃系碗類），鉄製品１点（釘），古銭１点が出土している。

所見　時期は，重複関係や出土土器から１８世紀後半～１９世紀初頭と

考えられる。また，重複している第１１号溝からほぼ同時期の出土遺

物が確認されていることから，本溝と同時期に機能していたと考え

られる。 第６２図　第１２号溝跡実測図
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第１３号溝跡（第２５・６３図）

位置　調査区�区北部から中央部のＥ４ｆ７～Ｅ４ｇ８区，標高１２．４�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第２１７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　最大長５．１�，最大幅２．９�で，平面形はＹ字状である。南端から北東方向（Ｎ－４４°－Ｅ）へ直線

的に延びた後，二又に分かれている。Ｅ４ｈ０区で南西方向（Ｎ－１１２°－Ｗ）へ屈曲し，規模は上幅４０～６０�，

下幅２０～４０�，深さ２８～４３�である。断面はＵ字状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。また，中央部が

第11号溝跡出土遺物観察表（第６１図）

備考出土位置特徴材質初鋳年重量孔幅径銭種番号

ＰＬ２４覆土中文銭銅１６６８（１．７）０．６２．５寛永通宝Ｍ２４

土層解説
１　 明 褐 色 ロームブロック中量
２　 明 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３　 暗 褐 色 ローム粒子少量

４　 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
５　 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
６　 暗 褐 色 ロームブロック微量



－　　－76

最も傾斜している。

覆土　１０層に分層される。含有物やブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片１点（小皿），陶器片３点（瀬戸・美濃系椀類，笠間系擂鉢，瀬戸・美濃系瓶類），

磁器片１点（瀬戸・美濃系碗類），石器１点（砥石），鉄製品１点（釘），古銭１点が出土している。

所見　時期は，出土土器から１９世紀前半と考えられる。

土層解説
１　 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２　 褐 色 ロームブロック中量
３　 明 褐 色 ローム粒子中量
４　 黒 色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
５　 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

６　 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
７　 明 褐 色 ロームブロック少量
８　 暗 褐 色 ロームブロック少量
９　 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
１０　 褐 色 ローム粒子少量

第６３図　第１３号溝跡実測図
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第１４号溝跡（第２５・６４図）

位置　調査区�区中央部のＦ４ａ２～Ｆ４ｂ３区，標高１２．３�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第１７４・１７９・１９０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　両端が掘り込まれているため，確認できた長さは４．５�である。北東方向（Ｎ－５０°－Ｅ）へ直線

的に延びている。規模は上幅１０６～１２２�，下幅３０～４４�，深さ２０�ほどである。断面は逆台形状で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土　５層に分層される。含有物やブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片１点（焙烙），瓦質土器片１点（焙烙），陶器片７点（瀬戸・美濃系天目茶碗３，

瀬戸・美濃系皿類２，瀬戸・美濃系志野皿１，産地不明皿類１），磁器片２点（肥前系碗類），瓦片１点が出土

している。

所見　時期は，出土土器から近世後半と考えられる。また，本跡の形状から掘り返しがなされた可能性がある。

土層解説
１　 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量
２　 黒 褐 色 ローム粒子微量
３　 暗 褐 色 ローム粒子少量

４　 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子　
微量

５　 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量

第６４図　第１４号溝跡実測図
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第１９号溝跡（第２５・６５図）

位置　調査区�区南部のＦ３ａ０～Ｆ４ｂ１区，標高１２．２�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第４号柵跡を掘り込み，第２５８・２６２号土坑に掘り込まれている。
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規模と形状　長さは９．２�で，南西方向（Ｎ－１３１°－Ｗ）へ直線的に延びている。規模は上幅７２～１１０�，下幅

５０～１０８�，深さ１０�ほどである。断面は逆台形状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，南西部へ向かっ

て傾斜している。

覆土　３層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　陶器片１点（瀬戸・美濃系椀類）が出土している。

所見　時期は，重複関係から近世後半と考えられる。 第６５図　第１９号溝跡実測図
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土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック微量
２　 暗 褐 色 ローム粒子少量
３　 褐 色 ロームブロック微量

第２０号溝跡（第２５・６６図）

位置　調査区�区南部のＦ３ｊ６～Ｆ４ｅ１区，標高１２．２�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第１・４号掘立柱建物，第６号ピット群，第２２１・２７２・２８７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　両端が調査区域外へ延び，確認できた長さは２８�である。南東方向（Ｎ－１３８°－Ｅ）へ直線的に

延びている。規模は上幅１５２～１６８�，下幅２０～３０�，深さ５５～６０�である。断面は逆台形状で，壁は外傾して

立ち上がっている。また，南東部へ向かって傾斜している。

ピット　４か所。性格は不明である。

覆土　８層に分層される。北端部はブロック状の堆積状況を示した人為堆積（Ａ－Ａ’）で，中央部はレンズ

状の堆積状況を示した自然堆積（Ｂ－Ｂ’）である。

遺物出土状況　土師質土器片４点（小皿３，甕１），石器１点（砥石）のほか，流れ込んだ縄文土器片１９点も

出土している。

所見　時期は，重複関係から１８世紀後半と考えられる。

土層解説（Ａ－Ａ’）
１　 黒 褐 色 ロームブロック微量
２　 黒 褐 色 ローム粒子微量
土層解説（Ｂ－Ｂ’）
１　 黒 褐 色 ローム粒子極微量
２　 黒 褐 色 ローム粒子微量

３　 黒 褐 色 ローム粒子少量
４　 暗 褐 色 ロームブロック少量

３　 褐 色 ローム粒子少量
４　 褐 色 ロームブロック微量

第６６図　第２０号溝跡実測図
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第２２号溝跡（第２５・６７図）

位置　調査区�区北部のＥ４ｄ６～Ｅ４ｇ９区，標高１２．４�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第１６０・２１２号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長さは１５．２�で，南西方向（Ｎ－１３８°－Ｗ）へ直線的に延びている。規模は上幅２６～５０�，下幅

１４～２８�，深さ２３～５７�である。断面は逆台形状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，南西部へ向かっ
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て傾斜している。

覆土　３層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片２点（焙烙），陶器片２点

（瀬戸・美濃系椀類，産地不明椀類）のほか，流れ込ん

だ縄文土器片２点も出土している。

所見　時期は，出土土器から近世後半と考えられる。

土層解説
１　 黒 褐 色 ロームブロック微量
２　 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量

３　 黒 褐 色 ロームブロック少量

第６７図　第２２号溝跡実測図

0 1m

A A' B B'12.6m

1
2
3

1
2
3

第２３号溝跡（第２５・６８図）

位置　調査区�区中央部のＥ３ｈ０～Ｅ４ｉ２区，標高１２．３�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第２４９号土坑を掘り込み，第１１号溝に掘り込まれている。

規模と形状　北端が第１１号溝と重複し，確認できた長さは１０．５�である。北西方向（Ｎ－５５°－Ｗ）へ直線的

に延び，Ｅ４ｈ０区で南西方向（Ｎ－１１２°－Ｗ）へ屈曲し，第１１号溝と重複している。規模は上幅３６～７４�，下

幅２０～４４�，深さ２３～４４�である。断面は逆台形状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，南端から北端

へ向かって傾斜している。

覆土　３層に分層される。含有物やブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片９点（小皿２，焙烙７），陶器片５点（産地不明小椀，瀬戸・美濃系椀類，肥前

系皿類，瀬戸・美濃系擂鉢，瀬戸・美濃系瓶類）のほか，流れ込んだ縄文土器片２点も出土している。

所見　時期は，出土土器や覆土中に含まれている砂粒と第１号掘立

柱建物跡や第１号製鉄遺構に含まれた砂粒とほぼ同質のものである

ことから，１８世紀後半～１９世紀初頭と考えれる。また，重複してい

る第１１号溝から同質の砂粒が検出されていることから，本溝と同時

期に機能していたと考えられる。

土層解説
１　 褐 色 ロームブロック中量
２　 暗 褐 色 ロームブロック・砂粒少量

３　 暗 褐 色 ロームブロック少量

第６８図　第２３号溝跡実測図
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第２５号溝跡（第２５・６９図）

位置　調査区�区北部のＧ２ｈ７～Ｈ２ａ９区，標高１１．３�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第２６・２８・４１・５１・５２号溝跡，第２８６号土坑を掘り込み，第２９号溝，第１号道路，第４４６号土坑に掘

り込まれている。

規模と形状　北端が第４４６号土坑に掘り込まれ，南端が調査区域外へ延び，確認された長さは７．４�で，北西方

第６９図　第２５号溝跡実測図
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向（Ｎ－３５°－Ｗ）へ直線的に延びている。規模は上幅１１０～１４６�，下幅９８～１２８�，深さ２２～４２�である。断

面は逆台形状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，中央部が最も深くなっている。

覆土　９層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片５点（焙烙），陶器片６点（瀬戸・美濃系椀類１，産地不明椀類３，瀬戸・美濃

系蓋１，堺系擂鉢１），磁器片４点（肥前系碗類３，瀬戸・美濃系碗類１），鉄製品２点（不明）のほか，流れ

込んだ縄文土器片１点も出土している。

所見　時期は，出土土器や重複関係から１８世紀後半から１９世紀前半と考えられる。

土層解説
１　 褐 色 ロームブロック中量
２　 黒 褐 色 ロームブロック微量
３　 暗 褐 色 ロームブロック微量
４　 暗 褐 色 ロームブロック少量
５　 暗 褐 色 ロームブロック少量（粘性強い）

６　 褐 色 ロームブロック少量
７　 褐 色 ロームブロック多量
８　 暗 褐 色 ローム粒子少量
９　 褐 色 ロームブロック中量（締まりやや強い）

第３０号溝跡（第２５・７０図）

位置　調査区�区中央部のＥ４ｈ５～Ｅ４ｉ３区，標高１２．３�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第８号溝，第２３９・２４０土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南西方向（Ｎ－１１４°－Ｗ）へ波状に延び，南端は不定形な形状になる。規模は，長さ９．７�，上

幅５０～２５４�，下幅３３～２３８�，深さ２７�である。断面は逆台形状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，

北端から南端へ向かって傾斜している。

遺物出土状況　土師質土器片４点（焙烙１，甕３），瓦質土器片１

点（焙烙），陶器片３点（瀬戸・美濃系椀類，瀬戸・美濃系擂鉢，

瀬戸・美濃系瓶類），鉄滓１点のほか，流れ込んだ縄文土器片４点

も出土している。

所見　時期は，重複関係や出土土器から近世後半と考えられる。 第７０図　第３０号溝跡実測図

0 1m

A A'12.6m

第３２号溝跡（第２５・７１図）

位置　調査区�区南部のＩ１ｅ４～Ｉ１ｇ７区，標高１０．６�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第５号井戸跡を掘り込んでいる。

規模と形状　両端が調査区域外へ延びているため，確認できた長さは１９．２ｍである。西端から北東方向（Ｎ－

５４°－Ｅ）へ直線的に延びて，Ｉ１ｅ６区で屈曲し，南東方向（Ｎ－１４８°－Ｅ）へ直線的に延びている。規模は

上幅９１～１５５�，下幅３６～１０１�，深さ２０～３８�である。断面は逆台形状で，壁は外傾して立ち上がっている。

また，南端へ向かって傾斜している。

覆土　２層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片４点（小皿２，焙烙１，焼塩壺１），鉄滓１点のほか，流れ込んだ縄文土器片３

点も出土している。５６は，覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から近世後半と考えられる。

土層解説
１　 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量 ２　 褐 色 ロームブロック微量
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第７１図　第３２号溝跡・出土遺物実測図
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第３５Ａ号溝跡（第２５・７２図）

位置　調査区�区中央部のＨ１ｆ０～Ｈ２ｉ２区，標高１０．８�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　長さは１４．２�で，南端から北西方向（Ｎ－３１°－Ｗ）へ直線的に延びている。規模は上幅７０～１２９

�，下幅４２～１２０�，深さ４４～５４�である。断面はＵ字状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。また，北

端へ向かって傾斜している。

覆土　５層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。　　　　　　

遺物出土状況　土師質土器片３点（甕２，焙烙１），瓦質土器片３点（擂鉢２，焙烙１），陶器片３点（瀬戸・

美濃系皿類，瀬戸・美濃系片口，産地不明徳利）のほか，流れ込んだ縄文土器片１点，須恵器片３点，板碑片

２点も出土している。

所見　時期は，本跡と第３６号溝跡が同規模で，その延長線上に位置

していることから，第３６号溝跡の同時期の１９世紀前半と考えられる。

土層解説
１　 褐 色 ローム粒子微量
２　 褐 色 ローム粒子中量
３　 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量

４　 灰 褐 色 ローム粒子微量
５　 褐 色 ローム粒子少量

第７２図　第３５Ａ号溝跡実測図
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第３５Ｂ号溝跡（第２５・７３図）

位置　調査区�区中央部のＨ２ｉ２～Ｈ２ｊ２区，標高１０．８�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　南端が調査区域外へ延び，確認できた長さは４．９�で，南端から北西方向（Ｎ－４０°－Ｗ）へ直線

的に延びている。規模は上幅１２０～１２６�，下幅２５～４８�，深さ４０～６０�である。断面はＴ字状で，壁は直立後，

外傾して立ち上がっている。また，北端へ向かって傾斜している。

覆土　５層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

第７３図　第３５Ｂ号溝跡実測図
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土層解説
１　 褐 色 ローム粒子中量
２　 褐 色 ロームブロック少量
３　 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
４　 灰 褐 色 ローム粒子微量
５　 褐 色 ローム粒子少量

第３２号溝跡出土遺物観察表（第７１図）

備考出土位置手法の特徴焼成色調胎土底径器高口径器種種別番号

２０％覆土中ロクロ成形　底部糸切り痕普通橙長石・石英・雲母・
赤色粒子［３．５］１．２［５．９］小皿土師質土器５６
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遺物出土状況　土師質土器片１点（焙烙），陶器片２点（瀬戸・美濃系椀類），土製品１点（不明）のほか，流

れ込んだ縄文土器片１点，須恵器片１点，中世の陶器片２点（常滑）も出土している。

所見　時期は，本跡と第３６号溝跡が同規模で，その延長線上に位置していることから，第３６号溝跡の同時期の

１９世紀前半と考えられる。

第３６号溝跡（第２５・７４図）

位置　調査区�区中央部のＨ１ｄ９～Ｈ１ｆ０区，標高１０．９�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第４５号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　北端が調査区域外へ延び，確認できた長さは９．１�である。南端から北西方向（Ｎ－３２°－Ｗ）へ

直線的に調査区域外へ延びている。規模は上幅４３～９７�，下幅２１～４２�，深さ４８～６１�である。断面は逆台形

状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，北端へ向かって傾斜している。

覆土　１０層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　瓦質土器片１点（焙烙），陶器片

１点（瀬戸・美濃系蓋），磁器片３点（瀬戸・美

濃系碗類）のほか，流れ込んだ土師器片２点も出

土している。

所見　時期は，出土土器から１９世紀前半と考えら

れる。

土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック微量
２　 暗 褐 色 粘土粒子微量，ローム粒子極微量
３　 灰 褐 色 粘土ブロック多量
４　 暗 褐 色 ローム粒子微量（粘性・締まり強い）
５　 暗 褐 色 ローム粒子極微量（粘性・締まり強い）

６　 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量
７　 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック微量
８　 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子極微量
９　 褐 色 ローム粒子少量
１０　 暗 褐 色 ロームブロック中量

第７４図　第３６号溝跡実測図
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第３８号溝跡（第２５・７５図）

位置　調査区�区中央部のＨ１ｆ９～Ｉ２ａ１区，標高１０．８�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第３７３号土坑を掘り込み，第３７４号土坑に掘り込まれている。また，第４５号溝跡とともに井戸跡や土

坑を区画している。

規模と形状　南端が第３７４号土坑に掘り込まれているため，確認できた長さは２０�である。北端から南東方向

（Ｎ－１５０°－Ｅ）へ直線的に延びている。規模は上幅４０～６２�，下幅４～３７�，深さ１０～２０�である。断面は

Ｕ字状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。また，南端へ向かって傾斜している。

覆土　４層に分層される。含有物から人為堆積である。　　　　　　

遺物出土状況　須恵器片１点（甕（転用砥石）），陶器片３点（常滑系甕）のほか，流れ込んだ縄文土器片１点

も出土している。５７・５８は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器や第４５号溝との位置関係から中世後半と考えられる。

土層解説
１　 明 褐 色 ローム粒子中量
２　 明 褐 色 ロームブロック中量

３　 暗 褐 色 ロームブロック少量
４　 暗 褐 色 ロームブロック微量
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第７５図　第３８号溝跡・出土遺物実測図

0 10cm

A A' B B'11.0m

1
2 K

3 SK373

4

57

58

0 1m

第４５号溝跡（第２５・７６図）

位置　調査区�区中央部のＨ１ｆ８～Ｈ２ｅ６区，標高１０．９～１１．１�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第４０１・４０４・４０５・４０７号土坑を掘り込み，第３６号溝，第４００・４０６号土坑に掘り込まれている。また，

第３８号溝跡とともに井戸跡や土坑を区画している。

規模と形状　南東端が調査区域外へ延びているため，確認できた長さは４６．７�である。南端から北西方向（Ｎ

－４１°－Ｗ）へ直線的に延び，Ｈ２ｂ３区で南西方向（Ｎ－１３１°－Ｗ）へ屈曲して直線的に延び，さらにＨ１ｆ８

区で南東方向へ（Ｎ－１４２°－Ｅ）へ屈曲している。規模は上幅４６～７８�，下幅１４～５１�，深さ２０～４８�である。

断面は逆台形状またはＵ字状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。また，Ｈ２ｂ３区の屈曲部に向かって傾

斜している。

覆土　１２層に分層される。各層ごとに異なった堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況　瓦質土器片１点（焙烙），石器１点（砥石），鉄器１点（刀子）のほか，流れ込んだ縄文土器片

８点，混入した磁器片１点も出土している。Ｑ９は覆土中から出土している。

所見　時期は，重複関係や中世後半に比定される第３８号溝跡との位置関係から中世後半と考えられる。

土層解説（Ａ－Ａ’）
１　 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子極微量
２　 黒 褐 色 ローム粒子中量
土層解説（Ｂ－Ｂ’）
４　 暗 褐 色 ローム粒子中量
５　 黒 褐 色 ローム粒子中量
土層解説（Ｃ－Ｃ’）
７　 褐 色 ロームブロック微量
８　 暗 褐 色 ロームブロック中量
土層解説（Ｄ－Ｄ’）
１０　 暗 褐 色 ロームブロック・砂粒少量
１１　 黒 褐 色 ロームブロック少量

３　 暗 褐 色 ローム粒子中量

６　 褐 色 ロームブロック中量

９　 暗 褐 色 ローム粒子微量

１２　 褐　 色 ロームブロック微量

第３８号溝跡出土遺物観察表（第７５図）

備考出土位置手法の特徴焼成色調胎土底径・厚さ器高・幅口径・長さ器種種別番号

転用砥石覆土中内面・側面砥面化普通灰長石１．７８．８８．１甕須恵器５７

常滑系覆土中縁帯部・口辺部ナデ普通灰黄長石・石英―（６．１）―甕陶器５８
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第７６図　第４５号溝跡・出土遺物実測図
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第５１号溝跡（第２５・７７図）

位置　調査区�区北部のＧ２ｈ７～Ｈ２ａ９区，標高１１．３�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第２５・２９号溝に掘り込まれている。

規模と形状　北西部を第２５号溝，南端を第２９号溝に掘り込まれているため，確認できた長さは１２．６�である。

南端から北西方向（Ｎ－３５°－Ｗ）へ直線的に延びている。規模は上幅４４～６４�，下幅２０～２４�，深さ１０�ほ

どである。断面は半円形で，壁は外傾して立ち上がっている。また，北西部へ向かって傾斜している。

覆土　単一層である。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

所見　時期は，重複関係から近世後半と考えられる。

土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック中量

第７７図　第５１号溝跡実測図

0 2m

A A' B B'11.6m

SF1

1

SD25

1

SD25SF1

第５２号溝跡（第２５・７８図）

位置　調査区�区北部のＧ２ｇ６～Ｈ２ａ９区，標高１１．３�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第２５・２９・５３号溝，第４４６号土坑に掘り込まれ，第４１号溝跡との新旧関係は不明である。

規模と形状　北端を第５３号溝に，南端を第２９号溝に掘り込まれているため，確認できた長さは２１．６�である。

南端から北西方向（Ｎ－３５°－Ｗ）へ直線的に延びている。規模は上幅４４～６４�，下幅２０～２４�，深さ１２～２０

�である。断面は半円形で，壁は外傾して立ち上がっている。また，北端へ向かって傾斜している。

覆土　単一層である。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

所見　時期は，重複関係から近世後半と考えられる。

土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量

第４５号溝跡出土遺物観察表（第７６図）

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２２覆土中砥面４面　他破断面粘板岩（８８．５）３．６２．９（７．４）砥石Ｑ９
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第７８図　第５２号溝跡実測図
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第５３号溝跡（第２５・７９図）

位置　調査区�区北部のＧ２ｆ４～Ｇ２ｇ６区，標高１１．４�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第５２号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　北端が調査区域外へ延び，確認できた長さは８．８�である。北端から南東方向（Ｎ－１４０°－Ｅ）

へ直線的に延び，Ｇ２ｇ５区で屈曲して北東方向（Ｎ－５０°－Ｅ）に延び，Ｇ２ｇ６区で第５２号溝跡と重複してい

る。規模は上幅６０～１００�，下幅８～２８�，深さ２０～３５�である。断面は半円形で，壁は外傾して立ち上がって

いる。また，中央部から北端及び南端へ向かって傾斜している。

覆土　１０層に分層される。中央部付近（Ａ－Ａ’）はレンズ状に堆積した自然堆積で，第５２号溝跡と重複する

付近では（Ｂ－Ｂ’）ブロック状に堆積した人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片１点（甕），陶器片１点（産地不明鉢類）のほか，流れ込んだ縄文土器片１点も

出土している。

所見　時期は，出土土器や重複関係から近世後半と考えられる。

土層解説（Ａ－Ａ’）
１　 暗 褐 色 ローム粒子極微量
２　 暗 褐 色 ロームブロック少量

土層解説（Ｂ－Ｂ’）
４　 褐 色 ロームブロック中量（粘性・締まり強い）
５　 暗 褐 色 ロームブロック少量
６　 灰 褐 色 ロームブロック中量
７　 褐 色 ロームブロック中量

３　 褐 色 ロームブロック微量

８　 暗 褐 色 ローム粒子少量
９　 暗 褐 色 ロームブロック少量（粘性やや強い）
１０　 褐 色 ローム粒子中量

第５４号溝跡（第２５・８０図）

位置　調査区�区北部のＧ２ｆ５～Ｇ２ｆ６区，標高１１．５�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　北端が調査区域外へ延び，確認できた長さは３．８�である。北端から南東方向（Ｎ－１４５°－Ｅ）へ

直線的に延びている。規模は上幅４０～５６�，下幅１０～３２�，深さ８～１２�である。断面は逆台形状で，壁は外

傾して立ち上がっている。また，南端へ向かって傾斜している。

覆土　２層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

所見　時期は，周辺に位置している溝跡との位置関係から近世後半と考え

られる。

第７９図　第５３号溝跡実測図

0 1m

A A' B B'11.6m

1 2

3

4
5

8
9

7
6

10

第８０図　第５４号溝跡実測図
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土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量
２　 褐 色 ロームブロック少量
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（５）井戸跡

第１号井戸跡（第８１図）

位置　調査区�区中央部のＥ４ｉ６区，標高１２．３�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径２．２４�，短径１．４４�の楕円形で，断面は漏斗状である。確認面から１１０�掘り下げた時点で，

崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土　７層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片１点（甕），陶器片６点（瀬戸・美濃系鉢類，肥前系唐津大鉢，肥前系片口，瀬

戸・美濃系擂鉢，瀬戸・美濃系瓶類，瀬戸・美濃系土瓶），石器・石製品３点（石皿，砥石，硯），板碑片１点，

土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック・砂少量
２　 暗 褐 色 ローム粒子少量
３　 暗 褐 色 ローム粒子・砂少量
４　 褐 色 ローム粒子少量

５　 黒 褐 色 ローム粒子微量
６　 褐 色 ロームブロック・砂少量
７　 暗 褐 色 ロームブロック少量

表７　中・近世　溝跡一覧表

備　　　考
重複関係（古→新）主な出土遺物覆土底面断面

規　　模（�　確認長は�）
形状方　向位　　置番号

深さ下幅上幅確認長

土師質土器，陶器，磁
器，石器，鉄器人為平坦外傾２５～４２２０～４３５８～８１（６．２）直線的Ｎ－４３°－ＷＦ３ｇ７～Ｆ３ｈ８１

ＳＤ３・５，ＳＫ８１，ＰＧ６
→本跡

土師質土器，陶器，磁
器，石器，鉄器，板碑人為平坦外傾５０１７～４７６０～１１０（７．７）直線的Ｎ－１２８°－ＷＦ２ｂ６～Ｆ３ｃ５２

本跡→ＳＤ２土師質土器，瓦質土器，
陶器，磁器人為平坦外傾２０５６～６８９６～１２２（５．５）直線的Ｎ－１３０°－ＷＦ３ｃ５～Ｆ３ｄ４３

土器片，古銭，板碑人為緩斜外傾７０～７５２５～４４４７～１７５（９．８）直線的Ｎ－１３８°－ＥＦ３ｅ８～Ｆ３ｇ０４

ＳＫ７５・８３→本跡→
ＳＤ２，ＳＫ８６土器片，石器，鉄滓人為緩斜外傾３８～５６１２～２１３８～７２（９．５）Ｌ字状Ｎ－４７°－Ｅ

Ｎ－ ２２° －ＷＦ３ａ６～Ｆ３ｃ５５

ＳＤ７，ＳＫ１４０→本跡－人為平坦外傾４５～５４２４～３４５４～６４（５．５）緩曲線状Ｎ－１５０°－Ｗ
Ｎ－１６０°－ＥＥ４ｉ５～Ｅ４ｊ５６

本跡→ＳＤ６土器片，石器人為平坦外傾２８～４０２２～３８４８～６１（２．０）直線的Ｎ－１４８°－ＥＥ４ｊ５７

ＳＤ３０，ＳＫ１１６→本跡→
第３号廃棄土坑，ＳＫ２３５

土器片，石器，金属器，
鉄滓人為皿状緩斜８～２０２４～６０４０～８８（１６．３）緩曲線状Ｎ－１３８°－ＥＥ４ｆ１～Ｅ４ｈ４８

土師質土器，陶器，
銅製品自然平坦外傾３０～５０９～３４２６～５８（３．７）緩曲線状Ｎ－１２０°－ＥＥ４ｊ４～Ｆ４ａ５９

ＳＤ１２・２３→本跡土師質土器，陶器，磁
器，石器，鉄器，古銭人為平坦外傾７０２４～４７６０～８２（４．７）直線的Ｎ－１３３°－ＥＥ３ｇ９～Ｅ３ｈ０１１

本跡→ＳＤ１１土師質土器，陶器，磁
器，鉄器，古銭人為平坦直立・

外傾５３～６７１３～２０７７～９８（４．１）緩曲線状Ｎ－１３８°－ＥＥ３ｇ９～Ｅ３ｈ０１２

本跡→ＳＫ２１７土器片，鉄器，古銭人為皿状外傾２８～４３２０～４０４０～６０５．１Ｙ字状Ｎ－ ４４° －Ｅ
Ｎ－１１２°－ＷＥ４ｆ７～Ｅ４ｇ８１３

本跡→ＳＫ１７４・１７９・１９０土器片，瓦片人為平坦外傾２０３０～４４１０６～１２２（４．５）直線的Ｎ－ ５０° －ＥＦ４ａ２～Ｆ４ｂ３１４

ＳＡ４→本跡→ＳＫ２５８・
２６２陶器片自然平坦外傾１０５０～１０８７２～１１０９．２直線的Ｎ－１３１°－ＷＦ３ａ０～Ｆ４ｂ１１９

本跡→ＳＢ１・４，ＰＧ６，
ＳＫ２２１・２７２・２８７土師質土器，石器自然・

人為皿状外傾５５～６０２０～３０１５２～１６８（２８．０）直線的Ｎ－１３８°－ＥＦ３ｊ６～Ｆ４ｅ１２０

ＳＫ１６０・２１２→本跡土師質土器，陶器人為皿状外傾２３～５７１４～２８２６～５０１５．２直線的Ｎ－１３８°－ＷＥ４ｄ６～Ｅ４ｇ９２２

本跡→ＳＤ１１土師質土器，陶器人為平坦外傾２３～４４２０～４４３６～７４（１０．５）Ｌ字状Ｎ－ ５５° －Ｗ
Ｎ－１１２°－ＷＥ３ｈ０～Ｅ４ｉ２２３

ＳＤ２６・２８・４１・５１・５２，ＳＫ２８６
→本跡→ＳＤ２９，ＳＦ１，ＳＫ４４６

土師質土器，陶器，
磁器，鉄器人為皿状外傾２２～４２９８～１２８１１０～１４６（７．４）直線的Ｎ－ ３５° －ＷＧ２ｈ７～Ｈ２ａ９２５

本跡→ＳＤ８，ＳＫ２３９・
２４０

土師質土器，瓦質土器，
陶器，鉄滓－平坦外傾２７３３～２３８５０～２５４９．７波状Ｎ－１１４°－ＷＥ４ｈ５～Ｅ４ｉ３３０

ＳＥ５→本跡土師質土器，鉄滓自然平坦外傾２０～３８３６～１０１９１～１５５（１９．２）Ｌ字状Ｎ－ ５４° －Ｅ
Ｎ－１４８°－ＥＩ１ｅ４～Ｉ１ｇ７３２

土師質土器，瓦質土器，
陶器自然皿状外傾４４～５４４２～１２０７０～１２９１４．２直線的Ｎ－ ３１° －ＷＨ１ｆ０～Ｈ２ｉ２３５Ａ

土師質土器，陶器，土
製品自然皿状直立・

外傾４０～６０２５～４８１２０～１２６（４．９）直線的Ｎ－ ４０° －ＷＨ２ｉ２～Ｈ２ｊ２３５Ｂ

ＳＤ４５→本跡瓦質土器，陶器，磁器自然皿状外傾４８～６１２１～４２４３～９７（９．１）直線的Ｎ－ ３２° －ＷＨ１ｄ９～Ｈ１ｆ０３６

ＳＫ３７３→本跡→ＳＫ３７４須恵器，陶器人為皿状外傾１０～２０４～３７４０～６２（２０．０）直線的Ｎ－１５０°－ＥＨ１ｆ９～Ｉ２ａ１３８

ＳＫ４０１・４０４・４０５・４０７→
本跡→ＳＤ３６，ＳＫ４００・
４０６

瓦質土器，石器，鉄器人為皿状・
平坦外傾２０～４８１４～５１４６～７８（４６．７）コ字状

Ｎ－ ４１° －Ｗ
Ｎ－１３１°－Ｗ
Ｎ－１４２°－Ｅ

Ｈ１ｆ８～Ｈ２ｅ６４５

本跡→ＳＤ２５・２９－人為皿状外傾１０２０～２４４４～６４（１２．６）直線的Ｎ－ ３５° －ＷＧ２ｈ７～Ｈ２ａ９５１

本跡→ＳＤ２５・２９・５３，
ＳＫ４４６－人為皿状外傾１２～２０２０～２４４４～６４（２１．６）直線的Ｎ－ ３５° －ＷＧ２ｇ６～Ｈ２ａ９５２

ＳＤ５２→本跡土師質土器，陶器自然・
人為皿状外傾２０～３５８～２８６０～１００（８．８）Ｌ字状Ｎ－１４０°－Ｅ

Ｎ－ ５０° －ＥＧ２ｆ４～Ｇ２ｇ６５３

－自然平坦外傾８～１２１０～３２４０～５６（３．８）直線的Ｎ－１４５°－ＥＧ２ｆ５～Ｇ２ｆ６５４
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椀状滓１点のほか，流れ込んだ縄文土器片５点，混入した石版１点も出土している。図化した遺物は全て覆土

中から出土しており，ＴＰ３は第１号廃棄土坑のＴＰ２と接合関係が確認されている。

所見　時期は，出土土器や接合関係があるＴＰ３から，１８世紀末～１９世紀前半には廃絶していたと考えられる。

第８１図　第１号井戸跡・出土遺物実測図
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第１号井戸跡出土遺物観察表（第８１図）

備考出土位置
製作印・銘

など
装飾成形・

調整
胎土色
胎質底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付/釉薬

覆土中１６９０～
１７８０年肥前系――

内：―
外：白化粧の
刷毛目波状文

―
灰釉―灰褐―（５．５）―片口陶器１３７

第１号廃棄土坑の
ＴＰ２と接合覆土中１６５０～

１７００年
肥前系
唐津―象嵌内：三島手

外：―
―

鉄釉・白泥
ロクロ
―灰白―（３．０）―大鉢陶器ＴＰ３
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第２号井戸跡（第８２図）　　

位置　調査区�区中央部のＥ４ｇ１区，標高１２．４�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第２４８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　径１．０４�の円形で，断面は漏斗状である。確認面から１０４�掘り下げた時点で，崩落のおそれがあ

ることから，下部の調査を断念した。

覆土　６層に分層される。黒色土を主体とした自然堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片２点（焙烙），砂鉄（１２．２ｇ）のほか，流れ込んだ縄文土器片２点も出土している。

所見　時期は，出土土器や周囲に第１号掘立柱建物跡が位置していることから，１８世紀後半と考えられる。

土層解説
１　 黒 色 ローム粒子・炭化粒子極微量
２　 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子極微量
３　 暗 褐 色 ロームブロック微量

４　 褐 色 ローム粒子中量
５　 黒 褐 色 ローム粒子極微量
６　 黒 色 ローム粒子極微量

第８２図　第２号井戸跡実測図
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第８号井戸跡（第８３図）

位置　調査区�区南部のＩ１ａ０区，標高１０．７�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径１．３８�，短径１．２３�の楕円形で，断面は漏斗状である。確認面から１１２�掘り下げた時点で，

崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土　６層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　陶器片１点（常滑系鉢類）が出土している。

所見　時期は，細片のため図化できないが，第３８号溝跡から出土している陶器片と酷似しており，中世後半に

所産されたものと考えられる。出土土器から中世後半と考えられる。

土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
２　 褐 色 ロームブロック中量
３　 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子極微量

４　 にぶい褐色 ロームブロック中量
５　 褐 色 ロームブロック多量
６　 褐 色 ローム粒子中量

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

転用砥石　ＰＬ２２覆土中内底に８か所・底部に６か所の凹み　側面砥面化砂岩（４７１）５．４（９．７）（１１．８）石皿Ｑ２０

ＰＬ２２覆土中硯面一部残存　右硯縁に「二年六月十の日」ヵ　左硯縁
に「三□」　硯背に硯面を形成粘板岩（１２８）２．０５．８（９．０）硯Ｑ２１

被熱痕覆土中梵字 雲母片岩（２４６）２．５（６．７）（１１．３）板碑Ｑ２２

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２３覆土中皿状を呈す　ガラス質の光沢有り　着磁性弱い鉄２２０４．６１０．２１０．８椀状滓Ｍ６６
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第８３図　第８号井戸跡実測図
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第１０号井戸跡（第８４～９０図）　　

位置　調査区�区北部のＥ４ｃ７区，標高１２．４�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第２４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北東部が調査区域外へ延び，長軸７．８�，短軸６．５�の長方形と考えられる。底面は，確認面から

６８�で平場が形成され，下端は確認面から２２０�までスロープ状に掘りくぼめられている。また，南東部の張り

出し部から，平場を経て北側へ向かい，螺旋状に降りた後に，底面へと至る通路状の痕跡が確認されている。

覆土　５７層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片２１７点（小皿１２，鉢３，鉢類１２，植木鉢８，火入１，火鉢５，焼塩壺３，焙烙１３０，

鐘類２，甕３，不明３８），瓦質土器片４０点（擂鉢２，火鉢１，焙烙３７），陶器片２３０点（瀬戸・美濃系小坏２，

産地不明小坏２，瀬戸・美濃系小椀１，瀬戸・美濃系中椀４，肥前系中椀１，瀬戸・美濃系椀類２１，肥前系椀

類１，産地不明椀類４，瀬戸・美濃系小皿３，京焼系小皿１，産地不明小皿１，瀬戸・美濃系皿類１７，京焼系

土層解説
１　 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２　 灰 褐 色 炭化粒子・砂粒少量，焼土ブロック微量
３　 灰 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４　 灰 褐 色 ローム粒子・灰・砂粒少量，炭化物微量
５　 灰 褐 色 ローム粒子･焼土粒子･炭化粒子･粘土粒子少量
６　 褐 色 ロームブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
７　 灰 褐 色 ローム粒子･焼土粒子･炭化粒子･砂粒少量
８　 灰 褐 色 炭化物・ローム粒子・粘土粒子少量
９　 灰 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量
１０　 灰 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量
１１　 灰 褐 色 ロームブロック･炭化物少量，焼土ブロック微量
１２　 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
１３　 灰 褐 色 ローム粒子・砂粒少量，炭化物・焼土粒子微量
１４　 暗 褐 色 ローム粒子・灰・砂粒少量
１５　 暗 褐 色 ローム粒子少量
１６　 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１７　 暗 褐 色 ロームブロック少量
１８　 暗 褐 色 ローム粒子・砂粒少量
１９　 黒 褐 色 ローム粒子少量
２０　 暗 褐 色 ローム粒子少量（粘性・締まりやや強い）
２１　 灰 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２２　 灰 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
２３　 暗 褐 色 ロームブロック少量（粘性やや強い）
２４　 明 褐 色 ロームブロック多量
２５　 灰 褐 色 ローム粒子少量
２６　 灰 褐 色 ロームブロック少量
２７　 灰 褐 色 ロームブロック中量
２８　 暗 褐 色 ローム粒子・砂粒少量（締まり強い）
２９　 暗 褐 色 ロームブロック・砂粒少量
３０　 明 褐 色 ロームブロック多量（締まり弱い）

３１　 暗 褐 色 ロームブロック少量（締まり弱い）
３２　 暗 褐 色 ローム粒子中量
３３　 暗 褐 色 ローム粒子少量（水分含み・締まり弱い）
３４　 褐 色 ロームブロック多量
３５　 暗 褐 色 ロームブロック少量（締まりやや強い）
３６　 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子少量
３７　 暗 褐 色 ロームブロック微量
３８　 褐 色 ロームブロック少量（締まり弱い）
３９　 褐 色 ローム粒子微量（締まり弱い）
４０　 褐 色 ロームブロック中量
４１　 灰 褐 色 ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
４２　 褐 色 ロームブロック少量
４３　 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼

土粒子微量
４４　 暗 褐 色 粘土粒子中量，砂粒少量，炭化粒子微量
４５　 暗 褐 色 粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
４６　 暗 褐 色 粘土ブロック多量，炭化物・鉄分少量，焼土ブロッ

ク微量
４７　 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量
４８　 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
４９　 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
５０　 褐 色 炭化物・ローム粒子少量
５１　 灰 褐 色 ローム粒子･焼土粒子･炭化粒子･粘土粒子微量
５２　 灰 褐 色 粘土ブロック・鉄分中量，焼土粒子・炭化粒子少量
５３　 暗 褐 色 ロームブロック少量（粘性・締まりやや強い）
５４　 暗 褐 色 ロームブロック・砂粒少量，炭化物・焼土粒子微量
５５　 暗 褐 色 鉄分多量，ローム粒子・炭化粒子少量
５６　 暗 褐 色 鉄分中量，炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子微量
５７　 灰 黄 褐 色 ロームブロック微量
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第８４図　第１０号井戸跡実測図（１）
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第８５図　第１０号井戸跡実測図（２）
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皿類１，萩系皿類１，産地不明皿類２，産地不明蓋２，瀬戸・美濃系小鉢１，瀬戸・美濃系擂鉢１４，肥前系擂

鉢２，明石・堺系擂鉢５，備前系擂鉢１，産地不明擂鉢１，瀬戸・美濃系片口１１，京焼系片口３，瀬戸・美濃

系鉢類２，肥前系鉢類１，瀬戸・美濃系香炉６，産地不明香炉２，明石・堺系秉燭１，瀬戸・美濃系小壺１，

笠間系壺１，瀬戸・美濃系甕類３，笠間系甕類５，益子焼系行平鍋１，瀬戸・美濃系鍋類１，瀬戸・美濃系灰

吹１，瀬戸・美濃系徳利３，益子焼系徳利４，産地不明徳利１，瀬戸・美濃系急須１２，京焼系急須１，益子焼

系急須８，産地不明急須１３，瀬戸・美濃系土瓶３，明石・堺系土瓶１，益子焼系土瓶４，万古焼系土瓶１，瀬

戸・美濃系瓶類３９，備前系瓶類４，産地不明瓶類８，京焼系不明１），磁器片１９６点（瀬戸・美濃系小坏２，瀬

戸・美濃系小碗２９，肥前系小碗２５，産地不明小碗３，瀬戸・美濃系中碗１４，肥前系中碗１２，瀬戸・美濃系大碗

１，瀬戸・美濃系碗類５４，産地不明碗類１，肥前系紅猪口５，瀬戸・美濃系皿類２，肥前系小皿１，肥前系皿

類１８，瀬戸・美濃系蓋１，肥前系蓋１，瀬戸・美濃系小鉢１，肥前系小鉢１，産地不明小鉢１，肥前系合子２，

肥前系仏花瓶１，肥前系神酒徳利６，瀬戸・美濃系箸置１，肥前系箸置３，瀬戸・美濃系瓶類６，肥前系瓶類

５），土製品４１点（羽口１，ままごと道具３，箱庭道具３，人形２，泥面子３２），石器・石製品９２点（砥石８６，

石臼１，簪１，硯２，不明２），金属器・金属製品８００点（小皿１，釘５４４，刀子１０８，小太刀１，包丁９，鎌２３，

鑿ヵ３，鎹１，煙管１２，不明鉄製品６１，不明銅製品３７），板碑片４点，古銭（銅）７点，古銭（鉄）２点，鉄

滓２１点，椀状滓２３点，刷毛１点，砂鉄（５４４．４７ｇ）のほか，流れ込んだ縄文土器片１５点，土師器片１０点，須恵

器片１点，中世に比定される常滑片２点，混入した石板５点，薬莢２点も出土している。遺物出土量は，覆土

上層の調査区域外へ向かうほど遺物点数が増加し，覆土中層から底面にかけては遺物点数は減少していく傾向

が見られる。７４，９４は中央部の覆土下層より出土しており，廃絶後まもなく廃棄されたものと考えられる。

所見　本跡の性格は，形状からまいまいず井戸と考えられる。また，井戸としての機能を終えた後，廃棄場に

転用されたものと考えられ，平場の深さまで土を埋めたのは，安全のためと想定される。時期は，出土土器か

ら１８世紀後半には機能が終え，１９世紀代には廃棄土坑として機能していたと考えられる。

備考出土位置手法の特徴焼成色調胎土底径器高口径器種種別番号

３０％覆土中ロクロナデ　底部糸切痕普通橙石英３．８（３．４）－椀土師質土器５９

ＰＬ２５覆土上層ロクロナデ　修繕孔に銅線残存普通にぶい赤褐長石－２．４－焙烙土師質土器６０

２０％覆土中ロクロナデ　耳部２か所　修繕孔３か所普通灰黄長石・雲母３４．８４．０３５．６焙烙瓦質土器６１

ＰＬ２５覆土中下層ロクロナデ　修繕孔に銅線残存普通黒褐長石－（３．６）－焙烙瓦質土器６２

第１０号井戸跡出土遺物観察表（第８６～９０図）

備考出土位置
製作

印・銘
など

装飾
成形・
調整

胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

６０％　ＰＬ２５覆土中不明信楽ヵ――――
灰釉

ロクロ
削出高台

灰
灰白２．７２．８｢４．７｣小坏陶器６３

４０％覆土中１７５０年～瀬戸・
美濃系――――

灰釉
ロクロ
削出高台

灰
灰白２．５３．０［５．４］小坏陶器６４

１００％　口辺部に油
煙付着　ＰＬ２６覆土中層１８００～

１８５０年ヵ
瀬戸・
美濃系――――

灰釉ロクロ浅黄３．２２．０７．８小皿陶器６５

２０％覆土上層１７７０年～瀬戸・
美濃系――――

鉄釉ロクロ灰黄
暗赤褐色［５．０］１．９［１０．１］灯明皿陶器６６

９０％　２色の釉薬が掛けら
れている　益子系ヵ　ＰＬ２８覆土中不明産地不明――内：舟

外：―
―
灰釉ロクロにぶい黄橙

淡黄－１．４７．５蓋陶器６７

９５％覆土中不明産地不明――――
白釉ロクロにぶい橙

灰白－３．４８．４蓋
（急須）陶器６８

９０％　益子系ヵ　ＰＬ２８覆土中不明産地不明――内：―　
外：草文

―
灰釉ロクロ灰オリーブ

にぶい橙２．２３．６１０．６蓋陶器６９

７０％　ＰＬ２８覆土中不明石清水ヵ――内：―　　
外：草花文

呉須絵
白釉ロクロ浅黄

灰白－４．７１１．３蓋陶器７０

７５％　ＰＬ２８覆土上層不明益子ヵ―飛び鉋――
内面鉄釉ロクロにぶい黄

極暗赤褐－３．６１６．２蓋陶器７１

５０％　見込目跡５覆土上層～
覆土中層不明京焼系ヵ――――

灰釉
ロクロ
削出高台

にぶい橙
にぶい黄橙８．１９．７［１７．４］片口陶器７２

５０％　見込目跡５覆土中１８世紀
後半～

瀬戸・
美濃系――――

灰釉
ロクロ
削出高台

浅黄
オリーブ黄１１．２１２．４［２０．０］片口陶器７３
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第８６図　第１０号井戸跡出土遺物実測図（１）
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第８７図　第１０号井戸跡出土遺物実測図（２）
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第８８図　第１０号井戸跡出土遺物実測図（３）
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同 所 新 田 遺 跡

第８９図　第１０号井戸跡出土遺物実測図（４）
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第９０図　第１０号井戸跡出土遺物実測図（５）
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同 所 新 田 遺 跡

備考出土位置
製作

印・銘
など

装飾
成形・
調整

胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

６０％　底部墨書「□□
千□子」ヵ　ＰＬ２０・２８覆土下層１８世紀

後半～
瀬戸・
美濃系――――

灰釉
ロクロ
削出高台

にぶい黄橙
灰オリーブ１０．３１０．９２０．７片口陶器７４

覆土中不明産地不明―内面櫛目――ロクロ極暗赤褐－（３．７）－擂鉢陶器７５

覆土中不明明石・
堺系ヵ― 内面櫛目――ロクロ暗赤褐－（５．４）－擂鉢陶器７６

１０％覆土上層不明明石・
堺系―内面櫛目見込櫛目

三角状―ロクロ赤褐［１４．４］（４．７）－擂鉢陶器７７

１５％　底部墨書「呂
人」　ＰＬ２０覆土中不明瀬戸・

美濃系ヵ――――
白釉ロクロ灰白［７．６］（４．０）－植木鉢陶器７８

７０％　ＰＬ２８覆土中下層１９世紀前半信楽系――――
緑灰ロクロ灰白

緑灰６．０８．３５．８土瓶陶器７９

底部墨書　「□百□
六」　ＰＬ２０覆土中１９世紀代瀬戸・

美濃系――――
白ロクロにぶい黄褐

白６．５（１．７）－土瓶陶器８０

９５％覆土中１８世紀前半瀬戸系福―内：―　　
外：草花文

染付
透明ロクロ白

灰白３．１４．９６．４小碗磁器８１

９０％　ＰＬ２５覆土上層１８世紀前半瀬戸系福―内：―　　
外：草花文

染付
透明ロクロ白

灰白３．０４．７６．６小碗磁器８２

７０％覆土中１７世紀後半肥前系福―内：―　　
外：草花文

染付
透明ロクロ白

灰白３．２４．３６．４小碗磁器８３

９５％覆土中１７世紀後半肥前系福―内：―　　
外：草花文

染付
透明ロクロ白

灰白３．０４．３６．６小碗磁器８４

１００％　ＰＬ２５・２６覆土中１８世紀前半肥前系福ヵ―内：―
外：草文

染付
透明ロクロ白

灰白２．５４．８６．６小碗磁器８５

８０％覆土中層１９世紀後半瀬戸系――内：―
外：無花果文ヵ

染付
透明ロクロ白

灰白３．２５．７６．８小碗磁器８６

８０％覆土中１８世紀前半肥前系福ヵ―内：―
外：草文

染付
透明ロクロ白

灰白２．９４．７６．８小碗磁器８７

５０％　ＰＬ２６覆土上層１９世紀代ヵ瀬戸系――内：―
外：花文

色絵
透明ロクロ白

灰白３．１４．４［９．２］中碗磁器８８

７５％　ＰＬ２６覆土上層１９世紀代瀬戸系―見込み
山水文

内：―
外：花文

染付
透明ロクロ白

灰白４．０５．４１０．４中碗磁器８９

７０％　膠による焼継
ＰＬ２５・２６覆土上層１９世紀代肥前系朱書

焼継印
見込み
松竹梅

内：雷文
外：花文

染付
透明ロクロ白

灰白３．９５．４１０．２中碗磁器９０

９５％覆土中１９世紀代瀬戸系銘有―内：水鳥草文
外：高台染付

印判
透明ロクロ白

灰白２．５２．７５．９薄手酒杯磁器９１

８０％覆土中１７世紀後半肥前系――内：―
外：染付

染付
透明

ロクロ
高台砂目

白
灰白２．４２．４６．７小皿磁器９２

６０％覆土中１８世紀後半～
１９世紀前半肥前系―輪花

口唇鉄釉
内：扇笹文
外：―

染付
透明

ロクロ
高台砂目

白
灰白５．８２．４［１０．０］小皿磁器９３

９５％　ＰＬ２５・２７覆土下層１８世紀後半～
１９世紀前半

波佐見・
平戸系崩し福見込み

五弁花
内：二方花文
外：唐草文　

染付
透明

ロクロ
高台砂目

白
灰白７．５４．２１３．０小皿磁器９４

６０％　蛇の目凹形高
台　足付ハマ　型打覆土上層１９世紀前半肥前系―菊花形

口唇鉄釉
内：―
外：―

―
透明ロクロ白

灰白６．８３．６１４．８五寸皿磁器９５

６０％覆土中１９世紀代肥前系――内：削り取り
外：笹文

染付
透明ロクロ白

灰白－１．６６．４蓋磁器９６

９５％　裏面墨書
「ノ」ヵ　ＰＬ２０･２８覆土中１９世紀代肥前系――内：―　　

外：放射文
染付
透明ロクロ白

灰白－１．７６．６蓋磁器９７

８０％　ＰＬ２５･２６覆土中１９世紀代肥前系青ヵ―内：土筆文ヵ　
外：孔雀羽文ヵ

染付
透明ロクロ白

灰白－２．７９．６蓋磁器９８

６０％覆土中下層１８世紀後半肥前系――内：―　　　
外：蛸唐草文

染付
透明

ロクロ
高台砂目

白
灰白４．８（４．８）－神酒徳利磁器９９

２５％　墨書「ナヒキ
メ」ヵ　ＰＬ２０覆土中１９世紀代瀬戸系――内：―

外：草文
染付
明緑灰ロクロ白

明緑灰６．２（７．３）－ちろり磁器１００

８０％　体部に穿孔１
か所覆土上層１９世紀代瀬戸系―鶏形内：―　　　

外：羽根陽刻
染付
透明押型白

灰白３．９７．１７．０水滴磁器１０１

備考出土位置特徴胎土重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２０覆土中外面半溶解状鉄　ナデ　内面ナデ長石・
石英（６４．６）２．４（５．５）（７．６）羽口ＤＰ４

ＰＬ２１覆土中鯛　裏面ナデ長石・石
英・雲母３．３０．６２．１２．６泥面子ＤＰ５

ＰＬ２１覆土中人面　裏面丁寧なナデ長石・
雲母３．２０．６２．１２．５泥面子ＤＰ６

ＰＬ２１覆土上層烏天狗ヵ　裏面ナデ長石・石
英・雲母３．５０．７２．１２．６泥面子ＤＰ７

ＰＬ２１覆土中烏天狗ヵ　裏面ナデ長石・石
英・雲母３．２０．８２．１２．６泥面子ＤＰ８

ＰＬ２１覆土中恵比寿　裏面ナデ長石３．４０．８１．２２．９泥面子ＤＰ９

ＰＬ２１覆土中鯛　裏面ナデ・凹み長石・
雲母７．０１．１３．２３．２泥面子ＤＰ１０

ＰＬ２１覆土中女人座像　底部穿孔雲母４．９１．６２．２３．０土人形ＤＰ１１

ＰＬ２１覆土中狐　前後型貼り合わせ長石（３．２）１．１１．７（３．６）土人形ＤＰ１２

ＰＬ２１覆土上層灯籠の基壇ヵ　底部凹み長石１２．０１．６３．４３．５箱庭道具ＤＰ１３

ＰＬ２１覆土中船　透明釉長石（５．９）１．３１．７（４．８）箱庭道具ＤＰ１４

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２１覆土中両端部欠損　表面研磨凝灰岩（４．６）０．７０．８（５．７）簪Ｑ１０

覆土中砥面３か所　他破断面砂岩（１９．１）１．４（２．７）（３．９）砥石Ｑ１１

ＰＬ２２覆土上層全面砥面砂岩２２．０１．０４．６３．７砥石Ｑ１２
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備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２２覆土中砥面２面　内１面筋目痕跡あり　側面破断面凝灰岩（１９．９）０．９３．３４．９砥石Ｑ１３

ＰＬ２２覆土上層提砥石　全面砥面　孔部欠損砂岩（５４．９）１．７４．３６．１砥石Ｑ１４

ＰＬ２２覆土中硯池欠損　墨堂摩耗泥岩（８．８）０．７２．４（３．６）硯Ｑ１５

ＰＬ２２覆土中硯池欠損　墨堂に線条痕　３か所の凹み砂岩（２４９．０）２．４６．７（１１．０）硯Ｑ１６

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２４覆土中先端部欠損　錆化により刃先の機能なし鉄（２３７．０）１．０４．７（３８．６）小太刀Ｍ２５

ＰＬ２３覆土中先端部・茎部端部欠損　刃部に若干の木質部付着鉄（３４．６）０．６２．１（１４．３）刀子Ｍ２６

覆土中刃部欠損　茎部に木質部付着鉄（１６．７）０．２４．３（７．４）包丁Ｍ２７

覆土中頭部若干欠損　先端部で直角に折り曲げられる鉄（１．４）０．４０．３３．１釘Ｍ２８

覆土中下層先端部欠損　頭部付近で直角に折り曲げられる鉄（２．４）０．４０．４（４．２）釘Ｍ２９

ＰＬ２４覆土中頭部若干欠損　木質部付着　先端部で直角に折り曲げ
られる鉄（１４．４）０．７０．５５．６釘Ｍ３０

覆土中層頭部若干欠損　先端部欠損鉄（２３．７）０．８０．７（９．３）釘Ｍ３１

覆土中頭部・先端部欠損鉄（１９．６）０．５０．６（１０．８）釘Ｍ３２

ＰＬ２４覆土上層頭部・先端部欠損鉄（７６．９）０．９１．１（１９．５）釘Ｍ３６

覆土中両端部欠損　若干の曲がり鉄（１７．４）０．５１．４（１３．８）不明鉄製品Ｍ３７

ＰＬ２３覆土中皿状を呈す　ガラス質の光沢有り　木質部残存　着磁
性非常に弱い鉄１６３．４２．６１０．３６．２椀状滓Ｍ３８

ＰＬ２３覆土中皿状を呈す　木質部残存　着磁性弱い鉄５１５．０４．２１０．５９．６椀状滓Ｍ３９

ＰＬ２３覆土中内面に溶接面あり銅８．０－０．９４．１小皿Ｍ４０

茶道具　別称掻立
ＰＬ２３覆土中扁平な輪に棒軸が接合している銅３．３０．３２．８３．７常張鐶Ｍ４７

写真のみ　ＰＬ２４覆土中銅線によって束ねられ，先がよれている植物５．３０．１１．１８．８刷毛Ｎ１

備考出土位置特徴材質重量小口径口付径長さ器種番号

覆土上層吸口部のみ　口付欠損鉄（４．２）１．５―（４．４）煙管Ｍ３３

覆土中吸口のみ　肩部なし銅６．１０．５０．８７．２煙管Ｍ４１

備考出土位置特徴材質初鋳年重量孔幅径銭種番号

覆土上層錆により文字の判読不能鉄―４．１０．４２．７判読不能Ｍ３４

覆土上層錆により文字の判読不能鉄―４．９０．６３．０判読不能Ｍ３５

覆土中無背銅１７３９２．００．７２．３寛永通宝Ｍ４２

ＰＬ２４覆土上層裏面波形文様銅１８６３２．８０．７２．６文久永宝Ｍ４３

ＰＬ２４覆土上層文銭  銅１６６８２．２０．６２．５寛永通宝Ｍ４４

ＰＬ２４覆土中裏面波形文様銅―２．３０．８２．５□久永□Ｍ４５

ＰＬ２４覆土上層裏面波形文様銅１８６６５．６０．６２．９寛永通宝Ｍ４６

備考出土位置特徴胎土重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中全面ナデ　外面に焼土付着　破断面砥面化一部あり石英・
雲母（２５５）１．７（１１．５）（１０．３）瓦Ｔ１

覆土中全面ナデ　外面に焼土付着　破断面砥面化一部あり赤色粒子・
黒色粒子（２２０）１．９（５．２）（２０．０）瓦Ｔ２

表８　中・近世　井戸跡一覧表

備　　　考
（重複関係　古→新）主 な 出 土 遺 物覆土底面断面

規　模（�）
平面形長径（軸）方向位　置番号

深さ
（�）長径（軸）×短径（軸）

土師質土器，陶器，石器・石
製品，板碑，椀状滓自然不明漏斗状（１１０）２．２４×１．４４楕円形Ｎ－４０°－ＷＥ４ｉ６１

本跡→ＳＫ２４８土師質土器自然不明漏斗状（１０４）１．０４円形Ｎ－６０°－ＷＥ４ｇ１２

陶器人為不明漏斗状（１１２）１．３８×１．２３楕円形Ｎ－４５°－ＷＩ１ａ０８

本跡→ＳＫ２４土器片，土製品，石器・石製品，金
属器・金属製品，板碑，古銭，鉄滓人為凸凹漏斗状２２０７．８×６．５長方形Ｎ－４０°－ＥＥ４ｃ７１０
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同 所 新 田 遺 跡

（６）溜め井跡

第１号溜め井跡（第９１図）

位置　調査区�区南部のＦ３ｇ９区，標高１２．１�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第２号溜め井に掘り込まれている。

規模と形状　北東部が第２号溜め井に掘り込まれ，確認できた長径１．３４�，短径は１．２２�の楕円形と考えられ

る。深さ４７�，底面は凸凹で，断面は逆台形状である。また，壁面に粘性が強い粘土が貼られ，炭化物が環状

に広まっている。

覆土　８層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片１点（焙烙），陶器片１点（瀬戸・美濃系皿類），磁器片３点（肥前系碗類），鉄

製品８点（釘）のほか，流れ込んだ縄文土器片１点も出土している。Ｑ２３は南部の底面よりやや浮いた状態で，

Ｍ７０は南西部の覆土上層からそれぞれ出土している。

所見　性格は，形状及び壁面に貼られた粘土や環状に広まる炭化物から溜め井と考えられる。時期は，出土土

器や重複関係から１７世紀後半と考えられる。

土層解説
１　 褐 色 ロームブロック少量
２　 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量
３　 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
４　 にぶい黄褐色 ローム粒子・炭化物・粘土粒子少量，焼土粒子　

微量

５　 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
６　 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子極微量
７　 褐 色 ローム粒子中量
８　にぶい褐色 ローム粒子・粘土粒子少量

第２号溜め井跡（第９１図）　　

位置　調査区�区南部のＦ３ｇ９区，標高１２．１�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第１号溜め井跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径１．４６�，短径１．３４�の円形である。深さ４２�，底面は平坦で，断面は逆台形状である。また，

壁面に粘性が強い粘土が貼られ，炭化粒子が三日月状に広まっている。

覆土　８層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片５点（焙烙），瓦質土器片１点（焙烙），陶器片１０点（瀬戸・美濃系椀類３，肥前

系椀類１，産地不明椀類１，瀬戸・美濃系瓶類１，在地系擂鉢２，産地不明２），磁器片５点（肥前系碗類３，

肥前系皿類２），金属製品４点（釘１，煙管２，不明１）のほか，流れ込んだ土師器片１点も出土している。１４１・

Ｍ７１は中央部の底面から出土している。１４１は廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見　性格は，形状及び壁面に貼られた粘土や三日月状に広まる炭火粒子から，溜め井と考えられる。時期は，

出土土器や重複関係から１７世紀後半と考えられる。

土層解説
９　暗オリーブ褐色 粘土粒子少量，ローム粒子微量
１０　 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘　　

土粒子微量
１１　 灰 黄 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック微量
１２　 黒 褐 色 粘土ブロック中量，炭化物少量，

   ロームブロック微量
１３　 暗 褐 色 ローム粒子多量
１４　 黒 褐 色 炭化粒子・粘土粒子中量
１５　 黒 色 ローム粒子微量（ふかふかとしている）
１６　 明 褐 色 ローム粒子中量

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２２覆土下層砥面１面　擦痕のある面３面凝灰岩（５７．０）１．６２．７（８．１）砥石Ｑ２３

覆土上層端部が半円状に曲がる　木質部付着　断面長方形鉄（１０．２）０．５０．６（５．８）釘Ｍ７０

第１号溜め井跡出土遺物観察表（第９１図）
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第９１図　第１・２号溜め井跡・出土遺物実測図
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第３号溜め井跡（第９２図）　　

位置　調査区�区南部のＦ３ｄ８区，標高１２．１�の台地平坦部に位置している。また，第５号掘立柱建物跡の屋

内に位置している。

重複関係　第４号溜め井跡を掘り込み，第５号掘立柱建物，第５号溜め井に掘り込まれている。

規模と形状　長径１．３０�，短径１．０８�の楕円形である。深さ３０�，底面は平坦で，断面は逆台形状である。

また，底面はローム土で埋め込まれており，非常に硬化している。

覆土　５層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

所見　性格は，形状及び底面に確認された硬化面から溜め井と考えられ，その上部構造として第５号掘立柱建

物跡が構築されていたと推測される。また，本跡と同様の形状をした溜め井を掘り込んでいることから，屋内

で溜め井が造り直されていたと考えられ，時期は，第５号掘立柱建物跡との機能的関係から１８世紀後半と考え

られる。

土層解説
１　 黒 色 ローム粒子微量
２　 褐 色 ロームブロック中量
３　 暗 褐 色 ローム粒子少量

４　 黒 褐 色 ローム粒子微量
５　 明 褐 色 ロームブロック多量（締まり非常に強い）

備考出土位置特徴材質重量小口径口付径長さ器種番号
底面吸口部のみ銅２．４０．９０．４４．８煙管Ｍ７１

第２号溜め井跡出土遺物観察表（第９１図）

備考出土位置
製作印・銘

など
装飾成形・

調整
胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

３０％覆土底面１６５０～
１６９０年肥前系――

内：白化粧の刷
毛目文様

外：三方割化粧

―
鉄釉・白泥ロクロ暗赤褐［３．９］（２．９）－椀陶器１４１
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第４号溜め井跡（第９２図）

位置　調査区�区南部のＦ３ｄ８区，標高１２．１�の台地平坦部に位置している。また，第５号掘立柱建物跡の屋

内に位置している。

重複関係　第５号掘立柱建物，第３号溜め井に掘り込まれ，第３号ピット群との新旧関係は不明である。

規模と形状　長径１．５２�，短径１．３４�の楕円形である。深さ３６�，底面は平坦で，断面は逆台形状である。

また，底面はローム土で埋め込まれており，非常に硬化している。

覆土　６層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片１点（焙烙），磁器片１点（肥前系碗類）が出土している。

所見　性格は，形状及び底面に確認された硬化面から溜め井と考えられ，その上部構造として第５号掘立柱建

物跡が構築されていたと推測される。また，本跡と同様の形状をした溜め井に掘り込まれていることから，屋

内で溜め井が造り直されていたと考えられ，時期は，第５号掘立柱建物跡との機能的関係から１８世紀後半と考

えられる。

土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック微量，焼土粒子･炭化粒子極微量
２　 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３　 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子極微量

４　 褐 色 ロームブロック中量
５　 明 褐 色 ロームブロック中量（締まり非常に強い）
６　 褐 色 ローム粒子中量

第５号溜め井跡（第９２図）　　

位置　調査区�区南部のＦ３ｄ８区，標高１２．１�の台地平坦部に位置している。また，第５号掘立柱建物跡の屋

内に位置している。

重複関係　第３号溜め井跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径１．６２�，短径１．５０�の円形である。深さ３４�，底面は平坦で，断面は逆台形状である。

また，底面はローム土で埋め込まれており，非常に硬化している。

覆土　１１層に分層される。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

第９２図　第３・４・５号溜め井跡実測図
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土層解説
１　 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子少量
２　 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３　 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４　 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
５　 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子極微量
６　 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

７　 黒 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量（締まり強い）
８　 黒 褐 色 ローム粒子少量
９　 明 褐 色 ローム粒子多量
１０　 橙 色 ロームブロック多量（締まり非常に強い）
１１　 暗 褐 色 ローム粒子少量

遺物出土状況　土師質土器片１０点（焙烙），陶器片１点（瀬戸・美濃系皿類），板碑片１点のほか，混入した石

板１点も出土している。

所見　性格は，形状及び底面に確認された硬化面から溜め井と考えられ，その上部構造として第５号掘立柱建

物跡が構築されていたと推測される。また，本跡と同様の形状をした溜め井を掘り込んでいることから，屋内

で溜め井が造り直されていたと考えられ，時期は，第５号掘立柱建物跡との機能的関係から１８世紀後半と考え

られる。

第６号溜め井跡（第９３図）

位置　調査区�区南部のＦ３ｄ６区，標高１２．０�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径２．８１�，短径１．９９�の不定形である。深さ１０～１７�，底面は平坦で，断面は逆台形状である。

南西部の底面から，深さ６～１４�で平面形が円形の掘り方に粘土が貼られている。北東部の底面から，深さ８

�で平面形が双円状の掘り方上にローム土が埋め込まれており，硬化している。

覆土　１２層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。また，第９～１２層が掘り方に貼られ

た粘土層に相当する。

遺物出土状況　土師質土器片６点（焙烙），陶器片８点（瀬戸・美濃系小椀１，瀬戸・美濃系椀類１，瀬戸・

美濃系小皿１，瀬戸・美濃系皿類１，瀬戸・美濃系小甕１，瀬戸・美濃系香炉２，瀬戸・美濃系仏飯器１），

磁器片５点（瀬戸・美濃系碗類），鉄製品１点（釘），鉄滓３点が出土している。１４２は南西部の覆土中層，１４３

は北部の底面からそれぞれ出土している。また，細片のため図化できないが，古銭・銅製品が付着した鉄滓が，

南西部の粘土層内から出土している。

所見　性格は，形状及び底面に確認された硬化面，粘土層から溜め井と考えられる。時期は，出土土器から１８

世紀後半から１９世紀前半と考えられる。

土層解説
１　 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
３　 黒 色 ローム粒子・炭化粒子少量
４　 明 褐 色 ローム粒子中量（締まり強い）
５　 褐 色 ローム粒子少量
６　 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量

７　 明 褐 色 ローム粒子多量
８　 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
９　 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量（粘性やや強い）
１０　 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量
１１　 浅 黄 色 粘土粒子多量（粘性強い・締まり弱い）
１２　 灰 白 色 粘土粒子多量（粘性強い・締まり弱い）

備考出土位置特徴胎土重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２０覆土下層外面黒褐色・暗赤褐の半溶解状鉄　ガラス質の光沢
内面ナデ

長石・
石英（９．０）１．４（３．４）（３．８）羽口ＤＰ１７

第６号溜め井跡出土遺物観察表（第９３図）

備考出土位置
製作印・銘

など
装飾成形・

調整
胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬
３０％　底部から体部
下端にかけて被熱覆土中層１８世紀

後半ヵ
瀬戸・
美濃系――――

鉄釉
ロクロ
削出高台

灰黄褐
オリーブ褐［４．２］２．０［８．６］小皿陶器１４２

６０％　ＰＬ２７底面１６９０～
１７８０年肥前――――ロクロ

削出高台
灰オリーブ
灰黄４．６３．０１１．８小皿陶器１４３

備考出土位置特徴材質初鋳年重量孔幅径銭種番号

ＰＬ２４覆土下層錆による損傷が激しい　表面の一部剥離により地金露出銅―２．１０．６２．４寛永通□Ｍ７２
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第９３図　第６号溜め井跡・出土遺物実測図
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第７号溜め井跡（第９４図）

位置　調査区�区中央部のＥ４ｈ３区，標高１２．３�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径１．４７�，短径１．２５�の楕円形である。深さ１８�，底面は平坦で，断面は逆台形状である。

また，掘り方の壁面から底面にかけて１０�ほどの粘土が貼られており，上面が非常に硬化している。

覆土　３層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。また，第３層が貼られた粘土層に

相当する。

遺物出土状況　土師質土器片３点（焙烙），陶器片１点（瀬戸・美濃系椀類），金属器・金属製品５点（刀子１，

釘１，煙管３），古銭１点（寛永通宝）のほか，流れ込んだ縄文土器片１点も出土している。Ｍ７３は南部の粘

土層上層，Ｍ７４は南部の覆土下層から出土している。

土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量
２　 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

３　 灰 褐 色 粘土ブロック多量,ロームブロック･焼土ブロッ
ク中量
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所見　本跡の性格は，形状及び底面に確認された硬化面から溜め井と考えられる。時期は，出土遺物から近世

後半と考えられる。

第９４図　第７号溜め井跡・出土遺物実測図
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第８号溜め井跡（第９５図）

位置　調査区�区南部のＦ３ｊ３区，標高１２．３�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径１．２３�，短径１．２１�の円形である。深さ３４�，底面は凸凹で，断面は不定形である。

また，上端から２０～２８�の段状の部分に粘土が貼られており，非常に硬化している。

覆土　１４層に分層される。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。また，第１２～１４層が貼られた粘土層に

相当する。

土層解説
１　 暗 褐 色 焼土粒子・粘土粒子微量，ローム粒子極微量
２　 にぶい黄褐色 ローム粒子少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
３　 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量，炭化

粒子極微量
４　 暗 褐 色 ローム粒子微量，焼土粒子極微量
５　 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量，焼土粒

子極微量
６　 黒 褐 色 ローム粒子微量，焼土粒子極微量
７　 黒 褐 色 炭化物少量，粘土粒子微量，焼土粒子極微量
８　 暗 褐 色 ロームブロック微量，炭化粒子極微量
９　 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子極微量
１０　 黒 色 粘土粒子極微量
１１　 黒 色 ローム粒子微量
１２　 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量（締まり非常に強い）
１３　 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量（締まり非常

に強い）
１４　 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量第９５図　第８号溜め井跡実測図
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備考出土位置特徴材質重量小口径口付径長さ器種番号

底面吸口のみ　肩部なし銅８．００．９０．４８．１煙管Ｍ７３

第７号溜め井跡出土遺物観察表（第９４図）

備考出土位置特徴材質初鋳年重量孔幅径銭種番号

覆土下層錆により文字やや摩滅銅１７６８２．２０．６２．２寛永通宝Ｍ７４
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遺物出土状況　土師質土器片１点（焙烙），磁器片１点（肥前系碗類），石器１点（砥石）が出土している。

所見　性格は，形状及び壁面に確認された粘土層から溜め井と考えられる。時期は，出土土器から近世後半と

考えられる。

（７）廃棄土坑

第１号廃棄土坑（第９６～９９図）

位置　調査区�区中央部のＥ４ｇ７区，標高１２．４�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　南東部が撹乱を受けており，長径５．３�，短径３．７�の楕円形で，深さは６４�である。底面は平坦

で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２３層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片６７点（小皿４，植木鉢１，火鉢２，甕類１，焼塩壺２，焙烙５６，瓦灯傘１），瓦

質土器片１５点（小皿１，焙烙７，不明７），陶器片５２点（瀬戸・美濃系小坏１，瀬戸・美濃系小椀１，肥前系

小椀１，瀬戸・美濃系中椀３，京焼系中椀５，瀬戸・美濃系大椀１，瀬戸・美濃系椀類９，肥前系椀類１，瀬

戸・美濃系小皿３，相馬焼系五寸皿１，瀬戸・美濃系鬢盥１，瀬戸・美濃系髪油壺１，瀬戸・美濃系仏飯器１，

瀬戸・美濃系中鉢１，瀬戸・美濃系片口１，瀬戸・美濃系擂鉢４，瀬戸・美濃系鉢類１，堺系鉢類１，笠間系

甕類４，瀬戸・美濃系香炉１，京焼系香炉１，肥前系灰吹１，瀬戸・美濃系蓋１，京焼系急須１，瀬戸・美濃

系徳利１，益子系徳利１，瀬戸・美濃系瓶類３，瀬戸・美濃系灯明受皿１），磁器片４６点（瀬戸・美濃系小碗

１，肥前系小碗２，肥前系中碗８，肥前系大碗１，瀬戸・美濃系碗類９，肥前系碗類１１，肥前系小皿２，肥前

系五寸皿２，肥前系皿類１，肥前系猪口４，瀬戸・美濃系灰吹２，瀬戸・美濃系蓋１，瀬戸・美濃系中水注１，

土層解説
１　 灰 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，ロームブロッ　　

ク少量
２　 灰 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
３　 灰 褐 色 ロームブロック中量
４　 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５　 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
６　 暗 褐 色 ロームブロック少量
７　 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
８　 暗 褐 色 ローム粒子少量（粘性やや強い）
９　 褐 色 ロームブロック中量
１０　 灰 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
１１　 暗 褐 色 ローム粒子少量

１２　 黒 褐 色 ロームブロック少量
１３　 灰 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１４　 褐 色 ロームブロック多量
１５　 暗 褐 色 ロームブロック少量（締まりやや強い）
１６　 暗 褐 色 ロームブロック少量（粘性やや強い）
１７　 明 褐 色 ロームブロック多量
１８　 暗 褐 色 ローム粒子少量（締まりやや強い）
１９　 褐 色 ローム粒子多量
２０　 黒 褐 色 ロームブロック・灰少量
２１　 灰 褐 色 ローム粒子少量（粘性強い）
２２　 暗 褐 色 ロームブロック微量
２３　 暗 褐 色 ロームブロック中量

表９　近世　溜め井跡一覧表 

備　　　考
（重複関係　古→新）主 な 出 土 遺 物覆土底面断面

規　模（�）
平面形長径方向位　置番号

深さ
（�）長径×短径

本跡→ＷＴ２土師質土器，陶器，磁器，鉄
製品人為凸凹逆台形４７１．３４×１．２２楕円形Ｎ－４５°－ＷＦ３ｇ９１

ＷＴ１→本跡土師質土器，瓦質土器，陶
器，磁器，金属製品人為平坦逆台形４２１．４６×１．３４円形Ｎ－４０°－ＷＦ３ｇ９２

ＷＴ４→本跡→ＳＢ５，ＷＴ５―自然平坦逆台形３０１．３０×１．０８楕円形Ｎ－３２°－ＷＦ３ｄ８３

本跡→ＳＢ５，ＷＴ３土師質土器，磁器人為平坦逆台形３６１．５２×１．３４楕円形Ｎ－３５°－ＷＦ３ｄ８４

ＷＴ３→本跡土師質土器，陶器，板碑人為平坦逆台形３４１．６２×１．５０円形Ｎ－４２°－ＥＦ３ｄ８５

土師質土器，陶器，磁器，鉄
製品，鉄滓自然平坦逆台形１０～１７２．８１×１．９９不定形Ｎ－４０°－ＥＦ３ｄ６６

土師質土器，陶器，金属製
品，古銭人為平坦逆台形１８１．４７×１．２５楕円形Ｎ－１５°－ＷＥ４ｈ３７

土師質土器，磁器，石器人為凸凹不定形３４１．２３×１．２１円形Ｎ－２０°－ＥＦ３ｊ３８
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肥前系仏花瓶１），石器・石製品１６点（砥石６，石臼１，硯１，不明石器６，瑪瑙２（火打石ヵ）），金属器・金

属製品６０点（刀子８，釘３５，鉈１，鎹１，鎌１，煙管２，鏡１，不明鉄器１１），ミニチュア土器１点，椀状滓

５点，瓦片３点，板碑片２点，古銭１点，砂鉄（２．３３ｇ）のほか，流れ込んだ縄文土器片１２点，須恵器片１点

も出土している。出土状況はほぼ全面の覆土中層から底面にかけて出土しており，１１１は南部の覆土下層，１２２

は中央部の底面，１２５は南部の覆土下層から底面，１１９は覆土中上層からそれぞれ出土している。また，撹乱部か

ら多量の瓦片が出土している。

所見　時期は，出土土器から１８世紀後半から１９世紀後半と考えられる。

第９６図　第１号廃棄土坑実測図
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第９７図　第１号廃棄土坑出土遺物実測図（１）

0 10cm 0 2cm

105 106 111 114

112113

110109

102

108

115

116

119

103

104

118



－　　－108

第９８図　第１号廃棄土坑出土遺物実測図（２）
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第９９図　第１号廃棄土坑出土遺物実測図（３）
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備考出土位置手法の特徴焼成色調胎土底径・厚さ器高・幅口径・長さ器種種別番号

５０％　ＰＬ１９覆土中ロクロナデ　底部糸切痕　内底熱を受けている普通橙長石・石英・雲母４．０１．３［７．５］小皿土師質土器１０２

９０％　ＰＬ１９覆土下層ロクロナデ　耳部３か所　修繕孔１か所　未穿
孔１か所普通橙長石・石英３３．５４．５３６．２焙烙土師質土器１０３

１００％　押印
「大施区」ヵ　ＰＬ１９覆土下層ロクロナデ　耳部３か所　修繕孔１２か所　中央

部に押印普通にぶい黄褐長石・石英・雲母３６．９５．５３７．４焙烙土師質土器１０４

転用砥石覆土中ロクロナデ　側面部砥面化　修繕孔１か所普通灰黄褐長石１．２５．２４．３焙烙土師質土器１０５

口辺油煙付着
ＰＬ１９底面ロクロナデ　下端剥離 普通橙長石・石英・雲母－（５．０）８．０瓦灯傘土師質土器１０６

第１号廃棄土坑出土遺物観察表（第９７～９９図）

備考出土位置
製作印・銘

など
装飾成形・

調整
胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬
８０％　全面油煙付着
ＰＬ１９覆土下層不明不明――――ロクロ

口辺貼付暗褐４．５２．４７．７灯明皿陶器１０８

８０％　ＰＬ２５覆土下層１９世紀
初頭ヵ

瀬戸・
美濃系―流し釉――

灰釉
ロクロ
削出高台

灰黄
灰白３．６４．０６．１小椀陶器１０９

８０％　ＰＬ２５覆土下層不明京都・
信楽系――――

灰釉
ロクロ
削出高台

淡黄
浅黄３．８４．０７．０小椀陶器１１０

５０％　ＰＬ２５覆土下層１８世紀
中葉～

京都・
信楽系―貫入内：―

外：笹文
色絵
灰釉

ロクロ
削出高台浅黄３．７５．５［８．８］中椀陶器１１１

９０％　ＰＬ２５底面１８世紀後半瀬戸・
美濃系――内：―　　

外：梅樹文
鉄絵
灰釉

ロクロ
削出高台

灰黄
灰白３．２５．５９．６中椀陶器１１２

９５％底面１８世紀
中葉～

京都・
信楽系―貫入内：―

外：草文
色絵
灰釉

ロクロ
削出高台

淡黄
浅黄４．０５．４９．４中椀陶器１１３

５０％覆土中層～
覆土下層

１８世紀
中葉～

京都・
信楽系―貫入内：―　　

外：草花文
色絵
緑釉

ロクロ
削出高台

灰白
明オリーブ灰３．３５．６８．９中椀陶器１１４

５０％　ＰＬ２５覆土下層１８世紀
中葉～

京都・
信楽系―貫入内：―

外：草文
色絵
灰釉

ロクロ
削出高台灰白４．２５．１［１０．２］中椀陶器１１５

５０％　底部墨書
「方」　ＰＬ２０・２５

覆土中層～
覆土下層１８世紀後半瀬戸・

美濃系―貫入内：水草文
外：―　　

鉄絵
灰釉

ロクロ
削出高台

浅黄
にぶい黄４．５５．１［１２．４］大椀陶器１１６

７０％　ＰＬ２６覆土下層１８世紀
中葉～

瀬戸・
美濃系―台部無釉――

灰釉ロクロ灰４．１４．９［６．８］仏飯器陶器１１７

９５％　ＰＬ２７底面１８世紀
後半ヵ

瀬戸・
美濃系―貫入内：草花文

外：―　　
鉄絵
灰釉

ロクロ
削出高台

淡黄
オリーブ黄７．５２．７１２．９小皿陶器１１８

８０％　ＰＬ２７ 覆土中上層１９世紀代大堀相馬□―内：走り駒　九曜星
外：―

―
鉄釉

ロクロ
削出高台

オリーブ灰
灰７．４３．５１７．０五寸皿陶器１１９
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第２号廃棄土坑（第１００図）

位置　調査区�区中央部のＥ４ｇ２区，標高１２．３�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径１．８�，短径１．５�の楕円形で，深さは８０�である。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっ

ている。

覆土　９層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片２点（焙烙，風炉），陶器片８点（瀬戸・美濃系椀類３，瀬戸・美濃系仏飯器１，

瀬戸・美濃系鉢１，瀬戸・美濃系擂鉢１，瀬戸・美濃系瓶類２），磁器片６点（肥前系碗類），石器３点（砥石

土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子少量
２　 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３　 灰 褐 色 砂粒中量，ロームブロック･粘土ブロック少量
４　 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
５　 褐 色 ロームブロック中量（締まり強い）

６　 褐 色 ロームブロック中量
７　 暗 褐 色 ロームブロック少量
８　 褐 色 ロームブロック少量（締まり弱い）
９　 暗 褐 色 ロームブロック中量（締まり弱い）

備考出土位置
製作印・銘

など
装飾成形・

調整
胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

３０％　底部墨書
「アエ」ヵ　ＰＬ２０

覆土中層～
覆土下層

１８世紀
後葉～

瀬戸・
美濃系――――

灰釉
ロクロ
削出高台

淡黄
灰白８．４９．４１６．７中鉢陶器１２０

９５％　ＰＬ２８覆土下層１８世紀
中葉～

瀬戸・
美濃系――――

灰釉
ロクロ
削出高台

浅黄
黄褐７．９２２．７３．０徳利陶器１２１

９０％　ＰＬ２８底面１８世紀後半瀬戸・
美濃系――内：―

外：松文
鉄絵
灰釉紐造り灰白

灰黄１１．６３．５１１．６鬢盥陶器１２２

６０％　底部墨書
「九」ヵ　ＰＬ２０・２８底面不明瀬戸・

美濃系――――
鉄釉ロクロ灰白

にぶい赤褐６．０（１０．０）－灯明受皿陶器１２３

７０％　ＰＬ２６覆土下層１６９０～
１７８０年肥前系――――

透明
ロクロ
高台砂目

白
灰白２．６３．６６．９小碗磁器１２４

９５％　ＰＬ２５覆土下層～
底面

１８世紀
後半肥前系山―内：―　　

外：雪輪梅樹文
染付
透明

ロクロ
高台砂目

白
灰白３．８５．０９．８中碗磁器１２５

５０％覆土中１８世紀
後半肥前系銘有―内：―

外：雪輪梅樹文
染付
透明ロクロ青灰白

灰白３．９５．０［９．７］中碗磁器１２６

５０％ 覆土中層１８世紀
前半肥前系大明

年製―内：雲鹿文
外：唐草文

染付
透明ロクロ白

灰白７．４３．３［１２．４］小皿磁器１２７

８０％　ＰＬ２７覆土中層～
覆土下層不明肥前系――内：外面間入

外：―　　　
口唇飴釉
白磁釉ロクロ白７．６４．５１４．６五寸皿磁器１２８

ＰＬ２７底面１７世紀後半肥前系
唐津―象嵌内：三島手

外：―　　
―

鉄釉・白泥ロクロにぶい赤褐
暗褐・白－（８．７）－鉢陶器ＴＰ２

備考出土位置特徴胎土・材質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２１覆土中羽釜　ロクロナデ長石・石
英・雲母（９．４）４．０３．３４．４ままごと道具ＤＰ１５

ＰＬ２２覆土下層砥面１面　線条痕の面３面　表面炭化凝灰岩（４２．０）１．７２．８（５．２）砥石Ｑ１７

ＰＬ２２底面一部欠損　裏面　「小福田村」「□小□□□年正月」線刻粘板岩（１３３．０）１．５４．７１２．４硯Ｑ１８

ＰＬ２１底面表面一部梵字　裏面一部熱を受けている雲母片岩（８８８．０）（３．１）（１２．３）（１６．４）板碑Ｑ１９

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ・径器種番号

覆土中先端部・茎部端部欠損　茎部若干木質部付着鉄（１８５．０）０．６３．５（２４．２）鉈Ｍ４８

底面先端部・受け部欠損鉄（４４．５）０．３３．５（７．４）鎌Ｍ４９

ＰＬ２４覆土中皆折釘ヵ　頭部・先端部欠損鉄（１２．９）０．５０．４（１１．５）釘Ｍ５０

ＰＬ２４覆土中頭部若干欠損鉄（１４７．５）１．２１．３１０．６釘Ｍ５１

ＰＬ２３覆土下層皿状を呈す　ガラス質の光沢有り　木質残存　着磁性弱
い鉄１６８０６．７１４．４１３．０椀状滓Ｍ５２

ＰＬ２３覆土中皿状を呈す　羽口付着　ガラス質の光沢有り　着磁性弱
い鉄７９４．０５．０１１．９１０．０椀状滓Ｍ５３

ＰＬ２４覆土下層御正体銅２１．２０．１－６．０鏡Ｍ５４

ＰＬ２３ 覆土中筒の中に湾曲した棒が接合している銅９．３１．１１．７３．４不明銅製品Ｍ５８

備考出土位置特徴材質重量小口径火皿径長さ器種番号

ＰＬ２４覆土中雁首のみ　羅宇残存銅６．４１．０１．４５．１煙管Ｍ５５

備考出土位置特徴材質重量小口径口付径長さ器種番号

覆土中吸口のみ　肩部有り　羅宇残存銅６．００．９０．４７．４煙管Ｍ５６

備考出土位置特徴材質初鋳年重量孔幅径銭種番号

覆土下層錆により２文字摩滅銅―１．８０．６３．５□永通□Ｍ５７
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２，石臼１），鉄器・鉄製品２点（釘，不明），古銭１点，椀状滓５点のほか，縄文土器片４点，土師器片１点も

出土している。１２９は中央部の覆土中層，１３０・Ｍ５９・Ｍ６０は南部の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土遺物及び覆土から検出された砂粒が，第１号製鉄遺構の時期と一致すると考えられること

から，１８世紀後半と考えられる。

第１００図　第２号廃棄土坑・出土遺物実測図
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第２号廃棄土坑出土遺物観察表（第１００図）

備考出土位置
製作印・銘

など
装飾成形・

調整
胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

６０％　ＰＬ２６覆土中層１７５０～
１８６０年

瀬戸・
美濃系――――

灰釉ロクロ灰白
明オリーブ灰４．１４．９［６．８］仏飯器陶器１２９

５５・１３５と同一覆土中層１８世紀
中葉

瀬戸・
美濃系―波状の沈線――

灰釉ロクロオリーブ黄
浅黄－（５．０）［２６．４］鉢陶器１３０

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中層皿状を呈す　ガラス質の光沢有り　球状の滓付着　着磁
性普通鉄７８０３．５１４．７１１．５椀状滓Ｍ５９

ＰＬ２３覆土中層皿状を呈す　ガラス質の光沢有り　着磁性非常に弱い鉄１０１０４．９１５．３１０．４椀状滓Ｍ６０

備考出土位置特徴材質初鋳年重量孔幅径銭種番号

覆土中無背銅１７６７３．１０．６２．５寛永通宝Ｍ６１
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第３号廃棄土坑（第１０１・１０２図）

位置　調査区�区中央部のＥ４ｆ１区，標高１２．２�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第８号溝跡，第２５０号土坑を掘り込み，第２３５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北端が調査区域外へ延び，長軸２．１�，短軸１．４�が確認され，平面形は長方形であると考えられ

る。深さは７６�，底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　７層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片１８点（皿類１，甕１３，焙烙４），陶器片１２点（瀬戸・美濃系中椀１，瀬戸・美濃

系椀類４，瀬戸・美濃系皿類２，瀬戸・美濃系鉢類１，瀬戸・美濃系擂鉢１，瀬戸・美濃系香炉１，明石系擂

鉢２），磁器片６点（肥前系碗類４，水滴１，不明１），石器２点（砥石），鉄器・鉄製品６点（刀子２，釘４），

椀状滓２点のほか，流れ込んだ須恵器片１点，中世の常滑片１点，石皿１点も出土している。Ｍ６３・Ｍ６４は覆

土中層，１３１・１３２・Ｍ６２は覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土遺物及び覆土から検出された砂粒が，第１号製鉄遺構の時期と一致すると考えられること

から，１８世紀後半と考えられる。

土層解説
１　 灰 褐 色 砂粒中量，ロームブロック少量
２　 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・砂粒少量，焼土粒子

微量
３　 暗 褐 色 ロームブロック少量

４　 暗 褐 色 ローム粒子微量
５　 暗 褐 色 ロームブロック少量（粘性・締まりやや強い）
６　 暗 褐 色 ロームブロック中量
７　 褐 色 ロームブロック多量

第１０１図　第３号廃棄土坑・出土遺物実測図
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第１０２図　第３号廃棄土坑出土遺物実測図
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第４号廃棄土坑（第１０３図）

位置　調査区�区中央部のＥ４ｇ２区，標高１２．３�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸２．８�，短軸１．６�の長方形で，深さは４４�である。底面は中央部に凹みがあり，壁は直立し

て立ち上がっている。

覆土　５層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

第３号廃棄土坑出土遺物観察表（第１０１・１０２図）

備考出土位置
製作印・銘

など
装飾成形・

調整
胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

４０％覆土上層１８世紀後半
以降ヵ

明石・
堺系「長上」ヵ内面櫛目内面から見込へ

とつながる櫛目―ロクロにぶい
赤褐［１５．６］１４．６３４．５擂鉢陶器１３１

４０％覆土上層１７世紀
中葉～

瀬戸・
美濃系―内面櫛目

環状見込櫛目―
錆釉ロクロ灰白

暗赤褐１５．７（１４．８）－擂鉢陶器１３２

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ・径器種番号

覆土上層さっぱ釘ヵ　頭部・先端部欠損鉄（６．２）０．５０．４（６．０）釘Ｍ６２

ＰＬ２３覆土中層皿状を呈す　羽口付着　ガラス質の光沢有り　切断面あ
り　着磁性弱い鉄３０７３．０１０．５７．５椀状滓Ｍ６３

覆土中層皿状を呈す　ガラス質の光沢有り　着磁性弱い鉄８７３．０６．９７．３椀状滓Ｍ６４
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遺物出土状況　土師質土器片２６点（焙烙），瓦質土器片１点（焙烙），陶器片９点（瀬戸・美濃系椀類１，瀬

戸・美濃系小皿２，瀬戸・美濃系鉢類１，肥前系鉢類１，瀬戸・美濃系擂鉢２，瀬戸・美濃系瓶類２），磁器

片６点（肥前系小碗１，肥前系碗類４，肥前系大皿１），土製品１点（羽口），石器２点（砥石，石臼），鉄滓

１点，椀状滓１１点，貝２点のほか，流れ込んだ縄文土器片１点も出土している。１３４・１３５・Ｍ６５・ＤＰ１６は北

部の覆土上層から中層にかけて出土している。

所見　時期は，出土遺物及び覆土から検出された砂粒が，第１号製鉄遺構の時期と一致すると考えられること

から，１８世紀後半と考えられる。

土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂粒少量
２　 暗 褐 色 ロームブロック少量
３　 暗 褐 色 ロームブロック中量

４　 灰 褐 色 ロームブロック少量
５　 褐 色 ロームブロック少量

第１０３図　第４号廃棄土坑・出土遺物実測図
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（８）土坑

　近世と考えられる土坑は，４９基確認されている。ここでは，特徴ある１基について記述し，その他の遺

構については，実測図と遺物，一覧表と土層解説で記載する。また，図示した遺物については，出土遺物

観察表で記載する。

第２７３号土坑（第１０４図）

位置　調査区�区中央部のＦ３ａ８区，標高１２．２�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第２０号溝跡，第２７２号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径２．００�，短径１．７４�の不整円形で，深さは３８�である。底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立

ち上がっている。

覆土　９層に分層される。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。また，北部から焼土が投げ込まれ，覆

土中層に堆積している（第２層）。

遺物出土状況　土師質土器片１０点（小皿２，焙烙８），陶器片１点（瀬戸・美濃系小皿），磁器片３点（肥前系

碗類）が出土している。

所見　時期は，重複関係から１９世紀前半と考えられる。また，本跡と同時期である第４号掘立柱建物跡の間近

土層解説
１　 灰 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量(粘性・締

まり強い)
２　 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ロームブロック・粘土ブロッ

ク微量
３　 灰 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
４　 褐 色 ロームブロック中量

５　 暗 褐 色 ロームブロック少量
６　 暗 褐 色 ロームブロック中量
７　 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
８　 褐 色 ロームブロック多量
９　 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

備考出土位置手法の特徴焼成色調胎土厚さ幅長さ器種種別番号

転用砥石覆土上層ロクロナデ　外面・側面砥面化普通にぶい橙長石・石英・雲母（１．９）（８．３）（５．６）焙烙土師質土器１３３

第４号廃棄土坑出土遺物観察表（第１０３図）

備考出土位置
製作

印・銘
など

装飾
成形・
調整

胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

砂目２か所　ＰＬ２７覆土中層１７世紀
後半～肥前系―象嵌内：三島手

外：―　　
―

鉄釉・白泥
ロクロ
削出高台

赤褐
にぶい赤褐［１０．４］（４．８）－鉢陶器１３４

５５・１３０と同一覆土中層１８世紀
中葉

瀬戸・
美濃系―波状の沈線

二次焼成――
灰釉ロクロオリーブ黄

浅黄－（５．１）［１６．４］鉢陶器１３５

覆土上層不明産地不明―内面櫛目――ロクロ暗褐－（５．４）－擂鉢陶器１３６

備考出土位置特徴胎土重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２０覆土上層全面丁寧なナデ　外面強い指ナデ長石・
石英（６４．９）２．４（５．２）（８．６）羽口ＤＰ１６

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２３ 覆土上層皿状を呈す　切断面有り　ガラス質の光沢有り　木質残
存　着磁性普通鉄９７９５．４１３．５１０．４椀状滓Ｍ６５

表１０　近世　廃棄土坑一覧表

備　　　考
重複関係（古→新）主 な 出 土 遺 物覆土底面壁面

規　模（�，深さは�）
平面形長径（軸）方向位　置番号

深さ長径（軸）×短径（軸）

土師質土器，瓦質土器，陶器，磁
器，石器，金属器，椀状滓，古銭人為平坦外傾６４５．３×３．７楕円形Ｎ－５８°－ＥＥ４ｇ７１

土師質土器，陶器，磁器，石
器，鉄器，椀状滓，古銭人為平坦外傾８０１．８×１．５楕円形Ｎ－７５°－ＥＥ４ｇ２２

ＳＤ８，ＳＫ２５０→本跡→ＳＫ２３５土師質土器，陶器，磁器，石
器，鉄器，椀状滓人為平坦外傾７６（２．１）×（１．４）［長方形］Ｎ－５０°－ＷＥ４ｆ１３

土師質土器，瓦質土器，陶器，磁
器，土製品，石器，鉄滓，椀状滓人為皿状直立４４２．８×１．６長方形Ｎ－４８°－ＷＥ４ｇ２４
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の南東側に位置していることから，その建物内で生じた焼土の後片付けのために廃棄されたものと考えられる。

第１０４図　第２７３号土坑実測図

0 2m

A
A
'

B
B
'

12
.4
m

1
2
3

5
6

7

9
4

F3b9

SK272

SD20

8

A'

A

B

B'

第１０５図　近世土坑実測図（１）第１０５図　近世土坑実測図（１）
0 2m

A
A
'

B B'

B B'

B B'

B B'

B B'

C C'

12
.2
m

E4d6

SK2

SK3

SK1

SK4

SK6

SE10

SK23

SK24

SK1・2・3

3
4

1
2

A
A
'

12
.2
m 3

3
1

2

A
A
'

12
.4
m

1
2

2

A A'12.2m

A A'12.6m

31

1

139
139

2

2

A'

A

C'

C

B'

B

B'
A'

A

B

A'

A

B'

B

B'

B

A'

A

B'

A
'

A

B

近世　その他の土坑（第１０５～１０９図）



－　　－117

同 所 新 田 遺 跡

第１０６図　近世土坑実測図（２）
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第１０７図　近世土坑実測図（３）
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同 所 新 田 遺 跡

第１０８図　近世土坑実測図（４）
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第１０９図　近世土坑実測図（５）
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近世　その他の土坑（第１０５～１０９図）

第１号土坑土層解説（Ａ－Ａ’）
１　 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２　 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量

第２号土坑土層解説（Ａ－Ａ’）
３　 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
４　 黒 褐 色 ロームブロック少量

第４号土坑土層解説
１　 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２　 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
３　 極 暗 褐 色 ロームブロック少量（締まり弱い）

第６号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量（締まりやや強い）
２　 暗 褐 色 ローム粒子中量（締まりやや強い）
３　 暗 褐 色 ローム粒子中量

第２３号土坑土層解説
１　 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
２　 褐 色 ロームブロック多量

第２４号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 ローム粒子・砂粒少量
２　 暗 褐 色 ロームブロック少量

第４１号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量（粘性やや強い）
２　 暗 褐 色 ローム粒子少量
３　 暗 褐 色 ローム粒子少量（締まりやや強い）
４　 暗 褐 色 ローム粒子少量（粘性やや強い）
５　 褐 色 ローム粒子微量
６　 暗 褐 色 ロームブロック少量
７　 暗 褐 色 ローム粒子微量

第６９号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 炭化物多量，焼土ブロック・砂粒少量
２　 暗 褐 色 ローム粒子中量
３　 褐 色 ローム粒子多量（粘性やや強い）
４　 黒 褐 色 ロームブロック微量
５　 褐 色 ロームブロック中量
６　 褐 色 ローム粒子多量
７　 暗 褐 色 ロームブロック中量（締まり非常に強い）
８　 暗 褐 色 ロームブロック中量（締まり強い）

第１０８号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック中量
２　 褐 色 ロームブロック多量
３　 黒 褐 色 ローム粒子少量
４　 褐 色 ロームブロック少量
５　 黒 褐 色 ロームブロック少量
６　 黒 褐 色 ローム粒子多量
７　 褐 色 ロームブロック少量（締まりやや強い）
８　 褐 色 ローム粒子少量
９　 褐 色 ロームブロック少量（粘性やや強い）
１０　 褐 色 ロームブロック多量
１１　 暗 褐 色 ロームブロック少量（粘性強い）

第１１４号土坑土層解説
１　 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２　 黒 褐 色 ロームブロック少量
３　 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

第１１６号土坑土層解説
１　 褐　 色 ローム粒子少量
２　 褐　 色 ロームブロック少量
３　 暗 褐 色 ロームブロック中量
４　 黒 褐 色 ロームブロック中量
５　 暗 褐 色 ロームブロック少量
６　 暗 褐 色 ロームブロック少量（粘性・締まりやや強い）
７　 暗 褐 色 ローム粒子少量

第１１７号土坑土層解説
１　 明 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子・粘土粒子微量

２　 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
３　 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
４　 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
５　 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
６　 暗 褐 色 ローム粒子微量
７　 黒 褐 色 ローム粒子極少量

第１２０号土坑土層解説
１　 明 褐 色 ローム粒子中量
２　 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
３　 暗 褐 色 ローム粒子微量
４　 褐 色 ローム粒子少量

第１２５号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量（粘性・締まりやや強い）
２　 灰 褐 色 ロームブロック中量
３　 暗 褐 色 ロームブロック多量
４　 暗 褐 色 ローム粒子少量
５　 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１２６号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 ローム粒子少量
２　 暗 褐 色 ロームブロック少量（締まりやや強い）
３　 暗 褐 色 ロームブロック中量（締まりやや強い）
４　 黒 褐 色 ロームブロック少量（締まりやや強い）
５　 褐 色 ロームブロック少量

第１３４号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 ローム粒子少量
２　 暗 褐 色 ロームブロック少量
３　 黒 褐 色 ローム粒子微量
４　 褐 色 ロームブロック少量

第２０４号土坑土層解説（Ａ－Ａ’，Ｂ－Ｂ’）
１　 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量

第１４２号土坑土層解説（Ａ－Ａ’）
２　 暗 褐 色 ロームブロック少量
３　 暗 褐 色 ローム粒子少量
４　 暗 褐 色 ロームブロック微量
５　 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
６　 暗 褐 色 ローム粒子微量

第１６２号土坑土層解説（Ａ－Ａ’）
７　 暗 褐 色 ローム粒子中量
８　 褐 色 ローム粒子多量
９　 黒 褐 色 ローム粒子微量
１０　 褐 色 ローム粒子中量
１１　 暗 褐 色 ローム粒子微量

第１４３号土坑土層解説（Ｂ－Ｂ’）
１２　 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子極微量
１３　 黒 褐 色 ローム粒子微量，焼土粒子極微量
１４　 黒 褐 色 ローム粒子微量，粘土粒子極微量
１５　 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子微量
１６　 暗 褐 色 ローム粒子少量
１７　 褐 色 ロームブロック少量
１８　 褐 色 ローム粒子中量

第１９５号土坑土層解説（Ｂ－Ｂ’，Ｃ－Ｃ’，Ｄ－Ｄ’）
１９　 黒 褐 色 ローム粒子少量
２０　 暗 褐 色 ローム粒子微量
２１　 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子極微量
２２　 褐 色 ロームブロック少量
３６　 明 褐 色 ローム粒子多量
３７　 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量

第２００号土坑土層解説（Ｂ－Ｂ’，Ｃ－Ｃ’）
２３　 褐 色 ロームブロック少量
２４　 褐 色 ローム粒子微量
２５　 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子極微量
２６　 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子極微量
２７　 褐 色 ロームブロック・粘土粒子極微量
２８　 暗 褐 色 ローム粒子中量
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第１４４号土坑土層解説（Ａ－Ａ’，Ｂ－Ｂ’，Ｃ－Ｃ’）
２９　 黒 褐 色 ローム粒子極微量（締まりやや弱い）
３０　 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
３１　 黒 褐 色 ローム粒子極微量
３２　 褐 色 ローム粒子少量

第２１８号土坑土層解説（Ｃ－Ｃ’）
３３　 灰 黄 褐 色 ローム粒子中量
３４　 暗 褐 色 ローム粒子少量
３５　 明 褐 色 ローム粒子多量

第１９７号土坑土層解説（Ｃ－Ｃ’，Ｄ－Ｄ’）
３８　 暗 褐 色 粘土粒子微量，ローム粒子・炭化粒子極微量
３９　 暗 褐 色 ロームブロック少量
４０　 暗 褐 色 ロームブロック微量
４１　 黒 褐 色 ローム粒子極微量
４２　 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子極微量

第１９９号土坑土層解説（Ｃ－Ｃ’，Ｄ－Ｄ’）
４３　 暗 褐 色 ロームブロック微量，炭化物極微量
４４　 褐 色 ローム粒子中量

第１４８号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 ローム粒子少量

第１４９号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量
２　 褐 色 ローム粒子少量

第１５０号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量
２　 暗 褐 色 ロームブロック中量
３　 暗 褐 色 ロームブロック中量（締まりやや強い）

第１５６号土坑土層解説（Ａ－Ａ’）
１　 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子極微量
２　 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子極微量

第１５８号土坑土層解説（Ａ－Ａ’）
３　 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子極微量
４　 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子極微量
５　 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子極微量

第１５９号土坑土層解説
１　 褐 色 ローム粒子少量
２　 褐 色 ローム粒子中量
３　 にぶい褐色 ローム粒子中量
４　 明 褐 色 ローム粒子多量

第１７４号土坑土層解説
１　 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
２　 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量

第１８２号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 ローム粒子少量

第１８３号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土

粒子微量

第１８０号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子極微量
２　 暗 褐 色 ロームブロック少量
３　 暗 褐 色 ロームブロック微量
４　 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
５　 褐 色 ローム粒子少量
６　 明 褐 色 ローム粒子中量
７　 暗 褐 色 ローム粒子微量
８　 褐 色 ローム粒子少量（締まりやや強い）
９　 明 褐 色 ローム粒子多量
１０　 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１１　 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１２　 褐 色 ローム粒子中量
１３　 明 褐 色 ローム粒子少量

第１９０号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２　 褐 色 ローム粒子中量
３　 暗 褐 色 ロームブロック少量
４　 褐 色 ローム粒子多量
５　 暗 褐 色 ローム粒子中量
６　 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
７　 暗 褐 色 ローム粒子微量
８　 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
９　 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子中量
１０　 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１１　 暗 褐 色 ロームブロック中量
１２　 暗 褐 色 ローム粒子少量
１３　 黒 褐 色 ローム粒子少量
１４　 黒 褐 色 ローム粒子微量
１５　 褐 色 ロームブロック中量
１６　 明 褐 色 ローム粒子多量
１７　 明 褐 色 ロームブロック中量

第１９３号土坑土層解説
１　 黒 褐 色 ローム粒子微量
２　 暗 褐 色 ロームブロック微量
３　 暗 褐 色 ローム粒子少量
４　 暗 褐 色 ローム粒子中量

第１９４号土坑土層解説
１　 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量
２　 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化物微量
３　 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量
４　 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量

第１９６号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量
２　 暗 褐 色 ローム粒子少量

第２３５号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 ローム粒子少量
２　 暗 褐 色 ロームブロック少量
３　 褐 色 ロームブロック少量
４　 褐 色 ロームブロック中量
５　 灰 褐 色 ロームブロック少量

第２５０号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 ローム粒子少量
２　 暗 褐 色 ローム粒子中量
３　 褐 色 ロームブロック少量

第２５１号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子極微量
２　 暗 褐 色 ローム粒子少量
３　 褐 色 ロームブロック少量
４　 褐 色 ローム粒子中量

第２５２号土坑土層解説
１　 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子極微量
２　 暗 褐 色 ローム粒子少量
３　 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子極微量
４　 褐 色 ロームブロック少量

第２５３号土坑土層解説
１　 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３　 暗 褐 色 ローム粒子少量
４　 明 褐 色 ローム粒子中量
５　 明 褐 色 ローム粒子多量

第３７４号土坑土層解説
１　 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　 暗 褐 色 ロームブロック中量
３　 褐 色 ロームブロック多量

第４４６号土坑土層解説
１　 黒 褐 色 ローム粒子微量
２　 暗 褐 色 ロームブロック微量
３　 黒 褐 色 ロームブロック微量（締まりやや強い）
４　 褐 色 ロームブロック中量
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５　 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
６　 暗 褐 色 ロームブロック少量
７　 黒 褐 色 ロームブロック微量

８　 暗 褐 色 ローム粒子微量
９　 暗 褐 色 ロームブロック少量（粘性強い）

第１１０図　第２・２４・１１４・１２０号土坑出土遺物実測図
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表１１　近世　土坑一覧表

備　　　考
重複関係（古→新）出 土 遺 物覆土底面壁面

規　模（�，深さは�）
平面形長径（軸）方向位　置番号

深さ長径（軸）×短径（軸）

ＳＫ２・３→本跡―人為平坦外傾１２３．６４×０．４９長方形Ｎ－３３°－ＷＦ３ｆ７１

本跡→ＳＫ１瓦質土器，古銭人為平坦外傾１４２．０７×０．６０長方形Ｎ－３５°－ＷＦ３ｇ８２

本跡→ＳＫ１―人為平坦外傾１２１．６９×０．２８長方形Ｎ－３５°－ＷＦ３ｆ７３

土師質土器，陶器人為平坦外傾１８２．１６×０．６３不整長方形Ｎ－４５°－ＥＦ３ｅ７４

土師質土器人為凹状外傾１７２．３４×０．６６不整長方形Ｎ－４５°－ＥＦ３ｆ６６

土師質土器，磁器人為凹凸外傾３２１．５４×１．３２楕円形Ｎ－４２°－ＷＦ３ｄ８２３

ＳＥ１０→本跡土器片，鉄製品，石器，鉄滓人為凸凹緩斜３９２．６０×１．００隅丸長方形Ｎ－３９°－ＷＥ４ｃ６２４

陶器，磁器，銅製品人為凹状緩斜２３１．５０×１．３６不整楕円形Ｎ－５３°－ＷＦ３ｆ０４１

備考出土位置
製作印・銘

など
装飾成形・

調整
胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

９０％　ＰＬ２６底面１６８０～
１７４０年肥前――――

透明釉
ロクロ
削出高台白２．７４．０７．３小碗磁器１４５

第１２０号土坑出土遺物観察表（第１１０図）

備考出土位置
製作印・銘

など
装飾成形・

調整
胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

覆土中層１６３０～１６５０肥前系―高台無釉――
青白磁釉ロクロ淡青白４．０（４．４）－仏飯器陶器１４４

第１１４号土坑出土遺物観察表（第１１０図）

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２４　写真のみ覆土中炭化物に蝋化したものが付着している自然遺物２．６０．６２．３４．３不明Ｎ２

第６９号土坑出土遺物観察表

備考出土位置
製作印・銘

など
装飾成形・

調整
胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

５０％覆土中層近代瀬戸系不明―内：―　　
外：笹花文

印判
青磁釉ロクロ白

淡緑３．４５．３４．８小坏陶器１３９

３０％ 覆土中１９世紀代大堀相馬―鮫肌――
鉄釉ロクロ浅黄

黒［９．０］（８．０）－土瓶陶器１４０

第２４号土坑出土遺物観察表（第１１０図）

備考出土位置特徴材質初鋳年重量孔幅径銭種番号

ＰＬ２４覆土中文銭銅１６６８３．４０．６２．５寛永通宝Ｍ６８

覆土中無背銅１６６８２．３０．６２．５寛永通宝Ｍ６９

第２号土坑出土遺物観察表（第１１０図）
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（９）ピット群

第１号ピット群（第１１１図）

　調査区�区中央部のＥ４ｉ４～Ｅ４ｊ５区に，１２か所のピットが検出された。標高１２．３�の台地平坦部に位置し，

備　　　考
重複関係（古→新）出 土 遺 物覆土底面壁面

規　模（�，深さは�）
平面形長径（軸）方向位　置番号

深さ長径（軸）×短径（軸）

瓦質土器，陶器，石器，自然
遺物人為平坦外傾５４２．００円形Ｎ－０°Ｅ４ｂ４６９

土師質土器，陶器人為平坦外傾７２２．２０×１．５６楕円形Ｎ－６１°－ＥＥ４ｈ５１０８

土師質土器，陶器，鉄滓自然平坦直立
緩斜３０１．１５×１．０７円形Ｎ－７２°－ＷＥ４ｆ２１１４

本跡→ＳＤ８―人為凸凹直立９６１．１２×０．８６楕円形Ｎ－６０°－ＷＥ４ｈ３１１６

土師質土器，磁器，鉄器人為平坦直立２９１．３２×１．１８楕円形Ｎ－３７°－ＥＥ４ｇ３１１７

ＴＭ１→本跡磁器人為皿状緩斜１９０．７６円形Ｎ－０°Ｅ４ｆ４１２０

―人為皿状外傾４８０．６５×０．６２円形Ｎ－０°Ｅ３ｈ０１２５

本跡→ＳＢ１―人為凸凹外傾５００．７９×０．５０楕円形Ｎ－４２°－ＷＥ３ｈ９１２６

陶器人為皿状外傾３６０．５７×０．４５楕円形Ｎ－２８°－ＷＦ３ｃ５１３４

ＳＫ１６２・２０４→本跡陶器人為平坦直立４５２．５５×０．５４長方形Ｎ－４８°－ＥＥ４ｊ４１４２

ＳＫ１９５・１９７・１９９・２０４→本跡―人為凸凹外傾６３０．７３×０．６７円形Ｎ－０°Ｅ４ｊ４１４３

ＳＫ２０４→本跡→ＳＫ２１８土師質土器，陶器，磁器自然凸凹外傾５００．７６×０．６７楕円形Ｎ－６°－ＥＥ４ｊ４１４４

―自然傾斜直立５１１．３２×０．４２長方形Ｎ－４０°－ＷＥ４ｉ５１４８

陶器自然凸凹緩斜２０１．２９×０．４４長方形Ｎ－４０°－ＷＥ４ｉ５１４９

土師質土器人為平坦外傾２４２．０４×０．５３長方形Ｎ－４０°－ＷＥ４ｉ５１５０

ＳＫ１５８→本跡―人為平坦緩斜１９２．０８×０．７９楕円形Ｎ－４１°－ＷＥ４ｄ８１５６

ＳＫ１５９→本跡→ＳＫ１５６土師質土器，陶器人為平坦外傾２０１．８０×０．６６長方形Ｎ－４３°－ＷＥ４ｄ８１５８

本跡→ＳＫ１５８陶器人為凸凹直立１１１．８４×０．６３［長方形］Ｎ－４５°－ＥＥ４ｄ７１５９

本跡→ＳＫ１４２―人為皿状直立６４（１．７４）×（０．３９）［楕円形］Ｎ－４８°－ＥＥ４ｊ４１６２

ＳＤ１４→本跡陶器，磁器人為平坦外傾１４２．２９×０．５５長方形Ｎ－５２°－ＥＦ４ｂ１１７４

ＳＫ１８２→本跡→ＳＤ１５陶器人為平坦緩斜３６（２．４２）×１．８０　［楕円形］Ｎ－４３°－ＷＦ４ｂ２１８０

本跡→ＳＫ１８０―人為凸凹緩斜１３（１．２８）×０．５７　［長方形］Ｎ－４４°－ＥＦ４ｂ２１８２

―人為平坦緩斜７２．００×０．５４長方形Ｎ－５２°－ＥＦ４ｂ２１８３

本跡→ＳＤ１４土師質土器，陶器，鉄滓人為凸凹緩斜５０２．８０×２．０８不定形Ｎ－４６°－ＷＦ４ａ３１９０

本跡→ＰＧ７土師質土器，陶器，石器人為凸凹直立３０１．５３×１．０２不整楕円形Ｎ－７°－ＷＦ４ｄ１１９３

土師質土器，磁器人為皿状外傾１７０．９０×０．６０楕円形Ｎ－３３°－ＥＦ４ｃ１１９４

ＳＫ１９７・１９９・２００→本跡→ＳＫ
１４３・２０４・２１８

土師質土器，陶器，磁器，石
器人為平坦外傾２９（２．００）×１．００　［長方形］Ｎ－４８°－ＥＥ４ｊ４１９５

本跡→ＳＢ２，ＰＧ７土器片，鉄製品，鉄滓人為平坦外傾３４１．９３×１．０８不定形Ｎ－３９°－ＥＦ４ｃ１１９６

本跡→ＳＫ１４３・１９５・２０４・２１８― 人為平坦外傾４６［１．６８］×［０．５５］［長方形］Ｎ－４８°－ＥＥ４ｊ４１９７

本跡→ＳＫ１４３・１９５・２００―人為平坦外傾４３　１．８２×（０．５６）［長方形］Ｎ－５１°－ＥＥ４ｊ３１９９

ＳＫ１９９→本跡→ＳＫ１９５土師質土器，陶器，鉄器人為凸凹外傾２５０．９４×０．８２楕円形Ｎ－４７°－ＥＥ４ｊ３２００

ＳＫ１９５・１９７→本跡→ＳＫ１４２
～１４４・２１８土師質土器人為平坦外傾１５（２．１５）×０．９７　［長方形］Ｎ－４０°－ＷＥ４ｊ４２０４

ＳＫ１４４・１９５・１９７・２０４→本跡―人為皿状外傾６００．４４×０．４０円形Ｎ－０°Ｅ４ｊ４２１８

ＳＤ８・第３号廃棄土坑→本
跡土器片人為平坦緩斜８２（１．９２）×０．８４　長方形Ｎ－５０°－ＷＥ４ｆ１２３５

本跡→第３号廃棄土坑土師質土器，陶器，磁器人為凸凹緩斜２０（３．１５）×０．８０　［長方形］Ｎ－５０°－ＷＥ４ｆ１２５０

―人為平坦外傾８４０．９４×０．７７楕円形Ｎ－６°－ＷＥ３ｇ１２５１

―人為凸凹外傾７１０．７０×０．５７楕円形Ｎ－２２°－ＷＥ３ｇ１２５２

―人為凸凹外傾１１２１．１２×１．０３円形Ｎ－７１°－ＷＥ３ｈ１２５３

ＳＤ２０，ＳＫ２７２→本跡土師質土器，陶器，磁器人為平坦外傾３８２．００×１．７４不整円形Ｎ－７０°－ＥＦ３ａ８２７３

ＳＤ３８，ＳＫ３７５→本跡瓦質土器，陶器人為平坦直立４８１．３１×０．９９楕円形Ｎ－２７°－ＷＨ２ｊ１３７４

ＳＤ２５・３１・５１・５２→本跡→ＳＦ１瓦質土器，陶器人為平坦緩斜４２　４．３２×（２．０８）長方形Ｎ－４３°－ＷＧ２ｇ７４４６
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平面形は長径１６～５４�の円形や楕円形または不定形で，深さは３５～６５�である。土師質土器片１点（焙烙），

磁器片２点（肥前系碗，肥前系皿），石器１点（不明），鉄製品２点（不明），鉄滓１点のほか，流れ込んだ縄

文土器片５点もピット内から出土している。焼土がＰ６の確認面付近を中心に検出されており，廃棄物などが

焼却されたと考えられる。また，第１号掘立柱建物跡と第１号製鉄遺構，第６号溝跡に含まれた砂粒とほぼ同

質のものが，Ｐ４の覆土中層から検出されている。時期は，１８世紀後半に比定される第６号溝跡に沿うように

位置していることや，覆土から検出された砂粒が，第１号製鉄遺構の時期と一致すると考えられることから，

１８世紀後半と考えられる。

第１１１図　第１号ピット群実測図

0 2m

A
12
.6
m

A
'

A'

P1

P2

P3

P4P5

P6

P7

P8P9

P10

P11
P12

SK112

SK140

SD7

SD6

E4i4

E4i5

A

第３号ピット群（第１１２図）

　調査区�区南部のＦ３ｄ９～Ｆ３ｅ０区に，１７か所のピットが検出された。標高１２．１�の台地平坦部に位置し，

平面形は長径２４～６２�の円形と楕円形で，深さは１２～７０�である。土師質土器片４点（焙烙），陶器片３点（瀬

戸・美濃系椀類，京焼系椀類，瀬戸・美濃系瓶類），磁器片３点（肥前系碗類２，産地不明碗類１），石器１点

（砥石）がピット内から出土している。時期は，周囲に１８世紀後半から１９世紀初頭に比定される掘立柱建物跡が

確認されていることから，近世後半と考えられる。

表１２　第１号ピット群ピット一覧表

規　　模（�）
形　状位　置ピット

番号

規　　模（�）
形　状位　置ピット

番号
深さ長径×短径深さ長径×短径

－２９×２５楕円形Ｅ４ｉ５７３５１６円形Ｅ４ｉ５１

－３５×３０楕円形Ｅ４ｉ５８６５５４×３６不定形Ｅ４ｉ５２

６４２４×２１楕円形Ｅ４ｉ５９５３３３×２９楕円形Ｅ４ｉ５３

－１７×１５円形Ｅ４ｉ４１０－３０×２４楕円形Ｅ４ｉ５４

－２０円形Ｅ４ｉ４１１－３０×２３楕円形Ｅ４ｉ５５

－２８×２３楕円形Ｅ４ｊ４１２－４０×２０楕円形Ｅ４ｉ５６
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第１１２図　第３号ピット群実測図
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表１３　第３号ピット群ピット一覧表

規　　模（�）
形　状位　置ピット

番号

規　　模（�）
形　状位　置ピット

番号 深さ長径×短径深さ長径×短径

１２２４×２３円形Ｆ３ｄ０１０４８２６×２０楕円形Ｆ３ｄ８１

４２　５０×（４２）［楕円形］Ｆ３ｅ９１１３５（２２）×２２　［楕円形］Ｆ３ｄ８２

５０３２円形Ｆ３ｅ９１２３７（４３）×３２　［楕円形］Ｆ３ｄ８３

３３（４０）×３８　［楕円形］Ｆ３ｅ９１３２０２４×１８楕円形Ｆ３ｄ９４

３０２７×２６円形Ｆ３ｅ９１４６４３２×２４楕円形Ｆ３ｄ９５

４３（４０）×（３１）［楕円形］Ｆ３ｅ９１５１７３０円形Ｆ３ｄ９６

５７（６２）×（５８）［円形］Ｆ３ｅ９１６６１３８×３３楕円形Ｆ３ｄ９７

７０４４×４１楕円形Ｆ３ｅ０１７５７５０×４０楕円形Ｆ３ｄ９８

６０５８×５７円形Ｆ３ｄ９９
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第６号ピット群（第１１３・１１４図）

　調査区�区中央部から南部のＥ３ｉ５～Ｆ３ｃ８区に，３８か所のピットが検出された。標高１２．１�の台地平坦部

に位置し，平面形は長径２２～１１０�の円形や不定形のものと，長軸２４～８６�の方形状のものがあり，深さは１８～

９０�である。時期は，周囲に１８世紀後半から１９世紀初頭に比定される掘立柱建物跡が確認されていることか

ら，近世後半と考えられる。

第１１３図　第６号ピット群実測図（１）
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第１１４図　第６号ピット群実測図（２）
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表１４　第６号ピット群ピット一覧表

規　　模（�）
形　状位　置ピット

番号

規　　模（�）
形　状位　置ピット

番号
深さ長径（軸）×短径（軸）深さ長径（軸）×短径（軸）

３０５８×３６不定形Ｆ３ａ８２０４０４２×４０円形Ｅ３ｊ７１

２０２８×２７円形Ｆ３ｂ６２１９０６０×４４楕円形Ｅ３ｊ７２

２０４０×２９楕円形Ｆ３ｂ６２２―３８×３２楕円形Ｅ３ｊ７３

２２２８×２６円形Ｆ３ｂ６２３６８１１０×６５楕円形Ｅ３ｊ７４

３４２２円形Ｆ３ｂ６２４２６８６×８４方形Ｅ３ｊ８５

２６３３×２１楕円形Ｆ３ｂ６２５１８３０円形Ｅ３ｊ８６

３１２８×２４隅丸長方形Ｆ３ｂ６２６３０４６×４０楕円形Ｅ３ｊ８７

３３２７×２１楕円形Ｆ３ｂ７２７２２２５×２３円形Ｆ３ａ６８

５０２４×２２隅丸方形Ｆ３ｂ７２８２２４０×３０楕円形Ｆ３ａ６９

１８７０×４０不定形Ｆ３ｂ７２９５３４１円形Ｆ３ａ７１０

２９３３×２８楕円形Ｆ３ｂ７３０５１２９×２８円形Ｆ３ａ７１１

５０　４２×（３４）［楕円形］Ｆ３ｂ７３１１９４７×２８長方形Ｆ３ａ７１２

２１３９円形Ｆ３ｂ７３２４３４３×３２楕円形Ｆ３ａ７１３

２１３０×２７楕円形Ｆ３ｂ７３３３６５０×３０長方形Ｆ３ａ７１４

６２４４×３９楕円形Ｆ３ｂ７３４２４６２×３５楕円形Ｆ３ａ７１５

３３２３円形Ｆ３ｃ５３５３１４４×２６楕円形Ｆ３ａ７１６

３２３８×３５円形Ｆ３ｃ６３６６５６３×５６楕円形Ｆ３ａ７１７

３１３３×３０方形Ｆ３ｃ６３７３０３９×３３楕円形Ｆ３ａ８１８

―５８×３６楕円形Ｅ３ｉ７３８４８５４×５１円形Ｆ３ａ８１９
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第７号ピット群（第１１５図）

　調査区�区南部のＦ３ｂ０～Ｆ４ｄ１区に，８か所のピットが検出された。標高１２．２�の台地平坦部に位置し，

平面形は長径３９～６０�の円形や楕円形で，深さは２９～４７�である。時期は，周囲に１８世紀後半に比定される掘

立柱建物跡が確認されていることから，近世後半と考えられる。

第１１５図　第７号ピット群実測図
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表１５　第７号ピット群ピット一覧表

規　　模（�）
形　状位　置ピット

番号

規　　模（�）
形　状位　置ピット

番号
深さ長径×短径深さ長径×短径

４５３９円形Ｆ４ｃ１５４２６０×５９円形Ｆ４ｂ１１

３７４２×４０円形Ｆ３ｃ０６４０４６×４３円形Ｆ４ｃ１２

４７５７×５４円形Ｆ３ｄ０７―３９×２６楕円形Ｆ４ｃ１３

２９４０×３１楕円形Ｆ４ｄ１８３６４８×３６楕円形Ｆ４ｃ１４
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４　その他の時代の遺構と遺物

　今回の調査で，時期や性格の明確でない掘立柱建物跡１棟，柵跡１列，溝跡２１条，道路跡１条，井戸跡６

基，土坑２２１基，ピット群３か所を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

（１）掘立柱建物跡

第７号掘立柱建物跡（第１１６図）　　

位置　調査区�区南部のＩ１ｃ９～Ｉ１ｄ０区，標高１０．８�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第３２６号土坑との新旧関係は不明である。

規模と構造　桁行１間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向Ｎ－３２°－Ｗである。規模は，桁行３．０�，梁行２．７

�で，面積は８．１０�である。柱間寸法は，桁行３．０�（１０尺），梁行２．７�（９尺）を基調としている。

柱穴　４か所。深さは３４～５９�である。土層は，第１・２層が抜き取り痕，第３層が埋土である。埋土は突き

固められている。柱のあたりは，柱穴の底面に凹凸があるため，不明瞭である。

所見　性格は，構造から倉庫と想定されるが，時期は不明である。

土層解説（各柱穴共通）
１　 黒 褐 色 ローム粒子微量
２　 暗 褐 色 ローム粒子微量
３　 暗 褐 色 ロームブロック少量（締まり強い）
４　 黒 褐 色 ローム粒子中量

５　 黒 褐 色 ロームブロック中量
６　 暗 褐 色 ロームブロック中量
７　 褐 色 ロームブロック中量
８　 黒 褐 色 ロームブロック極微量

第１１６図　第７号掘立柱建物跡実測図第１１６図　第７号掘立柱建物跡実測図
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（２）柵跡

第３号柵跡（第１１７図）

位置　調査区�区中央部のＨ２ｆ１～Ｈ２ｇ２区，標高１０．９�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第３７６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長さは２．７�で，方向はＮ－５５°－Ｅ，柱間寸法が０．９～１．２�である。

柱穴　４か所。長径３２～７１�，短径１４～４７�の円形と楕円形または不定形である。断面形はＵ字状または箱状

を呈し，深さは１４～４７�である。各柱穴の覆土は，柱抜き取りの痕跡を呈している。
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所見　時期は，不明である。

土層解説（各柱穴共通）
１　 暗 褐 色 ロームブロック中量
２　 黒 褐 色 ローム粒子少量
３　 暗 褐 色 ロームブロック少量
４　 黒 褐 色 ローム粒子中量

５　 黒 褐 色 ローム粒子微量（しまり強い）
６　 黒 褐 色 ロームブロック微量（しまり強い）
７　 暗 褐 色 ロームブロック微量（しまり強い）
８　 褐 色 ロームブロック中量

（３）溝跡

第１０号溝跡（第２５・１１８図）

位置　調査区�区中央部のＦ４ａ４～Ｆ４ｂ４区，標高１２．２�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　南端が調査区域外へ延び，確認できた長さは２．０ｍである。南東方向（Ｎ－１３８°－Ｅ）へ直線的

に調査区域外へ延びている。規模は上幅２６～３５�，下幅１２～２８�，深さ１２～２８�である。断面はＵ字状で，壁

は直立して立ち上がっている。また，北端から南端へ向かって傾斜している。

覆土　５層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

所見　時期は，不明である。

土層解説
１　 褐 色 ロームブロック微量
２　 褐 色 ローム粒子微量
３　 褐 色 ローム粒子中量
４　 褐 色 ローム粒子少量
５　 褐 色 ローム粒子多量

第１１８図　第１０号溝跡実測図

0 1m

B'A' BA 12.8m

1
3

4
5

2

耕作土 

第１５号溝跡（第２５・１１９図）

位置　調査区�区中央部から南部のＦ４ｂ１～Ｆ４ｃ２区，標高１２．２�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第１８０号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　北端が掘り込まれ，南端が調査区域外へ延び，確認できた長さは６．６�である。南東方向（Ｎ－

１３７°－Ｅ）へ直線的に延びている。規模は上幅３０�ほど，下幅１０�ほど，

深さ１０～２０�である。断面はＵ字状で，壁は外傾して立ち上がってい

る。また，南端へ向かって傾斜している。

覆土　２層に分層される。含有物やブロック状の堆積状況を示した人

為堆積である。

第１１７図　第３号柵跡実測図第１１７図　第３号柵跡実測図
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第１１９図　第１５号溝跡実測図
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遺物出土状況　流れ込んだ縄文土器片１点が出土している。

所見　時期は，不明である。

土層解説
１　 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ２　 暗 褐 色 ローム粒子少量

第１７号溝跡（第２５・１２０図）

位置　調査区�区南部のＦ４ｃ１～Ｆ４ｄ２区，標高１２．２�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　南端が調査区域外へ延び，確認できた長さは２．２�である。南東方向（Ｎ－１３８°－Ｅ）へ直線的

に延びている。規模は上幅１８～２６�，下幅７～１１�，深さ２０�ほどである。断面はＵ字状で，壁は外傾して立

ち上がっている。また，南端へ向かって傾斜している。

覆土　２層に分層される。含有物やブロック状の堆積状況を示

した人為堆積である。

所見　時期は，不明である。第１２０図　第１７号溝跡実測図
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1 1
2

土層解説
１　 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
２　 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１８号溝跡（第２５・１２１図）

位置　調査区�区南部のＦ４ｃ１～Ｆ４ｄ２区，標高１２．２�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　南端が調査区域外へ延び，確認できた長さは２．２�である。南東方向（Ｎ－１３７°－Ｅ）へ直線的

に延びている。規模は上幅２３～７８�，下幅１２～６７�，深さ１０～１８�である。断面はＵ字状で，壁は外傾して立

ち上がっている。また，南端へ向かって傾斜している。

覆土　２層に分層される。含有物やブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　流れ込んだ縄文土器片１点が出土している。

所見　時期は，不明である。第１２１図　第１８号溝跡実測図第１２１図　第１８号溝跡実測図
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土層解説
１　 暗 褐 色 ローム粒子中量
２　 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２４号溝跡（第２５・１２２図）

位置　調査区�区中央部のＥ４ｉ２～Ｅ４ｊ３区，標高１２．３�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　長さは８．２�で，南西方向（Ｎ－１３４°－Ｗ）へ直線的に延びている。規模は上幅５２～７６�，下幅

４０～６４�，深さ１０�ほどである。断面は逆台形状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，南西部へ向かっ

て傾斜している。

覆土　単層である。レンズ状に堆積した自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師質土器片１点（焙烙），磁器片２点（肥前

系碗類）が出土している。

所見　時期は，不明である。
第１２２図　第２４号溝跡実測図

0 1m

A'A 12.4m
1

土層解説
１　 黒 褐 色 ロームブロック微量
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第２６号溝跡（第２５・１２３図）

位置　調査区�区北部のＧ２ｈ８区，標高１１．５�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第２５号溝に掘り込まれている。

規模と形状　南端が第２５号溝と重複しているため，確認された長さは３．５�である。南西方向（Ｎ－１３４°－Ｗ）

へ直線的に延び，第２５号溝と重複している。規模は上幅４４～５６�，下幅２０～２８�，深さ３２～３８�である。断面

は逆台形状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，南西部へ向かって傾斜している。

覆土　５層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

所見　時期は，不明である。

土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック多量
２　 褐 色 ロームブロック微量
３　 暗 褐 色 ロームブロック少量
４　 褐 色 ロームブロック少量
５　 褐 色 ロームブロック中量

第１２３図　第２６号溝跡実測図
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第２７号溝跡（第２５・１２４図）

位置　調査区�区北部のＧ２ｈ９～Ｇ２ｉ９区，標高１１．４�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第２８号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長さ５．４�で，北西方向（Ｎ－４３°－Ｗ）へ直線的に延び，中央部で第２８号溝と重複している。規

模は上幅１６～２８�，下幅４～１６�，深さ６～１２�である。断面はＵ字状で，壁は外傾して立ち上がっている。

また，中央部が最も深くなっている。

覆土　２層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

所見　時期は，不明である。

土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量
２　 褐 色 ロームブロック中量

第１２４図　第２７号溝跡実測図

0 1m

A'A 11.8m
1

2

第２８号溝跡（第２５・１２５図）

位置　調査区�区北部のＧ２ｈ９～Ｇ２ｉ０区，標高１１．５�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第２７号溝跡を掘り込み，第２５号溝，第２７６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　最大長８．８�，最大幅１．０�で，平面形はＹ字状である。二又に分かれた北端から南西方向（Ｎ－

１２２°－Ｗ）へ直線的に延びた後，第２５号溝と連結している。断面は逆台形状及びＵ字状で，壁は外傾して立ち

上がっている。また，第２５号溝へ向かって深くなっている。

覆土　７層に分層される。各層ごとに異なった堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況　流れ込んだ縄文土器片１点が出土している。

所見　時期は，不明である。

土層解説（Ａ－Ａ’）
１　 暗 褐 色 ローム粒子少量
２　 灰 褐 色 ローム粒子少量
３　 暗 褐 色 ロームブロック中量
４　 灰 褐 色 ロームブロック少量
 　
土層解説（Ｂ－Ｂ’）
５　 暗 褐 色 ローム粒子少量
６　 暗 褐 色 ロームブロック少量
７　 灰 褐 色 ローム粒子少量 第１２５図　第２８号溝跡実測図

0 1m

A'A 11.6m
1 2
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第２９号溝跡（第２５・１２６図）

位置　調査区�区北部のＨ２ａ８～Ｈ２ｂ０区，標高１１．３�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第２５・４０・５１・５２号溝跡，第２８６号土坑を掘り込み，第４０８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北端が調査区域外へ延び，確認できた長さは１０．８�である。南西方向（Ｎ－５４°－Ｅ）へ直線的

に延び，調査区域外へ延びている。規模は上幅４０～８０�，下幅８～３９�，深さ３４～４０�である。断面はＵ字状

で，壁は外傾して立ち上がっている。また，北東へ向かって傾斜している。

覆土　４層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　瓦質土器片１点（焙烙）が出土している。

所見　時期は，不明である。第１２６図　第２９号溝跡実測図
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土層解説
１　 暗 褐 色 ローム粒子微量
２　 黒 褐 色 ロームブロック少量
３　 暗 褐 色 粘土粒子多量
４　 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３１号溝跡（第２５・１２７図）

位置　調査区�区北部のＧ２ｆ７～Ｇ２ｇ７区，標高１１．７�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第４４６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南端が第４４６号土坑に掘り込まれているため，確認できた長さは４．７�である。南西方向（Ｎ－

１３０°－Ｗ）へ直線的に延びている。規模は上幅４０�ほど，下幅３０�ほど，深さ２５�ほどである。断面はＵ字状

で，壁は外傾して立ち上がっている。また，南西部へ向かって傾斜している。

覆土　２層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した

自然堆積である。　　　　　　

所見　時期は，不明である。第１２７図　第３１号溝跡実測図

0 1m

A'A 11.8m
1

2

B'B

土層解説
１　 暗 褐 色 ローム粒子少量
２　 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３３号溝跡（第２５・１２８図）

位置　調査区�区中央部のＨ１ｉ６～Ｈ１ｊ９区，標高１０．８�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第３３５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　西端が調査区域外へ延び，確認できた長さは１４．８�である。北端から南西方向（Ｎ－１２１°－Ｗ）

へ直線的に調査区域外へ延びている。規模は上幅４６～７２�，下幅２４～３６�，深さ１８～２２�である。断面は逆台

形状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，南端へ向かって傾斜している。

覆土　２層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した

自然堆積である。

所見　時期は，不明である。第１２８図　第３３号溝跡実測図

0 1m

A'A 11.0m
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B'B

土層解説
１　 褐 色 ロームブロック微量
２　 褐 色 ローム粒子中量
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第３４号溝跡（第２５・１２９図）

位置　調査区�区中央部のＨ１ｉ６～Ｈ１ｊ９区，標高１０．８�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第３７号溝跡を掘り込み，第３３５・３５８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　西端が調査区域外へ延び，確認できた長さは１４．４�である。北端から南西方向（Ｎ－１１６°－Ｗ）

へ直線的に調査区域外へ延びている。規模は上幅４６～６８�，下幅２４～３２�，深さ６～１８�である。断面は逆台

形状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，南端へ向かって傾斜している。

覆土　３層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

所見　時期は，不明である。

土層解説
１　 黒 褐 色 ローム粒子極微量
２　 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３　 暗 褐 色 ローム粒子中量

第１２９図　第３４号溝跡実測図

0 1m

A'A 11.0m

1
2

3

SD37

第３７号溝跡（第２５・１３０図）

位置　調査区�区中央部のＨ１ｊ６区，標高１０．８�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第３６号溝，第３３５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　西端が調査区域外へ延び，北端が第３６号溝に掘り込まれているため，確認できた長さは４．４�であ

る。西端から北東方向（Ｎ－６２°－Ｅ）へ直線的に延びている。規模は上幅４０～４６�，下幅３２～３６�，深さ６

～８�である。断面は逆台形状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，北端へ向かって傾斜している。

覆土　単一層である。含有物から自然堆積である。

所見　時期は，不明である。

土層解説
１　 黒 褐 色 ローム粒子少量

第１３０図　第３７号溝跡実測図

0 1m

A'A 11.0m 1
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第３９号溝跡（第２５・１３１図）

位置　調査区�区北部のＨ２ｈ８区，標高１１．２�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　長さは１．９�で，南端から北西方向（Ｎ－３２°－Ｗ）へ直線的に延びている。規模は上幅２０�，下

幅６～１０�，深さ８～１２�である。断面はＵ字状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，北端へ向かって

深くなっている。

覆土　２層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

所見　時期は，不明である。

土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック中量
２　 褐 色 ロームブロック中量

第１３１図　第３９号溝跡実測図

0 1m

A'A 11.4m 1

2

第４０号溝跡（第２５・１３２図）

位置　調査区�区北部のＨ２ｂ８区，標高１１．２�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第２９号溝に掘り込まれている。

規模と形状　北端が第２９号溝に掘り込まれ，南端が調査区域外へ延び，確認できた長さは２．１�である。北端

から南東方向（Ｎ－１５１°－Ｅ）へ直線的に調査区域外へ延びている。規模は上幅２２～２８�，下幅７～１２�，深
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さ８～１４�である。断面はＵ字状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，南端へ向かって深くなってい

る。

覆土　２層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した

人為堆積である。　　　　　　

所見　時期は，不明である。
第１３２図　第４０号溝跡実測図

0 1m

A'A 11.4m
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土層解説
１　 暗 褐 色 ローム粒子中量
２　 褐 色 ロームブロック中量

第４１号溝跡（第２５・１３３図）

位置　調査区�区北部のＧ２ｉ４～Ｈ２ｂ８区，標高１１．２�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第４２号溝跡，第４１０号土坑を掘り込み，第２５号溝，第１号道路に掘り込まれている。

規模と形状　北端が第２５号溝に掘り込まれているため，確認できた長さは１７．８�である。北端から南西方向

（Ｎ－１３８°－Ｗ）へ直線的に延びている。規模は上幅５８～８０�，下幅１６～２０�，深さ１２～２１�である。断面は

Ｕ字状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，南端へ向かって深くなっている。

覆土　８層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

所見　時期は，不明である。

土層解説
１　 黒 褐 色 ローム粒子少量
２　 黒 褐 色 ロームブロック微量
３　 褐 色 ローム粒子中量
４　 暗 褐 色 ロームブロック微量
５　 暗 褐 色 ローム粒子少量
６　 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量
７　 暗 褐 色 ロームブロック少量
８　 褐 色 ロームブロック中量

第１３３図　第４１号溝跡実測図
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第４２号溝跡（第２５・１３４図）

位置　調査区�区北部のＧ２ｈ４～Ｇ２ｊ６区，標高１１．４�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第４３号溝跡を掘り込み，第４１号溝に掘り込まれている。

規模と形状　南端が第４１号溝に掘り込まれているため，確認できた長さは１０．４�である。北端から南東方向

（Ｎ－１４２°－Ｅ）へ緩曲状に延びている。規模は上幅４２～６４�，下幅１６～４０�，深さ５～２０�である。断面は

Ｕ字状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，南端へ向かって深くなっている。

覆土　２層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した

人為堆積である。

所見　時期は，不明である。

土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量
２　 褐 色 ローム粒子中量

第１３４図　第４２号溝跡実測図
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第４３号溝跡（第２５・１３５図）

位置　調査区�区北部のＧ２ｈ３～Ｇ２ｊ６区，標高１１．３�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第４２号溝，第４１４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長さ１５．４�で，北端から南西方向（Ｎ－１３０°－Ｗ）へ直線的に延びている。規模は上幅３２～４６
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�，下幅１２～２８�，深さ４～１０�である。断面はＵ字状で，壁は外傾して立ち上がっている。また，南端へ向

かって深くなっている。

覆土　２層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。　　 　

　　　

所見　時期は，不明である。

土層解説
１　 暗 褐 色 ローム粒子少量
２　 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１３５図　第４３号溝跡実測図
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第１３６図　第４４号溝跡実測図
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第４４号溝跡（第２５・１３６図）

位置　調査区�区北部から中央部のＨ１ａ０～Ｈ２ｃ１区，標高１１．０�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　北端が調査区域外へ延び，確認できた長さは６．１�である。北端から南西方向（Ｎ－１７５°－Ｗ）

へ波状に延びている。規模は上幅５０～８４�，下幅１９～５０�，深さ２８～８０�である。断面は不定形及び逆台形で，

壁は外傾及び直立して立ち上がっている。また，南端へ向かって深くなっている。

覆土　７層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。　　　　　　

所見　時期は，不明である。

第４６号溝跡（第２５・１３７図）

位置　調査区�区北部のＧ２ｈ２～Ｇ２ｊ５区，標高１１．３�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第４３６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北端を第４３６号土坑に掘り込まれているため，確認できた長さは１４．２�である。北端から南西方

向（Ｎ－１２５°－Ｗ）へ直線的に調査区域外へ延びている。規模は上幅４６～７８�，下幅１４～５１�，深さ２０～４８�

である。断面は逆台形で，壁は外傾及び直立して立ち上がっている。また，南端へ向かって深くなっている。

覆土　３層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

所見　時期は，不明である。

土層解説
１　 黒 褐 色 ローム粒子・砂粒少量
２　 黒 褐 色 ロームブロック微量
３　 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１３７図　第４６号溝跡実測図
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土層解説
１　 黒 褐 色 ローム粒子多量
２　 暗 褐 色 ロームブロック中量
３　 褐 色 ローム粒子中量
４　 暗 褐 色 ロームブロック中量

５　 暗 褐 色 ロームブロック少量
６　 暗 褐 色 ローム粒子多量
７　 褐 色 ロームブロック少量
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第５０号溝跡（第２５・１３８図）

位置　調査区�区中央部のＨ１ｄ９区，標高１０．９�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　北端が調査区域外へ延び，確認できた長さは２．８�である。北端から南東方向（Ｎ－１５１°－Ｅ）へ

直線的に延びている。規模は上幅２０～２９�，下幅８～１６�，深さ１０～３０�である。断面はＵ字状で，壁は外傾

して立ち上がっている。また，中央部が深くなっている。

覆土　３層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した

自然堆積である。

所見　時期は，不明である。

第１３８図　第５０号溝跡実測図
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土層解説
１　 灰 褐 色 ローム粒子少量，炭化物極微量
２　 灰 褐 色 ローム粒子微量，炭化粒子極微量
３　 褐 色 ロームブロック少量

（４）道路跡

第１号道路跡（第２５・１３９図）

位置　調査区�区北部のＧ２ｇ６～Ｇ２ａ９区，標高１１．３�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第２５・４１号溝跡，第４４６号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　両端が不明なため，確認できた長さは７．２�で，北西方向（Ｎ－４３°－Ｗ）へ直線的に延びている。

規模は上幅１３０～１７３�である。

覆土　３層に分層される。ロームを含み，締まりの強い堆積状況を示した人為堆積である。

表１６　その他の時代　溝跡一覧表

備　　　考
重複関係（古→新）主な出土遺物覆土底面壁面

規　　模（�　確認長は�）
形状方　向位　　置番号

深さ下幅上幅確認長

―人為皿状直立１２～２８１２～２８２６～３５（２．０）直線状Ｎ－１３８°－ＥＦ４ａ４～Ｆ４ｂ４１０

ＳＫ１８０→本跡縄文土器人為皿状外傾１０～２０１０３０（６．６）直線状Ｎ－１３９°－ＥＦ４ｂ１～Ｆ４ｃ２１５

―人為皿状外傾２０７～１１１８～２６（２．２）直線状Ｎ－１３８°－ＥＦ４ｃ１～Ｆ４ｄ２１７

縄文土器人為皿状外傾１０～１８１２～６７２３～７８（２．２）直線状Ｎ－１３７°－ＥＦ４ｃ１～Ｆ４ｄ２１８

土師質土器，磁器自然平坦外傾１０４０～６４５２～７６８．２直線状Ｎ－１３４°－ＷＥ４ｉ２～Ｅ４ｊ３２４

本跡→ＳＤ２５―人為皿状外傾３２～３８２０～２８４４～５６（３．５）直線状Ｎ－１３４°－ＷＧ２ｈ８２６

本跡→ＳＤ２８―人為皿状外傾６～１２４～１６１６～２８５．４直線状Ｎ－ ４３° －ＷＧ２ｈ９～Ｇ２ｉ９２７

ＳＤ２７→本跡→ＳＤ２５，
ＳＫ２７６縄文土器人為凸凹外傾１２～１８３０～５０１００８．８Ｙ字状Ｎ－１２２°－ＷＧ２ｈ９～Ｇ２ｉ０２８

ＳＤ２５・４０・５１・５２，
ＳＫ２８６→本跡→ＳＫ４０８―人為皿状外傾３４～４０８～３９４０～８０（１０．８）直線状Ｎ－ ５４° －ＥＨ２ａ８～Ｈ２ｂ０２９

本跡→ＳＫ４４６―自然皿状外傾２５３０４０（４．７）直線状Ｎ－１３０°－ＷＧ２ｆ７～Ｇ２ｇ７３１

本跡→ＳＫ３３５―自然皿状外傾１８～２２２４～３６４６～７２（１４．８）直線状Ｎ－１２１°－ＷＨ１ｉ６～Ｈ１ｊ９３３

ＳＤ３７→本跡→ＳＫ３３５・
３５８―自然皿状外傾６～１８２４～３２４６～６８（１４．４）直線状Ｎ－１１６°－ＷＨ１ｉ６～Ｈ１ｊ９３４

本跡→ＳＤ３４，ＳＫ３３５―自然凸凹外傾６～８３２～３６４０～４６（４．４）直線状Ｎ－ ６２° －ＥＨ１ｉ６３７

―人為皿状外傾８～１２６～１０２０１．９直線状Ｎ－ ３２° －ＷＨ２ｈ８３９

本跡→ＳＤ２９―人為皿状外傾８～１４７～１２２２～２８（２．１）直線状Ｎ－１５１°－ＥＨ２ｂ８４０

ＳＤ４２，ＳＫ４１０→
本跡→ＳＤ２５―人為皿状外傾１２～２１１６～２０５８～８０（１７．８）直線状Ｎ－１３８°－ＷＧ２ｉ４～Ｈ２ｂ８４１

ＳＤ４３→本跡→ＳＤ４１―人為皿状外傾５～２０１６～４０４２～６４（１０．４）緩曲線状Ｎ－１４２°－ＥＧ２ｈ４～Ｇ２ｊ６４２

本跡→ＳＤ４２，ＳＫ４１４―人為皿状外傾４～１０１２～２８３２～４６１５．４直線状Ｎ－１３０°－ＷＧ２ｈ３～Ｇ２ｊ６４３

―人為凸凹外傾・
直立２８～８０１９～５０５０～８４（６．１）波状Ｎ－１７５°－ＷＨ１ａ０～Ｈ２ｃ１４４

本跡→ＳＫ４３６―人為皿状外傾・
直立２０～４８１４～５１４６～７８（１４．２）直線状Ｎ－１２５°－ＷＧ２ｈ２～Ｇ２ｊ５４６

―自然皿状外傾１０～３０８～１６２０～２９（２．８）直線状Ｎ－１５１°－ＥＨ１ｄ９５０
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所見　時期は，不明である。

土層解説
１　 褐 色 ロームブロック多量（締まり非常に強い）
２　 黒 褐 色 ローム粒子微量

３　 黒 褐 色 ロームブロック微量

第１３９図　第１号道路跡実測図
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（５）井戸跡

第３号井戸跡（第１４０図）　　

位置　調査区�区南部のＩ１ｆ８区，標高１０．７�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径１．５６�，短径１．１１�の楕円形で，断面は漏斗状である。確認面から１２０�掘り下げた時点で，

崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土　６層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　流れ込んだ縄文土器片１点（深鉢）が出土している。

所見　時期は，時期判定資料が出土していないことから，不明である。

土層解説
１　 暗 褐 色 ロームブロック少量
２　 黒 褐 色 ロームブロック微量
３　 明 褐 色 ローム粒子多量

４　 暗 褐 色 ローム粒子少量
５　 暗 褐 色 ロームブロック微量
６　 褐 色 ロームブロック中量

第１４０図　第３号井戸跡実測図
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第４号井戸跡（第１４１図）

位置　調査区�区南部のＩ１ｇ６区，標高１０．６�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　径０．８８�の円形で，断面は箱状である。確認面から１００�掘り下げた時点で，崩落のおそれがある

ことから，下部の調査を断念した。

覆土　７層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。
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遺物出土状況　鉄製品１点（釘）が出土している。Ｍ６７は覆土中層から出土している。

所見　時期は，時期判定資料が出土していないことから，不明である。

土層解説
１　 黒 褐 色 ローム粒子微量・粘土ブロック極微量
２　 黒 色 粘土ブロック・ローム粒子極微量
３　 黒 褐 色 ローム粒子微量
４　 黒 褐 色 ロームブロック極微量

５　 黒 色 ロームブロック極微量
６　 黒 色 ローム粒子極微量
７　 極 暗 褐 色 ローム粒子微量

第１４１図　第４号井戸跡・出土遺物実測図
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第５号井戸跡（第１４２図）　　

位置　調査区�区南部のＩ１ｇ８区，標高１０．６�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第３２号溝に北部が掘り込まれ，南部は調査区域外へと延びている。

規模と形状　長径１．２３�，短径０．４５�が確認され，円形と推測される。断面は箱状で，確認面から１０４�掘り下

げた時点で，崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土　４層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

所見　時期は，時期判定資料が出土していないことから，不明である。

土層解説
１　 黒 褐 色 粘土ブロック・ロームブロック微量
２　 暗 褐 色 ロームブロック微量，炭化粒子極微量

３　 黒 色 ロームブロック微量
４　 暗 褐 色 ロームブロック微量

第１４２図　第５号井戸跡実測図
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第４号井戸跡出土遺物観察表（第６７図）

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中層角釘　両端部欠損鉄（１０．３）０．４０．４（７．９）釘Ｍ６７



－　　－141

同 所 新 田 遺 跡

第６号井戸跡（第１４３図）　　

位置　調査区�区南部のＩ１ｂ７区，標高１０．８�の台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径０．８５�，短径０．７９�の円形で，断面は箱状である。確認面から９０�掘り下げた時点で湧水し

たため，下部の調査を断念した。

覆土　６層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　流れ込んだ縄文土器片２点（深鉢）が出土している。

所見　時期は，時期判定資料が出土していないことから，不明である。

土層解説
１　 暗 褐 色 粘土粒子少量,ローム粒子微量,焼土粒子極微量
２　 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量
３　 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

４　 黒 褐 色 ローム粒子少量
５　 黒 褐 色 ローム粒子微量
６　 黒 色 ロームブロック少量

第１４３図　第６号井戸跡実測図第１ 第６号井戸跡実測図
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第７号井戸跡（第１４４図）

位置　調査区�区南部のＩ１ｂ９区，標高１０．７�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第３６５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径１．６８�，短径１．５３�の円形で，断面は漏斗状である。確認面から１１８�掘り下げた時点で，崩

落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土　５層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　流れ込んだ縄文土器片１点（深鉢），土師器片１点（甕），土師質土器片１点（皿）が出土している。

所見　時期は，時期判定資料が出土していないことから，不明である。

土層解説
１　 黒 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量
２　 暗 褐 色 ロームブロック微量
３　 明 褐 色 ローム粒子多量

４　 暗 褐 色 ローム粒子少量
５　 褐 色 ローム粒子中量

第１４４図　第７号井戸跡実測図
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第９号井戸跡（第１４５図）　　

位置　調査区�区中央部のＨ２ｈ３区，標高１１�の台地平坦部に位置している。

重複関係　第３５４号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径２．００�，短径１．８０�の楕円形で，断面は漏斗状である。確認面から１１０�掘り下げた時点で，

崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土　３層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　流れ込んだ縄文土器片３点（深鉢），石器１点（石臼）が出土している。

所見　時期は，時期判定資料が出土していないことから，不明である。

土層解説
１　 極 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２　 褐 色 ローム粒子中量

３　 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物極微量

第１４５図　第９号井戸跡実測図
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表１７　その他の時代　井戸跡一覧表

備　　　考
（重複関係　古→新）主 な 出 土 遺 物覆土底面断面

規　模（�）
平面形長径方向位　置番号

深さ
（�）長径×短径

縄文土器自然不明漏斗状（１２０）１．５６×１．１１楕円形Ｎ－４８°－ＥＩ１ｆ８３

鉄製品自然不明箱状（１００）０．８８円形―Ｉ１ｇ６４

本跡→ＳＤ３２自然不明箱状（１０４）　１．２３×（０．４５）［円形］―Ｉ１ｇ８５

縄文土器自然不明箱状（９０）０．８５×０．７９円形―Ｉ１ｂ７６

本跡→ＳＫ３６５縄文土器，土師器，土師質土
器自然不明漏斗状（１１８）１．６８×１．５３円形―Ｉ１ｂ９７

ＳＫ３５４→本跡縄文土器，石器自然不明漏斗状（１１０）２．００×１．８０楕円形Ｎ－５０°－ＥＨ２ｈ３９
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（６）土坑（第１４６～１６３図）

　遺物や重複関係から時期及び性格が明確にできなかった土坑は，２２１基確認されている。以下，これらの

土坑について，実測図と遺物及び一覧表を記載する。

第１４６図　その他の土坑実測図（１）
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第１４７図　その他の土坑実測図（２）

0 2m

C
'

C
B'B

B
'

B

A'A 12.4m

A'A 12.4m

PG3

PG3

SK46

SK47

SK153
SK45

SK68

SD2

SK45・46・47・68・153

C
'

C
B
'

BA'A 12.4m

SD5

PG6

SK86
SK83

SK84

SK83・84・86

B
'

B

A'A

A'

A

B'

B

12.4m

SK107

B
'

B

A'A 12.6m

12
.8
m

SK98

B
'

B

B'

B

A'A

A'

A

12.4m

SK85

B
'

B

B
'

B

A'A 12.4m

PG6

PG6

PG6

PG6

SD5

撹乱 

SK75

F3b7

E4i7

SK81

B
'

B

A'A

C'

C

B'

A'

B

A

A'

A

B'

B
C'

C

A'

B'

B

A

A'

A



－　　－145

同 所 新 田 遺 跡

第１４８図　その他の土坑実測図（３）

0 2m

C
'

C

D
'

D

B
'

B

B'B

B'B

A'A 12.4m

A'A

A'

A

B
'

B

12.6m Q24

PG1

PG1 SD6E4j5

PG1

PG1

SK112
SK140

Q24

TM1

SK112・140

C
'

C
D
'

D

D'

D
C'

C
E
'

E

B'B

A'A 12.6m

SK139

SK137

SK138

E4f9

SK137・138・139

B
'

B

A'A

B'

B

A'A

12.4m

SB5

PG3

SB5

SK124

B
'

B

A'A

A'

A B
'

B

12.6m

TM1

撹乱 

E4h4

SK141

C
'

C

B
'

B

A'A

A'
A

B
'

B

C
'

C

12.6m

A
'

A

A
'

A

12
.6
m

SK123

SK122

SK122・123

A'A

A'

A B'

B

12.2m

SK151
SK113

TM1

SK119

D
'

D

B'

B C'

C
A'

A

A'

A

B'

B

E'

E



－　　－146

第１４９図　その他の土坑実測図（４）

0 2m

C'C

D'D

E'E

B'BA'A 12.6m

A'A

A'

A

12.4m

B
'

B

B
'

B

A
'

A

A'

A
B
'

B

12
.4
m

B
'

B

A
'

A

A
'

A
B
'

B

12
.4
m

SK155

SK161

SD22

SK160

E4e8

F3c4

E4f4

SK155・160・161

SK168SK167

SK163

A'A

A'

A

B
'

B

12.6m

SK157

B
'

B

A'A

A'

A B'

B

12.4m

SK169

B
'

B

A'A

A'

A

B'

B

12.4m

SK173

B
'

B

A'A

A'

A

B
'

B

12.6m

SK188

SK191

SK192

SD14

TM1

B
'

B

B
'

B

A'A

A'

A

B
'

B

12.6m

A'

C'
C

B
'

B

A'

A

A C'C12.6m

SK189

SK191・192

A'A

A'

A

12.4m

SK179

B
'

B

A'A

A'

A

B'

B

12.4m

SK170

B
'

B

A'A

A'

A

B'

B

12.4m

SK171

B'

B

A
'

A

C

E
C'

E'

D'

D



－　　－147

同 所 新 田 遺 跡

第１５０図　その他の土坑実測図（５）

E4e6

0 2m

B'B

B'

B

B
'

B

A'A

A'

A

12.4m

A'A

A'

A

12.6m

A'A

A'

A

12.6m

SK205

E4f8

E4e6

E4e6

E4e6

SK211 B
'

B

A'A 12.6m

SK220

B
'

B

B'

B

A'A

A'

A

12.4m

SK219

B
'

B

A'A

A'

A

B'

B

12.6m

SK217

SD13

B
'

B

A'A

A'

A
B'

B

12.4m

SK221

B
'

B

A'A

A'

A

B
'

B

12.6m

SK215

B
'

B

A'A

A'

A

B
'

B

12.6m

SK222
B
'

B

A'A

A'

A B'

B

12.6m

SK228

B
'

B

B
'

B

C
'

C

A'A

A'

A B
'

B

C
'

C

12.6m

A
'

A

A'

A

B
'

B

12
.6
m

SK229・245

SK245
SK229

B
'

B

A'A

A'

A B'

B

12.6m

SK226

B
'

B

A'A

A'

A

B
'

B

12.6m

SK227

B
'

B

A'A

A'

A

B
'

B

12.6m

SK231

B
'

B

A'A

A'

A

B'

B

12.6m

SK225

SK230

SK212

SD22

B

B'

A'

A

B

B'



－　　－148

第１５１図　その他の土坑実測図（６）

A A'

B
B
'

C

C
'

C
C
'

B
B
'

A

A'

12.6m

C C'

D D'

E E'A A'

E

E'

D

D'

C

C'

A

A'

B

B'

B B'

12.6m A A'

A

A'

B

B'

B B'

12.4m

A'

A'

B
'

B'

B

B
'

B

B

A

A

A'

B'

B

A

12.6m
A'A 12.6m

B
'

B

B
'

B

A'A

A'

A

12.6m

A'A

B'B

12.6m

A'A

A'

A

12.4m

SK232

A'

B
'

B

B'

B

A

A'

A

12.6m

SK236

SE2

SK248

SK255

SK240

SK239

SK249

SD23

SK239・240

SK249

A'

B
'

B

B'

B

A

B'

B

A'

A
A'

A

12.6m

SK246

SK233

SK238

SK234

E4d8

F3b0

E4i1

0 2m



－　　－149

同 所 新 田 遺 跡

第１５２図　その他の土坑実測図（７）

A'A

A'

A

C'C

D'D

B
'

B

B'

B

12.4m

A'A

B'

B A'

A

11.6m A'A

A'

A

B'B B'B

B'

B

11.6m

A'A

B
'

B

A'A
B
'

B

B
'

B
B
'

B

B
'

B

12.4m A'A

A'

A

11.6m

A'A

B'

B

A'

A

11.6m

A'A

B
'

B

A'

A

12.4m

A'A

B
'

B

A'

A

11.0m

A'A

A'

A

12.4m

A
'

A
12
.4
m

SK261

SK260

SK259 SD19

SA4

SK258

SK262

SK263

SK259・260・261

SK284・285

SK287

SK288

SD20

SK284
SK285

SK258・262

SK264 SK276

SK286

SD29

SD25

SD28

D'

D

C'

C

A'

A

B
'

B

B
'

B

0 2m



－　　－150

第１５３図　その他の土坑実測図（８）

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

11.0m

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

B'

B

B'

B

10.8m A'A

A'

A

10.8m

SK289

SK300
SK295

B
'

B

B
'

B

A'A

A'

A

11.0m

SK293

B
'

B

B
'

B

B
'

B

C
'

C

C
'

C

B
'

B

A'A

A'

A

11.0m

SK294

B
'

B

B'

B

A'A

A'

A

10.8m

SK304

B
'

B

B
'

B

A'A

A'

A

11.0m

SK296

A'A

A'

A B
'

B

B'

B

10.8m

SK299

A'A

A'

A

10.8m

SK301

SK302

SK301・302

A'A

A'
A

B'B

B'

B

C
'

C

C
'

C

11.0m

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

10.8m

SK291

SK290・291

SK292

SK290

0 2m



－　　－151

同 所 新 田 遺 跡

第１５４図　その他の土坑実測図（９）

A'A

B'

B A'

A B
'

B
B
'

B

B
'

B

B'

B

B'

B

10.8m

A'A

A'

A

10.8m

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

10.8m

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

11.0m
A'A

A'

A

11.0m

A'A

A'

A

11.0m

A'A

A'

A

11.0m

A'A

A'

A B
'

B

B
'

B

B
'

B

B'

B

11.0m

A'A

A'

A

11.0m

SK305

SK313

SK312

SK311

SK315

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

10.8m

SK316

I1b8

I1b6

B
'

B

B
'

B

B'

B

B
'

B

SK319

SK317

SK309

SK310

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

B'

B

B'

B

10.8m
SK306

A'A

C'

C
A'

A

C'C

10.8m

SK307

SK307・308

SK308

0 2m



－　　－152

第１５５図　その他の土坑実測図（１０）

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B
B
'

B

B
'

B

C
'

C

C
'

C

B'

B

B
'

B

11.0m

SK320

A'A

A'

A

11.0m

SK326

A'

I1c0

A

A'

A

11.0m

SK327

I1c0

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B
B
'

B
B
'

B

B
'

B

B
'

B

B'

B

11.0m

SK321

A'A

A'

A

B'

B

11.0m

SK322

A'A

A'

A

11.0m

SK323

A'A

A'A

11.0m

SK324

B
'

B

B
'

B

A'A

A'

A

11.0m

SK325

0 2m



－　　－153

同 所 新 田 遺 跡

第１５６図　その他の土坑実測図（１１）

A'A

A'

A B
'

B
B
'

B

B
'

B

B
'

B

B
'

B

B'

B
B'

B

B'

B

11.0m

A'A

A'

A

11.0m

SK328

A'A

A'

A
B
'

B

B'

B

11.0m

SK329

A'A

A'

A B
'

B

B
'

B

11.0m

SK330

SK333

SK331

B
'

B

B
'

B

A'A

A'

A

11.0m

SK334

A'A

C
'

C

C'

C

B'B

B'

B

A'

A

11.0m

SD34

SK358

B
'

B

B'

B

A'A

A'

A

11.0m

A'A

B
'

B

B'

B

A
'

A

11.0m

SK338

SK335

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

11.0m

PG5

SK343

SD34

SD37

SD33

A'A

A'

A

11.0m A'A

A'

A

11.0m

SK332

0 2m



－　　－154

第１５７図　その他の土坑実測図（１２）

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

B
'

B

B
'

B

B
'

B

11.0m

A'A

A'

A

11.2m

SK344

SK347

B
'

B

B'

B

A'A
A'

A

11.0m
SK350

B
'

B

B
'

B

B'

B

C
'

C

C'

C

A'A

A'

A

11.0m

SK348・380

SK357

SK380

SK348

I1a0

A'A

A'

A B
'

B

B
'

B

B
'

B

C
'

C

C
'

C

B'

B

11.2m

A'A

A'

A

11.2m

A'A

A'

A

B
'

B

11.2m

SK351

SK354・355

SE9
SK354

SK355

A'A

A'A

B
'

B

B
'

B

11.2m
SK345

A'A

A'

A B
'

B

B
'

B

11.2m

SK356

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

B'

B

11.0m

A'A

A'

A

11.0m

H2h3

SK346

SK349

0 2m



－　　－155

同 所 新 田 遺 跡

第１５８図　その他の土坑実測図（１３）

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B
11.0m

SK359

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

B
'

B

B'

B

11.0m

A'A

A'

A

B
'

B
B
'

B

B
'

B

B
'

B
B
'

B

B'

B

11.0m

A'A

A'

A

11.2m

A'A

A'

A

11.2m

A'A

A'A

B
'

B

B
'

B

11.0m

A'A

A'

A

11.0m A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

11.0m

SK362

SK364

SK382

SK383

SK371

SK372

SE7

SK365

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

C'C

C'

C

11.0m

SK371・372

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

11.2m

SK376

SA3

A'A

A'

A

11.0m

A'A

A'

A B
'

B

B'

B

11.0m

SK375
SK368

SK374

SK363 SK373

SD38

A'A

A'

A

C'C

C'

C

B
'

B

B
'

B

11.0m

H2j2

SK360・361

SK361

SK360

0 2m



－　　－156

第１５９図　その他の土坑実測図（１４）

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

11.2m

SK386

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

11.2m

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

11.4m

H2g4

SK384

SK397

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

11.4m

SK402

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

11.2m

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

11.2m

SK405

SK406

A'A

A'

A

11.2m

SK407

SD45

SD45

SD45

A'A

A'

A B
'

B

B'

B

11.4m

A'A

A'

A

11.4m

SK398

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

B
'

B
C
'

C

C
'

C

B
'

B

11.4m

SK395

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B
11.2m

SK393

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

C'C

C'

C

11.4m

SK396・399

SK403・404

SK403

SK404

SD45

SK396

SK399

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

11.2m

SK387

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

11.2m

SK388

0 2m



－　　－157

同 所 新 田 遺 跡

第１６０図　その他の土坑実測図（１５）

A
'

A

A
'

A

B
'

B

B
'

B

C
'

C

C
'

C

D
'

D

D
'

D

E
'

E

E'
E

K
'

K

G
'

G

G
'

G

H'H

H'
H

I'I

I'
I

J'J

J'J

K'K L'L

L'
L

M'M

M'
M

F
'

F

F'

F

11
.4
m

SK 
444

SD45

SK401

SK392

SK391

SK390

SK394

SK389

SK389・390・391・392 
    394・400・401

H2
f5

SK400

0 2m



－　　－158

第１６１図　その他の土坑実測図（１６）

A'A

A'

A

11.4m

SK408 A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

11.4m

SK410

SD41
SD43

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

11.6m

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

11.4m

SK414

SK417

SK417・418

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

11.4m

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

11.4m

SK419

SK420

A'A

A'
A

B
'

B

B
'

B

11.4m

SK416

A'A

A'

A B
'

B

B'

B

11.4m

SK412

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

11.0m

SK429

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

11.2m

SK426

A'A

A'

A B
'

B

B
'

B

C'C

C'
C

11.4m

A'A

A'
A

B
'

B

B
'

B

11.4m

SK423

SK423・425

SK430

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

11.2m

SK424

A'A

A'

A B
'

B

B
'

B

11.0m

SK427

SK425
H2f3

SK418

A'A

A'

A B
'

B

B'

B

11.6m

SK413

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

11.4m

SK415

SD29

0 2m



－　　－159

同 所 新 田 遺 跡

第１６２図　その他の土坑実測図（１７）

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

11.4m

SK432

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

11.0m

SK435 A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

11.6m

SK436

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

11.0m

A'A

A'

A B
'

B

B
'

B

11.4m

SK439

SK433

A'A

A'

A
B
'

B

B'

B

11.2m

SK444

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

11.2m

SK445

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

11.0m

SK443

SK440

SK390

SI1

A'A

A'

A B
'

B

B'

B

11.4m

A'A

A'

A

B
'

B

B
'

B

11.4m

11
.0
m

A'A

A'

A

B
'

B

B'

B

11.6m

SK441

SK434

SD46

0 2m

第１６３図　第１１９・３５８・４１８号土坑出土遺物実測図

Q24

TP4

TP5

0 2cm0 5cm



－　　－160

第１１９号土坑出土遺物観察表（第１６３図）

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２２ 底面全面砥面　火熱を受けている  凝灰岩１０４．６１．３３．７１１．２砥石Ｑ２４

表１８　その他の時代　土坑一覧表

備　　　考
重複関係（古→新）出 土 遺 物覆土底面壁面

規　模（�，深さは�）
平面形長径（軸）方向位　置番号

深さ長径（軸）×短径（軸）

本跡→ＳＫ８→ＳＫ９―人為凹状緩斜１１（１．４６）×１．０３　［長方形］Ｎ－４７°－ＥＦ３ｄ６７

ＳＫ７→本跡→ＳＫ９石器人為凹状緩斜１０（１．０７）×１．０６　［長方形］Ｎ－４７°－ＥＦ３ｄ７８

ＳＫ７→ＳＫ８→本跡―人為平坦緩斜１４１．００×０．９７方形Ｎ－３６°－ＷＦ３ｄ７９

ＳＫ１１→本跡―人為皿状外傾２１０．９６×０．９１不定形Ｎ－７°－ＥＦ３ｅ６１０

本跡→ＳＫ１０―人為皿状外傾２９（０．７５）×０．７２　不定形Ｎ－４３°－ＥＦ３ｅ６１１

―人為凹状外傾１５１．５５×０．８８不整楕円形Ｎ－３３°－ＥＦ３ｅ６１２

― 人為皿状直立３００．２５円形Ｎ－０°Ｆ３ｆ７１３

―人為平坦直立２１１．４０×０．５３長方形Ｎ－５４°－ＥＦ３ｆ８１４

ＳＫ１８→本跡―人為凹状緩斜１１１．１２×０．６８楕円形Ｎ－１４°－ＥＦ３ｅ８１７

本跡→ＳＫ１７・１９Ａ―人為凹状―１４　―×０．５８［楕円形］Ｎ－３°－ＥＦ３ｅ８１８

ＳＫ１８・１９Ｂ→本跡―人為皿状緩斜１７１．６２×０．７０楕円形Ｎ－２°－ＥＦ３ｅ８１９Ａ

ＳＫ１８→本跡→１９Ａ―不明皿状緩斜１７０．５４×０．４８楕円形Ｎ－１５°－ＷＦ３ｅ８１９Ｂ

―人為凹状緩斜１７１．０４×０．６０楕円形Ｎ－２７°－ＷＦ３ｆ８２８

本跡→ＰＧ６―人為平坦緩斜１４（１．６６）×０．７３　［長方形］Ｎ－４２°－ＷＦ３ｂ６３１

ＳＫ４６・４７→本跡→ＳＢ５，
ＳＫ６８―人為平坦緩斜２５１．５８×１．２２不整長方形Ｎ－６７°－ＥＦ３ｄ９４５

本跡→ＳＫ４５，ＰＧ３―人為平坦緩斜４２１．４０×１．４０方形Ｎ－１０°－ＥＦ３ｄ９４６

本跡→ＳＫ４５・６８―人為平坦緩斜１３　０．６８×（０．６８）［長方形］―Ｆ３ｄ０４７

ＳＫ４５・４７・１５３，ＰＧ３→本跡
→ＳＢ５―人為平坦緩斜１８　１．１１×（０．９９）長方形Ｎ－５２°－ＷＦ３ｅ９６８

ＳＤ５→本跡→ＰＧ６―人為平坦緩斜１３（３．４３）×０．９２　［長方形］Ｎ－４８°－ＥＦ３ｂ６７５

本跡→ＳＤ２縄文土器，土師質土器人為平坦緩斜３３　２．６４×（１．４１）不定形Ｎ－６２°－ＥＦ３ｂ５８１

本跡→ＳＤ５，ＳＫ８４・８６土師質土器人為平坦外傾３０（０．７２）×０．４７　［長方形］Ｎ－３８°－ＷＦ３ｃ６８３

ＳＫ８３→本跡，ＳＤ５，ＳＫ８６―人為平坦外傾２２０．９４×０．４０不整長方形Ｎ－３７°－ＷＦ３ｃ６８４

陶器人為平坦緩斜１５１．７１×０．６２長方形Ｎ－４４°－ＷＦ３ｂ６８５

ＳＤ５，ＳＫ８３・８４→本跡→
ＰＧ６―人為凸凹緩斜１２２．２４×０．７８長方形Ｎ－３９°－ＷＦ３ｂ６８６

―人為平坦直立６７　１．６０×（０．５４）［長方形］Ｎ－４４°－ＥＥ４ｉ６９８

―人為皿状直立５４０．３８×０．３４楕円形Ｎ－８８°－ＷＦ３ｃ８１０７

ＳＫ１４０→本跡→ＰＧ１―人為凸凹外傾６０１．８０×０．９２楕円形Ｎ－５６°－ＷＥ４ｉ４１１２

ＴＭ１→本跡土師質土器人為平坦外傾３９（０．９４）×（０．３４）［円形］［Ｎ－０°］Ｅ４ｇ３１１３

ＴＭ１→本跡土師質土器，陶器，石器人為平坦外傾１８０．７０×０．５６楕円形Ｎ－４５°－ＥＥ４ｆ５１１９

ＳＫ１２３→本跡―人為皿状外傾２５０．７５×０．６８楕円形Ｎ－４７°－ＥＥ４ｄ４１２２

備考出土位置手法の特徴焼成色調胎土底径器高口径器種種別番号

覆土中ナデ　外面に環状の押印普通にぶい黄橙長石・石英・雲母－（１．３）－香炉ヵ土師質土器ＴＰ５

第４１８号土坑出土遺物観察表（第１６３図）

備考出土位置手法の特徴焼成色調胎土底径器高口径器種種別番号

内面煤付着覆土中ナデ　外面に環状の押印普通にぶい黄橙長石・石英・雲母－（２．０）－香炉土師質土器ＴＰ４

第３５８号土坑出土遺物観察表（第１６３図）
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同 所 新 田 遺 跡

備　　　考
重複関係（古→新）出 土 遺 物覆土底面壁面

規　模（�，深さは�）
平面形長径（軸）方向位　置番号

深さ長径（軸）×短径（軸）

本跡→ＳＫ１２２―人為皿状外傾２２０．６０×０．５８円形Ｎ－０°Ｅ４ｄ４１２３

本跡→ＳＢ５，ＰＧ３―人為平坦緩斜２４１．７８×１．０４長方形Ｎ－４０°－ＷＦ３ｄ９１２４

―人為平坦直立２０２．０６×０．４６楕円形Ｎ－４１°－ＷＥ４ｅ９１３７

本跡→ＳＫ１３９―人為凸凹直立２７２．１０×０．５１楕円形Ｎ－４２°－ＷＥ４ｆ８１３８

ＳＫ１３８→本跡―人為平坦直立２０３．２１×０．５２楕円形Ｎ－４４°－ＥＥ４ｆ８１３９

本跡→ＳＤ６，ＳＫ１１２，ＰＧ１縄文土器自然平坦緩斜５４（１．１４）×１．１６　［楕円形］Ｎ－７９°－ＥＥ４ｊ５１４０

ＴＭ１→本跡―人為皿状緩斜３５（１．５０）×（０．５０）［円形］［Ｎ－０°］Ｅ４ｇ４１４１

―人為皿状外傾４６０．４９×０．３５楕円形Ｎ－５０°－ＥＦ３ｄ４１５１

本跡→ＳＫ６８―人為平坦外傾４７０．８４×０．４０長方形Ｎ－４５°－ＥＦ３ｅ０１５３

―人為皿状外傾１３０．５１×０．４５楕円形Ｎ－８３°－ＷＥ４ｄ７１５５

―人為皿状直立２１０．４８×０．３０楕円形Ｎ－７７°－ＥＥ４ｄ８１５７

本跡→ＳＤ２２―人為平坦緩斜１２３．１５×０．７２不整楕円形Ｎ－３２°－ＷＥ４ｅ８１６０

土師質土器―凸凹外傾１２１．２１×０．４７楕円形Ｎ－３３°－ＥＥ４ｄ８１６１

―人為平坦外傾１４　０．７３×（０．３２）［楕円形］Ｎ－５１°－ＥＦ３ｃ４１６３

―人為皿状直立１２０．３５×０．１９楕円形Ｎ－３０°－ＷＦ３ｃ６１６７

―人為皿状内傾
緩斜１８０．３１×０．２６楕円形Ｎ－３０°－ＥＦ３ｄ６１６８

―人為平坦直立２３０．４７×０．４１楕円形Ｎ－３０°－ＥＦ３ｂ７１６９

―人為皿状直立３１０．３４×０．３０楕円形Ｎ－５３°－ＥＦ３ｃ７１７０

―人為皿状直立
外傾３２０．２６円形Ｎ－０°Ｆ３ｂ８１７１

―人為平坦緩斜２００．７０×０．６９円形Ｎ－０°Ｆ４ｂ１１７３

ＳＤ１４→本跡―人為皿状緩斜２０１．０４×０．８８楕円形Ｎ－５０°－ＥＦ４ａ２１７９

―人為皿状緩斜２１０．７４×０．６４楕円形Ｎ－５０°－ＷＥ４ｆ３１８８

―人為皿状外傾３２０．６６×０．５５楕円形Ｎ－８０°－ＷＥ４ｆ２１８９

ＴＭ１→本跡→ＳＫ１９２―人為平坦緩斜１６０．５０円形Ｎ－０°Ｅ４ｆ３１９１

ＴＭ１→ＳＫ１９１→本跡―人為皿状外傾５６　０．５８×［０．５８］円形Ｎ－０°Ｅ４ｆ３１９２

―人為皿状外傾２４０．４８×０．３６楕円形Ｎ－４０°－ＷＦ４ａ４２０５

縄文土器人為凸凹直立４０２．３１×０．５１長方形Ｎ－４１°－ＷＥ４ｆ８２１１

本跡→ＳＤ２２―人為平坦外傾８（１．２６）×０．７９　［不整楕円形］Ｎ－４２°－ＷＥ４ｅ７２１２

―人為皿状直立
緩斜２１０．６６×０．３０長方形Ｎ－２８°－ＷＥ４ｆ５２１５

ＳＤ１３→本跡縄文土器，土師質土器，
陶器，鉄製品人為皿状緩斜２６０．８０円形Ｎ－０°Ｅ４ｆ７２１７

―人為凸凹直立
緩斜１６１．５０×０．５４隅丸長方形Ｎ－５８°－ＥＥ４ｈ２２１９

縄文土器，土師質土器，
陶器，磁器，鉄器人為皿状外傾１９２．３４×０．８９隅丸長方形Ｎ－４２°－ＥＥ４ｈ２２２０

ＳＤ２０→本跡 土師質土器人為平坦外傾
緩斜２７０．９４×０．８５楕円形Ｎ－４７°－ＥＦ３ｄ０２２１

―人為皿状緩斜１２０．５８×０．３８楕円形Ｎ－１９°－ＷＥ４ｅ７２２２

土師質土器，陶器人為凸凹直立１９０．４７×０．３５楕円形Ｎ－３０°－ＷＥ４ｅ６２２５

―人為凸凹外傾１１０．４５×０．３７楕円形Ｎ－０°Ｅ４ｅ６２２６

―人為皿状外傾１６０．３２×０．２６楕円形Ｎ－８°－ＥＥ４ｄ６２２７

―人為平坦直立１３０．１５×０．１２楕円形Ｎ－３４°－ＷＥ４ｅ６２２８

―人為皿状外傾２４０．３２×０．２１楕円形Ｎ－３°－ＷＥ４ｆ５２２９

―人為平坦緩斜１７０．５６×０．４０不定形Ｎ－６９°－ＥＥ４ｇ５２３０

―人為皿状直立２６０．４８円形Ｎ－０°Ｅ４ｄ６２３１

―人為平坦直立１５０．４６×０．３４楕円形Ｎ－４７°－ＷＥ４ｈ２２３２

―人為皿状直立
外傾１８０．４６×０．３８楕円形Ｎ－４８°－ＷＥ４ｈ２２３３

―人為皿状緩斜１００．３１×０．２８円形Ｎ－７１°－ＷＥ３ｇ２２３４

―人為凸凹直立
外傾２１０．５６×０．４４不整楕円形Ｎ－５１°－ＷＥ４ｈ２２３６

―人為皿状緩斜１３０．９８×０．８９楕円形Ｎ－５９°－ＥＥ４ｅ７２３８
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備　　　考
重複関係（古→新）出 土 遺 物覆土底面壁面

規　模（�，深さは�）
平面形長径（軸）方向位　置番号

深さ長径（軸）×短径（軸）

本跡→ＳＫ２４０―人為平坦緩斜３５［３．０５］×０．６４　長方形Ｎ－４３°－ＥＥ４ｉ３２３９

ＳＫ２３９→本跡―人為平坦外傾５７２．２８×０．６４長方形Ｎ－４２°－ＥＥ４ｉ３２４０

板碑人為皿状外傾２００．１２×０．１０円形Ｎ－０°Ｅ４ｆ５２４５

―人為平坦直立１９０．４７×０．３６楕円形Ｎ－８８°－ＥＥ４ｃ８２４６

ＳＥ２→本跡―人為平坦外傾８２．００×０．５２楕円形Ｎ－５８°－ＷＥ３ｇ０２４８

本跡→ＳＤ２３磁器，鉄器人為平坦内径２２（３．３２）×０．５３　［長方形］Ｎ－３２°－ＥＥ４ｉ４２４９

陶器人為皿状直立３９０．２５円形Ｎ－０°Ｆ３ｂ０２５５

ＳＡ４→本跡→ＳＤ１９―人為平坦外傾５０［１．９６］×［１．０４］［隅丸長方形］Ｎ－４８°－ＥＦ３ｂ０２５８

ＳＫ２６０→本跡―人為平坦外傾３００．４８×０．３４楕円形Ｎ－４９°－ＷＦ３ａ９２５９

本跡→ＳＫ２５９・２６１―人為平坦直立
外傾２７１．０２×０．９７円形Ｎ－７５°－ＷＦ３ａ９２６０

ＳＫ２６０→本跡―人為平坦外傾２２１．１０×０．９５長方形Ｎ－５０°－ＷＦ３ａ８２６１

本跡→ＳＡ４，ＳＤ１９土師器人為皿状内傾５０（０．７０）×０．４７　［不整円形］Ｎ－２３°－ＥＦ３ｂ０２６２

―自然皿状外傾１５０．３７×０．２７楕円形Ｎ－８２°－ＥＦ３ａ８２６３

―人為皿状外傾６２０．６０×０．４８楕円形Ｎ－３０°－ＷＦ４ａ２２６４

ＳＤ２８→本跡―人為皿状直立６４０．６０×０．４０楕円形Ｎ－２６°－ＷＧ２ｈ０２７６

―自然皿状直立２４０．３３円形Ｎ－０°Ｇ２ｆ８２８４

―人為皿状直立１２０．３０×０．２２楕円形Ｎ－８０°－ＷＧ２ｆ８２８５

本跡→ＳＤ２５・２９―人為平坦緩斜２４（３．８４）×２．０９　［長方形］Ｎ－５１°－ＥＧ２ｊ０２８６

ＳＤ２０→本跡―人為凸凹緩斜３０１．００×０．７３楕円形Ｎ－８０°－ＥＦ３ｈ８２８７

―人為凸凹直立２５０．５９×０．４２楕円形Ｎ－８０°－ＥＩ１ｅ７２８８

―人為皿状緩斜４８０．７７×０．５８不整楕円形Ｎ－３４°－ＷＩ１ｄ７２８９

ＳＫ２９１→本跡土師質土器人為皿状外傾５７０．５８×０．３９楕円形Ｎ－５２°－ＥＩ１ｆ８２９０

本跡→ＳＫ２９０縄文土器人為皿状外傾５５０．７３×０．５０楕円形Ｎ－６３°－ＥＩ１ｆ８２９１

縄文土器人為平坦直立６１．４６×０．７４楕円形Ｎ－６０°－ＥＩ１ｈ６２９２

―人為平坦外傾８（０．９７）×０．９５　［長方形］Ｎ－５７°－ＥＩ１ｈ６２９３

―人為平坦外傾５（１．３５）×１．０４　［長方形］Ｎ－５５°－ＥＩ１ｈ６２９４

縄文土器人為平坦直立２０１．２６×１．１０楕円形Ｎ－８７°－ＥＩ１ｇ６２９５

縄文土器人為凸凹緩斜１８（２．５０）×０．９３　［楕円形］Ｎ－７１°－ＥＩ１ｅ８２９６

―人為平坦直立１５１．２７×０．９５隅丸長方形Ｎ－５７°－ＷＩ１ｅ６２９９

―人為平坦外傾２７１．８２×１．１４不整楕円形Ｎ－６７°－ＥＩ１ｆ６３００

ＳＫ３０２→本跡縄文土器，土師器，須恵器人為平坦外傾２１１．２７×１．１１長方形Ｎ－２９°－ＥＩ１ｇ６３０１

本跡→ＳＫ３０１―人為平坦外傾１４（１．９３）×１．０９　［長方形］Ｎ－２７°－ＥＩ１ｆ６３０２

―自然皿状外傾２５０．２６×０．２４円形Ｎ－６２°－ＷＩ１ｄ４３０４

―自然平坦外傾４５０．３０×０．２７楕円形Ｎ－３２°－ＥＩ１ｅ４３０５

―人為皿状直立２４０．３８×０．３０楕円形Ｎ－７７°－ＥＩ１ｅ６３０６

ＳＫ３０８→本跡―人為平坦直立９４０．６７×０．５７楕円形Ｎ－１０°－ＥＩ１ｈ７３０７

本跡→ＳＫ３０７―人為皿状直立１６（０．５９）×０．３３［楕円形］Ｎ－２８°－ＥＩ１ｇ７３０８

―人為平坦直立２９（３．８７）×（０．７５）不明―Ｉ１ｇ５３０９

―人為平坦外傾３５０．３２×０．２５楕円形Ｎ－４９°－ＷＩ１ｃ７３１０

―人為平坦緩斜４３　２．４０×（１．１３）不定形Ｎ－３２°－ＷＩ１ｅ４３１１

土師質土器自然凸凹緩斜９２．２１×０．９８長方形Ｎ－３６°－ＷＩ１ｅ６３１２

―人為平坦外傾２８１．０９×１．０６円形Ｎ－３６°－ＥＩ１ｄ５３１３

―人為平坦緩斜４０．７７×０．６８不定形Ｎ－３４°－ＷＩ１ｂ７３１５

―人為凸凹外傾３６０．９１×０．７７楕円形Ｎ－４３°－ＥＩ１ｃ７３１６

―人為凸凹緩斜
外傾２７０．９８×０．９４円形Ｎ－２０°－ＥＩ１ｂ６３１７

―人為凸凹緩斜２８１．０４×０．７９不整楕円形Ｎ－６３°－ＥＩ１ｂ８３１９
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同 所 新 田 遺 跡

備　　　考
重複関係（古→新）出 土 遺 物覆土底面壁面

規　模（�，深さは�）
平面形長径（軸）方向位　置番号

深さ長径（軸）×短径（軸）

―人為平坦外傾２５１．７２×１．２０隅丸長方形Ｎ－５８°－ＥＩ１ａ７３２０

縄文土器，須恵器，土師質土
器，瓦質土器人為皿状直立３３１．７４×０．８３隅丸長方形Ｎ－３９°－ＷＨ１ｊ７３２１

―人為皿状緩斜３５１．０５×０．８２不整楕円形Ｎ－７４°－ＥＨ１ｊ５３２２

―人為凸凹緩斜
外傾２１１．３１×０．８２長方形Ｎ－２６°－ＷＩ１ｃ８３２３

―人為平坦緩斜２４１．１９×０．７６不整長方形Ｎ－３３°－ＷＩ１ｃ８３２４

―自然凸凹緩斜８１．０７×０．６９楕円形Ｎ－４７°－ＷＨ１ｊ９３２５

―自然平坦外傾６７４．２２×１．０９長方形Ｎ－５１°－ＥＩ１ｃ０３２６

―人為平坦外傾３６４．８１×０．９３長方形Ｎ－５９°－ＥＩ１ｂ９３２７

―人為平坦外傾５００．４８×０．３４楕円形Ｎ－５６°－ＥＩ１ｄ９３２８

―人為平坦外傾２８０．２７×０．２６円形Ｎ－７７°－ＷＩ１ｄ９３２９

―人為凸凹緩斜５００．９９×０．８６楕円形Ｎ－８５°－ＥＨ１ｊ９３３０

―人為平坦外傾２００．９８×０．７０長方形Ｎ－４３°－ＷＨ１ｉ９３３１

鉄滓人為凸凹外傾４４２．０１×１．６２［楕円形］Ｎ－２５°－ＥＨ１ｊ５３３２

―人為平坦緩斜１６１．０８×０．９７楕円形Ｎ－４３°－ＥＨ１ｊ９３３３

―人為皿状緩斜１５０．８２×０．６３隅丸長方形Ｎ－５３°－ＥＨ１ｊ９３３４

ＳＤ３３・３４・３７→本跡縄文土器人為凸凹外傾８１　１．６９×［１．５０］［楕円形］Ｎ－６２°－ＥＨ１ｊ６３３５

―人為平坦外傾５００．３８×０．２８楕円形Ｎ－８０°－ＷＩ１ｊ６３３８

本跡→ＰＧ５―人為凸凹外傾２６１．７３×１．６９円形Ｎ－２２°－ＥＨ２ｉ３３４３

―人為平坦外傾１８１．２０×０．６７不整楕円形Ｎ－２６°－ＥＨ２ｇ２３４４

―人為凸凹外傾１３１．５６×０．４０長方形Ｎ－２°－ＥＨ２ｇ４３４５

―人為平坦外傾２６１．０１×０．４９長方形Ｎ－５２°－ＥＨ２ｆ１３４６

―人為平坦緩斜１９１．０８×０．９６楕円形Ｎ－２５°－ＷＨ１ｆ９３４７

ＳＫ３８０→本跡土師質土器人為平坦外傾５７４．１３×１．１３隅丸長方形Ｎ－４１°－ＷＨ１ｊ０３４８

―人為平坦外傾１６２．５６×１．１７長方形Ｎ－４１°－ＷＨ２ｇ２３４９

―人為凸凹直立２７０．８０×０．７６円形Ｎ－５０°－ＥＨ２ｈ１３５０

土師質土器自然皿状外傾４１０．３７×０．３２楕円形Ｎ－４５°－ＷＩ１ｃ０３５１

本跡→ＳＥ９―人為平坦緩斜１３０．８６×０．７０楕円形Ｎ－２°－ＥＨ２ｈ３３５４

―人為凸凹緩斜２７０．８２×０．６７楕円形Ｎ－２５°－ＥＨ２ｈ３３５５

―人為凸凹緩斜１３１．０５×０．７４不整楕円形Ｎ－８°－ＷＨ２ｈ４３５６

縄文土器，土師質土器自然平坦緩斜５０１．７４×１．５１不整楕円形Ｎ－１６°－ＥＨ２ｆ３３５７

ＳＤ３４→本跡土師質土器人為平坦外傾９２１．９５×１．７８不整円形Ｎ－３５°－ＥＨ１ｉ８３５８

土師器，石器人為平坦外傾３７２．３０×０．９２長方形Ｎ－６３°－ＥＨ２ｊ２３５９

本跡→ＳＫ３６１縄文土器人為平坦直立８１１．５２×０．８５長方形Ｎ－６８°－ＥＨ２ｊ２３６０

ＳＫ３６０→本跡―人為平坦直立１２０．７２×０．４１楕円形Ｎ－６７°－ＥＨ２ｉ２３６１

―人為平坦外傾２６１．４８×１．０６長方形Ｎ－４０°－ＷＨ２ｉ２３６２

―自然皿状緩斜３４１．１８×１．０９円形Ｎ－８０°－ＷＩ１ａ０３６３

―自然皿状緩斜
外傾１７０．７０×０．２９楕円形Ｎ－４０°－ＥＩ１ａ９３６４

ＳＥ７→本跡―人為皿状外傾２２０．４２×０．２５楕円形Ｎ－１２°－ＷＩ１ｂ９３６５

―人為皿状緩斜１７１．１３×０．９５楕円形Ｎ－６５°－ＥＨ１ｇ０３６８

ＳＫ３７２→本跡―人為平坦外傾４８０．９０×０．７４楕円形Ｎ－１６°－ＷＨ１ｈ０３７１

本跡→ＳＫ３７１―人為皿状緩斜２３（１．１０）×０．８８　［楕円形］Ｎ－１９°－ＥＨ１ｈ０３７２

本跡→ＳＤ３８―人為平坦外傾２５０．７０×０．６９方形Ｎ－６５°－ＥＨ２ｊ１３７３

本跡→ＳＫ３７４―人為平坦外傾７（０．５７）×０．４６　［長方形］Ｎ－３３°－ＷＩ２ａ１３７５

ＳＡ３→本跡―自然平坦外傾６４１．６３×０．７０長方形Ｎ－５６°－ＥＨ２ｆ１３７６

本跡→ＳＫ３４８―人為皿状緩斜２７　０．９８×（０．３９）［円形］Ｎ－３４°－ＷＩ１ａ０３８０

―人為平坦直立２７０．８４×０．５９楕円形Ｎ－１５°－ＥＨ２ｄ１３８２
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備　　　考
重複関係（古→新）出 土 遺 物覆土底面壁面

規　模（�，深さは�）
平面形長径（軸）方向位　置番号

深さ長径（軸）×短径（軸）

―人為皿状外傾３６０．８０×０．７２楕円形Ｎ－４０°－ＥＨ２ｃ３３８３

土師質土器，瓦質土器，陶器人為凸凹緩斜２０３．７１×０．７９長方形Ｎ－３２°－ＷＨ２ｇ４３８４

土師質土器人為平坦外傾６３１．６５×０．７６長方形Ｎ－５４°－ＥＨ２ｅ３３８６

―人為皿状直立２９１．２３×１．１７円形Ｎ－８７°－ＷＨ２ｅ３３８７

―人為平坦外傾
緩斜４４１．３５×１．２０楕円形Ｎ－７５°－ＷＨ２ｅ４３８８

―人為平坦外傾２０（６．６４）×１．１４　［長方形］Ｎ－５２°－ＷＨ２ｆ５３８９

ＳＫ４４４→本跡→ＳＫ３９４―人為平坦緩斜１６（４．８６）×１．０３　［長方形］Ｎ－５１°－ＷＨ２ｅ５３９０

―人為平坦緩斜２６（４．３７）×０．８１　［長方形］Ｎ－４０°－ＷＨ２ｅ５３９１

縄文土器人為平坦外傾３２（３．２３）×１．１０　［長方形］Ｎ－４０°－ＷＨ２ｅ５３９２

―人為皿状緩斜８０．７０×０．４２楕円形Ｎ－５４°－ＥＨ２ｄ５３９３

ＳＫ３９０→本跡―人為凸凹外傾２６１．３０×０．５８長方形Ｎ－４４°－ＥＨ２ｅ５３９４

―人為皿状緩斜１６０．８０×０．７０楕円形Ｎ－８０°－ＥＨ２ｃ５３９５

ＳＫ３９９→本跡―人為皿状緩斜１８０．８２×０．７４楕円形Ｎ－５０°－ＥＨ２ｄ６３９６

―人為平坦直立５４０．６９×０．４２隅丸長方形Ｎ－３３°－ＥＨ２ｃ７３９７

―人為皿状外傾５５０．６２円形Ｎ－０°Ｈ２ｃ７３９８

本跡→ＳＫ３９６―人為平坦外傾８　０．８０×（０．６０）［楕円形］Ｎ－６５°－ＥＨ２ｃ６３９９

ＳＤ４５，ＳＫ４０１→本跡―人為平坦外傾４３（０．５１）×（０．２０）不明―Ｈ２ｅ６４００

本跡→ＳＤ４５，ＳＫ４００縄文土器人為平坦緩斜１２（２．８９）×（０．７３）［長方形］Ｎ－４０°－ＷＨ２ｅ６４０１

―人為平坦段状７００．５８×０．５４円形Ｎ－７４°－ＷＨ２ｄ６４０２

―人為凸凹緩斜３１０．７０×０．５０楕円形Ｎ－７°－ＥＨ２ｂ４４０３

本跡→ＳＤ４５―人為平坦緩斜１０　０．４２×（０．３８）［楕円形］Ｎ－４７°－ＥＨ２ｂ４４０４

本跡→ＳＤ４５―人為平坦外傾１８（０．５２）×（０．２１）不明―Ｈ２ｂ３４０５

ＳＤ４５→本跡―人為皿状緩斜１８０．９６×０．８０［楕円形］Ｎ－４９°－ＥＨ２ｂ２４０６

本跡→ＳＤ４５―人為不明直立（２０）（０．２１）×（０．３２）［楕円形］―Ｈ２ｄ１４０７

ＳＤ２９→本跡縄文土器，鉄製品人為皿状外傾１９０．７５×０．５４楕円形Ｎ－４３°－ＷＨ２ｂ８４０８

本跡→ＳＤ４１―人為平坦緩斜１１（０．６８）×（０．６２）［楕円形］Ｎ－７３°－ＷＨ２ａ５４１０

―人為凸凹直立１９０．６３×０．４４楕円形Ｎ－５１°－ＥＧ２ｊ７４１２

―人為皿状緩斜２３１．２７×１．２０円形Ｎ－４０°－ＥＧ２ｊ５４１３

ＳＤ４３→本跡土師質土器人為皿状緩斜２６　１．７６×（１．５０）［楕円形］Ｎ－５３°－ＥＧ２ｉ４４１４

―人為平坦直立
緩斜２９１．５４×１．３０不定形Ｎ－３０°－ＥＨ２ｄ６４１５

―人為皿状外傾４３１．１２×０．８０楕円形Ｎ－８７°－ＷＨ２ａ５４１６

ＳＫ４１８→本跡―人為平坦緩斜２１０．４９×０．４６楕円形Ｎ－４９°－ＥＧ２ｊ４４１７

本跡→ＳＫ４１７土師質土器人為皿状外傾２７０．５６×０．３４楕円形Ｎ－４５°－ＷＨ２ａ４４１８

―人為平坦段状５７１．８６×１．６４楕円形Ｎ－４７°－ＷＧ２ｊ８４１９

―人為皿状直立
緩斜４９０．８４×０．８０不定形Ｎ－４８°－ＷＨ２ｂ７４２０

ＳＫ４２５→本跡―人為平坦外傾２９０．７０×０．６０不整楕円形Ｎ－７０°－ＥＨ２ａ１４２３

―人為平坦外傾２５０．６４×０．５６楕円形Ｎ－３５°－ＷＨ２ｂ１４２４

本跡→ＳＫ４２３縄文土器，石器人為平坦直立２０（１．２４）×０．４０　［楕円形］Ｎ－２６°－ＥＨ２ａ１４２５

―自然平坦外傾４１０．４５×０．４３円形Ｎ－７９°－ＷＨ２ｆ３４２６

―人為皿状外傾３８０．６８×０．５５長方形Ｎ－１３°－ＥＨ２ｆ１４２７

―人為皿状直立５８０．６８×０．４０不整楕円形Ｎ－３７°－ＷＨ１ｆ８４２９

―人為皿状緩斜２９０．７０×０．５３楕円形Ｎ－１６°－ＷＧ２ｊ３４３０

―人為皿状緩斜２１１．２８×０．６４不整楕円形Ｎ－７９°－ＥＧ２ｊ３４３２

―人為皿状直立３２０．２３×０．１９楕円形Ｎ－４５°－ＷＨ２ｃ７４３３
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第１６４図　第２号ピット群実測図
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（７）ピット群

第２号ピット群（第１６４図）

　調査区�区中央部のＥ４ｉ１～Ｅ４ｉ２区に，６か所のピットが検出された。標高１２．３�の台地平坦部に位置し，

平面形は長径１９～２５�の円形または楕円形で，深さは１０～３７�である。時期は，不明である。

第４号ピット群（第１６５図）

　調査区�区中央部のＨ２ｅ１～Ｈ２ｆ２区に，５か所のピットが検出された。標高１０．９�の台地平坦部に位置し，

平面形は長径２８～４８�の円形または楕円形や，長軸４０�の方形で，深さは２０～３７�である。時期は，不明であ

る。

表１９　第２号ピット群ピット一覧表

規　　模（�）
形　状位　置ピット

番号

規　　模（�）
形　状位　置ピット

番号
深さ長径×短径深さ長径×短径

１１２２×２０楕円形Ｅ４ｉ１４２３２４×１７楕円形Ｅ４ｉ２１

３７２５×２４円形Ｅ４ｉ１５３１２１×１９楕円形Ｅ４ｉ２２

１０２０×１８楕円形Ｅ４ｉ１６１２１９×１６楕円形Ｅ４ｉ１３

備　　　考
重複関係（古→新）出 土 遺 物覆土底面壁面

規　模（�，深さは�）
平面形長径（軸）方向位　置番号

深さ長径（軸）×短径（軸）

石製品人為平坦緩斜２４　１．０９×（０．６１）［楕円形］Ｎ－６°－ＥＩ２ａ１４３４

―自然凸凹緩斜１５０．９２×０．８０楕円形Ｎ－１６°－ＷＩ１ｂ０４３５

ＳＤ４６→本跡―人為凸凹緩斜５２　１．４０×（０．６０）不定形―Ｇ２ｇ４４３６

―自然皿状外傾４１０．８７×０．７６楕円形Ｎ－１８°－ＥＩ２ａ１４３９

―人為凸凹緩斜４９（２．７０）×（０．３４）［長方形］―Ｇ２ｇ４４４０

―人為平坦緩斜１００．３９×０．３８円形Ｎ－０°Ｇ２ｊ３４４１

ＳＩ１→本跡―人為凸凹外傾４８０．８６×０．５８隅丸長方形Ｎ－７５°－ＥＩ２ｂ１４４３

本跡→ＳＫ３９０―人為皿状直立４５０．３０円形Ｎ－０°Ｈ２ｅ５４４４

―人為皿状外傾５２０．３５×０．３２円形Ｎ－４３°－ＷＨ２ｅ６４４５
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第１６５図　第４号ピット群実測図

A'A

A
'

A

C'C

C'

C

E'EE
'

E
B'B

B'

B

D'D

D
'

D

11.2m

P5

H2f2

P3

P2

P1

P4

0 2m

第５号ピット群（第１６６・１６７図）

　調査区�区南部のＨ２ｈ１～Ｈ２ｊ４区に，１８か所のピットが検出された。標高１０．９�の台地平坦部に位置し，

平面形は長径２３～６５�の円形または楕円形で，深さは１１～７０�である。時期は，不明である。

表２０　第４号ピット群ピット一覧表

規　　模（�）
形　状位　置ピット

番号

規　　模（�）
形　状位　置ピット

番号
深さ長径×短径深さ長径（軸）×短径（軸）

３７４８×３６楕円形Ｈ２ｅ２４２０３６×３５円形Ｈ２ｅ２１

２４２８×２４楕円形Ｈ２ｆ１５３５３２×２４楕円形Ｈ２ｅ２２

２７４０×３７方形Ｈ２ｅ２３

表２１　第５号ピット群ピット一覧表

規　　模（�）
形　状位　置ピット

番号

規　　模（�）
形　状位　置ピット

番号
深さ長径×短径深さ長径×短径

４２３５×３２円形Ｈ２ｉ２１０３１４０×３９円形Ｈ２ｈ２１

１７２３×２０楕円形Ｈ２ｉ２１１３０３７×３２楕円形Ｈ２ｈ３２

４９３３×２５楕円形Ｈ２ｉ２１２２１３８×３４楕円形Ｈ２ｈ４３

３６３５×２４不定形Ｈ２ｉ２１３５５４７×３６楕円形Ｈ２ｈ３４

３３３８×３７円形Ｈ２ｉ３１４４４５２×４２楕円形Ｈ２ｈ３５

４３４０円形Ｈ２ｉ３１５５９６５×５０楕円形Ｈ２ｈ３６

４２　４６×（３５）［楕円形］Ｈ２ｉ３１６４５４３円形Ｈ２ｈ３７

３５３３×３２円形Ｈ２ｊ１１７１１３３×２７楕円形Ｈ２ｈ４８

１５３５×３３円形Ｈ２ｊ１１８７０３６円形Ｈ２ｉ２９
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第１６６図　第５号ピット群実測図（１）
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第１６７図　第５号ピット群実測図（２）
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（８）遺構外出土遺物（第１６８・１６９図）

　　　遺構に伴わない主な遺物については，実測図と出土遺物観察表で紹介した。

備考出土位置手法の特徴焼成色調胎土底径器高口径器種種別番号

３０％調査区�区
表採ロクロナデ　底部糸切痕　口辺部火熱痕普通橙長石・雲母［５．２］１．６［８．８］小皿土師質土器１４６

遺構外出土遺物観察表（第１６８・１６９図）

備考出土位置
製作

印・銘
など

装飾
成形・
調整

胎土色
釉薬色底径器高口径器種種別番号

製作年代製作地装飾特徴文様絵付／釉薬

４０％　ＰＬ２７表土１８世紀中葉瀬戸・
美濃系――内：―　　　　

外：削り花模様
―
灰釉

ロクロ
脚貼付

浅黄
黄褐９．０７．５［１１．２］香炉陶器１４７

備考出土位置手法の特徴焼成色調胎土底径器高口径器種種別番号

中期後葉　ＰＬ２０ＳＤ４１
覆土中

口辺部磨き　体部外面単節ＬＲ施文　口辺部・体
部内面磨き普通にぶい橙長石・雲母・小礫―（４．２）―深鉢縄文土器ＴＰ６

後期　ＰＬ２０ＳＤ８
覆土中

口辺部ナデ　体部外面ナデ→櫛描き文　体部内
面ナデ普通灰白長石・石英・雲母―（３．０）―深鉢縄文土器ＴＰ７

後期　ＰＬ２０ＳＥ２
覆土中

口辺部突起に刺突　体部外面単節ＲＬ施文→ナデ
口辺部・体部内面磨き普通橙長石・石英・雲母―（４．８）―深鉢縄文土器ＴＰ８

後期ＳＥ１０
覆土中外面縄文ＲＬ→磨消　内面摩耗普通橙長石・石英・雲母―（４．１）―深鉢縄文土器ＴＰ９

後期～晩期　ＰＬ２０ＳＥ１０
覆土中

粗製土器　口辺部隆帯貼付→指頭押圧　体部外面櫛描
き文　口辺部内面ナデ　体部内面ナデ・ヘラナデ不良にぶい橙長石・石英・雲母―（５．３）―深鉢縄文土器ＴＰ１０

後期～晩期　ＰＬ２０ＴＭ１
覆土中

外面隆帯に単節ＲＬ施文→磨き→連続刺突文・押
引文　内面磨き普通にぶい赤褐長石・石英・雲母―（４．６）―深鉢縄文土器ＴＰ１１

後期～晩期　ＰＬ２０ＳＤ１５
覆土中外面櫛描き文→沈線→ナデ　内面ナデ普通にぶい橙長石・石英・雲母―（４．２）―深鉢縄文土器ＴＰ１２

後期～晩期第１号廃棄土坑
覆土中

口辺部・体部外面ナデ→沈線　口辺部内面ナデ
体部内面磨き普通橙長石・石英―（２．６）―深鉢縄文土器ＴＰ１３

後期～晩期　ＰＬ２０調査区�区
表採

口辺部連続刺突文　体部外面ナデ　口辺部・体部
内面ナデ普通にぶい黄橙長石・石英・雲母―（５．２）―深鉢縄文土器ＴＰ１４

晩期　ＰＬ２０ＳＡ１
覆土中

口辺部突起貼付　口辺部・体部外面ナデ→単節Ｒ
Ｌ施文→沈線　口辺部・体部内面ナデ普通赤褐長石・雲母―（４．５）―深鉢縄文土器ＴＰ１５

晩期　ＰＬ２０ＰＧ３
覆土中

口辺部・体部外面突起貼付　外面隆線→刻み　内
面磨き良好橙長石・雲母―（５．３）―深鉢縄文土器ＴＰ１６

晩期　ＰＬ２０第１号廃棄土坑
覆土中

口辺部ナデ　体部外面ナデ→沈線　内面ナデ
ヘラナデ普通橙長石・雲母・小礫―（３．７）―深鉢縄文土器ＴＰ１７

晩期第１号廃棄土坑
覆土中外面磨き→隆帯に単節ＲＬ施文→沈線　内面ナデ普通にぶい黄橙長石・石英―（４．４）―深鉢縄文土器ＴＰ１８

晩期　ＰＬ２０第４号廃棄土坑
覆土中外面単節ＲＬ→沈線→磨き　内面ナデ普通橙長石・石英・雲母―（４．１）―深鉢縄文土器ＴＰ１９

調査区�区
表採ロクロナデ　外面波状文・沈線普通橙長石―（７．８）［２５．６］鉢土師質土器ＴＰ２０
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第１６８図　遺構外出土遺物実測図（１）
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第１６９図　遺構外出土遺物実測図（２）
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備考出土位置特徴胎土重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２１調査区�区
表土人　裏面ナデ長石（１２．１）０．７２．４２．６泥面子ＤＰ１８

ＰＬ２１ 調査区�区
表土鬼　裏面ナデ長石８．３３．０２．２２．６泥面子ＤＰ１９

備考出土位置特徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２１調査区�区
表土無茎鏃　両面押圧剥離調整チャート１．９０．５２．２３．４鏃Ｑ２５

ＰＬ２１ＳＢ２
埋土中分銅型　刃部摩滅安山岩（５１４．０）４．２９．４（１５．１）打製石斧Ｑ２６

ＰＬ２１ＳＫ１４０
覆土中分銅型　刃部摩滅安山岩１３６．４１．６６．４１１．８打製石斧Ｑ２７

ＰＬ２１ＳＥ４
覆土中器面研磨　基部の先端欠損変質安山岩（８７．１）１．６４．７（６．２）磨製石斧Ｑ２８

凹み石転用
ＰＬ２２

第１号製鉄
遺構覆土中表面砥面化　凹み１か所　裏面に凹み１０か所安山岩（１７６０）７．６（１６．７）（１５．６）石皿Ｑ２９

ＰＬ２２ ＳＢ１
埋土中１面にすり痕安山岩３４９．０４．９５．９７．４磨石Ｑ３０

備考出土位置特徴材質初鋳年重量孔幅径銭種番号

ＰＬ２４調査区�区
表土表面　「十銭」「菊紋」　裏面　「大正十一」の紀年銘銅１９２２３．１０．５２．２十銭Ｍ７６
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第４節　 ま と め

１　はじめに

　同所新田遺跡は，今回の調査で，古墳時代の方形周溝墓１基，平安時代の住居跡１軒，中・近世の掘立柱

建物跡６棟，柵跡５列，製鉄遺構１基，溝跡２９条，井戸跡４基，溜め井跡８基，廃棄土坑４基，土坑４９基，

ピット群４か所，時期不明の掘立柱建物跡１棟，柵跡１列，溝跡２１条，道路跡１条，井戸跡６基，土坑２２１

基，ピット群３か所が確認された。この結果から，古墳時代，平安時代，中世，近世の複合遺跡であること

が明らかになった。ここでは，各時代の様相と近世の製鉄関連施設について述べ，まとめとする。

２　各時代の様相（第１７０図）

（１）古墳時代

　調査区�区の北部に，内法が東西軸４．９�，南北軸６．２�，外法が東西軸６．３�，南北軸７．９�で，主体部

が撹乱を受けている方形周溝墓が１基確認されているが，その周囲に同時期の集落は確認されていない。

方形周溝墓から出土した遺物は，４世紀前半に比定される底部穿孔された壺形土器で，北西コーナー部の

覆土上層から出土している。立花実氏の周溝覆土上層から出土した土器についての想定から１），本跡から

出土した壺形土器は，埋まりかけた周溝内で，方形周溝墓における最終的な祭祀が行われた際に使用され，

そのまま廃棄されたものと推測される。

（２）平安時代

　調査区�区の南部に，焼失住居と想定される住居跡１軒が確認されている。住居内の竈の残存状態は非

常に悪く，袖の上部は壊されており，床面には炭化物と焼土が広まっている。また，平面形凸状の掘り方

が竈から中央部にかけて確認されている。

（３）中世

　中世の遺構は，調査区�区の中央部に溝跡２条，井戸跡１基が確認されている。第３８号溝跡と第４５号溝

跡によって中央部がコの字状に区画され，第８号井戸跡は，その区画外（南西側）に位置している。いず

れの遺構からも，中世に比定される常滑系の陶器片が出土していることから，同時期に機能していたと考

えられる。調査区域外に同時期の遺構が広まっている可能性もあるが，詳細は不明である。

（４）近世

　近世の遺構は，調査区�・�区にわたって，掘立柱建物跡６棟，柵跡５列，製鉄遺構１基，溝跡２７条，

井戸跡３基，溜め井跡８基，廃棄土坑４基，土坑４９基，ピット群４か所が確認されている。ここでは，

陶・磁器片により，１７世紀代，１８世紀後半から１９世紀初頭，１９世紀代の三期に区分された遺構を中心に述

べていく。

　１７世紀代は，調査区�区の南側に確認されている溝跡や井戸跡が中心で，第１～５号溝跡や第１・２号

溜め井跡が挙げられ，水の貯水などが行われていたと想定される。

　１８世紀後半から１９世紀初頭にかけては，主に製鉄生産に関わる遺構で構成され，当遺跡の最盛期になる。

小鍛治工房と想定される第１号掘立柱建物跡，製鉄生産が行われていた第１号製鉄遺構，第１号掘立柱建

物跡と第１号製鉄遺構から検出された同質の砂鉄が出土している第６・１１～１３・２３号溝跡，倉庫と想定さ

れる第２号掘立柱建物跡，溜め井の上部構造と考えられる第５号掘立柱建物跡，多量の陶磁器片や鉄製品・

砥石などが廃棄された第１０号井戸跡や４基の廃棄土坑などが挙げられる。
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第１７０図　同所新田遺跡遺構配置図（時期別）
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　１９世紀代になると，調査区�区では第２・３号掘立柱建物跡や第２号柵跡，その周辺に焼土が投げ捨て

られていた第２７３号土坑が位置している。北部の廃棄土坑の確認面付近から，近世末から明治にかけての

陶器や磁器が出土していることから，廃棄場として利用されていたものと想定される。焼土や陶器・磁器

などが廃棄された状況から，製鉄生産が途絶えたものの，生活の場としては機能していたと推測される。

調査区�区では，中央部に第６号掘立柱建物跡や第３５Ａ・３５Ｂ・３６号溝跡が位置しているが，付近に同時

期の遺構が確認されていないため，詳細は不明である。

３　近世の製鉄関連施設について

　当遺跡の最盛期である１８世紀後半に，製鉄生産に関わる遺構が調査区�区に集中して確認されている。そ

れらの遺構について，鉄器生産から廃棄に至る過程を考察して性格を明らかにし，場についても検討してい

くことにする。

　始めに，原料の砂鉄を木炭の燃焼によって還元する「製錬」が行われる。砂鉄が検出された遺構は確認さ

れているが，製錬遺構は確認されていない。砂鉄は，第１号掘立柱建物跡の炉，第６・１１～１３・２３号溝跡な

どから検出されている。製品を作る場として機能していた工房（掘立柱建物跡）の炉から検出した砂鉄の利

用方法は不明だが，溝跡内から検出された砂鉄は，水を流して砂鉄を得る過程で堆積したものと想定される。

　次に，製錬で得られた銑鉄から炭素を取り出して鋼を得る「精錬鍛冶（大鍛冶）」が行われる。この過程

に関連する遺構は，覆土中層にかけて直線的に砂が充填されている第１号製鉄遺構が該当する。埋めこまれ

た砂は防湿をするための工法と考えられる。また，周囲にピットが確認されていないことから，屋外の生産

施設の下部構造のみが遺存している遺構と考えられる。出土遺物は，精錬鍛冶をするために利用された細い

羽口や，その作業の過程で発生した椀状滓が出土している。

　生産過程の最後として，精錬から得られた鋼を加熱や鍛打により，鉄器・鉄製品を作る「鍛錬鍛冶（小鍛

治）」が行われる。その過程に該当する遺構は，第１号掘立柱建物跡と考えられる。屋内の中心からは，炉

が１か所，溝が４条確認されている。炉では鉄製品が生産され，炉付近にある溝は貯水，周囲に位置する第

１１・２０号溝跡に連結する溝は汚水を排水したものと想定される。また，第１号掘立柱建物跡は，東側から南

側にかけてＬ字状に第１号柵跡によって遮蔽されていることから，西側から人の出入りが行われていたもの

と推測される。

　製品は，第１号掘立柱建物跡と遺構が確認されていない空白地を挟んで反対側に位置している桁行３間，

梁行１間の第２号掘立柱建物跡で管理されたことが想定される。本跡は北側から西側にかけて第４号柵跡に

より遮蔽され，南側を第２０号溝跡に区画されており，人の出入りが制限されていた状況が見られる。

　製品生産に必要な水の供給や貯水として機能していたのは，第１号掘立柱建物跡の北側に位置している第

２号井戸跡で水が供給され，第２号掘立柱建物跡の南西側に位置している第５号掘立柱建物跡内に構築され

た３基の溜め井跡や，掘立柱建物跡３棟の周辺に位置している３基の溜め井跡で，貯水がなされたと想定さ

れる。

　廃棄場は，第１号掘立柱建物跡の北側にかけて３か所確認されている。１か所は，第２号井戸跡の北側に

位置している第２～４号廃棄土坑が該当する。出土遺物は，陶器・磁器製の食器や容器などの生活用品を中

心に，鉄製品，砥石などが廃棄されている。２か所目は，調査区�区の最北端に位置している第１０号井戸跡

である。本跡には，上端から底部にかけて螺旋状のスロープが確認されている。この形状の井戸は，東京都

羽村市で同形状の井戸跡が確認されていることから，まいまいず井戸と想定される。井戸としての機能を終
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第１７１図　製鉄関連遺構配置図
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えた後，底面から覆土中層にかけてローム土で埋められ，廃棄場として機能したものと考えられる。本跡は，

当遺跡内で最も多く遺物が出土しており，中でも特徴的なことは，釘５４４点，刀子１０８点，砥石８６点，鉄滓２１

点，椀状滓２３点などが，日常生活で使用される土器・陶磁器よりも多く出土していることが挙げられる。３

か所目は第１号廃棄土坑である。遺物点数は，当遺跡内では第１０号井戸跡に次いで出土しており，陶器製の

鬢盥や銅製品の鏡といった結髪道具や化粧道具などの遺物も出土している。また，第１０号井戸跡や第１号廃

棄土坑からは，１９世紀代から生産が始まる瀬戸産の磁器や，相馬焼の陶器などが出土しており，１８世紀後半

以後も，廃棄場として利用されていたと想定される。

　ここまで，鉄生産に関わる遺構や鉄生産に付随して機能していた遺構（鉄製品を納める倉庫，水の供給・

貯水，廃棄場）を整理してきた。そこで，整理した遺構の位置関係や鉄生産過程から，調査区�区内におけ

る配置がどのようなものであったのかを考えると，次のようになる（第１７１図）。

　調査区�区の北西側（北西部のエリア外沿い）に，鋼を得るための第１号製鉄遺構，鉄製品を生産する第

１号掘立柱建物跡など鉄生産に係わる遺構が分布していることから，この地区は鉄製品を作るまでの作業場

として機能していたと想定される（第１７１図－�）。次に，倉庫へ搬入する前に製品として仕上げるための工

房（鉄製品を研ぐなど）の存在が推測され，その工房に該当するのは，鉄製品を研ぐためなどに必要な水を

貯水し，雨や風を遮るための上部構造がある第５号掘立柱建物跡の可能性が高い（第１７１図－�）。遺構空白

地帯の先にある第２号掘立柱建物跡は，仕上がった鉄製品を建物内に納めていた保管倉庫（第１７１図－�）

と想定される。鉄生産過程や日常生活で生じた廃棄物は，第１号掘立柱建物跡から調査区�区の北端へ向か

うほど廃棄物が多くなることから，この範囲内は廃棄場として（第１７１図－�）として機能していたと想定

される。調査区�区の遺構空白地帯（第１７１図－�）は，生産場，仕上げ場，保管場に挟まれていることか

ら，３つの場を行き来するための通り路，遺構空白地帯の縁辺に位置している井戸や溜め井を利用した汚れ

の洗浄・乾燥の場や，保管製品などの点検場などの可能性が考えられ，様々な用途に利用されていた空間と

想定される。

４　鉄製品の供給について

　調査区�区内に位置している遺構を通して，当遺跡内における空間についての機能を示してみた。最後

に，歴史的環境を踏まえながら，当遺跡で生産された鉄製品の供給について想定する。

　当遺跡内で出土した鉄製品は，釘，刀子，小太刀，包丁，鎌，鑿，鎹などがあり，出土遺物点数から接合

具である釘が主力製品と考えられ，そのほかに刀子などの工具などが生産されていたものと考えられる。

　１８世紀後半の当遺跡付近には，利根川の対岸に位置し，奥州から江戸へと結ぶ輸送経路の成立によって江

戸期に繁栄していた境河岸がある。１７３７年頃には，境町周辺地域の村々から生産された農産物が，江戸の 蔬 
そ

 菜 供給を支える大市場である神田市場と千住市場に供給する経路が確立されており，江戸へ供給する品物
さい

は，農産物が主流であった２）。

　また，視点を変えてみると，１７８３年に浅間山の噴火から発生した火山灰が原因で，利根川など関東の主要

な河川の河床が上昇して水害が続発する地となり，堤防工事が多くなったことが分かる。その１例として

は，１７８５年に，境町の百戸村や金岡村を利根川から守るために堤防の修復普請が行われていることが挙げら

れる３）。

　１８世紀後半のみという一過性な鉄生産活動がなされている当遺跡の状況と，その当時の地域性や出来事を

合わせると，江戸などの他地域へと供給するのではなく，当遺跡周辺で水害による被害にあった地域の復興
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のために供給されていたと想定される。

　　

５　おわりに

　以上，遺跡内における各時代の様相，１８世紀後半に鉄生産が行われた製鉄関連施設について，生産された

鉄製品の供給先についてに焦点をしぼってまとめてみた。それら３つの焦点の中で，いくつかの特徴が得ら

れたと思われるが，工人集団の詳細や，当遺跡付近を治めていた関宿藩との関わりなどといった景観復元ま

で至ることができなかった。今後の発掘調査や文献史学的研究からの景観復元に期待したい。

註）

１）立花実氏は，「完形，または半完形の土器が転がったような状態で出土する場合と，数多くのさまざまな土器が破片で出土

する場合に大別」でき，「前者についてはほとんどが壺であること，底部穿孔がなされたものがあること，土器の個体数は

けして多くないこと」などの特徴を挙げ，「方形周溝墓築造以後に祭祀に使用された可能性がある」ものとして想定している。

２）『下総境の生活史　図説・境の歴史』　ｐｐ．１５６－１５７

３）『下総境の生活史　図説・境の歴史』　ｐｐ．１４６－１４７
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ＪＦＥテクノリサーチ株式会社
分析・評価事業部

埋蔵文化財調査研究室

１　はじめに
　茨城県猿島郡五霞町小福田に所在する同所新田遺跡から出土した鉄関連遺物について，学術的な記録と今後
の調査のための一環として化学成分分析を含む自然科学的観点での調査を依頼された。調査の観点として，出
土鉄滓の化学成分分析，外観観察，ミクロ組織観察，資料の製造工程上の位置づけおよび始発原料などを中心
に調査した。その結果について報告する。

２　調査項目および試験・観察方法
（１）調査項目　　　調査資料の記号，出土遺構・注記および調査項目を表１に示す。
（２）調査方法
（�）重量計測，外観観察および金属探知調査
　資料重量の計量は電子天秤を使用して行い，少数点２位で四捨五入した。各種試験用試料を採取する前に，
資料の外観を�単位まであるスケ－ルを同時に写し込みで撮影した。資料の出土位置や資料の種別等は提供さ
れた資料に準拠した。
　着磁力調査については，直径３０�のリング状フェライト磁石を使用し，６�を１単位として３５�の高さから
吊した磁石が動きは始める位置を着磁度として数値で示した。遺物内の残存金属の有無は金属探知機（ＭＣ：
metal checker）を用いて調査した。金属検知にあたっては参照標準として直径と高さを等しくした金属鉄円柱
（１．５�φ×１．５�Ｈ，２．０�φ×２．０�Ｈ，５�φ×５�Ｈ，１０�φ×１０�Ｈ，１６�φ×１６�Ｈ，２０�φ×２０�Ｈ，
３０�φ×３０�Ｈ）を使用し，これとの対比で金属鉄の大きさを判断した。

（�）化学成分分析
　化学成分分析は鉄鋼に関するＪＩＳ分析法に準じて行っている。
・　全鉄（Ｔ．Ｆｅ）：三塩化チタン還元－二クロム酸カリウム滴定法。
・　金属鉄（Ｍ．Ｆｅ）：臭素メタノール分解－ＥＤＴＡ滴定法。
・　酸化第一鉄（ＦｅＯ）：二クロム酸カリウム滴定法。
・　酸化第二鉄（Ｆｅ２Ｏ３）：計算。　・化合水（Ｃ．Ｗ．）：カールフィッシャー法。
・　炭素（Ｃ），イオウ（Ｓ）：燃焼－赤外線吸収法。
・　ライム（ＣａＯ），酸化マグネシウム（ＭｇＯ），酸化マンガン（ＭｎＯ），酸化ナトリウム（Ｎａ２Ｏ），
　　珪素（Ｓｉ），マンガン（Ｍｎ），リン（Ｐ），銅（Ｃｕ），ニッケル（Ｎｉ），コバルト（Ｃｏ），
　　アルミニウム（Ａｌ），ヴァナジュム（Ｖ），チタン（Ｔｉ）：ＩＣＰ発光分光分析法。
・　シリカ（ＳｉＯ２），アルミナ（Ａｌ２Ｏ３），酸化カルシウム（ＣａＯ），酸化マグネシウム（ＭｇＯ），
　　二酸化チタン（ＴｉＯ２），酸化リン（Ｐ２Ｏ５），酸化カリウム（Ｋ２Ｏ）：ガラスビード蛍光Ｘ線分析法。
　　但しＣａＯ，ＭｇＯ，ＭｎＯは含有量に応じてＩＣＰ分析法またはガラスビード蛍光Ｘ線分析法を選択。
・　酸化ナトリウム（Ｎａ２Ｏ）：原子吸光法。
　なお，鉄滓中成分は，１８成分（全鉄Ｔ．Ｆｅ，金属鉄Ｍ．Ｆｅ，酸化第一鉄ＦｅＯ，酸化第二鉄Ｆｅ２Ｏ３，シリカＳｉＯ２，
アルミナＡｌ２Ｏ３，ライムＣａＯ，マグネシアＭｇＯ，酸化ナトリウムＮａ２Ｏ，酸化カリウムＫ２Ｏ，二酸化チタンＴｉＯ２，
酸化マンガンＭｎＯ，酸化リンＰ２Ｏ５，コバルトＣｏ，化合水Ｃ．Ｗ．，炭素Ｃ，ヴァナジウムＶ，銅Ｃｕ）を化学分
析している。分析は各元素について分析し，酸化物に換算して表示している。
　羽口・胎土成分は，１３成分（全鉄Ｔ．Ｆｅ，酸化鉄ＦｅＯ，シリカＳｉＯ２，アルミナＡｌ２Ｏ３，ライムＣａＯ，マグネシ
アＭｇＯ，化合水Ｃ．Ｗ．，灼熱減量Ｉｇ． Ｌｏｓｓ，二酸化チタンＴｉＯ２，酸化マンガンＭｎＯ，酸化ナトリウムＮａ２Ｏ，
酸化カリウムＫ２Ｏ，炭素Ｃ，）を化学分析している。なお，粘土については産地検討のためルビジュウムＲｂと
ストロンチュウムＳｒについても分析した。

同所新田遺跡出土鉄滓等の分析調査（抜粋）



　鉄製品中成分の化学分析は，１３成分（炭素Ｃ，シリコンＳｉ，マンガンＭｎ，リンＰ，イオウＳ，銅Ｃｕ，ニッ
ケルＮｉ，コバルトＣｏ，アルミニウムＡｌ，ヴァナジウムＶ，チタンＴｉ，カルシウムＣａ，マグネシウムＭｇ）を
化学分析している。

（�）顕微鏡組織観察
　資料の一部を切り出し樹脂に埋め込み，細かい研磨剤などで研磨（鏡面仕上げ）する。炉壁･羽口･粘土な
どの鉱物性資料については顕微鏡で観察しながら代表的な鉱物組織などを観察し，その特徴から材質，用途，
熱履歴などを判断する。滓関連資料も炉壁･羽口などと同様の観察を行うが特徴的鉱物組織から成分的な特徴
に結びつけ製・精錬・鍛造工程の判別，使用原料なども検討する。金属鉄はナイタール（５％硝酸アルコール
液）で腐食後，顕微鏡で観察しながら代表的な断面組織を拡大して写真撮影し，顕微鏡組織および介在物（不
純物，非金属鉱物）の存在状態等から製鉄・鍛冶工程の加工状況や材質を判断する。原則として１００倍および４００
倍で撮影を行う。必要に応じて実体顕微鏡（５倍～２０倍）による観察もする。

（�）ＥＰＭＡによる観察
　真空中で試料面の直径１μｍ程度の範囲に焦点をあて，高速度（５～３０ｋＶ）の電子線を照射すると試料面か
ら二次電子，反射電子，特性Ｘ線などが発生する。その特性Ｘ線の波長および強度を測定することにより，存
在する元素の定性あるいは定量分析を行う。電子線マイクロプローブＸ線アナライザー（ＥＰＭＡ）という。試
料表面の微小部分（２００μｍ程度以下の範囲）に存在する元素の濃度分布を測定できる。光学顕微鏡による視野
（１４０～５６０倍，５００μｍ）を同時に観察できる。

３　調査結果および考察
　分析調査結果を図表にまとめて１８３頁～１８５頁に示す。表１に調査資料と調査項目をまとめた。表２～表４に
資料の化学成分分析結果を，表５，表６にＥＰＭＡ成分分析結果をそれぞれ示す。全資料の外観写真を１８６頁に，
砂鉄と鉄滓の顕微鏡ミクロ組織を１８６頁に，金属鉄の顕微鏡組織を１８７頁に示す。ＥＰＭＡのカラーマッピングと
定性分析結果を１８７・１８８頁に示す。
　鉱物組織の英文，化学式は一括して「５　参考」に示した。
　各資料の調査結果をまとめ，最も確からしい推定結果を最後にまとめる。以下，資料の番号順に述べる。

資料番号�１　砂鉄，着磁度：（中），ＭＣ：なし
外観：外観を外観写真に示す。黄土色の小さな粒状化した泥の様に見える砂鉄である。十分水洗しても写真に
みられるように色はあまり変わらず，やや黒みが増す程度である。黒色の浜砂鉄などに比べ着磁はやや弱い。
磁選分離を試みたが分離せず，風化が十分進んでいない花崗岩の風化鉱物を随伴した砂鉄と思われる。着磁度
は測定できないが中程度の着磁がある。メタル反応はない。
顕微鏡組織：組織写真１－１，１－２に１００倍と４００倍の顕微鏡組織を示す。乳白色の砂鉄粒子に石英などが付
着・随伴している。花崗岩の風化が十分でなく砂鉄の分離が十分に進んでいないものと思われる。また，写真
には撮影していないが泥や石英とみられる夾雑物も多く存在している。ＴｉＯ２を多く含む砂鉄に見られる格子
模様を示す組織は観察されず，ＴｉＯ２はあまり高くないと思われる。
化学成分：化学成分分析結果を表２に示す。外観からも予想されたように全鉄（Ｔ．Ｆｅ）が２７．４％と低く，代
表的な不純物であるＳｉＯ２は３２．３％とＴ．Ｆｅよりも高い。高品位な砂鉄ではない。ＦｅＯは１０．１％，Ｆｅ２Ｏ３は２８．０％
でＦｅ２Ｏ３とＦｅＯの比率は２６．５：７３．５である。ＴｉＯ２は４．９９％含まれている。この砂鉄の品質を検討するために化
学成分（酸化チタン，全鉄，酸化マンガン）の関係を図１～図３に示した。図１に造滓成分量（ＳｉＯ２＋Ａｌ２Ｏ３＋
ＣａＯ＋ＭｇＯ＋Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ）とＴ．Ｆｅの関係を示す。全国の砂鉄に比べても鉄分が低く，造滓成分量が非常に高
い特徴がある。顕微鏡組織で夾雑物が多く，珪石などの花崗岩由来の鉱物の分離が十分でなかった観察結果と
一致する。図２にＴｉＯ２とＴ．Ｆｅの関係を示すが同じくＴ．Ｆｅの低い側にある。本砂鉄の風化が進み，Ｔ．Ｆｅが
５５％～６０％位まで濃化したと仮定するとＴｉＯ２は１０％～１０．９％位まで上昇し，関東地方（栃木，茨城，千葉）の
砂鉄とほぼ同じ位置になる。図３はＭｎＯ／ＴｉＯ２とＴｉＯ２／Ｔ．Ｆｅの関係を示す図で，土砂や夾雑物の影響を受けな
い指標である。この図においても関東地方の砂鉄とほぼ同位置にあり，基本的にはこれらの砂鉄と同質と推察
される。図４は砂鉄を代表する成分であるＶとＴｉＯ２をＴ．Ｆｅで基準化して，夾雑物などの影響を受けない指標
として検討する図である。茨城・千葉の砂鉄とほぼ同じ位置にあり，中国地方の赤目砂鉄よりもＴｉＯ２が高い。

－　　－178
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　以上の結果を総合的に考えると本資料は花崗岩の風化鉱物との分離が十分に進んでいないＴ．Ｆｅが低くＳｉＯ２
などの夾雑物が多い砂鉄と位置づけられる。関東地方（栃木，茨城，千葉）の砂鉄と同系統ではないかと思われる。

資料番号�２　鍛造剥片（⇒銹化鉄薄片），着磁度：なし，ＭＣ：なし
外観：外観を外観写真に示す。重量０．１２２８ｇ，長さ７．６�，幅５．５�，厚さ１．６�。　通常の鍛造剥片に比べ厚み
が厚く，両面とも土砂が付着している。灰汁やわら灰などを塗布して，鍛打し生成した剥片ののようにみえる。
着磁はなく，メタル反応はない。
顕微鏡組織：顕微鏡組織を組織写真２－１，２－２に示す。典型的なゲーサイト（Goethite：α－ＦｅＯＯＨ）など
の銹化鉄組織で，雲がかかった様にぼんやりした乳白色を呈し，銹化膨張による亀裂などが入っている。薄い
鉄が銹化したものと判断できる
　本資料は薄い鉄片が銹化したものである。

資料番号�３　椀型滓，着磁度：２，ＭＣ：なし
外観：外観を外観写真に示す。重量４１．８ｇ，長さ３４．６�，幅３１．５�，厚さ２４．８�。割欠面が２つある椀型滓の
周縁部の破片である。上側半分はよく溶け緻密であるが，下側半分は炉床の水分と反応，あるいは水蒸気の発
生によると思われるが激しく発泡している。滓そのものは黒色である。滓としての性格を残していると思われ
る緻密な部分から調査資料を採取する。着磁度は２で弱く，メタル反応もない。
顕微鏡組織：滓部分の顕微鏡組織を組織写真３－１～３－３に示す。写真３－１，３－２，３－３の１００倍の
写真にみられるように本資料はガラス質の多い滓に鍛造剥片（写真３－１，３－２）や粒状滓（写真３－３）
が溶けていることが明瞭にわかる。写真３－１では鍛造剥片が十分溶けきらずにその痕跡を明確に残し，周囲
の滓はファイヤライトとガラス質からなっている。鍛造剥片そのものは乳白色で繭玉状のウスタイト（Wus-
tite：ＦｅＯ）凝集組織である。写真３－２では鍛造剥片が痕跡をのこし，炉壁などのガラス化しやすい耐火材と
おそらく剥片などの鉄滓とが反応し，同化が進んだとみられる組織になっている。溶解・同化の進んだ部分で
は細い棒状や繭玉状のウスタイトとガラス質になっている。一方，写真３－３では１００倍の写真の下側は粒状
滓と上側の乳白色のウスタイトとその背後の隠れるような棒状のファイヤライトからなる滓とが反応・同化仕
掛けている。粒状滓は４００倍の写真にみられるように乳白色のウスタイトとその陰に隠れるような棒状のやや
褐色を帯びたファイヤライトからなっている。顕微鏡観察結果は本資料がガラス質の滓と鍛造剥片，粒状滓な
どの鍛錬鍛冶系の滓が反応して生成したことを示している。
化学成分：化学成分分析結果を表２に示す。全鉄５５．７％に対して金属鉄は０．３２％と少量の金属鉄が含まれてい
る。ＦｅＯは５９．１％，Ｆｅ２Ｏ３は１３．５％である。ＳｉＯ２は１１．９％でＡｌ２Ｏ３は４．６６％である。結合水は０．２２％で少なく，
ゲーサイトなどの銹化鉄はあまり含まれていないと思われる。ＴｉＯ２は０．３０％と少なく，成分のみでは始発原料
が砂鉄か判断できない。ＣａＯは多く含まれ３．６７％で，ＭｇＯは１．５４％含まれている。ＳｉＯ２に対するＡｌ２Ｏ３は通常
の鉄滓に比べておおく，炉壁や粘土などがガラス質の素になっていると思われる。造滓成分量（ＳｉＯ２＋Ａｌ２Ｏ３＋
ＣａＯ＋ＭｇＯ＋Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ）は２４．０８％である。鉄滓の化学成分の特徴から製鉄工程の位置づけを検討する図
５，６，７で見ると図５，図７ではＴｉＯ２の低い鍛錬鍛冶滓グループの位置あり，図６では鍛錬鍛冶滓としては造
滓成分量が多い位置にある。これは顕微鏡組織で見られたように炉壁や粘土などが反応しているためと思われる。
　以上の結果から，本資料は鍛錬鍛冶工程で生成した炉壁や粘土との反応が多い，鍛造剥片などを多く巻き込
んだ鍛錬鍛冶滓と推察される。始発原料は砂鉄か否かは判断できない。

資料番号�４（Ｍ３９）　２段椀型滓，着磁度：２，ＭＣ：なし
外観：外観を外観写真に示す。重量５８５．３ｇ，長さ１２９．３�，幅１０３．７�，厚さ４３．９�。典型的な２段の椀型滓で
あ，下面はきれいな球面状に湾曲している。上面の半分は酸化土砂と鉄さびにより茶褐色を呈している。滓そ
のものは黒色であるが，光沢はない。下面は炉床の砂礫状の堆積状態を反映し数�大の凹凸になっている。着
磁度は２で，メタル反応はない。２段滓の状態を残すように写真の右下側１／５から試料を採取する。
顕微鏡組織：滓部分の顕微鏡組織を組織写真４－１～４－４に示す。資料の周縁部には組織写真４－１，４－２
に示すように鍛造剥片が多く観察され，資料３と同じ様相を呈している。組織写真４－３では粒状滓が炉壁な
どの胎土に取り込まれ溶融しかけている。資料３と異なり，この写真では粒状滓の周囲は明らかに耐火材や粘
土などが被熱溶融している組織である。組織写真４－４は乳白色のウスタイトが少なく，やや褐色を帯びた
ファイヤライトやガラス質からなる組織で，造滓成分が多い部分である。顕微鏡組織からは本資料は炉壁など



の胎土と鍛造剥片，粒状滓等が反応して生成したことは明らかである。
化学成分：化学成分分析結果を表２に示す。全鉄３８．１％に対して金属鉄は０．３９％と少量の金属鉄が含まれてい
る。ＦｅＯは３９．０％，Ｆｅ２Ｏ３は１０．６％である。ＳｉＯ２は２３．２％，Ａｌ２Ｏ３は８．４３％でいずれも多い。結合水は０．７７％含
まれており，ゲーサイトなどの銹化鉄も存在すると思われる。ＴｉＯ２は０．４６％で，成分のみでは始発原料が砂鉄
か判断できない。ＣａＯは多く含まれ７．３４％で，ＭｇＯは２．７７％含まれている。ＳｉＯ２に対するＡｌ２Ｏ３は通常の鉄滓
に比べておおく，炉壁や粘土などがガラス質の素になっていると思われる。造滓成分量（ＳｉＯ２＋Ａｌ２Ｏ３＋ＣａＯ＋
ＭｇＯ＋Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ）は４６．５６％である。鉄滓の化学成分の特徴から製鉄工程の位置づけを検討する図５，６，７で
見ると図５，図６では鍛錬鍛冶滓から炉壁付着滓の側にずれた位置にあり，図７では鍛錬鍛冶滓グループの位置に
ある。造滓成分量が多い位置のは，顕微鏡組織で見られたように炉壁や粘土などが反応しているためと思われる。
　以上の結果から，本資料は鍛錬鍛冶工程で生成した炉壁や粘土との反応が多い鍛造剥片などを多く巻き込ん
だ鍛錬鍛冶滓と推察される。始発原料は砂鉄か否かは判断できない。

資料番号�５（Ｍ５２）　椀型滓，着磁度：２，ＭＣ：なし
外観：外観を外観写真に示す。重量１７５７．４ｇ，長さ１６８�，幅１３９．７�，厚さ６０�。比較的大きな椀型滓で，上
面には最大で１５�×３０�くらいの木炭痕が明瞭に観察される。凹凸も顕著で中央付近は茶褐色を呈している。
側面の破面でみると発泡しており，気泡は全体に均一な感じを受ける。下面はきれいに湾曲しており，炉床の
砂礫が噛み込んでいる。上面に割れてガラス質光沢の滓がみられるが局部的と思われる。着磁度は２で，メタ
ル反応はない。写真右下の１／５位を直線的に切断し調査試料を採取する。
顕微鏡組織：滓部分の顕微鏡組織を組織写真５－１～５－３に示す。写真５－１の組織は乳白色の繭玉状ウス
タイト（あるいはマグネタイトとの混晶）とその背後に板状のやや褐色を帯びた灰色のファイヤライトからな
る組織で，資料の１／３位を占めている。写真５－２は鍛造剥片が溶融しかけている部分である。写真５－３
はやや大きい粒状滓が観察される。資料３，資料４と同じく鍛造剥片と粒状滓が粘土や耐火材などの胎土と反
応して生成したものと思われる。
ＥＰＭＡ分析：本資料の代表的と考えられる組織写真５－１の組織について約７００倍の倍率下でＥＰＭＡによる分
析調査を行った。視野内の平均的な組成（２００倍で分析）と各鉱物相の定性分析結果を図８～図１６に，分析値を
表５に示す。面分析結果をマッピング写真１に示す。分析位置は図８～図１６に示している。なお，定性分析で
貴金属のＰｔ（白金）とＰｄ（パラジウム）が検出されているがこれは資料表面の電気伝導を確保するため真空蒸
着したＰｔ－Ｐｄ合金が一緒に分析されるためである。全体の分析でみると主要成分はＦｅ，Ｓｉ，Ａｌ，でＣａ，Ｋ，
Ｍｇ等が少量含まれている。表３の化学分析と成分構成の特徴は一致する。始発原料を特定するＴｉは０．２％で
少なく始発原料を砂鉄と特定できない。マッピング写真と分析値からみられるようにウスタイトはほとんど鉄と
酸素で構成され，これにわずかなＳｉ，Ｔｉ等が存在する。ファイヤライトは化学式２ＦｅＯ･ＳｉＯ２に示されるように
Ｆｅ，Ｓｉ，Ｏが主体でこれにＣａやＭｇが濃化している。またガラス質はＳｉＯ２が主体でこれにＡｌやＫが濃化している。
化学成分：化学成分分析結果を表２に示す。全鉄５０．５％に対して金属鉄は０．１７％と少ない。ＦｅＯは４７．５％，
Ｆｅ２Ｏ３は１９．２％である。ＳｉＯ２は１７．７％，Ａｌ２Ｏ３は４．３８％でやや多い。結合水は１．６０％含まれており，ゲーサイト
などの銹化鉄が存在すると思われる。ＴｉＯ２は０．２５％で，成分のみでは始発原料が砂鉄か判断できない。ＣａＯは
多く含まれ３．３３％で，ＭｇＯは１．３８％含まれている。ＳｉＯ２に対するＡｌ２Ｏ３は通常の鉄滓に比べておおく，炉壁や
粘土などがガラス質の素になっていると思われる。造滓成分量（ＳｉＯ２＋Ａｌ２Ｏ３＋ＣａＯ＋ＭｇＯ＋Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ）は
２９．２５％である。鉄滓の化学成分の特徴から製鉄工程の位置づけを検討する図５，６，７で見ると図５，図７で
は鍛錬鍛冶滓に属する位置にあり，図６では鍛錬鍛冶滓としては造滓成分量が多い位置にある。造滓成分量が
多い位置のは，顕微鏡組織で見られたように炉壁や粘土などが反応しているためと思われる
　以上の結果から，本資料は鍛錬鍛冶工程で生成した炉壁や粘土との反応が多い鍛錬鍛冶滓と推察される。始
発原料は砂鉄か否かは判断できない。

資料番号�６　砂鉄，着磁度：（弱），ＭＣ：なし
外観：外観を外観写真に示す。資料�１の砂鉄とよく似ている。黄土色で粒状化した泥の様に見える。水洗し
ても色はあまり変わらず，やや黒みが増す程度である。黒色の浜砂鉄などに比べ着磁はやや弱い。水洗後，磁
選分離を試みたが分離せず，風化は十分進んでいないと思われる。着磁度は測定できないが弱い着磁がある。
メタル反応はない。
顕微鏡組織：組織写真６－１，６－２に１００倍と４００倍の顕微鏡組織を示す。顕微鏡組織は資料�１とほとんど
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同じである。乳白色の砂鉄粒子に石英などの花崗岩の風化鉱物が付着・随伴している。また，写真には撮影し
ていないが泥や石英とみられる夾雑物も多く存在している。
化学成分：化学成分分析結果を表２に示す。成分は資料１とほとんど同じで，同質の砂鉄と考えられる。全鉄
（Ｔ．Ｆｅ）が２．７％と低く，代表的な不純物であるＳｉＯ２は３１．０％とＴ．Ｆｅよりも高い。高品位な砂鉄ではない。ＦｅＯ
は１０．９％，Ｆｅ２Ｏ３は２８．９％でＦｅ２Ｏ３とＦｅＯの比率は２７．４：７２．６である。ＴｉＯ２は５．２６％含まれている。この砂鉄の
品質を検討するために化学成分（酸化チタン，全鉄，酸化マンガン）の関係を図１～図４に示した。図１に造滓成
分量（ＳｉＯ２＋Ａｌ２Ｏ３＋ＣａＯ＋ＭｇＯ＋Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ）とＴ．Ｆｅの関係を示す。全国の砂鉄に比べても鉄分が低く，造
滓成分量が非常に高い特徴がある。顕微鏡組織で夾雑物が多く，珪石などの花崗岩由来の鉱物の分離が十分で
なかった観察結果と一致する。図２にＴｉＯ２とＴ．Ｆｅの関係を示すが同じくＴ．Ｆｅの低い側にある。風化が進み，
本砂鉄がＴ．Ｆｅで５５％～６０％位まで濃化したと仮定するとＴｉＯ２は１０．１～１１％位まで上昇し，関東地方（栃木，
茨城，千葉）の砂鉄とほぼ同じ位置になる。図３はＭｎＯ／ＴｉＯ２とＴｉＯ２／Ｔ．Ｆｅの関係を示す図で，土砂や夾雑物
の影響を受けない指標である。この図においても関東地方の砂鉄とほぼ同位置にあり，基本的にはこれらの砂
鉄と同質と推察される。図４は砂鉄を代表する成分であるＶとＴｉＯ２をＴ．Ｆｅで基準化して，夾雑物などの影響
を受けない指標として検討する図である。茨城・千葉の砂鉄とほぼ同じ位置にあり，中国地方の赤目砂鉄より
もＴｉＯ２が高い。
　以上の結果を総合的に考えると本資料は資料�１の砂鉄と同じものと考えられる。花崗岩の風化鉱物との分
離が十分に進んでいないＴ．Ｆｅが低くＳｉＯ２などの夾雑物が多い砂鉄と位置づけられる。栃木，茨城，千葉など
の関東地方の砂鉄と同系統ではないかと思われる。

資料番号�７　釘
外観：外観を外観写真に示す。全重量３９．６ｇ，大片：３４．１ｇ，小片：５．４ｇ，大片：長さ１２７．４�，幅１３．２�，
厚さ１２．９�。小片：長さ５０．５�，幅９．６�，厚さ７．８�。先端から５�の位置で折損している釘で，銹化膨張に
より長手方向に両面で４条の縦亀裂が生じている。外観からは頭部を膨らましているように見える。資料全体
は厚く銹に覆われ，部分的に銹化瘤もみられる。先端側の折損部を用いて調査する。
顕微鏡組織：１０倍の断面組織をマクロ写真１に，１００倍と４０倍の組織写真７－１，７－２に示す。マクロ写真に
みられるように資料は厚く鉄さびに覆われている。全体的に白く，炭素は低いと思われる。写真左側に縦方向
の亀裂状のものが観察されるがウスタイトと思われる介在物である。介在物は写真の縦方向に伸びていること
から横方向から鍛打されたと推察される。顕微鏡組織は組織写真７－１，７－２に示すように結晶粒の大きさ
が異なり，写真７－１の方が結晶粒は大きくなっている。写真７－２は結晶粒が小さく写真の面に対して結晶
粒は左上から右下方向に伸びており，これと直角の方向から鍛打されている。写真の基地組織はＣ（炭素）　の
非常に低いフェライト（α鉄：Ｃ＜０．０２％）組織で，結晶粒界にわずかにパーライト（フェライトと鉄の炭化
物であるセメンタイト（Ｆｅ３Ｃ）の層状組織）がみられる。顕微鏡組織としてはＣ量は０．２％以下と思われる。
顕微鏡組織からみると浸炭や脱炭の形跡はなく低炭素の軟鉄が素材として使われたと思われる。
ＥＰＭＡ：マクロ写真の介在物についてＥＰＭＡにより微小領域分析を１００倍の倍率下で行った。面分析結果を
マッピング写真２に，各鉱物層の定性分析結果を図１７～２１と表６に示す。ＳＥＭ像（走査型電子顕微鏡写真）に
みられるようにウスタイトと思われる鉱物相が観察され，基地は一見ガラス質のように見えるが分析結果では
Ｆｅ，Ｓｉが主体でファイヤライトと考えられる。Ｔｉについてはわずかしかなく始発原料が砂鉄か否かは判断で
きない。精錬鍛冶滓あるいは鍛錬鍛冶滓が抜けきれず介在物として巻き込まれて残ったものと思われる。
化学成分：Ｃは０．０９２％で純鉄に近い亜共析鋼の範囲にあり，顕微鏡観察と一致する。通常は還元されないＳｉやＡｌ
が少量含まれているがこれらは鉄滓などが非金属介在物として残存し，分析されたものと思われる。不純物は少ない。
　以上の結果から，本資料は炭素の低い軟鉄を素材として鍛造により作られた鉄釘と推察される。

資料番号�８　刀子
外観：外観を外観写真に示す。全重量２７．７ｇ，大片：２３．４ｇ，小片：４．２ｇ，大片：長さ１０９．４�，幅２６．９�，
厚さ７．１�。小片：長さ４２．６�，幅１２．７�，厚さ７．８�。手元側の４３�で折損している刀子状資料である。おそ
らく銹化瘤で全面が覆われていたと思われるが片面はこれらが剥離し，黒銹が露出している。手元側の折損片
を用いて調査する。
顕微鏡組織：１０倍の断面組織をマクロ写真２に，１００倍と４０倍の組織を組織写真８－１，８－２に示す。マクロ
写真にみられるように資料は厚く鉄さびに覆われている。マクロ写真で見ると白色の部分と灰色の部分とが存



在する。白色の部分は組織写真８－２の組織でほとんど炭素を含まないフェライト組織である。結晶粒がやや
潰れており鍛打の影響が及んでいる。一方，マクロ写真の灰色の部分は組織写真８－１の組織で炭素が０．８％
よりもやや低いＣがおそらく０．６％位の亜共析鋼の組織である。この部分では元の高温での結晶粒界に沿って
初析のフェライトが析出し，基地はパーライトになっている。白色部と灰色部との間には介在物などは観察さ
れず，炭素量に応じた結晶組織も緩やかに変化しており，炭素濃度の異なる素材を接合したものではないと考
えられる。また，折り返しなどの痕跡も認められない。白色部は組織写真８－２の組織が加熱鍛打の際に脱炭
したと推察される。白色部にみられる黒いシミ状の部分は介在物ではなく銹化部分である。
化学成分：Ｃは０．１４％で低炭素の亜共析鋼の範囲にある。顕微鏡観察とおおよそ一致する。ＳｉやＡｌが少量含
まれているがこれらは鉄滓などが非金属介在物として残存し，分析されたものと思われる。不純物は少ない。
　以上の結果から，本資料は炭素が０．６％位の亜共析鋼組成を素材として鍛造により作られた刀子と推察され
る。加熱鍛打時に脱炭が進んでおり，折り返しや異種の鉄素材を貼り合わせた痕跡はない。介在物の分析から
は本資料の始発原料は砂鉄か判断できない。

４　まとめ
　本分析調査を以下にまとめた。
１）遺跡の性格
　第１号製鉄遺構，第１０号井戸跡，第１号廃棄土坑から検出された資料�３，�４，�５はいずれも顕微鏡組織
で鍛造剥片や粒状滓が観察され，成分的にも鍛錬鍛冶滓と判断された｡これらの遺構では椀型滓や多量の釘，
刀子などの鉄器が出土していることから本遺跡では鍛錬鍛冶が行われていたと推察され，これらはそれに関連
する遺構と考えられる｡
　第１号製鉄遺構，第１号掘立柱建物跡から検出された砂鉄資料�１，�６は成分，組織などからみてほぼ同
一と見なすことができ，両遺構の間に関連があったと思われる。
　第１０号井戸跡から出土した鉄製品の釘と刀子はいずれも炭素量が低く，特に刀子は亜共析の組成（Ｃ＜
０．８％）の鉄が脱炭した形跡があり，素材の鉄には鋳鉄ではなく鋼が使われた可能性がある。調査した資料は２
点に過ぎないがいずれも異種の鉄を鍛接した形跡はない。
　以上の様に本遺跡が鍛錬鍛冶に関わることは確実であるが，なぜ鍛錬鍛冶に関わる遺構から砂鉄が出土する
のかは不明である。
２）始発原料
　資料�３，�４，�５はいずれもＴｉＯ２が０．２５％～０．４６％と低く，始発原料が砂鉄か否か判断はできない。鉄
製品資料�７の介在物をＥＰＭＡで分析調査したがＴｉＯ２を多く含む鉱物相は検出できず始発原料は特定できな
かった。�８は介在物がなく，始発原料に関わる情報が得られなかった。しかし，２ヶ所から砂鉄が検出され
ていることを考慮すれば，砂鉄が始発原料に使用されたのではないかと思われる。
５　参考
（１）鉄滓の顕微鏡組織について：鉄滓を構成する化合物結晶には，一般的に表Ａ１のような鉱物組織がある。酸
化鉄（Ｆｅ２Ｏ３，Ｆｅ３Ｏ４，ＦｅＯ），二酸化ケイ素（シリカ：ＳｉＯ２），アルミナ（Ａｌ２Ｏ３）および二酸化チタン（ＴｉＯ２）
を組み合せた化合物（固溶体）が多く，これら鉱物結晶は含有量にも依存するが，Ｘ線回折により検出され
確認できる。鉄滓中の低融点化合物がガラス相（非晶質）を形成することがあり，Ｘ線回折では検出されない。

－　　－182

表Ａ１　鉄滓の顕微鏡鉱物組織とその観察状況

偏 光 顕 微 鏡 観 察 状 況化　学　式鉱 物 名（英）鉱物組織名（和）

赤褐色～赤紫色α－Ｆｅ２Ｏ３Hematiteヘマタイト

赤紫色～黒紫色γ－Ｆｅ２Ｏ３Maghemiteマーゲマイト

白青色、四角または多角盤状Ｆｅ３Ｏ４Magnetiteマグネタイト

灰白色、繭玉状または樹枝状ＦｅＯWustiteウスタイト

薄い青灰色、短冊状の長い結晶２ＦｅＯ・ＳｉＯ２Fayaliteファイヤライト

白色、四角～角形板状結晶２ＦｅＯ・ＴｉＯ２Ulvospinelウルボスピネル

白色、針状・棒状の長い結晶ＦｅＯ・ＴｉＯ２Ilmeniteイルメナイト

白色、針状の結晶ＦｅＯ・２ＴｉＯ２Pseudobrookiteシュードブルッカイト

ウスタイト中に析出、ごま粒状ＦｅＯ・Ａｌ２Ｏ３Hercyniteハーシナイト
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偏 光 顕 微 鏡 観 察 状 況化　学　式鉱 物 名（英）鉱物組織名（和）

組織は不明β－ＦｅＯＯＨAkageniteアカゲナイト

組織は不明ＣａＯ・ＭｇＯ・ＳｉＯ２Monticelliteモンチセライト

白～黄色、リング状が多いα－ＦｅＯＯＨGoethiteゲーサイト

γ－ＦｅＯＯＨLepidocrociteレピドクロサイト

白色～半透明α－ＳｉＯ２Silica石英（シリカ）

白色β－ＳｉＯ２Cristobaliteクリストバライト

６．図表・写真

ＥＰＭＡ組織写真化学成分外観写真ＭＣ反応磁着度資料・種別出土地点　　層位資料�

○○○○○砂鉄第１号製鉄遺構　Ｘ（北側中層砂層付近）１

○○○○○鍛造剥片第１号掘立柱建物跡　溝３Ｘ２

○○○○○○椀型滓第１号製鉄遺構　覆土下層３

○○○○○椀型滓第１０号井戸跡　Ｍ３９４

○○○○○椀型滓第１号廃棄土坑　Ｍ５２５

○○○○○砂鉄第１号掘立柱建物跡　炉床面６

○○○○○○釘第１０号井戸跡　覆土上層７

○○○○○刀子第１０号井戸跡　覆土上層８

表１　調査資料と調査項目

造滓成分％Ｖ／ＴｉＯ２ＭｎＯ／ＴｉＯ２ＴｉＯ２／Ｔ．ＦｅＣ．Ｗ．ＶＰ２Ｏ５ＭｎＯＴｉＯ２資料�

５１．３２０．０３６１０．０６００．１８２３．５６０．１８０．１５５０．３０４．９９１

４９．１７０．０３４２０．０５７０．１８３３．３８０．１８０．１５００．３０５．２６６

比　　率（％）
Ｋ２ＯＮａ２ＯＭｇＯＣａＯＡｌ２Ｏ３ＳｉＯ２Ｆｅ２Ｏ３ＦｅＯＴ．Ｆｅ資料�

ＦｅＯＦｅ２Ｏ３

７３．５２６．５０．５９０．７３４．６０１．８０１１．３３２．３２８．０１０．１２７．４１

７２．６２７．４０．５６０．６９４．６２１．７０１０．６３１．０２８．９１０．９２８．７６

表２　砂鉄の化学成分分析結果（％）

参考２）鉄－炭素系平衡状態図

参考図　Ｆｅ－Ｃ系状態図
　合金の凝固組織は、液相または固相の状態からの
連続冷却で形成されるものであるから、室温に至る
までに起ったすべての相変化の形跡を留めている場
合が多く、状態図と対応させて、組織の内容を説明
することができる。
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造滓成分％ＭｎＯ／ＴｉＯ２ＴｉＯ２／Ｔ．ＦｅＣｕＶＣＣ．Ｗ．ＣｏＰ２Ｏ５ＭｎＯＴｉＯ２資料�

２４．０８０．４６７０．００５０．１４０．００７０．０５０．２２０．００８０．４７６０．１４０．３０３

４６．５６０．４７８０．０１２０．０１００．０１００．１００．７７０．００５０．８８７０．２２０．４６４

２９．２５０．６８００．００５０．０１６０．００７０．０７１．６００．００７０．５０５０．１７０．２５５

比　　率（％）
Ｋ２ＯＮａ２ＯＭｇＯＣａＯＡｌ２Ｏ３ＳｉＯ２Ｆｅ２Ｏ３ＦｅＯＭ．ＦｅＴ．Ｆｅ資料�

Ｆｅ２Ｏ３ＦｅＯ

１８．６８１．４０．２３２．０８１．５４３．６７４．６６１１．９１３．５５９．１０．３２５５．７３

２１．３７８．７０．４５４．３７２．７７７．３４８．４３２３．２１０．６３９．００．３９３８．１４

２８．８７１．２０．２５２．２１１．３８３．３３４．３８１７．７１９．２４７．５０．１７５０．５５

表３　鉄滓の化学成分分析結果（％）

Ｃ．Ｗ．＝化合水、造滓成分＝ＳｉＯ２＋Ａｌ２Ｏ３＋ＣａＯ＋ＭｇＯ＋Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ

ＭｇＣａＴｉＶＡｌＣｏＮｉＣｕＳＰＭｎＳｉＣ資料�

０．００５０．０１４０．０１００．００９０．０１００．０２８０．０１５０．００６０．０３２０．１７０．００８０．０２４０．０９２７

０．０３１０．０７６０．０８９０．００９０．０６４０．０２８０．０１４＜０．００１０．０２６０．２５０．０２００．０８８０．１４８

表４　鉄塊系遺物の化学成分分析結果（％）

８７６５４３２１全体位置

１．５１．４４６．０８２．１７８．４４６．３８０．１６４．２４１．２Ｆｅ

３２．５３２．７１９．２１．０１９．００．３３５．９１７．２Ｓｉ

０．１１０．０８０．３４０．２６０．３１０．３７０．２Ｔｉ

３２．２３１．６２４．４１７．５１９．８２４．８１７．７２１．６２４．７Ｏ

１６．２１６．２０．５７０．６９１．４７．３Ａｌ

５．５４．４５．８４．０Ｃａ

１７．６１７．８４．２Ｋ

４．８５．４０．８９０．６８１．０Ｍｇ

位置１、４：ウスタイトの変色部、　位置２、５：ウスタイト部、
位置３、６：ファイヤライト部、　　位置７、８：ガラス部

表５　資料�５　ＥＰＭＡ分析結果

位置４位置３位置２位置１全　体分析位置

４１．１８２．４４０．３８１．０６１．９Ｆｅ

２０．４２０．１０．３９．８Ｓｉ

０．６１０．６６０．４１Ｔｉ

２５．６１６．９２６．３１７．４２１．３Ｏ

５．６６．００．６３．３Ａｌ

４．１４．３２．０Ｃａ

０．４１０．４６０．２１Ｓ

２．６２．５１．１Ｋ

位置１、３：ウスタイト部、　位置２、４：ガラス質部？

表６　資料�７　ＥＰＭＡ分析結果
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外観写真

資料　�８資料　�７

資料　�４ 資料　�５

資料　�１ 資料　�２ 資料　�３

顕微鏡組織写真

資料　�１　x１００ 資料　�２　x１００ 資料　�３　x１００

資料　�４　x１００ 資料　�５　x１００ 資料　�６　x１００

資料　�６
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金属鉄組織

資料　�７　マクロ写真１　x１０ 組織写真１　x４００ 組織写真２　x４００

ＥＰＭＡ　分析結果

分析結果６　サンプル�５　全体
※分析結果１～５，７～１４については，省略

資料　�８　マクロ写真２　x１０ 組織写真１　x４００ 組織写真２　x４００
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写 真 図 版

清 水 遺 跡

清水遺跡遠景





清 水 遺 跡

清 水 遺 跡

調 査 区 全 景

第 ２ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ２ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

PL１



PL２

第 ２ 号 住 居 跡

竈 完 掘 状 況

第 ２ 号 住 居 跡

竈遺物出土状況

第 ３ 号 住 居 跡

完 掘 状 況



清 水 遺 跡

第 ３ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第１・２号溝跡

完 掘 状 況

PL３



PL４

第２・３号住居跡出土遺物

SⅠ２－８ SⅠ２－４ SⅠ２－１

SⅠ２－５ SⅠ２－３ SⅠ２－７

SⅠ２－６ SⅠ２－２ SⅠ３－２１

SⅠ３－２２ SⅠ３－１９ SⅠ３－１７

SⅠ３－２０ SⅠ３－１８ SⅠ３－１６



清 水 遺 跡

PL５

第２・３号住居跡出土遺物

SⅠ２－１１ SⅠ２－１３

SⅠ２－９ SⅠ２－１４

SⅠ２－１０ SⅠ２－１２

SⅠ３　出土遺物集合 SⅠ２　出土遺物集合



PL６

第２・３号住居跡，第２号溝跡，遺構外出土遺物

遺構外－TP１ 遺構外－２８遺構外－TP２

土玉集合SD２－２６

SⅠ２－DP２ SⅠ２－DP３ SⅠ３－DP５

遺構外－DP８ 遺構外－DP９遺構外－DP７

SⅠ３－DP６SⅠ２－DP１ SⅠ２－DP４ 遺構外－Q２



写 真 図 版

同 所 新 田 遺 跡

同所新田遺跡遠景





同 所 新 田 遺 跡

同 所 新 田 遺 跡

第 Ⅰ 区 全 景

同 所 新 田 遺 跡

第 Ⅱ 区 中 央 部

（第４５号溝跡中心に）

PL７

同 所 新 田 遺 跡

第 Ⅱ 区 全 景



PL８

第１号方形周溝墓

完掘状況（俯瞰）

第１号方形周溝墓

完 掘 状 況

第 １ 号 住 居 跡

焼 土 検 出 状 況



同 所 新 田 遺 跡

第 １ 号 住 居 跡

掘 り 方 状 況

PL９

第 １ 号 住 居 跡

竈 掘 り 方 状 況

第 １ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



PL１０

調査区第Ⅰ区中央部

完 掘 状 況

（第１号掘立柱建物跡を中心に）

第１・３号掘立柱建物跡

第 １ 号 柵 跡

完 掘 状 況

第１号掘立柱建物跡

第 ２ 号 柵 跡

完 掘 状 況



同 所 新 田 遺 跡

第６号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

PL１１

第１号掘立柱建物跡

炉 掘 り 方 状 況

第１号掘立柱建物跡

溝 １ 完 掘 状 況



PL１２

第１号製鉄遺構

完掘状況（俯瞰）

第１号製鉄遺構

完 掘 状 況

第１号製鉄遺構

確 認 状 況



同 所 新 田 遺 跡

第１号製鉄遺構

土層セクション

PL１３

第１号製鉄遺構

遺 物 出 土 状 況

第１号製鉄遺構

遺 物 出 土 状 況



第２０号溝跡完掘状況

PL１４

第１３号溝跡完掘状況

第３２号溝跡完掘状況

第２５・２６・４１・５１・５２号溝跡完掘状況

第８号溝跡完掘状況



同 所 新 田 遺 跡

PL１５

第６・７号溝跡完掘状況 第６・７号溝跡完掘状況

第１号井戸跡完掘状況

第９号井戸跡完掘状況

第３号井戸跡完掘状況 第７号井戸跡，第３６５号土坑完掘状況

第８号井戸跡完掘状況

第２号井戸跡，第２４８号土坑完掘状況



PL１６

第１０号 井 戸 跡

下層部確認状況

第１０号 井 戸 跡

下層部確認状況（俯瞰）

第１０号 井 戸 跡

完 掘 状 況



同 所 新 田 遺 跡

PL１７

第１・２号溜め井跡遺物完掘状況 第３・４・５号溜め井跡遺物完掘状況

第６号溜め井跡粘土検出状況 第８号溜め井跡完掘状況

第１号廃棄土坑完掘状況 第１号廃棄土坑遺物出土状況

第１号廃棄土坑遺物出土状況 第１号廃棄土坑遺物出土状況（接写）



PL１８

第１０８号土坑完掘状況 第１１６号土坑完掘状況

第３９０・３９１・３９４号土坑完掘状況

第２７２・２７３号土坑完掘状況 第２７３号土坑焼土検出状況

第３号柵跡完掘状況 第４号柵跡，第１９号溝跡，第２５８・２６２号土坑完掘状況

第２５３号土坑完掘状況



同 所 新 田 遺 跡

第１号方形周溝墓，第１号製鉄遺構，第１号廃棄土坑出土遺物

PL１９

TM１－１ 第１号廃棄土坑－１０６

第１号製鉄遺構－１３

第１号製鉄遺構－１６ 第１号廃棄土坑－１０３

第１号製鉄遺構－１４ 第１号製鉄遺構－１５

第１号製鉄遺構－１２ 第１号廃棄土坑－１０４

第１号廃棄土坑－１０８ 第１号廃棄土坑－１０２



PL２０

縄文土器・墨書土器・土製品

SE１０－７４ SE１０－７８ SE１０－８０ SE１０－９７

SE１０－１００ 第１号廃棄土坑－１２３ 第１号廃棄土坑－１２０ 第１号廃棄土坑－１１６

遺構外－TP７ 遺構外－TP６ 遺構外－TP８ 遺構外－TP１０ 遺構外－TP１１ 遺構外－TP１４

遺構外－TP１２ 遺構外－TP１５ 遺構外－TP１６ 遺構外－TP１７ 遺構外－TP１９

第４号廃棄土坑－DP１６ SE１０－DP４ WT６－DP１７

第１号製鉄遺構－DP１ 第１号製鉄遺構－DP２ 第１号製鉄遺構－DP３



同 所 新 田 遺 跡

PL２１

土製品・石器・石製品

SE１０－DP９

SE１０－DP１２

SE１０－DP６ SE１０－DP７ SE１０－DP８
SE１０－DP１０

遺構外－DP１８ 遺構外－DP１９ SE１０－DP５

SE１０－DP１４ SE１０－DP１３

SE１０－DP１１ 第１号廃棄土坑－DP１５ 人形玩具集合

遺構外－Q２５

遺構外－Q２７

遺構外－Q２８

SE１０－Q１０

遺構外－Q２６ 第１号廃棄土坑－Q１９ 第１号製鉄遺構－Q８



PL２２

石器・石製品

第１号製鉄遺構－Q６ SD４５－Q９ SE１０－Q１２

SE１０－Q１３ 第１号廃棄土坑－Q１７ SE１０－Q１４

第１号製鉄遺構－Q４ WT１－Q２３ SK１１９ －Q２４

SE１－Q２１ 第１号廃棄土坑－Q１８

遺構外－Q３０ SE１－Q２０ 遺構外－Q２９

SE１－Q２１

SE１０－Q１５

SE１０－Q１６



同 所 新 田 遺 跡

PL２３

金属器・金属製品

SD８－M２０ 第１号製鉄遺構－M１７ SE１０－M３９

SE１０－M３８ 第１号廃棄土坑－M５３ 第２号廃棄土坑－M６０

第３号廃棄土坑－M６３ SE１－M６６ 第４号廃棄土坑－M６５

第１号廃棄土坑－M５２ 第１号製鉄遺構－M１５ 第１号製鉄遺構－M１４

SE１０－M４７ 第１号廃棄土坑－M５８

SE１０－M４０

SB１－M２ SE１０－M２６

第１号製鉄遺構－M４



PL２４

金属器・金属製品・古銭・自然遺物

SE１０－M２５

第１号廃棄土坑－M５４ SD９－M２３

第１号製鉄遺構－M６

SE１０－M３０
第１号廃棄土坑

－M５１
第１号廃棄土坑

－M５０ SE１０－M３６
第１号製鉄遺構

－M８

第１号製鉄遺構
－M９

第１号廃棄土坑－M５５

第１号製鉄遺構－M１２

遺構外－M７６

SE１０－N１

SK６９－N２

SD４－M１９ SE１０－M４４

SK２－M６８ SE１０－M４３

SE１０－M４５ SD１１－M２４

SE１０－M４６ WT６－M７２SA５－M７５



同 所 新 田 遺 跡

PL２５

第１号製鉄遺構，第１０号井戸跡，第１号廃棄土坑出土遺物

第１号製鉄遺構－２９

SE１０－８５

第１号製鉄遺構－３０

SE１０－９０

第１号製鉄遺構－３５

SE１０－９４

SE１０－８２

SE１０－９８

SE１０－６０ SE１０－６３SE１０－６２ 第１号製鉄遺構－３３

第１号廃棄土坑－１０９

第１号廃棄土坑－１１５ 第１号廃棄土坑－１１２ 第１号製鉄遺構－３０

第１号製鉄遺構－３１ 第１号廃棄土坑－１２５ 第１号廃棄土坑－１１６

第１号廃棄土坑－１１０ 第１号廃棄土坑－１１１



PL２６

第１号製鉄遺構，第１０号井戸跡，第１・２号廃棄土坑，第１２０号土坑出土遺物

第１号製鉄遺構－２７

SK１２０－１４５

第２号廃棄土坑－１２９

SE１０－８５ 第１号廃棄土坑－１２４ 第１号製鉄遺構－３５

SE１０－９０ SE１０－８８ SE１０－８９

第１号製鉄遺構－２０ 第１号廃棄土坑－１１７

SE１０－６５ 第１号製鉄遺構－２１ SE１０－９８



同 所 新 田 遺 跡

PL２７

第１号製鉄遺構，第２・４・５・８号溝跡，第１０号井戸跡，第６号溜め井跡，第１・４号廃棄土坑，遺構外出土遺物

第１号廃棄土坑－１１８ WT６－１４３ SD２－３９

第１号廃棄土坑－１１９ SE１０－９４第１号製鉄遺構－３４

第１号廃棄土坑－１２８ 遺構外－１４７SD５－５１

SD４－４８ 第１号廃棄土坑－TP２第４号廃棄土坑－１３４

SD８－５５ 第１号製鉄遺構－２４



PL２８

第１号製鉄遺構，第１０号井戸跡，第１号廃棄土坑出土遺物

SE１０－６７ SE１０－９７ 第１号製鉄遺構－２２ SE１０－６９

SE１０－７０ 第１号廃棄土坑－１２３SE１０－７１

SE１０－７９ 第１号製鉄遺構－２３

SE１０－７４ 第１号廃棄土坑－１２１

第１号廃棄土坑－１２２



平成２０（２００８）年　３月１９日　印刷
平成２０（２００８）年　３月２４日　発行

一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道
新設事業地内埋蔵文化財調査報告書

茨城県教育財団文化財調査報告第２９０集

清 水 遺 跡
同 所 新 田 遺 跡

発行　財団法人　茨城県教育財団
〒３１０－０９１１　水戸市見和１丁目３５６番の２

茨城県水戸生涯学習センター分館内
ＴＥＬ　０２９－２２５－６５８７

印刷　株式会社　須�印刷
〒３１５－００１３　茨城県石岡市府中１－３－１６
ＴＥＬ　０２９９－２２－４６５８




